大 菩薩 峠 

めいろの 巻 


中 里 介 山 


一 

信 濃の 国、 白骨の 温泉 —— これ を ハツ コッと 読ませ 

たの は、 いつの 頃、 誰に はじまつ たもの か 知らん。 

先年、 大 菩薩 峠の 著者が、 白骨 温泉に 遊んだ 時、 机 

竜 之 助の ような 業 縁 もな く、 お雪 ちゃんの ように かし 

ずいて くれる 人 もない 御 当人 は、 独 去 独 来の 道 を 一本 

の 金剛杖に 託して、 飄然と して 一夜 を 白槽の 湯に 明 

かし、 その 翌日 は 乗 鞍 を 越えて 飛驊へ 出ようと して、 

草鞋の ひも を 結び ながら 宿の 亭主 に 問うて 言う ことに 

ま、 


「いったい、 この 白骨の 温泉 は、 シ ラホネ がいいの か、 

シラ フネが 正しい のか」 

亭主が - J れに 答え て 言う ことに は、 

「シラ フネが 本当なん です よ、 シラ フネが なま つ てシ 

ラホネ になり ました …… シ ラホネ なら まだいい が、 近 

頃 は ハツ コ ッ という 人が 多くな つ ていけません —— お 

客 様に よ つ て はか つぎます からね」 

シラ ホネを ハツ コッと 呼びなら わした の は、 大 菩薩 

峠の 著者 あたり も、 その 一半の 責め を 負うべき もの か 

も 知れない。 よって 内心に 多少の 恐縮 の 思い を 抱いて、 

この 宿 を 出た ので あつたが、 シ ラホネ にしても、 ハツ 


コッ にしても、 かつぐ どうり は 同じような もので はな 

いか。 こんな ことから、 殺生 小屋 を 衛生 小屋と 改めて 

かなしと うげ 

みたり、 悲 峠 をお めでた 峠と かえて みたり する よう 

な ことにな つ て はた まらない。 

そんな ことまで 心配して みたが、 きょう このごろ、 

風の たよりに 聞く と、 白骨の 温泉で は、 どうか 大 菩薩 

峠の 著者に も ぜひ 来て 泊っても らいたい、 ここに は 四 

軒、 宿屋が あるから、 一軒に ー晚 ずつ 泊っても 四晚泊 

れる —— と、 何 かしらの 好意 を 伝えて くれと か、 くれ 

るな とか、 ことわりが あつたそう である。 して みれば 

ハツ コッの 呼び名が 宣伝に なって、 宿屋 商売の 上に い 


くら かの 利き目が 眼前に 現われた ものと も 思われる。 

ちょうちん 

しかし、 宣伝と、 提灯が、 どう 間違っても、 白骨の 温 

泉が 別府 となり、 熱 海と なる 気づかい は あるまい。 ま 

して 日本 アルプスの 名 もま だ 生れて はいない し、 主脈 

ゆうしゃく 

の 高山 峻嶺 とても、 伝説に 似た 二三の 高僧 連の 遊 錫 

の あと を 記録に とどめて いるに 過ぎない し、 物 を 温む 

る 湯 場 も、 空が 冷えれば、 人 は 逃げる ように 里に 下る 

時と ところな のです から、 ある 夜の す さびに、 北 原 賢 

次が 筆 を 取って、 

いんしょ 
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と 壁に 書きなぐった 文字 そのものが、 如実に 時の 

せきりょう  ぶりよ う 

寂寥と、 人の 無聊と を、 物語って いるよう であります。 

その 時、 その 温泉に 冬越し をしょう という 人々  

おとこめ かけ 

それ は あのい やなおば さんと、 その 男妾の 浅吉 との 

おうし 

横死 を 別と して は、 前 巻 以来に 増し も 減り もしない。 

お雪 ちゃんの 一 行と、 池 田 良 斎の 一 行と、 俳諧， k と、 

山の 案内 人と、 猫師 と、 宿の 番人と、 それから 最近に 

面 を 見せた 山の 通人 —— ともかくも、 こんなに 多くの、 

かなり 雑多な 種類の 人が、 ここで 冬 を 越そうと は、 こ 

の 温泉 はじまって 以来、 例の ない ことか も 知れません。 

ふゆ ごも 

そこで、 この 一軒の 宿屋のう ちの 冬籠りが、 ある 時 


は 炉辺の 春と なり、 ある 時 は 湯槽に 話の 花が 咲き、 あ 

ると き はしめ やかな 講義の 席と なり、 ある 日 は 俳諧の 

軽妙に 興が わくと いったよ うな 賑わいが、 不足な く 保 

たれて いるの だから、 外 はいかに 寒くな ろうと も、 こ 

の 湯の さめない 限り、 この 冬籠りに 退屈の 色 は 見え ま 

せん。 

ことに、 この 冬籠りに 無くて ならぬ の はお 雪ち やん 

であります。 見よう によれば、 お雪ち やん あるが ゆえ 

に、 この 荒涼たる 秋 夜に、 不断の 春が あると 見れば 見 

られ るので あります。 誰に もよ いお 雪ち やん —— どう 

かする と、 このごろ めっきり 感傷的に なって、 ひそか 


に 泣いて いるの を 見る という 者 も あるが、 それでも 表 

に 現われた ところ は、 いつも 気立ての よい、 人 を そら 

さぬ、 つくろわぬ 愛嬌 に充ち 満ちた 微笑 を、 誰に 向つ 

て も 惜しむ ことのない お雪ち やん —— 

お雪ち やん は 今、 柳の 間で 縫 取り をして いる。 

縫 取りと いっても、 ここで は 道具立て をして かかる 

わけに は ゆかない から、 ただ あり 合せの 黒い びろうど 

に、 白の 絹糸で もって、 胡蝶の 形 を 縫い 出して 楽しん 

でい るまでの ことです。 手す さみに 絵 を かいて 楽しむ 

ような 気持で、 針 を 運ばせながら、 浮き 上って 来る 物 

の 形に、 自分 だけの 興味 を 催して、 自己満足 をして い 


るまでの こと —— 風呂敷に は 狭い し、 帛紗に は 大きい。 

縫い上げて、 自家用に しょうか、 贈り物に しょうかな 

どの 心配 は あと 廻し にして。 

物 を 縫うて いる 女の 形 を 見れば、 それが 若く とも 処 

女と いう もの はない。 否、 娘と いう もの はない。 Wife 

と いう 文字に は、 物 を 縫う 女と いう 意味が あるそう で 

すが、 いかなる 若い 娘さん をで も、 そこへ 連れて来て 

縫物 を させて ごらんなさい。 それ はもう、 娘で はない、 

妻で ある。 否、 妻で ある ほかの 形に 見ようと しても、 

見えない ものであります。 

自然、 it 婦も、 驕婦 も、 物 を 縫うて いる 瞬間 だけ は、 


良妻で あり、 賢婦 である ことのほかに は 見えない。 

自分の 娘 を、 いつまでも 子供に してお きたいならば、 

縫物 を させて はなら な い。 

老嬢の 自覚 を 心ね たく 思う 女 は、 決して 針 さしに 手 

を 触れない がよ ろしい。 

独身の さびし さ を 心に 悩む 男 は、 淫婦 を 見ようと も、 

針 を 持つ 女 を 見て はいけ ない。 だが、 安心して よい こ 

とに は、 お雪 ちゃんが こうして 針 を 持って いると ころ 

を、 誰 ひとり 見て いる 者 はない し、 お雪 ちゃんとても、 

誰に 見せよう との 心中 立てで もな く、 無心に 針 を 運ん 

でい るう ちに、 無心に 歌が 出て 来る。 心無く して 興に 


乗る 歌 だから、 鼻唄と いったよ うな ものでしょう。 

それ はお 雪 ちゃんが、 名 取に 近いと ころまで やった 

という 長唄で もない。 好きで 覚えた 新 内の 一節で もな 

い。 幼い 時分から 多少の 感化 を 受けて 来た、 そうして 

日本の あらゆる 声楽の 基礎 ともいうべき 声 明 の リズ 

じょうるり  なま 

ムに、 浄瑠璃の 訛りが かかった ような 調子で、 無心に 

歌われる 歌詞 を 聞いて いると、 万葉集でした。 

このごろ 中、 心に かけて 習って いる 万葉集の 中の 歌 

が、 そこ はかと なく、 例の 声明と、 浄瑠璃の リズムで、 

お雪 ちゃんの 鼻唄と なって、 いわば 運針の 伴奏 をな し 

て 現われて 来る らしい。 


巌 すら 

行き とほるべ き 

ますら をち 

恋て ふこと は 

のち 

後悔い にけ リ 

これ だけ は リズムの 節 調で はなく、 散文の 口調で、 

すらすらと 口 を ついて 出で ました。 

なぜか、 お雪ち やん はこの 歌が 好きです。 それ は 歌 

の 心が 好きな ので はなく、  口当りが いいから、 それで 

思わず 繰 返される のか も 知れない。 そうでなければ、 

相 聞の 歌で は、 これが いちばん 男性的で あると いうよ 


うな 意味で、 良 斎 先生の 愛誦 となって いると ころから、 

その 口 うつしが、 思わず 知らず、 お雪 ちゃんの 口癖に 

なって いるの かも 知れない。 

万 葉の 歌 は 上代の 歌人の —— 上代の 歌人との みい わ 

ず、 すべての 人類の 血と 肉との 叫びであります。 人生 

に、 恋に いて 恋 を 歌う ほど 苦しい もの はなく、 恋 を 知 

ら ずして、 恋歌 をうた う ほど 無邪気な もの はあります 
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その 時、 湯槽の 方で 高らかに 笑う 男の 声が する —— 

まもなく、 トン トンと かなり 足踏み を 荒く 三階の 梯子 

を 上る 人の 足音が する。 もしゃと お雪ち やん は 狼狽し 


ました。 ここへ 誰か 訪ねて 来る ので はない か 知ら。 あ 

の 遠慮のない 北 原さんでも 押し かけて 来る のか 知ら… 

…それで はと、 あわただしく 縫 取り を押片 づけて 心 構 

え をして いました が、 足音 は それだけで 止んで、 ここ 

へ 渡って 来る 人 もありません。 

きた 

来るべき 人が 来ない と 思う と、 淋し さは まさる もの 

です。 ことに、 あれほど 荒つ ぼく 三階の 梯子段 を 踏み 

鳴らしながら、 上った のか、 下りた のか、 それつ きり 

立 消えが してし まった ので は、 徒らに 人に 気 を 持た 

せる ばかりの ものです。 

おとこめ かけ 

いやな おばさんと、 男妾の 浅吉 とがい なくなって 


から 後、 この 三階 は、 わたしたちで 占領して いるよう 

な もの。 上ったならば、 当然、 わたしたち を 訪れる 人 

であろうのに …… 立 消えに な つ てし ま つ た。 

お雪ち やん は、 また 縫と リ をと り 上げる 気に もなら 

ず、 相 聞の 歌 を 繰 返す 気に もなら ず、 手 持 無沙汰の か 

げんで、 しばら く 所在な くして いた が —— そ の 時、 ゾッ 

さむけ 

と 寒気が した ものです から、 急いで、 ぬぎ っぱなして 

置いた 黄八丈の 丹前 を 取って 羽織り かけ、 そうして、 

こたつの そばへ ずっと 膝 を 進めて、 からだ を すぼめて、 

両手 を 差し こんで、 ずっと 向う の ふすま を 見つめた ま 

までい ました。 


この 時、 湯槽 は 急に 賑わしく なって、 高笑いと、 無 

駄 話の 声まで が、 手に 取る ように 響いて 来ます けれど 

も、 お雪ち やん は そこへ 行って みょうと いう 気に はな 

りません。 

以前 は、 誰が いても 遠慮なく 入って 行った ものです 

が、 このごろ は、 どうした もの か、 なるべく 人目 を 避 

ける ようにして、 誰も 入って いない 時 をね らうよう に 

して は、 こっそりと、 お湯に つかる ようにな りました- 

それと いうの は、 いつぞや あのい やなおば さんから 

からかわれて、 乳が 黒い といわれ たのが、 突き刺され 

たように 胸の 中に 透って いるもの ですから、 それが 気 


になって、 昨日まで は、 人に 見せても 恥 かしくな いと 

思って いた この 肌が、 今日は、 自分で 見る さえ も 恐ろ 

しくなる ことがある のです。 

お雪 ちゃんの 不安 は そのと ころから 始まりました I 

I それがない 時には、 無邪気に、 晴れ やかに、 誰に も 

あいきょう 

同じように 愛嬌 を 見せ、 同じように 可愛がられ てい 

るお 雪 ちゃんが —— ふと そのこと に 思い当る と、 暗く 

なります。 

何ともい えない 不安が こみ上げて、 こんな はず はな 

い、 そんな ことがあろ うはず はない と、 さんざんに 打 

消して はみ ますが、 打消し きれないで、 とうとう 泣い 


てし まう ことが、 この頃 中、 幾度 か 知れません。 

ああ、 弁 信さん が 言う 通り、 こんな ことから、 わた 

し は、 生きて この 白骨の 温泉 を 帰る ことができな いの 

かも 知れない —— あれ は、 わたしの 身の上の 予言で は 

なくて、 その 運命 は、 いやな おばさん だの、 意気地の 

ない 浅吉 さんだ のが、 代って 受けて くれて しまったの 

ではない か。 今に 始まった ことで ない 弁 信さん の 取 越 

よ そ.， 一 .一 と 

し 苦労 —— それ を 他事に 聞いて いたのが、 追々 にわが 

むく 

身に 酬 つて 来る ので はない か。 それが ために、 お雪 は 

書いても 届ける 由の ない、 届いても 見せる すべの ない 

盲目 法師の 弁 信に 向って、 ひまに まかせて は 手紙 を 書 


くもん 

いている の は、 ただこの 心の 不安と 苦悶と を、 他に 向つ 

て は 訴える 由 もない からです。 

つい 今まで、 晴れ晴れ していた お雪 ちゃんの 心が、 

また 暗くな リ ました。 

ぼんやりと、 見る ともなし に ふすま を 見つめて いた 

眼から、 涙が ハラハラと こぼれました。 ついに 堪えら 

れ なくなって、 面 もこた つの ふとんの 上に 埋めて、 な 

きじゃくつ てし まいました。 

だが、 自分ながら、 なんで そんなに 悲しい の だか わ 

かりません。 身に 覚えがない、 何も 知らない、 と 自分 

で 自分 をお さえつけ て いながら、 それが おさえ きれな 


いで 泣いて しまう 心 持が、 どうしても わかりません。 

そこでお 雪ち やん は、 思い入り 泣いて しまいました 

が、 身 を 入れて いた こたつの 火が 消えて しまって いる 

というの を 知った の は、 その後の ことで ありました。 

ああ、 火が 消えて しまった。 それでも お雪ち やん は 

少しの 間、 身動き もしなかった が、 やがて 立ち上って、 

炭 入と 十能 を 取って、 丹前 を 引っかけた まま、 障子 を 

あけて 廊下へ 出ました。 

二 


お雪 ちゃんが、 炭 取と 十能 を 持って 外へ 出た の は、 

自分の 冷めた 炬燒 へ、 新しく 火と 炭と を 追加の ため か 

と 思う とそうで もな く、 静かに 廊下 を 通って、 右へ 鍵 

の 手に 廻った いちばん 奥の 部屋まで 来て 見ました。 

うわぞうり  きれい 

そこへ 来る と、 上草履が 綺麗に 一 足 脱ぎ 揃えて ある 

の を 見て、 ホッと 安心した ような 思い入れで、 外から 

そ つ と 障子 を 引き、 

「お休みで ございま すか」 

「いいえ、 起きて いますよ」 

「御免下さい まし」 

お雪 は 障子 を 引 開けて 中へ 入りました。 ここ は 松の 


間と いう けれども、 実は 源氏の 間と でもい つた 方が ふ 

さわし いのでしょう、 十 余 畳 も 敷け るかな リ 広い 一 間 

ふすま 

です が、 その 襖の 腰に はいつ ぱいに 源氏 香が 散らし 

て ある。 

「めっきり、 お 寒くな りました」 

「寒くな つたね」 

室の 主と いうの は 机 竜 之 助であります。 竜 之 助 も 同 

じょうな 丹前 を 羽織って、 片肱を 炬燧の 上に 置いて、 

鍵 杖 をしながら、 こちら を 向いて、 かしこまつ ており 

ました。 

何 を 考える でもな し、 考えないでも なし、 白骨の 湯 


そうはく  おもて 

にさら されて、 本来 蒼白 そのものの 面が、 いっそう 蒼 

白に 冴えて いるよう な もの だが、 思いな しか、 その 白 

い 冴えた 面に、 このごろ は 光沢と いう ほどで もない が、 

一 脈の 堅実が 動いて いると 見れば 見られる でしよう。 

ノ  J ぷ さ か や き 

例の 五分 月 代 も、 相当に 手入れが 届いて、 底 知れず 沈 

おもかず 

んで いる こと、 死の 面影の ように やつれて いる こと は、 

以前に 少しも 変らない が、 どこかに かがやかしい 色が 

無いで はない。 

お雪ち やん は、 前へ 廻って、 そっと 炬燒の ふとん を 

開いて 手 を 入れて みて、 

「まあ、 先生、 すっかり 火が 消えて しまって いる じ や 


ありま せんか、 お呼び 下されば いいのに」 

と 言いました。 この 娘 は 自分の 炬燧が 冷めた のに 驚い 

て、 他の こと を 心配して、 ここへまで 調べに 来て 見る 

と、 これ は 全く 火の気が 絶えて いる。 

この 人 は、 長い間、 こうして 火の ない 炬燧 によりか 

かって、 うつらう つらと している の だ、 かわいそうに 


お雪ち やん は、 済まない 心 持に なって、 炭 取 を 下に 

置く と、 十能 だけ を 持って、 自分の 部屋へ 取って かえ 

しました。 そうして、 自分の 炬燒 から 火種 をう つそう 

としてみ たが、 これ も あいにく、 小指 ほどの 塊 と、 


蛍 ほどの が 総計 五 個 も あるぐ らいで、 とても これで は、 

他の 火勢 を 加える 足しにならな いと あきらめて、 でも、 

その 五 個ば かりの 火 を、 丹念に 十能の 上に 置いた まま、 

その 十能 を 大事に 持って、 三階の 梯子段 を 下にお りて 

ゆきました。 土間の 炉辺まで 行って、 烈々 たる 炭 塊 を 

十分に 持ち 来らん がた めで あるに 違いない。 

残された 竜 之 助 は、 この 時、 ク ルリと こたつの 方へ 

向き 直って、 やぐらの 上へ 両肱 をのせ て、 てのひらで 

面 を かくして、 じっとう なだれて しまいました。 

こうして いる 姿 を ごらんなさい。 心 は 無心で も、 姿 

そのものが 何 を 語って いるか。 


ああ、 おれ はもう、 生きる ことに 倦怠した …… とう 

めいている のか。 

あき 

生きて いる ことが 不思議 だ … … と 呆れて いるの か。 

いやいや、 おれ は まだまだ 生きる。 自分が 生きる と 

いう こと は、 つまり 人 を 殺す こと だ …… 何の 運命が、 

何の 天罰が、 この 強烈なる 生の 力 を 遮る …… と 叫ん 

でい るの か。 

さりと は 長い 長夜の 眠り だ。 もういい かげんで 眼 を 

さましたら どう だ。 

い つ の 世に 永き 眠りの 夢 さめて 驚く ことの あらんと 

すらん —— と 西 行 法師が 歌って いる。 誰か 来って、 こ 


むみょう ちょうや 

の 無明 長夜の 眠り を さます 者 はない か …… かれは、 天 

上、 人間、 地獄、 餓鬼、 畜生に 向って、 呼びかけ てい 

るかと も 見られる。 

その 時、 お雪 ちゃんが 火 を 持って来ました。 それ を 

上手に 組み合わせて、 自然に、 おこる ようにして 置い 

て、 灰 を かけ、 蒲団 を かぶせて、 お雪ち やん も、 多少 

遠慮 をして、 炬燧の 一方に 手 を さし 込んで あたりな が 

ら、 

「先生、 これから は、 もう 当分 外へ 出られません。 お 

ひとりでこう してお いでに なって、 淋しい と は 思わな 

い、 つまらな いと はお 思いに なりません か」 


「思った つて、 仕方がな いじ やない か」 

「仕方がな いっていえば、 それまでです けれど …… わ 

たし はほんと うに、 あなた を かわい そうだと 思う こと 

があります のよ」 

「思う ことがある だけ じ や つまらない、 い つで も 思つ 

て くれな くち や あ」 

「でも、 怖い と 思う こと もあります のよ、 憎らしい と 

思う こと もあります のよ …… そうして どうかす ると、 

心から かわい そうだと 思 つ て、 涙 を こぼす こと も あり 

ますの よ。 どれが、 本当の あなたの 姿 だか、 どれが 本 

当の わたしの 心 だか、 これが わから なくなって しまい 


ます」 

お雪ち やん はこうい つてい るう ちに、 またなん とな 

く 悲しくな リ ました。 

しかし また 気 を 引立てて、 

「先生、 きょうは 一 日、 お 傍で お 話 をお 聞き 申しとう 

ございます。 お 邪魔に はなり ません …… お 邪魔に なら 

なければ、 わたし、 自分の 部屋へ 帰って 縫 取り を 持つ 

て 参ります から、 それ を やりながら、 ゆっくりお 話 を 

伺おう ではありません か」 

こう 言って、 お雪ち やん はこた つから 出て、 自分の 

部屋へ 縫 取り を 取りに 行きました。 


その 間に 竜 之 助 は、 横にな つて、 長いき せる を かき 

よせて、 こたつの 火 を 煙草に うつして、 腹ば いながら 

一 ぶく のみました。 

机 竜 之 助 は 煙草 を 了ぶ く のんで しまって、 吸殻 を 手 

さぐりで 煙草盆の 灰 吹の 中に、 ていねいに はたき、 そ 

れ から 暫く 打吟 じて、 二 ふく 目の 煙草 を ひねろう とす 

るで もな く、 そのまま 長 煙管 を、 指の 先で 二 廻し ばか 

リ 廻して みました。 

何 か 縫 取 物 をと りに 行った はずのお 雪 ちゃんが、 存 

外 手間が とれる。 待ち こがれて いる わけで もない が、 

ちょっと 行って、 すぐ 戻る はずの 人が、 存外 時間 をと 


るの は、 多少 共に 気 を 腐らせる ものです。 

来なければ 来ないで いいが、 来る といって そこへ 出 

た 人が、 容易に 来な いのは、 人 を じらす ように も あた 

る。 お雪 ちゃんと いう 娘が、 決して 人 を じらす ように 

は 出来て いないの だが、 故意で ない にしても、 偶然で 

あるに しても、 女 は 人 を じらす ように 出来て いるの か 

も 知れない。 

ところで、 その 間の ちょっとした 穴 明きの 所在に、 

竜 之 助 は 長 煙管 を カセに 使って いる。 で、 二三 度 クル 

クルと 指の 先で 廻して みた 長 煙管 を、 今度 はピッ タリ 

と 自分の 頰に 当てて、 ヒタ ヒタと 叩いて みました。 


無論、 これ は 寝て いての 芸当で、 そう 食う ほどに 煙 

草が 好きと いう わけで はない から、 自然、 煙管の 方が 

扱い ごろの 相手になります。 

ちえ ッ、 長い 煙管が どうした というの だ。 

ふと、 かれの 眼前に、 都 島 原の 廓 の 里が 湧いて 出で 

ました。 

島 原が どうした？ 

朱 羅宇 の 長い 煙管の 吸附け 煙草が どうした。 

はは あ —— 御簾の 間から 扇の 間へ 出る 柱の あの 

かたなきず 

刀痕 —— まざまざと 眼の 底に は 残る が、 あれが 机 竜 

之 助の した 業 だと 誰が いう。 その 時分に は、 おれ も 眼 


が 明いて いたの だ。 あの 里の 太夫と いう もの —— 京 美 

人の 粋と いったよ うな ものに も、 おれ だって 見参して 

いないと いう 限り はない。 

さあ、 それが どうした。 

あずまおとこ  たんでき 

東男 を 気取った やからが、 かなりい い 気な 耽溺 を 

していた たあいな さ。 

まあし かし、 そのた あいない ところが 身上 だ、 少し 

の 間で も 溺れ 得る 人 は 幸いだ、 売り物の 色香に さえ も、 

つかのま でも 酔い 得る 間が、 人生の 花と いう もの だな。 

おれ は 酔えない —— おれ は 溺れる ことができない。 

不幸 だ、 この 上 もな く 不幸 だ。 


しゅらう  きんば リ  しんちゅう 

竜 之 助 は、 朱 羅宇で も、 金 張で もない、 ただの 真鍮 

の 長 煙管で、 ヒタ ヒタと 自分の 頰を たたきながら、 我 

と 我 身 を 冷笑す るの は、 今に はじまった ことで はあり 

ません。 

その 時です、 ちょうど、 この 室から 幾 間 か を 隔てた 

あやめ ま 

—— 多分 三階で はありますまい、 二階の 菖蒲の 間 あた 

りでしょう。 そこで、 

「デ ー ン」 

と 張り きれる ような 三味線の 音が しました。 眼の 働き 

を 失って、 しかして、 耳の 感覚が 敏感に なった という 

のみで はなく、 こんな 静かな ところで、 思い設けぬ 音 


を 聞かされた 時 は、 誰 だって 耳 を そば だてます。 

いわん や、 それが 引き つづいて かなりの 手 だれな 調 

子で、 デンデ ンデン デンと 引き ほごされて ゆく と、 机 

竜 之 助の 空想 も その 中に 引 込まれて、 

「珍しい なァ、 太 棹 を やって いる」 

全く 珍しい ことです。 日本 アルプスの 麓の、 ほと 

んど人 音 絶えた 雪の 中で、 よし 温泉 場と はいいながら、 

不意に 太 棹の 音 を 聞かせよ うなん ぞと は、 心憎い いた 

ずらに は 相違ない。 

といって、 必ずしも、 それ は 妖怪変化の 為す 業で も 

あるまい。 何とい つても 温泉 場 は 温泉 場で ある。 宿の 


主が 気が きいて 備えて 置いた か、 或いはお 客の ある 

者が 置 残して 行った の を、 いい 無聊の 慰めに かつぎ 出 

して、 手ず さみ を 試む る 数寄 者が、 この頃の、 不意の、 

ふゆ ごも れん 

雑多の、 えたいの 知れぬ 白骨の 冬籠り 連のう ちに、 一 

人 や 二人、 無い とはいえまい。 

例のお 神 楽師に いでたつ 一 行のう ちに も、 然るべき 

たんのう しゃ 

音曲の 堪能 者が 無い という 限り はありますまい。 

だが、 その 手 は 何 を 弾いて いるの だか、 正直のと こ 


ろ、 机 竜 之 助に はよ くわから ない。 

しかし、 なかなかの 手 だれで ある こと だけ はよ くわ 

かる。 

そうだな あ、 ぉ染久 松の 野 崎 村のと ころに、 あんな 

三味線の 調子が あつたつ け —— といって、 それに は 限 

るまい。 三味線の 調子に も それぞれ 型と いう ものが 

あって、 それ を いいかげんの ところへ、 つぎはぎして 

そうして 一曲 をで つち 上げる の だ。 まあ、 何 だって 大 

抵は 手本の 種 はき ま つ たもの だ —— 少し 数 を 聞いて い 

れば、 これ は 新しい というの は、 ほとんど 全く 無い も 

の だ。 


しかし、 撥 捌き は あざやか だとい つてよ かろう、 な 

かな かの 芸人が 来て いるな。 

太夫 は 語らないで、 三味 だけが 聞え る。 それ は 竜 之 

助が 聞いて、 野 崎 か 知らと 思った 瞬間 も あれば、 その 

ほかの 手 も 連続して 出て 来る。 何が どうして どこへ ハ 

マる の だか、 竜 之 助に はわから なくなる。 竜 之 助に わ 

からない のみならず、 玄人で ない 限り は、 その 弾く 手 

と 節の 変り を、 いちいちそう ていねいに 説明す る わけ 

に は ゆくまい ではない か。 

ただ、 弾き手 自身 は、 よほど 三味線 そのものに 興味 

を 持って いると ころへ、 思いがけなく、 その 好物 を 探 


ぶリ ようし ごく 

し 当てた ものです から、 ことに、 無聊 至極に 苦しみき つ 

ている ためでしょう から、 ふるいつ くように 三味に く 

いついて、 自分の 知っている、 有らん限りの 手と いう 

手 を、 弾きぬ いて 見る 気 かも 知れません。 竜 之 助と て 

ふと ざお 

も、 それ を 聞いて 悪い 気持 はしない。 太 棹 は、 やつば 

りこの くらい 離れて 聞いた 方が いいな、 ことに、 なま 

じいな 太夫が 入らない のがい い、 三味線 だけが いい I 

I と、 多少の 好感 を 持つ ことができ たの は 幸いです。 

ひじまくら 

そこで、 いつのまにか 長 煙管 もほうり 出して、 肱 枕 

になって、 やはり、 いい 心 持で 弾き まくって いる 三味 

線 を 聞いて いると ころへ、 ようやくの ことにお 雪ち や 


んが 戻って 参りました。 

「お 待たせ 申しました」 

「長い じ やない か」 

「でも、 火 をお こします と、 あんまり よくお こって 

勿体ない ものです から、 これで 安倍川 を こしらえて、 

あなたに 差 上げよう という 気にな つた ものです から、 

つい …… 」 

といって、 お雪ち やん は、 片手に は 縫 取り を かかえ 込 

み、 片手に はお 盆に 載せた 安倍川 を どつ さり 持って来 

たもので す。 

「 一 つ 召 上れ」 


「これ は 御馳走 さま」 

竜 之 助 は 起き 上りました。 

こたつ やぐら  とリ ぜん 

そこで、 炬撻 櫓の 上で、 二人 はお 取 膳の 形で、 安倍 

川 を 食べに かかりました。 

竜 之 助 は、 これ は 無邪気な もの だと 思いました。 こ 

ひとくち 

れが、 「何も ございま せんが、 一 口 召 上れな」 と 言って、 

ちょうし  あらい 

ぉ姚 子と 洗 肉 をつ きつけられた ところで、 いやな 気持 

はしない が、 わざわざ 安倍川 を こしらえて 来て 食べさ 

せる ところが、 お雪 ちゃんら しいなと、 竜 之 助 も 人間 

並みに、 その 御馳走が 有難く 見えた のでしょう。 

二人 はこうして、 さし 向いで 安倍川 を 食べながら、 


お雪 ちゃんが、 しかけて 置いた 鉄瓶の 湯 を 急須に 注ぎ 

ました。 

安倍川 を 食べて しまう と、 お雪ち やん は 縫 取り を 取 

リ 出して、 例の 胡蝶の 模様 を 余念な く 縫い取りに かか 

りました。 

その 時分 とても、 下の 三味線 はいよ いよ 興に 乗る の 

で、 針 を 運ぶ お雪 ちゃんの 気 もときめ いて、 

「池 田 先生のお 弟子さん に は、 芸人が いらっしゃる わ 

—— ずいぶん 御 熱心ね」 

といって、 自分 も 針 を 運びながら、 その 三味線の 音色 

に は 聞き：^ れ ている らしい。 


机 竜 之 助 は、 もう 横になら ないで、 やぐらの 上に 頰 

杖 をつ いたま ま、 キ チンと 坐って、 沈黙して いるの は 

御 同然に、 三味線の 音色 そのものに、 暫 しわれ を 忘る 

るの 余裕 を 与えられて いるの かも 知れません。 

ややあって、 お雪 ちゃんが、 針の 手 を 休めないで、 

おととしの 十月 

なか  い  こ 

中の 亥の子に 

炬燧 あけた 祝いと て 

ここで 枕 並べて このかた 

女房の ふところに は 

じ や 

鬼が すむ か 蛇が すむ か 


それほど 心残りなら 

泣かし やん せ 

泣かし やん せ 

その 涙が 

しじみが わ 

蜆 川 へ 流れたら 

小春が 汲んで 

飲み や ろう ぞ 

と 三味線に 合わせて 口ずさみました から、 たれよりも 

最も 多く 机 竜 之 助が 驚きました。 

何 だ —— お前 それ を 知っている のか、 いっそんな こ 

と を 覚えた の だね、 小娘 は 油断が ならない、 と 心底 か 


ら 驚いた かも 知れません。 

それに は 頓着な く、 お雪ち やん は、 ただもう いい 心 

持に なって いるよう です。 

そうこう している 時に、 さしもの 三味線が やみ まし 

た。 誰も 御苦労 さまと いう もの もな く、 もう 一段と 所 

望す る 者 もない。 

一 息 入れて また 弾き出す かと 思う と、 それで 全く 一 

段の 終りです。 

「お雪ち やん、 今の を、 もう 一 べん 歌って ごらんな さ 

い」 

と 竜 之 助が 言いました。 


「でも …… 」 

お雪 ちゃんが ハ ニカミ ながら、 

「あの ィャ なおば さんが、 よくこれ を 語ります から、 

わたし もつ い 覚えて しまつ たんです もの …… それに 浅 

吉 さん もなかな か 上手で したわ、 どうかす ると、 三味 

線 もよ く 弾いて いました」 

「感心な もの だ」 

「泣かし やん せ、 泣かし やん せ …… あそこの ところが 

なかなかよう ござんす ね。 あの ィャ なおば さん、 あん 

な 様子 をして いながら、 いい 声でした よ。 どうかす る 

と、 わたしたち でさえ ほれぼれす るよう ないい 声 を 出 


して、 あの さわり を 語りました」 

お雪ち やん は 相 変らず 余念な く、 縫 取りの 針 を 運ぶ 

ように 見せながら、 

それほど 心残りなら 

泣かし やん せ 

泣かし やん せ 

その 涙が 

しじみが わ 

蜆 川 へ 流れたら 

小春が 汲んで 

飲み やろう ぞ 

別段 得意に もなら ないで、 たのまれ たから 繰返して 


お聞かせ 申す、 という わけで もな く、 素直に その さわ 

りの アン コ —ルを 繰 返す ところ は、 たあいな いもので 

す。 

「それから …… 」 

竜 之 助が その あと を 所望す ると、 

あんまり むごい 治兵衛 さま 

なん ぼお 前が どのような 

せつない 義理が ある とても 

二人の 子供 は 

お前なん ともない かいな …… 

ここへ 来て、 お雪 ちゃんが どういう もの か、 しくし 


くと 泣いて、 あとが つづけられ なくなりました。 竜 之 

ぶぜん 

助 は 憮然と して、 もう その あと を 所望 はしません。 

お雪ち やん は、 どうした もの か、 とうとう 縫 取り を 

こた つ 

投げ出して、 炬燧の 上に うつぶし になって、 聞え る ほ 

どの 声 を 出して 泣いて しまいました。 

「どうしたの …… 」 

「二人の 子供 は、 お前なん ともない かいな …… という 

ところで 泣けました、 泣けて 泣けて、 仕方が ありませ 

ん」 

お雪ち やん は、 わつ と 泣いて しまいました。 この 娘 

が 近頃、 感傷的に なって いると いうの は、 多分 こんな 


ところ をい うのでしょう。 

さんがい るてん  きずな 

三界 流転のう ち、 離れ 難き ぞ 恩愛の 絆なる —— と 

いったよ うな、 子 を 持った 親で なければ わからない 感 

情の ために、 お雪 ちゃんが 泣きました。 

子 を 持った 親で なければ わからない 感情の ために、 

子 を 持たぬ お雪 ちゃんが 泣く くらいだ から、 少なく と 

も 子 を 持って、 人の 親と して 経験 を 経てまで いる 竜 之 

助 はいかに。 

じょ-つるり 

単に 小娘の 口ずさむ 浄瑠璃の さわりの 一 ふしぐ らい 

に、 やすやすと 涙 を 流す ほどの 男なら ば、 文句 は ある 

まいに、 それが、 どうした もの か、 横 をむ いてし まい 


ました。 

もし、 彼の 見えない ところの 眼底に、 この 時、 一点 

の 涙が あるならば、 それ は 春秋の 筆法で 慶応 三年 秋 八 

月、 近 松 門左衛 門、 机 竜 之 助 を 泣かしむ …… というよ 

うな ことになるの だが、 泣いて いるの だか、 あざけつ 

ている の だか、 わかった もので はない。 

お雪ち やん は、 何が 悲しい のか 泣いて いる。 竜 之 助 

は 何ともい わないで、 横 を 向いた まま 静かに している- 

そうして、 しめ やかな 沈黙が かなり 長く つづいた 時 

分に、 以前の 柳の 間の 廊下の 方で、 

「お雪ち やん、 お雪ち やん」 


と 呼びながら 廊下 を 渡って 来る 人。 そこにい ない もの 

だから、 たしかに ここと、 バタ バタと 草履 を 引きずり 

ながら、 

「お雪ち やん、 こちらに おいでで したね、 ちょっと」 

「久 助さん です か」 

「はい」 

姿 は 見えない けれども 久助 に違いないから、 お雪 は 

おもて 

あわてて その 涙の 面 を 隠そうと した 時、 

「あの、 皆さんが、 俳諧の 運座 を はじめ ますから、 お 

雪 ちゃんに も、 ぜひ、 いらつ しって 下さいって …… 」 


四 

その 日の 午後の 浴室。 北 原 賢 次 は 板の間の 上で、 軽 

石で 足の かかと を こすり、 小 西 新 蔵 は 湯槽の ふちに ぼ 

んの くぼ をのせ て、 いい 気持に なって いる。 

窓越しに、 初冬 の 日の 光が 浴室 いっぱいに さしてい 

る。 

この 二人 は、 どちらも 池 田 良 斎の 一行で、 この 白骨 

ふゆ ごも  きた 

の 湯で 冬籠り をし、 春の 来る の を 待って、 飛驛の 方面 

へ 飛躍しょう とする 一 味の 者。 

「お雪ち やん は、 とうとう 運座へ 出て 来なかった ね」 


湯槽の ふちに ぼんのくぼ をのせ て、 いい 心 持に つ 

かっていた 小 西 新 蔵が 言う。 

「うむ、 出て 来なかった。 あの 娘 はこの ごろ 少し どう 

かしてい るよ」 

と 北 原 賢 次が、 かかと を こすりながら 答える。 

「そうだ、 快活な あの 娘が、 このごろ 少し ふさいで い 

る、 呼ばないでも 出て 来て、 われわれ を 賑わした あの 

子が、 めつきり 引 込 思案に なって しまったの は 気にな 

るよ」 

そこで 二分 間ば かり 話が 切れ、 

「あの 娘 は 看病に 来て いるんだ よ —— 病人 を 連れて来 


てるんだ ね、 その 方が 忙し いんだろう」 

「え …… 病人 を 連れて、 あの 久助 という 老人の ほかに、 

あの 娘に 連れが あつたの かい」 

「あつたに もなん にも …… だが、 誰も まだ 同じ 宿に い 

ながら、 その 人の 姿 を 見た 者が 無 いんだ、 よほどの 重 

体で 枕が 上らな いんだろう」 

「なるほど …… その 看病で お雪 ちゃんが 出て 来られな 

いの だな」 

「多分、 そんな こと だろうと 思う」 

なにび と 

「それ は 何人だろう、 あの 娘の 身う ちの 者 か、 それと 

も …… 」 


「さっぱり 正体が わからな いんだ、 また、 強いて 尋ね 

て も 悪かろう と 遠慮 もして いるが、 とにかく、 身内の 

者に は 相違 あるまい」 

「近親の 看病の ために ふさいで いるなら いいが …… 万 

一 ほかの 事情で あの 娘の 性格が 一 変す るよう では、 か 

わい そうだ、 あんな 性格の 娘 は、 どこまでも あの まま 

で 保護 存 養して 行きたい」 

「そうでなくて さえ、 このごろ は 番人が ヒ ヤヒヤして 

いる、 飛驛の 高山の 者 だとい う あの 油ぎ つた 後家 さ ん 

と、 その 男妾の 浅吉 とやら が 変死して から …… 留守 

番ゃ、 山の 案内が こわがつ ている、 この 上、 お雪ち や 


あぶみ ごや  はら 

ん でも 病みつ こう ものなら、 鎧 小屋の 神主で も藏 いき 

れ まいよ」 

二人 は、 いい 気持で、 こんな 噂 をして いるが、 窓の 

てす リ 

上 高く、 三階の 勾 欄の あたり を 見上げた 時、 何 かこの 

晴れ渡った 白骨 温泉 場の 空気の 底に、 抜け穴が あって、 

張りき つた ものが、 そこから 無限の 下へ もれて 行く よ 

うな 気持が しないで もない。 

かかと を こすり 終った 北 原 賢 次 も、 何 かちよ つと そ 

んな 気分に さわった ことがあ ると 見え、 

「時に、 根 も 葉 も あるで はない が …… あのお 雪ち やん 

が、 妊娠して いると いう 噂 を 聞かない かい」 


「え …… 妊娠、 あの 娘が」 

小 西 新 蔵が、 ちょっと 枕 を 立て直す …… そこで 二人 

の 会話が、 また 五分 間ば かり 途絶える。 

やがて、 声高に、 笑談 まじりに、 二人 は 何 か 話し は 

じめ たが、 ばったりと 立 消えに なって しまう と、 暫く 

あって、 森閑た る 浴室の 外へ 聞え るの は、 小 西 新 蔵が 

やや 得意に なって、 

聞くなら く 

うんなん  ろすい 

雲 南に 瀘水 ぁリ 

椒花 落つ る 時、 瘴煙 起る 

大軍 徒渉、 水、 湯の 如し 


いま 

未だ 十 人 を 過ぎず して 

二三 は 死す …… 

しばら  ひと  しか 

と 断続して、 「且ク 喜ブ、 老身 今独リ 在リ、 然 ラザレ 

ほと リ  こ 

バ 当時 爐水ノ 頭、 身 死 シテ魂 孤 ニ骨収 メラ レズ、 マサ 

二 雲 南 望郷 ノ鬼 トナ ルべシ …… 」 と、 急転直下、 朗読 

体に 変って 行った のが、 白日の 浴室の 中に、 恨み を 引 

いて 糸の 如し、 と 見れば 見られな いこと もない のです。 

果して、 お雪ち やん は その 日 一 日 を、 源氏の 間で 暮 

してし まいました。 

あんどん 

暗くな つて 帰る 時、 ちゃんと 竜 之 助の そばへ 行燈を 

つけて、 自分の 部屋へ 帰り、 そこで また 行燈 をつ けて、 


炬燧 のうず み 火 を搔き 起して、 やぐらの 上へ 頰 ずり を 

する ほどに 身 を 押し つけて しまった くら いです から、 

別段、 あわてた 素 振 も、 うろたえた 様子 も 見えません。 

けれども、 そこで、 ぐったり として、 改めて 仕事に 

ふとん 

かかろう でもな し、 別に 蒲団 をのべ て 寝ようと する で 

もありません。 

こたつ やぐら 

じっと、 炬撻 櫓の 上に 身 を 押しつけ たままで、 動く 

こと さえが おっくう のように 見えました。 

こうして、 半時ば かり も、 じっとし ている 間に、 ひ 

とりでに お雪 ちゃんの 眼が、 涙で いっぱい になり まし 

た。 


いっぱい になった 涙が、 ハラハラと 頰を 伝って 流れ 

ました けれども、 それ を 拭おうと もしない 間に、 相次 

いでの 感情が こみ上げて 来る と 見えて、 ついつ い 本当 

に 泣いて しまいました。 本当に 泣く と、 ここで は、 思 

うさ ま、 誰に 遠慮 もな く、 泣いて 泣いて、 泣ける だけ 

泣いて しまいました。 

若い 娘 は 箸の ころんだ のに も 笑いたがる と共に、 葦 

の 葉の 傷める のに も 泣きたがる ものです。 

お雪 ちゃんと いう 子 は、 今まで あまり 泣きた がらな 

い 子で ありました。 それ は 泣くべき 必要がない からで 

した。 誰 を も 同じように 愛し、 同じように 愛されて い 


る 者に、 泣くべき 隙間の 起る はずが ありません。 

お雪ち やん は、 その 晚、 改まって 床に 就いた のか、 

就かな いのかわ かりませんで したが、 翌朝に なると、 

かいがいし いみなり をして、 机に 向って 了 心に 物を書 

き はじめました。 

「弁 信さん —— 」 

弁 信の 名 は、 まさしく この 娘の ために は 救いで ある 

らしい。 

「苦しう) y ざ います —— 」 

と、 お雪 ちゃんが 書き出し たの は、 少なくとも 異例で 


す。 

「苦しう ございます、 あなたの おっしゃる 通りの 運 

命が、 わたしの 上に 落ちて 参りました。 

穂 高、 乗 鞍、 笠ケ 岳の 雪が 日一日と、 この 白骨の 温 

泉の 上 を 圧して 来ます ように、 わたくしの 胸が …… 

ああ、 弁 信さん、 わたし は、 もう トテも 筆 を 取って 

物 を 書いて いるに 堪えられません。 

弁 信さん —— 

どうぞ、 わたしの そばに 来て いて 下さい。 あなたが 

いなければ、 わたし は 助からない かもしれ ません I 

I 殺されて しまいましょう」 


一方、 お雪 ちゃんが 帰って からの 机 竜 之 助 は、 行燈 

の 下で 暫く ぼんやり としてお りました。 

行燈の 光なん ぞは、 有っても 無くっても いいわけで 

すが、 それでも、 有れば 有る だけに、 何 かしらの 温か 

味が、 身に 添わない という 限り もありません。 

暫く ぼんやりと していた が、 やがて 無雑 作に 左の 手 

を 伸ばす と、 水を搔 くように 搔 きょせ たもの が、 かな 

リ 長い 袋入りの 一 品であります。 

この 人の こと だから、 それ は 問う まで もな く、 手慣 

れの 業物と 思う と 案外、 その 黒い 袋入りの 一 品 を 手に 


とって、 クル クルと 打 紐 を 解いて 取り出し たの は、 尋 

常 一様の 一 管の 尺八で ありました。 

極めて 簡単に それ を 引き出して、 歌口 を 湿して みま 

したが、 相応に 興 も 乗った と 見えて、 いずまい を 直し 

て、 吹き出し たの を 聞いて いると 「竹 調べ」 です。 

たんのう 

机 竜 之 助 は、 どの 程度まで 尺八 を 堪能 か 知らないが、 

おそらく、 この 男が、 この 世に おける 唯一の 音楽の 知 

己と して は、 これ を 措いて はあります まい。 

これ は 父から 習い 覚えた ものです。 父 は 幼少の 竜 之 

助に、 本 曲の ほか は 教えませんでした。 竜 之 助 もまた、 

父の 教えた 本 曲の ほかに は、 何 を 習おうと もしません 


でした から、 知ってい るの は 本 曲ば かり。 興に 乗って 

吹いて みるの も、 興に 乗らず して 手ず さみに 笛 を 取つ 

てみ る 時 も、 やはり 本 曲。 

つまり、 本 曲の ほかに は、 吹く こと も 知らず、 吹 こ 

うと もしませんでした。 

といって、 本 曲、 そのものの 玄 旨に 傾倒して、 他 を 

顧みず という ほどに、 妙味が わかって 吹く という わけ 

でもない のです。 父から、 やかましい 伝来の 由緒 を、 

教えられ るに は 教えられた けれど、 そんな こと は、 て 

んで 頭へ は 寄せつ けなかった くらいだ から、 頭に 残つ 

ている 由が ありません。 


ただ、 ここで 思い起す の は、 父が 尺八の 師 であった 

れいほう じ  かどづけ 

青梅 鈴 法 寺の 高 橋 空 山が、 ふと 門附に 来て 吹いた 「竹 

たんてき 

調べ」 が、 ついに わが 父 をして 短 笛と いう ものに、 浮 

身 を やつす ほどの あこがれ を 持た しめてし まった こと 

です。 

ここに ヅグリ という 手が あって、 これ は なかなか や 

かまし い。 これが うまく 出来なければ 虚無僧で はない 

…… といった の は それ。 自分 は 虚無僧になる つもり は 

ない、 父 も 虚無僧に する つもりで 教え込ん だので はな 

いが、 この 手が 妙味で、 ここが 難所と いう 時 は、 意地 

でも それ を こなそうと 勉 めた 覚え は ある。 


「錦 風波」 の 吹き 方 は、 日本海の 荒海の ように 豪壮で、 

淡泊で、 しかも その 中に、 切々 たる 哀情が 豊かに 籠つ 

ている。 そうして どこに か、 落城の 折の、 法螺の 音 を 

聞く ような、 悲痛の 思いが 人の 腸 を 断つ …… 山形の 

臥竜 軒 派で は、 これ をこう 吹いて …… 

それにつ けても 思い起す、 父が 尺八と いう ものに 対 

する、 あこがれと、 理解の 程度の、 尋常一様で なかつ 

たこと を。 

高 橋 空 山師と 計って、 附近の 虚空 院鈴法 寺の 衰えた 

る をお こさんと して 果さ なかった。 あの 寺 は 関東の 虚 

ふれが しら  しもう さ 

無 僧寺の 触 頭、 活惣 派の 本山。 下 総の 一 月 寺、 京都の 


明暗 寺と 相 並んで、 普 化 宗門の 由緒 ある 寺。 あれ を あ 

のま まにして おくの は 惜しい と、 病床に ある 父が、 幾 

たび その 感慨 を 洩らした か 知れない。 自分が 孝子なら 

ば、 その 高 橋 空 山と いう 父の 師 なる 人 を 探し 当てて、 

そうして 父の 遺志 をつ いで、 あの 寺 を 再興す るよう な 

ことにで もなら ば、 追善供養 として、 これに 越す もの 

はな かろうに …… 

父 はまた よく 言った、 人間の 心霊 を 吹き 得る 楽器と 

して、 尺八 ほどの もの は 無く、 人間の 心霊 を 吹き 現わ 

し 得る 楽器と して、 尺八 ほどの もの は 無い と —— 父と 

いえ ども、 世界の 楽器の 総て を 知りつ くした わけで は 


なかろう が、 以て その あこがれの 程度 を 想い 知る こと 

がで きる。 

「竹 調べ」 から 「鉢 返し」 II 「鉢 返し」 から 「盤 渉」 

世界 もちよう ど —— 平 調から 盤 渉に めぐる の 時 I 

I 心 あり や、 心なし や、 この 音色。 

五 

宇津木 兵馬 は、 今宵 月明に 乗じて 中 房 を 出で、 松 本 

平の 方へ 歩みます。 

どうして、 特に 月明の 夜 を 選んだ か 知らないが、 そ 


の 足 どり から 見れば、 中 房の 温泉に も 望み を 失して、 

すごすご ともと 来し 道 を 引返す 心のう ちが、 察せられ 

ないでも ありません。 

ゆうちょう  たび よそおい 

それにしても、 歩みぶ りが 甚だ 悠長 で、 旅 装 は 常 

習の こと だから、 五分 もす き はない が、 両腕 を 胸に 組 

んで、 うつらう つらと 歩いて 行く 歩みぶ り は、 いくら 

月明の 夜 だからと いつ て、 案外な 寛 怠ぶ りであります。 

兵馬 は、 それでも、 少し 自分の 足が 早 過ぎた なと い 

う 心 持で、 振 返って 立ち どまる と、 後ろに 一 つ、 うつ 

むいて 草鞋の 紐 を 結び 直す らしい 人影が ある。 

さて は 伴が ある —— 察する 通り、 その 伴の 人 は、 杖 


を 下に 置いて、 しきりに 草鞋の 紐 を 結び 直して いる も 

のに 相違ない。 

「どうです、 うまく 結べます かな」 

と 兵馬が、 寛 怠ぶ りで 問い かける と、 

「結べ やしません わ、 結んでも 結んでも、 解けて しま 

うんです もの」 

それ は 女の 声であります。 

「ちえ ッ、 世話を焼かせるな あ」 

と 兵馬が、 少し じれったが りました。 

「でも 仕方が ありません わ、 草鞋なん て、 足に つけた 

の は、 今日が 初めて なんです もの」 


といって 女 は、 しきりに 草鞋の 紐 を 結び 直して いるが、 

思うよう に 結べない らしい。 結んで は みても、 ためし 

てみ ると、 足に つかないで、 また 解き ほごして、 結び 

返して いるもの らしい。 

当人よりも、 それ を 見て いる 兵馬が、 もどかし がつ 

て、 二三 間 小戻り をして 来て、 昼の ような 月明に、 当 

とく  す 

の 女の 足 もと を 篤と 透かして 見ました。 

「そんな 手つき じ や、 駄目 駄目」 

兵馬 は、 ついにう つむいて、 自分の 手 を 女の 足 もと 

にかけ て、 その 草鞋の 紐 を 受取って しまいました。 

「済みません」 


女 は 手を束ねて、 兵馬の なすと ころに 信頼して いる。 

「それ、 ここ をこう してち にかけ て、 それから 後ろで 

あや 

綾に 組んで、 前で こう 結ぶ のです。 こんな こと をして 

いた 日に は、 一町 も 歩けば、 横に 曲って しまう」 

草鞋の 紐 を 結ぶ という こと は、 あながち、 先輩 長者 

に 向って する こと だけで はない らしい。 やんちゃな、 

扱いの 悪い、 弱者に 対して、 そうしなければ 道が 行け 

ないた めし も あるに 相違ない。 

兵馬 は、 こくめいに、 この 女の ために 草鞋の 紐 を 結 

んで やりました。 

「どうも有難う ございました、 穿き 心が すっかり 違い 


ます わ」 

女 は 菅の笠 を かぶって、 女 合羽 を 着て、 手 甲 脚 粋 を 

した、 すっかり、 旅の 仕度の 出来て いると ころ、 兵馬 

と は 十分し めし 合わせた 道づれ のよう であります。 

そこで 兵馬 は、 先に 立って 歩き 出した が、 以前の よ 

うに、 両腕 を 胸に 組み上げながら、 悠々 閑々 と 歩いて 

いても、 それでも 女 は 歩み 遅れる。 どうしても、 二人 

の 間が 二 間、 三 間と 隔たりの 出来る の は 免れない らし 

ヽ 0 

レ 

これ は 行き過ぎ たと 思 つ て は、 踏みと どま つ て待受 

たち ま 

けて、 また、 そろそろ 踏み出す と、 忽ち また 二三 間の 


隔たりが 生ずる。 

r 片柳 様、 誰も 追い かけて 来 やしま せんから、 もう 少 

しゅつ くり 歩いて 下さいな」 

と 女が 訴えました。 

兵馬と して は、 これより 以上の 寛 怠 はで きないら し 

いが、 その 寛 怠が 女の 足で は、 追従ので きない ほどの 

急速 力と も 見られる ようです。 

「その 足で、 松 本まで は 覚束ない」 

ぶぜん 

兵馬 は 憮然と して 突立って、 念入りに 女の 足 もと を 

見ました。 

みちゆき 

これ は、 また 奇妙なる 一 つの 道行と いわねば ならぬ _ 


兵馬の 道 づれの 女 は、 浅 間の 温泉で、 芸者 をして い 

た 女であります。 

酔って、 手 古舞 姿で、 兵馬の 室へ 戸惑い をして 一 夜 

を 明かした ために、 大 騒動 を 持 上げた 女であります。 

その 結果、 八面 大王の 葛籠の 中へ 納められて、 中 房の 

温泉 場へ 隠された 女であります。 それ を 兵馬が、 夜具 

蒲団の 砦 の 中で、 偶然 発見した 女であります。 

この 数日 来 —— 期せず して、 どうも、 兵馬の 先 廻り 

をして 歩いて いるものの ようです。 

今や、 こうして、 月明の 夜、 二人 同じく 旅 よそおい 

をして、 道 を 共に して みれば、 夫婦と して は 少し 釣合 


いがまず いよう だが、 カ弥 として は、 兵馬に 少し 骨つ 

ぼい ところが あり、 小浪 として は、 この 女に 少し 脂 の 

乗った ところが あるよう だが、 誰が どう 見ても、 尋常 

の 旅と は 見えないでしょう。 

しかし、 依然として 二人の 間 は 離れ 過ぎて いる。 待 

ち 合わせても、 待ち合わせても、 いっか 知らず 二三 間 

は 隔たりが 出来て くるので す。 道行と して は、 こんな 

みずくさ 

離れ離れの 水臭い 道行 というものがあるべ きもので は 

ありません。 

兵馬が こうして、 ついつ い、 連れの 足弱 を 置 去りに 

する ような 歩み方ば かりす るの は、 人目 を 気兼ねす る 


ので はなく、 また、 二人ば かりの 山路の 夜道に、 人目 

を 気兼ねす る 必要が 毛頭 あるので もな く、 ただ、 兵馬 

の 頭が、 全く 別な こと を 考えて いるから、 足が ふら ふ 

ら として その 空想 に 駆られて、 現実 を 忘れが ちに する 

の 結果と 思われます。 

「それじゃ 駄目です よ、 松 本 どころではない、 この 先 

一 里 も 覚束ない —— 困った な」 

兵馬 はまた も、 立ち どまって つぶやきました。 

「そんなに 小言 をお つ しゃら なくっても いい じゃあり 

ません か、 置 去りに なすったり、 お 小言 を おっしゃつ 

たり、 ほんとうにた よりのない 道行 …… 」 


と 女が 息 を 切りました。 

「仕方がない …… 」 

兵馬が、 やはり 途方に 暮れた 返答ぶ りです。 

仕方がない といえば、 全く 仕方がない。 ほかの 道中 

と 違って、 馬 や、 駕籠 をた のむ 便宜 もな し、 そうかと 

いって、 自分が 引 背負って 行く わけに も ゆかず、 万一 

の 場合に は、 たたき 起すべき 旅籠 屋す らも 当分み つか 

るべき 道で はない。 そのく らいなら、 いかに 月明に 乗 

じたと は 言いながら、 夜分、 こうして 出て 来る が もの 

はない じ やない か。 だが、 そのほかの 理由で、 二人が、 

馬 も 駕籠 も 借らずに、 夜 を 選ばねば ならな か つ た 筋道 


は、 相当に ある だろうと 想われます。 

ただ、 兵馬と して 案外な の は、 女の 足が 弱 過ぎた こ 

とです。 想像 以上に、 この 女の 足が 弱 過ぎました。 

草鞋 をつ けたの は、 生来 これが 初めて —— それ はよ 

いとしても、 一町 行って は 息 を 切り、 二 町歩いて は 休 

む、 これで 前途の 旅 を どうす るの だ。 

めあて 

前途と いえば、 二人 は どこ を 目的と して 行く の だ。 

さし 当り、 このまが いものの 道行、 離れ離れの 水臭い 

道行 も、 行 をと もに している 以上 は、 落着く ところ も 

きま つ ていそうな ものに 思われる。 

兵馬と して は、 求む る もの は、 いつも 与えられ ずし 


て、 求めざる ものに、 ついて 廻られる ような 結果に な 

る。 ついて 廻るなら まだいい が、 時として は、 それに 

引きずられる ような 危な つ かし いこと さえ しばしば あ 

るのに は 困る。 世間の 事実 は往々 逆説に なって、 足の 

強い ものが、 足弱 を 引きずらないで、 足弱が、 健 足の 

もの を 引きずる ためしが、 ザラ にないと はいえない。 

兵馬と して は、 この 予想外に 足の 弱い 女 を、 自分が 

引きずりながら 歩いて いるの だか、 引きずられて 困惑 

している の だか、 ちょっと、 わからない 立場で ありま 

しょう。 

「もう 歩け ません、 あなたお 一人でい らっしゃい —— 


どちら へで も」 

といって、 女 は 有 明明 神の 社 壇の 下に、 腰を下ろして 

しまいました。 

「ちえ ッ」 

まゆ 

兵馬 は 眉 を ひそめて、 突立って います。 

その 時、 暫く 思案して いた 宇津木 兵馬 は、 足 を 踏み 

ならして、 

「そうです か、 では、 あなた は 疲れの 休まる まで、 休 

息して いらっしゃい、 拙者 は、 ひとりで ブラ ブラと 出 

かけます」 

といって、 彼 は そこ を 歩き 出して しまいました。 


「まあ —— ひどい 人」 

きょうがく 

女の 驚愕 を あとに して、 兵馬 は 以前の 通 リ悠々 閑々 

たる 足どリ で、 両腕 を 胸に 組んで 歩き 出します。 日本 

おおびよ うぶ 

アルプスの 大屛風 を 背景に して、 松 本 平 を 前に 望む と 

ころ —— 孤影 飄 々 として 歩み 行く あと を、 女が 追い 

かけました。 

「まあ、 片柳 様、 あなた はほんと うに、 わたし を 打捨っ 

ておいで なさる のです か」 

兵馬 は それに 答えず して、 フ ラフラと 歩いて 行き ま 

す。 片 柳と は 宇津木の 変名。 

「あんまり、 ひどい」 


女 は 追い かけて、 追いす がりました。 

「それで は、 あなた、 約束が 違 やしま せんか」 

「約束と は？」 

「わたし を 救い出して 下さる、 あなたのお 約束 じゃあ 

りません か」 

「救い出す —— いつ、 わたしが、 そんな こと を 言い ま 

した か」 

「あら、 また、 あんな こと を おっしゃって …… あなた 

をお 力に すれば こそ、 こうして、 わたし は、 逃げ出し 

て 来たん じゃありません か」 

「人 をた より 過ぎて はいけ ません、 拙者 は 人に たよら 


れる ほどの 人間ではありません、 人に たよりた いくら 

いの 人間です よ」 

「では、 わたしと いう もの を、 どうして 下さる の …… 」 

「浅 間の、 もとの 主人まで 送り届ける だけの こと はし 

ます」 

「それだけ じ やい けません」 

「いけませんと いったって、 それより 以上の こと は、 

拙者の 役目に ない ことで、 またしょう としても できな 

いこと です」 

「ねえ、 あなた、 浅 間へ 帰る と 言い ましたの は噓 なん 

です よ、 わたし は、 あんなと ころへ 帰る 気 はあり ませ 


ん」 

「帰らなければ、 どこへ 行きます」 

「わたし は、 江戸へ 帰りたい のです」 

「それ は 事情が 許しますまい、 江戸へ 帰るならば、 帰 

るよう にして 帰らない 以上 は、 迷惑が 湧いて、 災難 を 

求める ような ものです」 

「ただ は 帰れません から、 逃げて 帰る より ほか はあり 

ません」 

二 里 一 一里 も 覚束ない 足で、 どうして 江戸へ 帰ります」 

「ですから、 わたし は、 あなた 様に おすがり 申して い 

るじゃありません か、 どうぞ、 このまま、 わたし を 連 


れて 逃げて 下さい」 

「何 を おっしゃる —— そなた を 連れて、 拙者に 江戸へ 

逃げろ といわれ るので すか」 

「お 江戸で いけなければ、 どこでもよう ございます I 

I 京で も、 大阪 でも、 いっそ、 誰も 知らない 山の 中で 

は て 

も、 海の 涯 でも、 どこでもよう ございま すから、 この 

まま、 わたし を 連れて 逃げて 下さい まし」 

「なるほど」 

兵馬 は、 この間 も、 腕組み をして、 悠々 閑々 と 歩い 

ている こと を 少しも 止めないで いました が、 この 時 か 

ら、 以前、 二三 間ず つ は 必ず 離れて いた 女が、 兵馬の 


袖に すがって 離れません。 

「ねえ、 片柳 様、 押しつけ がましい ことです けれども、 

わたし はそう 思います、 因縁 だと 思います、 金に あか 

しても、 わたし を 欲しがる 人に は 行きた くありません、 

かゆい ところに 手の 届く ほど 親切に して 下さる お 方の 

ところへ も 行きた くありません、 ホンの 袖す り 合うた 

ような 御 縁の あなた 様に おすがり 申します、 このまま、 

わたし を 連れて 逃げて 下さい」 

「  」 

兵馬 は、 やはり 腕組み をした まま、 無言で 歩き つづ 

けながら、 身ぶ るい をし ました。 


この 手に はか かってい る —— 商売人の 用いたがる 手 

だ。 江戸の 吉 原で、 お ぞく もこの 手に 引つ かかって、 

苦い経験 を 嘗めた の は、 そんなに 遠い 過去で もない。 

実は この 手 を 警戒 すれば こそ、 この 道行 も、 ヮ ザと 

離れ離れの よそよそし さ を、 兵馬 自身から 仕向けて い 

たので はない か。 

まあ、 最初の かかり 合いから 言えば、 戸惑いと は 言 

いながら、 自分の 座敷へ ころがり 込んだ、 あれが 間違 

いのもと なの だから、 相当の 責任感 を もって、 この 女 

のために 証明の 役目 も果 し、 浅 間の 元の 主人のと ころ 

へ 落着け て やる まで は、 旅の 道草と しても、 意義の な 


いこと ではない と 思って、 頼まれる ままに、 浅 間へ 送 

リ 届ける こと だけ は、 引受けた に違いない。 

だが、 あぶない。 女が なかなかの あだ ものである だ 

くろうと 

けに、 また その 道の 玄人 だけに あぶない もの だ —— 先 

方が あぶな いので はない、 こちらが あぶない の だ。 

ここに 至って、 兵馬の 懸念と、 不安と が、 まともに 

ぶつ つかって 来ました。 

じょ うだん 

「 冗談 をい つて はいけ ません」 

歩きながら 兵馬 はこう 言 いました。 

「冗談で は) /ざい ませ ん —— あ なた に は 冗談に 聞え る 

かも 知れません が、 わたし は 真剣で ございます、 命が 


けで お願いして いるじゃありません か」 

「そういう 頼み は 聞かれない」 

「では、 わた はどうな つても いいので すか、 どう すれ 

ばいい のです か」 

「それまで は 考えて いられない、 浅 間へ 送り届ける だ 

けで、 拙者 は 御免 蒙る、 拙者に は、 拙者と しての 仕事 

が あるので すから」 

「どの 面さげ て、 わたしが 浅 間へ 帰れましょう、 あれ 

は噓 です、 噓ょリ ほかに は、 申 上げられ ようが ありま 

せんでした もの」 

「噓は そちらの 勝手、 拙者 は、 拙者 だけの 勤め を 果せ 


ばいい の だ」 

「よう ござんす」 

そこで、 ふっと、 今まです がって いた 兵馬の 袖 を、 

女が はなしました。 

兵馬 は 多少の ハズミ を 食った が、 やはり 最初の 調子 

の、 悠々 閑々 ぶり を 改めず、 あと を 振 返る こ ともなく 

して、 フ ラフラと 歩んで 行く のであります。 

女 は、 どうした もの か、 恨めし そうに 兵馬の 後ろ姿 

を 見て はいるが、 以前の ように 追いす がろうと もしな 

い。 また、 静かに その あと を 慕って 来ようと する の 様 

子 も 見えない。 じっと その 地点に 立ち 尽 している ので 


す。 

そうな つてみ ると、 兵馬 も、 多少の 不安 を 感じない 

わけに は ゆきません。 だが、 自分の 強いて、 つれな く 

言い放した 言葉の 手前から いつ て も、 いまさら 未練が 

ましく 後ろ を 振 返つ て 見る という わけに も ゆきません- 

いや、 そう 言って いるう ちに、 また 追い かけて 来る 

だろう、 追い かけて 来な いまでも、 何とか 呼びかけて 

はみ るだろう、 というよ うな 期待 もあって、 兵馬 は 相 

変らず の 調子で、 日本 アルプス を 後ろに、 松 本 平 を 前 

に、 月明の 夜、 天 風に 乗じて 人寰に 下る ような 気取 リ 

で 歩いて 行き ましたが、 今度 は さっぱり 手 ごた えが あ 


りません。 後ろから 呼びかける 声 もな く、 追いす がる 

足音 もな く、 そうして、 とうとう 一町 半 ほど 歩んで 来 

てし まいました。 

その 時に、 兵馬 も、 不安 を 感じない わけに は ゆき ま 

せん。 

実は、 不安 を 感ずる の はいけ ない の だけれ ど、 最初 

の 機鋒 を 最後まで 通して、 女が 泣こう が、 追いす がろ 

うが、 立ち どまろう が、 退こう が、 押そう が、 動ぜず 

して 振 切り通す だけの 切れ味が あれば、 さすがな の だ 

が、 これが 無い ところが、 兵馬の 兵馬た る ゆえん かも 

知れません。 


一 町 半 ほど、 そうして 歩いた ところで、 やむなく 兵 

馬 は 後ろ を 顧みて みました。 

そこに は 誰もい ない。 

キ J 

月夜で、 見通しの 利く 限り、 その 一 町 半の 間に は 

うよき よくせ つ 

紆余曲折 も 無かった ところに、 女の 影が 見えません。 

あつ！ と 兵馬 は 面の 色 を かえました。 今 ここで 面 

の 色 を かえるく らいなら、 最初から、 あんな つれない 

真似 をす る 必要 は 無かった ではない か —— 


呼びかけ ると 思った 女が、 呼びかけません。 追従し 

きた 

来る と 思った 人が、 追従して 来ない のみならず、 影と、 

形と が、 見 ゆべき ところから 消え去って います。 

しゅきゃく 

この 案外に は、 兵馬が 手 脚 を 着く ると ころな き ほ 

どに 惑乱し ました。 

われに 追従して 来なければ どこへ 行く —— この場合、 

その 方向転換の 目的が、 人の 身と して 考えても、 自分 

に比べて 考えても、 皆目 わからない のであります。 

行く ところの 道 を 失えば、 当然、 その 帰結 は 自暴の 

ほかにありません。 

自暴  女に とって、 その 恐るべき こと は、 破滅 を 


恐れない ので わかります。 しかし、 その 点 は 心配す る 

ほどの もの は あるまい、 処女で はない の だから。 処女 

でない のみならず、 商売人な の だから。 自暴の ために 

身 を あやまる 時代 はすで に 過ぎて いる。 

しかし II という 余地 はない はず。 その 切れ味の 鈍 

いところ が、 それが いけない。 

よろしい、 去る 者 は 追えない。 拗ねる 者 を あやなす 

引け目 もない はず。 

ー処に その 未練 を 残す から、 万処 がみな 滞る の だ。 

進む に 如かず —— さりながら、 兵馬 は 一 つと ころ を 

歩いて いるよう な 心 持で、 月明 を 松 本 平に 向って 下つ 


て 行く のです。 

鶏がない た。 何番 鶏 か 知らないが、 もう 夜明けの 時 

だ。 

ふと、 馬の 高く いななく の を 聞いた。 

馬 —— 暫く ぼんやり していて、 ハツと 気がつい たよ 

うに、 その 馬の いななきの 方へ、 桑の 畑 を 分けて 進ん 

うまや  わらべ 

で 行く と、 と ある 農家の 顧の 前に、 童が しきりに か 

いば をき ざんで いるの を 見る。 

「お早う」 

「お早う ございます」 

「済まない がね、 君」 


「はい」 

「少し 馬 を 頼みたい の だが」 

「この 馬 は、 等々 力へ 豆 を 取りに 行く 馬で，、， J ざ い ます 

が」 

「そこ を ひとつ 折 入って 頼む の だ、 有 明明 神のと ころ 

まで …… 」 

「明 神様まで なら、 そんなに 遠く はねえ の だが …… 」 

「うむ、 ちょ つとの 間 だ、 そこへ ひとつ 馬 を 連れて行つ 

て、 多分、 あの 辺に、 旅に 疲れた 女の人が 一人い る は 

ず だから、 それ を 馬に 乗せて つれて 来ても らいたい」 

「ここまで 連れて来れ ばいい のかね」 


「ここまで ではない、 左様、 穂 高の 村まで 連れて来て 

もらいたい」 

「穂 高の どこまで 連れてく だね」 

「左様、 よく は 知らないが、 あの 穂 高 神社の 附近に 拙 

者が 待って いるから、 そこまで 連れて来て もらおう か」 

「旦那 様 は、 一緒にお いでな さらね えの かね」 

「ああ、 拙者 は 一足先に 待って いる」 

「よう ござんす、 ちょうど、 この 馬 も 等々 力まで 行く 

馬です から、 穂 高へ は 順で ございます。 では、 旦那 様、 

ものぐさたろう 

物臭 太郎 あたりで お待ちな すって 下さい まし」 

「物臭 太郎と は？」 


「 穂 高 の 明 神様 の 前のと ころで ございます、 物臭 太郎 

でお 待ち 下さい まし」 

「では、 そうしょう」 

物臭 太郎 というの が 奇抜に 聞え ました けれど、 それ 

は 何 か 因縁が あるの だろう。 その 因縁 はこ こで 問う ベ 

き 必要 はない。 指示され た 通 リ穂高 神社 を 標準と して、 

物臭 太郎を 目的と していれば 差支えない。 

兵馬 は、 子供に 若干の 手間賃 を 与えて、 またも 

悠々 閑々 として、 松 本 平へ 下りました。 

これ とても、 おぞましい ことです。 見殺しに する 気 

なら、 見殺しに 殺しつ くす がよ い。 


最後まで 助け 了す つもりな らば、 人の 手 や、 馬の 力 

を 借る 必要 はない。 あくまで 自分の 背に 負い 通して 行 

くこと。 

ここに 至って、 切れ味が また 鈍る —— 所詮、 これ は 

仕方がな いと 思った のでしょう。 

穂 高 神社の 物臭 太郎 をたず ねて 来た 宇津木 兵馬。 

くすぐった いような 思い をしながら、 物臭 太郎 をた 

ずね てみ ると、 どうも ちょっと わからない。 

所在が わからな いので はない、 教える 人の、 教え方 

がまち まちな の だ。 ある 者 は、 その後ろ の 方に あるべ 

き 塚 を 教えて、 それが 物臭 太郎 だとい い、 ある 者 は、 


その 末社の 一 つに 物臭 太郎が 祭られて あると いい、 あ 

る 者 はまた、 その 本社 そのもの、 つまり、 穂 高 神社 そ 

の ものが 物臭 太郎を 祭って あるの だと もい い、 なお あ 

る 者 は、 物臭 太郎と は、 その 社 前の 接待の 茶屋が それ 

だ、 その 茶屋の ある 所に、 昔、 物臭 太郎 がいて、 思い 

きった 怠慢ぶ リを 発揮して いた ものの ように もい う。 

兵馬に は 何だか、 物臭 太郎の 正体が わからない。 そ 

むかしばなし 

の 名前 だけ は昔噺 のうちに 聞いて いるが、 しかし、 

徹底した 怠け者が 神に 祭られて いると は、 ここへ 来て 

はじめて 聞く。 

ともかくも、 その 接待の 茶屋。 


？っ.  たてば 

これ は 今、 風の 変った 立場と いう ことにな つてい る- 

おおやかん 

土間に は炉 があって、 大 薬缶が かかり、 その 下に は 消 

えずの 火と いったよ うな 火が くすぶつ ている。 その 周 

囲に は 縁台が 置きなら ベ て ある。 

まだ 早い から、 誰も この 立場へ 立 寄った もの はない 

らしい が、 火 だけ は、 人が いても、 いなくても、 ひね 

もす 夜もすがら 燻って いるから、 自然、 何とな しに、 

人間の 温か 味 も 絶えない ように 見えます。 

兵馬 は 縁台の 一 つに 腰 を かける と、 そのまま ゴロ リ 

と 横にな つて、 頭 を かかえて しまいました。 

来るならば、 馬の足 だから、 もう 疾うに 着いても い 


いはず だ。 自分より 先へ 着いても いいはず だ。 道 は 例 

によって 悠々 閑々 と 歩いて 来たの だから、 途中で 追い 

抜く くらいに なっても いいはず なの だが、 それが まだ 

着かない。 

自分で 振 切った もの を 待つ ている というよ うにな つ 

て は、 後ろめ たい 話 だが —— そうかといって、 約束 は 

約束 だ。 

こういう 時に、 吉 原で さんざんに 翻弄され た、 つい 

遠から ぬ 頃 の 記憶が 、 芽 を 吹き出さな いという こと は 

ない。 実は 翻弄で はない、 あれが あたりまえ なの だ。 

玄人が 素人 を あやなす 手 は あれに きま つ たもの なの だ 


が、 こっちが 真剣で かかれば かかる ほど、 その 結果が 

翻弄と いう ことにな つ てし まう の を、 兵馬 も 今 は 気が 

つ いている でしよう。 

多分、 苦い 味 は 嘗めさせられた けれども、 まだ そこ 

まで は、 人生と いう もの を 軽蔑 はし きれない のだろう。 

商売 だから 仕方がな いものの、 その 多数の 客のう ちで 

は、 自分 だけが いちばん 可愛がられ ていたと いう 思い 

出 は、 まだ どうしても 去らない に違いない。 

くろ-つと 

だが、 先方 は 玄人 だ。 こっちが あせれば あせる ほど、 

きんしょ-つ 

擒縦 の 呼吸 をつ かむ ことが、 今にな つて、 わからない 

でもない。 武術の 上から 見ても、 この 点 は 段違い だと、 


胆を 奪われた ことが 幾度 か 知れない。 夢中に 夢を見て、 

それが 夢 だ と は 思われな いと 同じ こと、 玄人で あり、 

商売人で あり、 かけ 引きと、 翻弄との ほかに 真実味 は 

何もない  と 悟らせられながら、 やっぱり それに 

ひっかかる。 

みょうに よって は、 どこ を 見ても、 ここ を 見ても、 

すき 

隙 だらけ だと、 腹に 据え かねながら、 それに 打ち込め 

ない。 打ち込めば、 思う壺と いうよう に、 あやなされ 

てし まう。 

その 太刀筋が よく わかる 時と、 まるっきり わからな 

いことの あるた めに、 煮え切らない、 腑甲 勢の ない、 


ふんぎり のっかない、 なま くら 者に されて しまう こと 

が、 我ながら 愛想の 尽きる ほど 心外 千万 だ。 

としょ リ 

だが、 あの 女 も、 ああして 老人のお 囲い者と なって、 

あれで 満足して いよう はず はない、 別に 何 か 生涯の 考 

え はなければ ならない はず だ —— と、 兵馬 はよ けいな 

こと を 考えて みる。 よけいな ことで はない の だ。 つい 

先頃まで は、 自分の 心 持の ほとんど 全部 を 占領して い 

た 重大 事に は 相違ない の だが、 強いて それ を、 ツマら 

ない ことと して 葬って しまおうと 苦心して いる 時、 入 

口の のれんが 颯と あいたので、 われに かえりました。 

「来たな …… 」 


来たの は 女 だ …… と 思いました。 それ は 今まで 頭の 

中に こびり ついていた 元の なじみの 女の 顔 だか、 それ 

とも 馬 を 以て 迎えに やった、 かりそめの 道中 づれの 女 

だか、 ちょっと、 兵馬の 頭で は 混乱し ました けれども、 

来たの は、 まさに 女に 違いない —— と 兵馬 は、 パネの 

ように はね 起きました。 

パネの ように はね 起きな くと も、 むしろ この 場 は、 

来ても、 来なくても いいように、 悠然と 横にな つてい 

た 方が 形が よかった かも 知れない が、 兵馬 はとに かく、 

パネの ように はね 起きてから、 自分の 軽挙 を、 多少に 

がに がしい ように 思い直し、 わざと 落ちついて、 のれ 


んの方 を 見る と、 ほとんど 音 もな くはいって 来たに は 

はいって 来たが、 それ は 女ではありませんでした。 

女で ない のみならず、 男のう ちで も 筋骨の たくまし 

ふうさい  つらが ま 

い、 風采の いかめしい、 面構えの きかない、 そのく せ、 

はいり 端に 兵馬と 面 を 見合せ て、 ニヤ リと 笑った 気味 

の 悪い 武芸者 風の 壮漢 でありました。 

「や あ、 仏 頂 寺」 

パネの ように 起き直った 兵馬が それ を 見て、 驚愕と、 

苦笑と を 禁ずる ことができません。 

「宇津木、 ここにいた のか？」 

仏 頂 寺の 後ろに は、 影の 形 におけるが 如く、 丸 山 勇 


仙 も 控えて います。 

物騒な のが 二人、 連れ立って 来る からに は、 もう 少 

し 肩の 風が 先 吹き をして いそうな もの だと 思えないで 

もない が、 そこ は 疾うに 亡者の 数に はいって いる 二人 

の 者、 音 もな く、 風 も 吹かさず、 入り込んで 来たから 

とて、 そう 驚く が もの はない の だが、 兵馬 は 驚いた の 

みならず、 多少、 狼狽の 気味で さえ ありました。 

気味 悪く、  ニヤ リニ ャリと 笑いながら 仏 頂 寺 は、 兵 

馬の そばへ 寄って 来て、 横の 方の 縁台へ 腰 を 卸す と、 

丸 山 勇 仙 もまた それに 向き合つ て 腰 を かけ、 

「宇津木 君、 君 あ 存外 人が 悪い な」 


と 勇 仙が 言いました。 

「なに、 別段 悪い こと をした 覚え はない」 

兵馬が 申し わけ をす る。 

「いかん、 いかん …… 君 は 悪い こと をした つもり はな 

かろうが、 その 飛ばつ ちりが 悉 くわれ われの 身に か 

かって、 いい 迷惑 をして しまったよ」 

仏 頂 寺が いう。 兵馬 は それに も 申し わけ。 

「諸君に 御迷惑 を かけた つもり はない の だが …… 」 

「あとの こと は 君 は 知るまい …… 時に、 女 はどうした 

え、 どこへ 連れ込んで しまったの だ、 え、 宇津木 君」 

仏 頂 寺が すり 寄る と、 兵馬 は 迷惑そう に、 


「女と いうの は、 誰の こと だ」 

「しらを切つ ちゃい かん、 浅 間の 温泉 場 を 沸き返る よ 

うな 有様に して、 置 去りに したわれ われに 一 切の 尻 拭 

い を させ、 自分 だけが いい 子に なって、 お 安から ぬ 道 

行と は、 年に も、 面に も、 似合わない 君の 腕、 全く 穏 

かで はない」 

「それ は 諸君の 勘違い だ、 なんで 拙者が、 そんなば か 

げた こと をす る もの か、 第一、 拙者が そんな こと をす 

るく らいなら  」 

「言い わけ はいよ いよ 暗い。 浅 間で は、 たしかに 君が、 

あの 女 を かどわかして 逃げた と、 みんなそう 信じて い 


る。 よく 聞いて みると、 なるほどそう 信ぜられても 弁 

解の 辞がない ほど、 すべ てが 符合す るの だ」 

「それに は、 事情が ある …… 偶然の 戸惑いで …… 」 

「その 弁解 を 聞く 必要 はない、 その 女が、 君の 手に あ 

るか どうか を 聞けば いいの だ。 現在、 ここにい なけれ 

ば、 どこへ 隠した か、 それ を 聞けば いいの だ。 それ を 

聞いた からった つて、 なにも 君から その 女 を 取り上げ 

ようの、 どうのと いうので はない、 君 も その 女が 好き 

だとい うし、 女 もまた 君に たよりた いという 心が ある 

なら、 われわれ も 一 肌ぬ ごうで はない か。 女 を どうし 

た、 それ を 白状し ろ」 


「知らない、 左様な 女に は、 全く かかり 合いがない」 

兵馬が いいきった 時に、 表で 馬の 鈴の 音です。 兵馬 

の 顔の 色が 少し 変り ました。 

七 

よくない ところへ  頼んで おいた 童が 馬 を 引つ 

ばって 来たが、 その 馬の 上に は、 あつらえ 通りの 女の 

人が 乗って いたが、 下りようと もしないで 澄まして い 

る。 

手綱 を かいくった ままで、 童 はの れん を かきわけて、 


「旦那 様、 おいででした かね」 

「うむ」 

「頼まれた お 方 を、 お連れ 申し ましたよ」 

「それ は 御苦労」 

そこで、 はじめて、 女 は 馬から 下ろしても らうと、 

笠 を 取って、 杖 を 持った ままで、 しゃな りし やなりと 

はいって 来て、 

「あなた、 あんまりよ」 

といって、 流し目に 兵馬 を 睨みました。 

兵馬 は 何とも 答えないで、 炉の 火に 手 を かざして い 

たが、 仏 頂 寺と、 丸 山と は、 眼 を 円く して、 女の 方 を 


穴の あく ほどな がめ、 

「それ 見ろ」 

と 口に は 言わない が、 さげすむ ような、 あざける よう 

な 目 を、 ジロジ 口と 兵馬の 方へ 向けて、 仏 頂 寺が その 

肩 を 一 つたたい て、 苦笑い をし ました。 

「宇津木」 

「うむ」 

「お前 を 尋ねて、 お客様が 来たよ」 

「うむ」 

丸 山 勇 仙 は 底意地悪 そうな、 そうして ィャ に、 てい 

ねいに 女に 向って、 


「さあ、 どうぞ、 こちらへ お掛け 下さい ませ、 さあ」 

「有難う ございます」 

女 は 杖 を 羽目に 立て かけて、 やはり、 しゃな リ しゃ 

なりと、 かなり 人見知り をし ない 態度で、 火の 方へ 寄つ 

て 来ました。 

うつち や 

「あなた、 あんまり だ わ、 足の 弱い もの を打捨 つて、 

かわいそう じゃありません か」 

「打捨 つたわけ じ やない、 おた がい 同士 だ」 

兵馬が 苦しそう に 言う と、 女 は、 

「そな はず じゃあり ますまい、 途中で、 あなたに 打捨 

られ るつ もりなら、 わたし は、 こうして おとも をして 


来 やしません もの」 

「それにして、 お前 は 足が 弱 過ぎる」 

「だって 仕方がな いわ、 足の 弱い こと は、 あなた だつ 

て 御 承知の 上なん でしよう。 歩け る だけ 歩いて ごらん 

なさい、 どうしても 歩け なければ、 また 方法が ある、 

と あなた はおつ しゃった じゃありません か、 行 詰った 

時に、 その 方法と いうの を 取って 下さらずに、 おいて 

け ぼ り は ひど う， 一 j ざん すね」 

「だから、 あとから 馬が 迎 いに 行ったろう」 

「どうも 御 親切 さま。 せっかくでした けれども、 あの 

お 馬に は 乗るまい と、 わたし は 考えち まいました のよ、 


あの 明 神様の 前で 死んで しまおう か 知らと 思いました 

のよ …… です けれども、 また 考え直して、 御 親切な お 

馬に 乗せて いただいて、 おめ おめこれ まで 参りました。 

ほんとうに 御 親切な お 方ね、 あなたと いうお 方 は …… 」 

兵馬 は 何とも 答えないで、 テレ きってい ると、 ニタ 

リニ タリ 笑って いた 仏 頂寺弥 助が、 傍から 口を出して、 

「宇津木、 何とかい えよ、 この 御 婦人が、 お前 を 恨ん 

でい らっしゃる」 

「恨まれる ほどの こ ともないの だ、 偶然 道づれ になつ 

て、 向う は 足が 遅い し、 拙者の 方 は 少し 早い もの だか 

ら、 それで、 途中、 別れ別れにな つてし まった までの 


こと だ」 

というと、 女が 少し 乗り出して 来て、 

「そり や、 それに 違いありません、 あなたが お 足が お 

たっしゃで、 わたし は 生れて 初めて 草鞋と いう もの を 

着けた ような 弱い 女なん です もの …… それ を打捨 つて 

おいでな すった のです から、 あたりまえの ことです わ 

足の たっしゃ なお 方が 先に 立って、 足の 弱い のが 残さ 

れ るの は、 ほんとうに、 あたりまえ 過ぎる ほど あたり 

まえの ことなん です、 どうしてお 恨みなん ぞ 致す もの 

です 力」 

仏 頂 寺が それ を 聞いて、 しきりにうな ずいて、 


「その 通り、 その 通り、 足の たっしゃな 者が、 足の 弱 

い 者 を 置 去りに する の は、 あたりまえ すぎる ほどの あ 

たり まえ だ、 そうでなかった 日に は …… 」 

仏 頂 寺 は 女の 方に 向き 直って、 

「時に 御 婦人、 申し 後れた が、 拙者 はこれ なる 片柳兵 

馬の 友人で、 仏 頂 寺な にがしと 申す 亡者 で . 一 J ざるが 、 

以来お 見知り 置き を 願いたい。 いったい、 御身と 兵馬 

と、 なんらの 因縁が あるの だか、 拙者 共に は 更に わか 

らな いが、 兵馬 も 歳が 若い から、 君 も あまり、 兵馬 を 

いじめない ようにして もらわなければ ならぬ」 

と言われて、 女 は にっこりと 笑い、 


「わたくし こそ 申し 後れ ましたが、 改まって あなた 様 

方へ、 お 近づ きが 願え る ほどの もので は ございませぬ 

…… 浅 間にお りました 時に、 御 厄介に なりました のが 

御 縁で ございます」 

「なるほど …… どんな ふうに 御 厄介に なった の だね」 

「わたしが 悪い 癖で、 戸惑い をして しまった ものです 

から、 大変に 御迷惑 を かけち まいました ことが ござい 

ますんで す」 

「はは あ …… 実はね、 その 飛ばつ ちりが、 われわれの 

方まで も 飛んで 来て、 えらい 迷惑 をして しまったよ。 

君 は あの、 松太郎 という 浅 間の 芸者だろう」 


「お 察しの 通りで，、 y  J ざ います」 

「よくない、 甚だよ くない、 われわれの 友人、 兵馬 を 

君が たぶらかして、 あっち こっちへ 引っぱり 廻す なん 

ぞは、 甚だよ くない」 

と 仏 頂 寺が、 ヮザヮ ザ 睨みの 利かない ような 眼つ きを 

して 見せる と、 女 は 少し 真面に なって、 

「いいえ、 それ は 違います、 どちらが たぶらか したの、 

引っぱり 廻した のとい うわけ ではありません、 こなた 

様に はほんと うに、 はからず 御迷惑 を かけたり、 お 世 

話に なったり して、 お礼 を こそ 申せ、 お恨み を 申し 上 

げ るよう な 義理 じ や ございません のです けれど、 昨夜 


のな され 方が 、あんまりお 情けない ものです から …… 」 

「なるほど 昨夜、 この 宇津木が、 君に 対して、 何か不 

人情な 仕打ちに 出で たものと 思う、 そり や 宇津木が 悪 

い」 

仏 頂 寺が 呑 込み 顔に いうと、 女 は、 

「いいえ、 - J ちら 様が お 悪 い - J と は 少しも) /ざ いませ 

ん、 ほんとう は、 わたしが わがまま すぎたん で ござい 

ますよ …… 恨み や、 愚痴なん て、 申し上げられた 義理 

じ やな いんです けれど、 そこ は 女と いう もの はね、 つ 

い、 ホホホ ホホ」 

と 妙な 笑い 方 をして、 それで、 恨み も、 愚痴 も、 すつ 


かり 帳消しに しょうと 捌けて 来たの を、 仏 頂 寺が なお 

しさいら しく、 

「それ はどうで もい い、 そんな こと はどうで もい い、 

君た ちが 打捨 ろうと、 打 捨られ ようと も、 おいたち ごつ 

こ をしょう とも、 それ はわれ われの 知った ことで はな 

いが、 君た ちが 行方 を晦 ましたた めに、 浅 間で は大騒 

ぎだ。 宇津木 はいいよ うな ものの、 君の 方 は、 主人と 

か、 抱え 主と か、 旦那と か、 後援者と かいう ものが あ 

るだろう、 それに 無断で 出奔 するとい うの は 甚だよ く 

ない …… 実は その 飛ばつ ちりで、 拙者な ども、 痛くな 

い 腹 を 探られた のみならず、 膝つ 小僧へ 火 をのせられ 


て 熱い 思い をした」 

仏 頂寺弥 助が 真顔に なって こう 口走る と、 丸 山 勇 仙 

，i  、 

力 

「フ フフ フフ」 

とふき 出しました。 それ にも拘らず、 仏 頂 寺は大 まじ 

めで、 

「おた がいに 若い 同士で、 一時の 出来心で は 仕方がな 

いとして、 以後 は 注意す るこつた ね、 そうして 君は尋 

常に、 元の 雇主へ 詫び をして 帰らなければ ならん。 実 

は、 多分、 二人が 中 房の 温泉 あたりと、 あたり をつ け 

て、 これから われわれが、 捜索に 出向いて 行こうと し 


たと ころ だ」 

その 時まで、 だまって 聞いて いた 宇津木 兵馬が、 面 

を 上げて、 

「仏 頂 寺 君、 それ は 違う、 君 は、 どこまでも、 ひとり 

ぎめ で、 その 婦人と 拙者と が、 しめし 合わせて K 落で 

もした ように 思って いるが、 以ての外 だ、 なんらの 関 

係 はない、 偶然に 出会して、 偶然の 道づれ になった ま 

での ことなの だ、 情実 関係 も、 利害関係 も、 一切 あり 

はしない の だよ」 

「なるほど …… 」 

仏 頂 寺が、 なおし さいら しくうな ずいて みせた が、 


やがて、 

「そうか、 全く 情実 関係 も、 利害関係 もない のか。 果 

して その 通りなら ば、 君の 手から、 われわれが この 婦 

人 を もらい 受けて、 連れて 帰って いい か」 

それ は、 どうも 急に 返事 はでき がたい あぶなげが 伴 

うけれ ど、 さきほどの 口上の 手前、 異議 は 唱え 兼ねて、 

「それ は 御 随意 …… 」 

と 言い 終る と、 仏 頂 寺 はさ もさ もと 言わぬ ばかりに、 

「しかと …… 異存 はない かな。 君の 手から この 婦人 を 

受取って、 われわれが 護衛 をして、 無事に 抱え 主のと 

ころまで かえして やる、 そのこと に 君 は 異議 はない の 


だな」 

「有るべき はずがない」 

兵馬 は 内心 苦しく 言い切る と、 仏 頂 寺が、 

「ならば、 事 は 簡単 だ。 丸 山、 もうこれ から 中 房まで 

行く が もの はない、 浅 間へ 引返そう ではない か」 

「そういった 理窟 だな」 

丸 山 勇 仙が、 空 うそぶく ような 調子で 返答し ました _ 

そこで 仏 頂 寺 は、 事 改めて 女の 方 を 向いて、 

「ねえ、 君、 君 はどうしても 一応 は その 抱え 主まで、 

わび をして 帰らなければ ならん。 そのお わびに は 不肖 

ながら、 われわれが 立 会って、 今後に むごい ことのな 


いように して 上げる。 ここから は 乗物 か 何 か ある だろ 

う、 善 は 急ごう じ やない か、 君の 方に 異存がなければ、 

これから われわれと 一 緒に 浅 間へ 帰ろう」 

「どうぞ、 お連れ 下さい まし」 

女 はわる びれ ずに いいました。 仏 頂 寺 は そこで、 丸 

山の 方に 腮を 向けて、 

「丸 山 君、 君 ひとつ、 そこら を 紐け まわって、 乗物 を 

一挺 探して 来ない か、 何でもい い、 人間の 乗れる もの 

なら 何でも さしつかえない」 

「よろしい」 

丸 山 勇 仙 は 命 を かしこんで、 さっさと 物臭 太 郎を外 


へ 飛び出して しまいました。 

そこで 仏 頂寺弥 助が、 改めて 兵馬の 方に 向って、 

「君、 宇津木 君、 抜けが け をし ちゃい かんよ、 われ わ 

れ とても、 君の 立場に は 同情し、 どうか 成功 させて 上 

げたいと、 これで も、 蔭に なり、 日向に なって、 相当 

苦心して いるの だ、 それ を 君が 買って くれないで、 事 

ま ね 

毎に、 われわれ を 出しぬ くような 真似ば かりされ たん 

では、 われわれ としても やりきれない、 第一、 われ わ 

れ 亡者と 違って、 前途 ある 君の 生涯 を あやまらせ たく 

ない の だ」 

あんまり 有難く は 聞け ない 諫言 立て を、 聞いて いる 


のが ばかばかしい。 

「君 たちのい いように し 給え」 

と 兵馬 は、 聞きよう によって は 自暴に 聞け るよう な こ 

と を 言って、 また 最初の 通り、 縁台の 上へ ゴロ リと横 

になって しまいました。 そうすると、 仏 頂 寺 は 女の 方 

へ 向いて、 

「ねえ、 松 太 郎君、 君 もそう だよ、 いかに 商売柄と は 

言いながら、 少し は 分別と いう もの をお いて もらわな 

くち やならん、 無茶苦茶 を やって は、 つま リ 己れ の 身 

が 詰まる ばかり だ」 

「それ はよ くわ かってい ます けれども、 どうも 仕方が 


ありません わ、 運命と いう ものなん でしよう、 わたし 

たちの 身の上なん ぞは、 世間並みに ごらんに なると 違 

います」 

「その 運命と いう やつが 不思議な ものなん だ。 ところ 

で、 どう だ、 正直のと ころ、 ああ は 言った ものの、 君 

も 一旦 は 浅 間へ 帰る としても、 末長く あの 地に も いづ 

ら かろう、 どう だ、 われわれと 一緒に ど こぞへ 行かな 

いか」 

「どうせ、 ひびの 入った からだで ございま すから、 ど 

ちらへ でも、 住みよ いところ へ 行って、 たよりに なれ 

るお 方に たよりた いと 思います、 どうぞ、 よろしく」 


「は、 は、 は、 は- 

なに  ゆえ  か  仏 頂 寺が 、 わざとら しい 高笑い をした の 

が、 兵馬の 耳に たまらない ほどの いやな 思い を させ ま 

した。 

そこへ、 丸 山 勇 仙が、 とつかわと 立 戻って 来て、 

「やっと 山 駕籠 を 一 挺 探して 来たよ、 駕籠 はいくら も 

あるに は あるんだ が、 人手が 無 いんだ、 おどしつ、 す 

かしつす るよう にして、 ようやく 一挺 仕立てて 来た」 

「そうか。 では、 出立と しょう、 君」 

と 女 を 顧みて、 

「駕籠が 来たそう だから、 乗り 給え」 


「はい」 

女 も 無雑 作に 立ち上りました。 

ひとり 残された 宇津木 兵馬。 

これで はなん にもな り はしない。 

自分が 空 遠慮 をして いたた めに、 その 御馳走 を、 横 

合いから 頼もし からぬ 者 共に、 む ざむ ざ 食われて いる 

心 持 もしない ではない。 

これ を、 厄介払い したと、 思いき る わけに も ゆく ま 

ヽ 0 

物臭 太郎 にあ やかった わけで もなかろ うが、 兵馬 は、 


急に 立ち上る 気に も なれない ものと 見え、 包み を 解い 

て、 中から 取り出し たのが 信 濃 国の 絵図。 それ を 縁台 

の 上へ 繰り ひろげて、 あれから これと、 指で 線 を 引い 

てながめ ている。 

そこへ 神主の ような 人が 来たから、 兵馬 も、 ちょつ 

と 身 を 起して、 あいさつ をす る。 

神主 なかなか なれなれしく、 炉辺へ 腰をおろして 話 

しかける もの だから、 兵馬 も、 

「いったい、 この 物臭 太郎 というの は 何です」 

「物臭 太郎 でございます か —— それ をい ちいち 説明し 

て 上げる よりも、 ここに 絵巻物が ございます」 


神主 は 頼まれ もしない のに、 立って 床の間から 一巻 

の 絵巻物 を 持って来て、 

「物臭 太郎 物語 —— ね、 これで ございます、 なかなか 

名文 章で ございま すよ、 竹 取、 うつぼ、 源氏物語 など 

と は 違った 面白味が ございます。 滑稽 味の ある 古文で 

は、 ここらが 第一 等で ござんしょう。 日本人に はいつ 

たい、 滑稽 味が 乏しい なんて 言う 人 もあります が、 ど 

うして、 この辺に なると、 古雅で、 上品で、 そうして 

たまらない 可 笑 味が ございます。 ひとつ、 読んで お 聞 

かせ 申しましょう、 よう ござんす か、 お聞きなさい」 

神主 はこうい つて 兵馬の 前に、 その 絵巻物 を 繰り ひ 


ろげ、 

「東 山道、 みちの くの 末、 信 濃の 国、 十 郡の その内 

に、 つく まの 郡、 新しの 郷と いふ 所に、 不思議の 男 

一人 はん ベリ、 その 名 を 物臭 太 郎ひぢ かずと 申すな 

リ …… 」 

ここで 兵馬 は、 はは あ、 物臭 太郎 にも 名乗りが ある 

の だな —— 物臭 太 郎ひぢ かず、 ひぢ かず —— という 字 

は、 どう 当てる か 知らないが、 ともかく、 物臭 太郎も 

名乗り を 持って いると いう こと を、 この 時 はじめて 知 

りました。 

「ただし、 名 こそ 物臭 太郎と 申せ ども、 家づ くりの 


有様、 人に すぐれて めでたく ぞ はんべ りけ る …… 」 

と 読まれて、 では、 名 こそ 有難く はない 名 だが、 家 は 

この あたりの 豪族に でも 生れた のだろう。 そうした も 

のかと 考えて いると、 神主 はすら すらと 読み 続けて、 

その 宏大なる 家の 構えぶ りに 抑揚 をつ ける。 

「四面 四方に 築墙 をつ き、 三方に 門 を 立て、 東西 南 

北に 池 を 掘り、 島 を 築き、 松 杉を植 ゑ、 島より 陸地 

へ 反 橋 を かけ、 勾 欄に 擬宝珠 を 磨き、 誠に 結構 世に 

とほ ざ むら ひ 

越えたり、 十二 間の 遠 侍、 九 間の 渡廊、 釣 殿、 梅 

の壺、 桐壺、 まがき 壺に 至る まで、 百 種の 花を植 ゑ、 

ひ はだぶ き 

守 殿 十二 間につ くり、 檜 皮葺に ふかせ、 錦 を 以て 天 


井 を 張り、 桁、 梁、 木の 組 入に は、 白銀 黄金 を 金物 

に 打ち、 瓔 培の 御簾 を かけ、 履、 侍 所に 至る まで… 

：.」 

これ は 大変な もの だ、 と 兵馬が 思いました。 

なるほど 名 こそ 物臭 太郎 だが、 この 住居の 結構 は 藤 

原 時代で、 三 公 を 凌ぐ もの だ、 なるほどと、 兵馬が 深 

く 思い入れ をした 様子 を 見て 神主 は、 ちょっと 朗読 を 

中絶して、 

「大した もので ござんしょう、 これで は 平安朝 時代、 

藤 原 氏 全盛 の 頃 の 並びなき 公卿 さ ん のお 住居です、 物 

臭太郎 が、 こういった 宏大な 家に 住んで いたと 思う と 


不思議で ございま しょうが、 まあ、 もう 少し この 先 を 

お聞き 下さい、 いいです か」 

うまや 

「廐、 遠 侍に 至る まで、 ゆゆしく 作り立て なさば や 

と 心に は 思へ ども、 いろいろ 事足らねば、 ただ 竹 を 

四 本立てて ぞゐ たりけ る」 

「どうです、 すっかり 人 を 釣って おいて、 最後に 突 放 

した 手際 は あざやかな ものじゃありません か、 ゆゆし 

く 作り立て なさば やと 心に は 思え ども、 いろいろ 事足 

うま 

ら ねば、 ただ 竹 を 四 本立てて ぞいたり ける …… が 旨い 

じゃありません か」 

兵馬 もば かにされ た 思い をしながら、 それでも 行文 


の 妙味に、 少なからず 感動 させられた ようです。 

眼の 前に ころがる 餅 を 取る ことが おっくうで、 三日 

の 間、 人の 通る の を 待って いると いう 徹底した 物臭ぶ 

それでも、 鳥 や、 犬の 横取り を 怖れて、 棒 を もって、 

それ を逐 うだけ の 労 は 鍵わず、 三日 目に 馬上で 来た 役 

人 をつ かまえて、 その 餅 を 取らせようと 試みた が、 そ 

れが 無効な ので、 さて は 天下に われより 以上の 物臭が 

ある、 僅かに 馬から 下りて、 餅 を 拾って くれる だけの 

労 を さえ 厭う 者が ある、 と 感服して いた 男。 

それが、 ある 大納言に 見出されて 京都へ 上り、 首尾 


よく 勤め上げて、 また 信 濃へ 帰ろうと する 時の 話 —— 

国への 土産に、 よい 女房 を つれて 帰りたい。 

よい 女房 を 求める に は 「辻 取り」 という こと をせ よ 

きよみず 

と 教えられて、 清水の ほとりに 出で て、 女の 辻 取り を 

やる。 

つぼね 

侍従の 局 という、 すばらしい 女房 をと つ つかまえて、 

歌 を 詠み かけたり なん ぞ して、 とうとう ものにする。 

この 女房が、 物臭 太郎を 七日の 間、 湯に つけて、 二 

人の 侍女に 磨かせる と、 真黒な 物臭 太郎 が、 玉の よう 

に 光り 出す。 

ひたたれ  えもん 

これに 直垂を 着せ、 衣紋 をた だし、 袴 を はかせて 見 


ると、 いかなる 殿上人 もお よび 難き 姿と なって、 「お 

とこ 美男」 の 名 を 取る。 

それに、 歌 を 詠ませる と、 なかなかの 名歌 をよ む。 

物臭 太郎 では 勿体な い —— 新たに 歌左衛 門と いう 名 

を、 豊前 守が つけて くれる。 

みかど  ぎょかん  なんじ 

帝の 御前に 歌 をよ み、 御感 にあず かり、 汝が 先祖 

を 申せと ある 時、 はじめて 国許 を 仔細に 探る と、 人皇 

五十 三代の みかど、 仁 明 天皇の 第二の 皇子、 深 草の 天 

皇の 御子、 二位の 中将と 申す 人、 信 濃へ 流されて …… 

という 系図が 現われて、 信 濃の 中将に なり、 甲斐、 信 

濃の 両国 を 賜わり、 この 女房 を 具して 任 国へ 下り、 一 


門 広大、 子孫 繁昌と いうめ でた さ。 

この 物臭 太郎 がすな わち 穂 高の 明 神と なり、 女房が 

朝日 権現と あらわれる —— これ は文徳 天皇の 御 時な り 

し …… と ある 物臭 太郎 一代記 を 神主の 口から、 かいつ 

まんで 聞かされて しまった 宇津木 兵馬。 

すすめられた 渋茶に 咽喉 をうる おして、 いざとば か 

り、 再び 立ち 出で た 前路に 日が 高い。 

物臭 太郎 一 代 記 —— 思い出しても ばかばかし さの 限 

リ だが、 時に とっての 何 かの 暗示。 

「辻 取り」 というの は、 初めて 聞いた。 

刀に は 「辻斬り」 というの が ある。 柔術に は 「辻投 


げ」 というの が ある。 ならば 「辻 取り」 というの も あつ 

てよ かろう はず。 いや、 その物 語に よれば、 辻 取り は、 

辻斬り や、 辻 投げの 流行せ しずつ と 以前に 行われて い 

t はず。 

結婚 は、 ついに 掠奪 であると いうよう な 思想が、 兵 

馬の 頭 を かすめた 時に、 かれは 浅ましい 思い をす る。 

物臭 太郎の 場合 は、 それが 無邪気に 実行され たのみ だ 

が —— 歴史 は 無邪気の み を 教えない。 

兵馬の 頭が、 奪われた る 女と いう ことに 向う。 「辻 

取り」 は 今の 世、 今の 時に も 行われる。 現に、 たった 

今、 その 災難に 逢った の は 自分で はない か。 


奪われた 心。 奪われた ので はない、 いわば 厄介払い 

をした の だが、 なんとなく 安から ぬ 心 を、 如何と もす 

る ことができない。 

人 もあろう に 仏 頂 寺、 丸 山の やからに、 む ざむ ざと 

一 人の 女性 を 渡して やった その 不安。 

日が 高くなる ほど に 、 兵馬に は そ の 不安が こみ上げ 

て 来る。 

ついに 決心して、 自分 は その あと を 追わねば ならぬ 

追い かけて、 二人の 手から あの 女 を 取り戻して …… 取 

り 戻さな いまでも、 あの 女の 先途 を 見届けて やらねば 

ならぬ。 これ は 単に 女と いう もの に対するの 未練 執着 


ではない の だ、 義の 問題 だ、 人間の 道 だ。 

女の性 質が どうあろう とも、 こうあろう とも、 む ざ 

む ざと 食い物に せらるべき 運命 をよ そに して、 ひとり 

悠々 閑々 の 旅行ぶ りが 続けられ るか、 続けられ ないか。 

兵馬 はにわ かに 腰の 刀 を ゆり 上げて、 松 本街道の 一 

本道 を、 艇 足で 走り出しました。 

八 

雪に 埋 れんと する 奥 信 濃の 路とは 違い、 ここ は 明る 

い 南国の 伊豆、 熱 海 街道の 駕籠の 中に 納まって、 


おんな かるわざ  かく 

女 軽業の 親方のお 角が、 駕籠 わきに ついている、 いつ 

も、 旅に は 連れて 出る いなせな 若い 衆に 向って 言う こ 

とに は、 

まさ 

「ねえ、 政 どん」 

「はい」 

「向う に 見える 山 はあり やど こだろう ねえ」 

「左様で ございま すねえ」 

まゆずみ 

右に 青い 海 を 隔てて、 黛 のように かすむ 山 を 主従 

が ながめて、 

「大方、 上 総、 房 州 あたり だろうと 思 うんで ございま 

す」 


若い のが、 親方から 尋ねられて、 覚束なげ に 返答 を 

すると、 親方のお 角が、 

「そうだろ うねえ、 上 総、 房 州の 方角 だと、 わたし も、 

さっき からそう 思つ て 眺めて いると ころさ」 

上 総、 房 州で は 一け た 違う、 伊豆の 半島の 東南から 

見た 眼前の 突出 は、 当然 三 浦 半島で なければ ならない 

の だが、 この 二人の 頭で は、 陸地が 海へ 突き出し てい 

さえ すれば、 それ は 上 総、 房 州に 見える ものら しい。 

「え、 間違いありません、 あれが 上 総、 房 州です、 ほ 

の こぎ リ やま 

ら、 ごらんなさい、 あの 高い ところが、 あれが 鋸 山 

すの さき 

で ござんしょう、 そうして、 あれが 勝 浦、 洲崎 …… 間 


違い ございません」 

政 どんなる ものが、 一桁ち がいの 親方の 裏書 をい い 

ことにして、 自説の 誤りな きこと を 指で 保証す ると、 

お 角 も 納得して、 

「そうそう、 あの 辺が 洲崎 に違いない、 洲崎 はい やな 

ところ だね え」 

と、 若い のが 指さした 岬の 突端 あたりに、 遠く 眼 を 注 

いでいる と、 

「親方が 命拾い をな さった というの は、 あれで ござん 

すか、 いやに 波の 穏 かな、 そのく せ、 舟 や 人 を さらつ 

て、 いいように おもちゃに するとい う、 ふざけた 海 は 


あの 辺で ござんす か」 

「ほんと に、 いやな 海 だよ、 だけれ どもね え …… いや 

な 海に は 違いない けれども ねえ」 

いやな 海に は 違いない けれども、 どうした もの か、 

さいぜんから、 そのい やな 海の 方面に 注いだ 眼 をい つ 

こうはな さないで、 

「いやな 海 は、 いやな 海 だけれ ども、 わたしに とって 

は、 ずいぶん 思い出がない でもない のさ」 

「そうで ござんしょう とも」 

「ねえ、 政 どん」 

「はい」 


「お前、 どう 思 つ てるの」 

「何 をで ございます」 

「あの、 ほら、 東海道の 三 島の 宿から 下座へ 入った、 

お 君って いう 子ね」 

「ええ、 よく 存じて おります よ …… きれいな 子 も 多い 

が、 君ち やん は 品が 違い ましたよ。 ようご ざんした ね、 

人柄が ようご ざんした、 ほんとうに 惜し いこと を 致し 

ましたよ」 

「わたし も、 本当に 惜しい こと をした と 思って いるの 

さ、 ああなる くらいなら、 別に 考えよう もあった もの 

をね」 


「全くで ございます、 好い が 好い に はなり ません、 悪 

いが 悪い にやな りません」 

「そうして、 あの 君 ちゃんの 殿様ての は、 その後 どう 

なった か、 おまえ 知って る？」 

「存じません が、 あり や 馬鹿です よ、 馬鹿 殿様の 見本 

みたよう な もので ござ いますよ」 

「何 を い つ てるの」 

「え」 

お 角の 言葉に 少し 険がぁ つたので、 若 いのは 急に し 

りごみ をして いると、 

「出放題 をい う ものじゃありません、 馬鹿 だか、 エラ 


物 だか、 お前なん ぞ にわかって たまる もの か」 

「でも、 親方 …… 」 

「女に 迷った つてお 前、 それが 何で 馬鹿な もんか、 迷 

える くらい 結構 じ やない か、 高い 身分で、 低い 身分の 

女 を 可愛がって、 それが どうして 悪い の、 思案の 外の 

ところがあって こそ、 人間の エラ さが あるんだ よ、 お 

前なん ぞに、 あの 殿様の エラ さが わかって たまる もの 

力」 

政 どん は、 なにゆえに 親方が 急に 不機嫌に なった の 

だか わからない。 

とうじ 

熱 海へ 湯治と いっても、 この 女の 仕事と、 気性で は、 


そう 長く 湯に つかって いる わけに ゆかない から、 今日 

でよう やく 一週間 —— 早く も 帰りの 旅に ついて、 これ 

はちょう ど、 根府川 あたりでの 物語。 

駕籠の 垂を 明け っぱなして、 海 を 一 面に ながめな が 

ら、 女 長兵衛 式に 納まって、 外にい る 若い の を 相手に 

話す お 角さん。 悠々 として 迫らぬ 気取り 方 も あり、 ジ 

リジリ と 焦れった がる 舌 ざ わり もあって、 まず はお 角 

さんぶり に 変り はない。 

ここ は 雪に 埋 れんと する 白骨の 奥と も 違い、 に 

吹き さらされた 松 本 平と も 違い、 冬と いう もの を 知ら 

かんきつ みの 

ぬげな 伊豆の 海岸の、 右に は柑 橘が 実り、 眼の さめる 


あお 

ほど 碧い 海 を 左に しての 湯治 帰り だから、 世界 もパッ 

と 明るい。 

「そうで ござんす かねえ」 

「そうだと も、 お前」 

「やっぱり、 あの 殿様と いうの は、 ェ ライお 方なん で 

ございま すか」 

「ェ ライと もお 前 …… お前なん ぞに 何が わかる もの 

ゝ I 

力」 

「でも、 世間の 評判で は、 あんまりお りこうな 方 じ や 

ない つて、 もっぱら、 そう 言って いるよう で ござんす 

が …… 」 


「世間の 評判なん て、 何が 当てになる もの か、 世間が 

何と 言おうと も、 エラ ィ方 は、 やつば リエ ライんだ か 

ら 仕方がな いさ」 

「そうで ござんす かねえ」 

「そうだと も、 お前」 

若い のに は、 どうして、 親方が こう も 躍起になる の 

だか、 さいぜんから めんくらつ ている らしい。 

まあまあ、 三千 石 も 取る、 そうして 前途有望で、 ド 

コ まで 出世す るか わからない と言われた 人が、 タカの 

知れた 身分 違いの 女 一人の ために、 名誉 も、 身上 も、 

棒に振って しまった、 全く 馬鹿 殿様と 言われても 仕方 


が あるまい ではない か。 それ を、 親方のお 角が、 何で 

こんなに 身 を 入れて、 弁護す るの だか わからな いが、 

うつかり その 殿様の 悪口 をい えば、 親方の 御機嫌が こ 

の 通りに 損われる という こと だけ は、 この 際、 ハ ツキ 

リと 経験した から、 以後 は 自分 も 慎み、 朋輩に も 申し 

聞け てお かねば ならぬ という 戒慎の 心 だけ は 起ったら 

しい。 

「そうでし ようね、 やっぱり、 エラ ィ人 は、 ェ ライん 

で ござんし ようよ」 

詮方な く 感心して おくと、 

「それからね、 政 どん」 


「はい」 

「わたし は、 申し 置いて 来る の を 忘れた が、 あの 絵の 

先生ね」 

「ええ、 田 山 白雲 先生で ございましよう」 

「そうそう、 あの 先生に、 一 言お ことわり をして おく 

の を 忘れち まった から、 あとから もしゃ 間違いが なけ 

り やい いと 気の ついた ことが、 たった 一 つあります よ」 

「それ は 何で ございま すか」 

「もしゃ、 がんりきの 兄さんが、 留守中に やって来て、 

例の 調子で、 先生に 失礼な こと をし やしない か、 それ 

が、 あとで 心配に なり 出して、 ことわ つ て 来れば よか つ 


たと、 いまさら 気 を 揉んで いるの さ」 

「なるほど、 その 辺 も ありまし たねえ」 

「お前、 がんり きがあの 通り 気の 早い 男でしょう、 絵 

の 先生と きたら、 お前、 かなりの 豪傑 者なん だから、 

間違いが なけり やい いがと 心配す るの も、 無理の ない 

考えだろう」 

「そうで ございます とも …… です けれどもね、 絵の 先 

生の 方 は、 豪傑 は 豪傑で いらっしゃる けれど、 人間が 

出来て おいでな さるから、 まさか、 がんりきの 兄さん 

を 相手に、 大人げ のない こと もな さるまい と 思います ■ 

御 心配 ほどの こと は ござんす まいよ」 


「そり やそう かも 知れない」 

「大丈夫で ございま すよ」 

一け た 間違えられた 房 総の 半島が ヮキに 廻って、 当 

面の 風景 は、 大山 阿 夫 利 山で あり、 話題 は 留守中の 人 

に 向って いる 時、 後ろで しきりに 人の 呼ぶ 声が します 

—— 最初 は 自分た ち を 呼ぶ ので は あるまい と 思った が、 

今にな つてみ ると、 自分た ち を 呼んで いるのに 相違な 

いと 疑われる。 

どうも 自分た ち を 呼びと める ような 声 だけれ ども、 

待って みると 誰も 来ず、 来ても 全く 当り さわりの ない 

人間です から、 そのまま 駕籠 を 進ませる と、 


「お気をつけなさい ましよ、 胡麻の 蠅が 一 匹つ いて 参 

りました ようです から」 

よし はま 

芳 浜の 茶屋 あたりで、 通りすがりに 注意して くれた 

旅の 人が ありました。 

それとも、 自分た ちに 注意して くれたの だか、 ほか 

の 者に 気をつけて いったの かわからない うちに、 その 

旅人 は 行き過ぎて しまいました。 

道中に 胡麻の 蠅 はっき ものである。 いちいち 胡麻の 

蠅を 怖れて いて は、 道中 はでき ない。 また それが 一匹 

や 二 匹と まって みたから とて、 驚く お 角さん では あり 

ません。 


真 鶴 を 通り越した 時分に、 またしても 後ろから 呼び 

かける 声です。 そうそう は 振 返っても おられない。 頓 

着な しに 駕籠 を やって しまう と、 果して 何事もなく、 

七 ッには 小 田 原 着。 

今日は ここで 泊る。 

あんま 

夕飯 を 終って、 按摩 を 取って、 まだ 寝る に は 早い。 

安閑と 早寝 をす るの を、 身体 を 腐らせる ほどに いやが 

るお 角さん は、 寝る までの 間に 何 か 仕事 をしたい。 

といって、 仕事がない。 ぶらぶらと 夜の 小 田 原 宿の 

景色で も 歩いて 見よう か 知ら  と 考えて いると ころ 

ぺ、 


「お客様、 講釈 をお 聞きに いらっしゃいません か —— 

いい 太夫さん がかかった そうです、 席 はつい この 後ろ 

でございますよ」 

可愛らしい 小 女の 女中が、 突然に こういって 案内 を 

する 

「講釈？」 

とお 角さん が 聞き とがめました。 なるほど、 ここ は 東 

めぬき 

海道 筋の 目 貫と 言い、 箱 根、 熱 海の 温泉 場の 追分の よ 

うな もの だから、 湯治場 かせぎの 講釈師が 溢れそう な 

ところ だ。 

お 角 は、 そこで 講釈 を 聞いて みょうと いう 気に はな 


ら なかった が、 講釈の 席へ 入って みたい という 気に は 

なりました。 

この 女 は、 転んでも ただ は 起きない 女であります。 

たとえば 往来 を 通りながら も、 見どころの ありそうな 

子守 女 を 発見す ると、 その 親許まで つきとめて みたが 

やど  しゅく 

る 女であります。 今夜 も 宿の つれづれに、 宿 を 散歩 

してみ ようかと いう 気になつ たの も、 小 田 原 宿の 夜の 

気分に 浸って、 そうして 旅心 を 漂わせて みょうと いう 

ので もな く、 何 かし かるべき 商売柄の 掘 出し物に でも 

ありつき 得れば、 ありつき 得なくても 元は 元 だが、 ど 

こかに 抜け目の ない 心の 働きが、 自然と そんな 思い立 


ち をさせる ものと 見えます。 

講釈 —— と 聞いて、 講釈 そのものに は 興味 は 催さな 

かった が、 さて、 この 土地の 席亭の 模様 はいかに、 客 

種 はいかに、 講釈と いうう ちに も 一枚看板で やる のか、 

また 色物 か、 真 打 は —— いずれ、 聞いた ことのない 大 

看板が、 ィ カサマで おどかす ものに 相違な かろうが、 

そのうちに もまた、 存外の 掘 出し物が 無い と は 限らな 

い —— お 角 は 掘 出し物に、 興味と、 自信と を 持って い 

る。 

それ は大 看板 を大 看板と して、 大名 題 を 大名 題と し 

て、 大 舞台で、 大 がかり な 興行 を やる 分に は、 面と 


資本 さえ あれば 誰に もやれ る 芸当で、 本当の 興行師の 

腕と はいえない、 誰も 知らない もの を、 誰も 知らない 

ところから 引抜いて 来て、 それ を 養成して、 そうして 

つけやきば  ほんね 

付焼 刃で はない ところの 本 値 を 見せて、 あっといわせ 

ると ころが、 興行師の 腕で あり、 自慢で ある、 と 心得 

ている お 角 —— 未だ 知られざる 名物 を 発見し ようとす 

る 熱心と、 炯眼と は、 先天的と いっていい かも 知れな 
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だから、 ここで も、 講釈 を 聞きに 行かない かとすす 

めら れて、 打てば 響く ように、 その 商売 心 を そそのか 

にノ  J ん 

された ものです から、 一 一言 ともなく、 


「行きましょう、 行って みましょう、 案内 をして 下さ 

い」 

キリ キリと 帯 をし め 直して、 さて、 考えた の は、 若 

い 衆 を 連れて行 こうか、 それとも 一人で 行こう か —— 

という ことで あつたが、 若い 衆 は 旅の 疲れ も あるから、 

ゆっくり 寝かして おいて やれ、 近いと ころ だとい うこ 

とだから、 一人で 行って 見て やれ —— という 気になり 

ました。 


講釈 場へ 案内され て 行って 見る と、 かなりの 席で、 

かなりの 入りが あります。 

大 看板に は 「南洋 軒 力水」 と 筆太に しるして ある。 

当時、 江戸で 有名な 講釈師と いわず、 その 下つ ぱ にい 

たるまで、 お 角 は 名前 を 知ってい るし、 また 親しく 会つ 

て もい る。 南洋 軒 力水なん ていう のが、 誰の 社中の 化 

け 物 か、 そんな こと を 詮索に 来たので はない。 

前座 はどうだった か 知れない が、 幸いに してお 角の 

臨席した 時 は、 かなり 時間 もた つていた 時 だから、 真 

を 打つ 例の 「南洋 軒 力水」 が 高座に 現われて 間 もない 

時で ありました。 


「あれが 南洋 軒の 太夫さん です」 

講釈の 太夫さん もォ 力し いが、 お 角 は いわゆる 太夫 

さんの 面よりも、 場内の 模様 を ズラリ と 見廻しました。 

たてまえ 

席の 建前から、 お客様と いったよ うな もの を 一 わた 

リ 見渡してから、 改めて また 太夫さん の 方 を 見直す と、 

これ は 浪人 風の 態度の 男で、 黒い 被 布 を 着て いると こ 

ろが、 講釈師ら しいと いえば 講釈師ら しいが、 人品 骨 

柄 はどう も、 はえぬきの 講釈師と も 思われない。 見台 

を 前にして、 張 扇で なく 普通の 白扇 を斜に 構えた と 

ころなん ぞも、 調子が 変って いる。 

外題 は 「太閤 記 小 田 原 攻め」 の 一 条、 


「天 正 十八 年 七月 …… 北条の 旗下に 属せし 関 八州の 

城々 一 力 所 も 残らず 攻め 落して、 残る ところ はこの 小 

田 原 一 力 城 …… これ を 囲む ところの 関白 秀吉の 軍勢、 

海と 陸と を 通じて 総勢 六十 万騎 …… しかれ ども 小 田 原 

城 中 少しも 屈せず、 用心 きびしく 構えて 寄せ手 を 相 待 

つ。 そもそも 当 城 は北条 五代の 先祖 早 雲 入道 これ を 築 

き、 そのの ち 氏 綱再粧 して、 北 は 酒 匂 川 を 総 堀と なし、 

南 は 三枚 橋、 湯 本、 箱 根、 石垣 山まで 取 入れ 総 構えと 

なし、 東 は 海 を 限り、 西 は 箱 根 山の 尾 先へ 続き、 その 

やだね たまぐ すリ 

広大なる こと は 日本 無双、 城 中には 矢種 玉 薬 は 山の 

如く 貯え、 武具、 馬具、 金銀 財宝まで 蔵に 満ち、 籠る 


ところの 兵 十万 騎、 いずれも すぐった る 武勇 絶倫の 

ともがら 

輩 なれば、 何十 万の 大軍を 以て、 一 年 ニ年攻 むる と 

も 更に 恐る るな しと 見えた ると ころに …… 情けない こ 

わざわい 

とに、 籠城 途中、 禍が 中から 起った、 小 田 原の 老臣 

の 中で も  一 二 を 争う 松 田 尾 張 入道と いう 奴が、 早く も 

秀吉に 内通して 裏切り をしょう という 事 を 申し出で た- 

な あに 秀吉の 胸中で は、  松 田 一人が 内通しょう とも、 

すまいと も、 この 城 を 落す の は 時の 問題と こう 考えて 

いたに 相違ない が、 松 田の 内通で この 石垣 山と いうの 

きも 

へ 有名な 一夜 城 を 築いて 敵 味方の 胆を 奪うた の は、 い 

かに も 太閤 秀吉の やりそう な こと …… その 時に、 太 田 


三 楽 斎 入道と いうの が、 これ は 有名な 太 田 道 濯の 子孫 

で、 関東で は 弓矢の 名家です、 この 三 楽 斎が 秀吉の 前 

に 出て 申す ことに は、 城 中の 松 田 尾 張 守の 陣中に 返り 

忠の 模様が 見える、 手 を 入れて ごらん 候 え —— と ある。 

松 田が 内通 は 筒井 定 次の 手引で 秀吉 より ほかに 知った 

者がない、 それ を 早く も 旗色で 太 田 三 楽が 見て取った 

頭の 働きに は、 太閤 秀吉も 舌 を 捲いて、 かたわらの 前 

田 利 家 を 見て、 秀吉が 申さる るよう は、 いかに 前 田、 

この 席に 三つの 不思議が ある、 その 方に はわ かる か。 

利 家 答えて 曰く、 一  つ はわ かります が、 他の 二つ はわ 

かりません。 その 一 つ は 何ぞ。 申す まで もな く 太 田 三 


楽が 頭脳の 働きの 鋭敏なる こと。 秀吉 笑いて、 他の 一 

つ は 余が 匹夫より 起り て 天下の 主と なること 不思議で 

はない か、 もう 一 つ は 太 田 三 楽 ほどの 知恵が 廻りな が 

ら、 まだ 一国 も 持てない こと、 これ 不思議で はない か 

—— 一 座 その 言葉になる ほどと 感心 をし ました」 

お 角はス ラスラと 聞いて いたが、 やっぱり これ は 生 

え 抜きの 講釈師で はない と 思いました。 そうして どこ 

かで 見た ことの ある さむらい だと 思いました。 

しろ-つと 

この 旅の 講釈師が 素人であろう とも、 素人に 毛の 生 

えた ものであろう とも、 それ はお 角の かまった ことで 

はない が —— どうも、 さいぜんから 少し 気になる の は 


お 角よりも 少し 後れて やって来た 一 人の 男が、 お 角と 

並んだ ところに 席 をと り、 そうして、 いやに ニヤ ニヤ 

と 脂 下りながら、 高座の 講釈師の 面 を ながめて いる こ 

とです。 

お 角が よそ 目で 見る と、 この 男 は 講釈 を 聞きに 来た 

ので はなく、 講釈師の 面 を 見に 来た ものの ようで あり 

ま す 

それ もた だ 見に 来たので はなく、 いやに 皮肉に、 そ 

うかと いって 別に 弥次 を 飛ばす でもな く、  ニヤ リニ ャ 

リと 見て いる 様子が 変です。 

変な の は、 それ ばかりでなく、 この 男が また、 百姓 


とも 町人と もっかず、 人品 を 見る と 武士階級に 属して 

いるよう なと ころも あるし、 そうかといって 両刀 は 帯 

びて いないが、 道中 差 は 一本 用意して いる。 

寄席へ 来る に 道中 差 を 用意す る ほどの こと もなかろ 

うが、 なお 左の 膝の 下に 合^ を 丸めて いると ころ を 見 

ると、 たしかに 旅の 者 だ。 旅の 通りが けに、 この 席へ 

立 寄って みる 気になった もので、 いったん 旅籠へ 着い 

て 出直した もので はない。 それにしても、 何で あんな 

に ニヤ 二 ャ 笑いながら やにさが つ て、 講釈師の 面ば か 

リ見 ている のだろう。 べつだん ィャ 味が あるで はない 

から、 ィャな 奴と は 思わない が、 変な 男 だと 見る に は 


充分です。 

そのうちに 一席が 済んで、 つまり この 講釈師 は、 長 

講ニ 席のう ちの 前講ー 席が 済んで、 暫く 高座が 空虚に 

なった 時分、 変な 男が、 チラ リと横 を 向いて、 お 角に 

話しかけて 来ました、 

「南洋 軒 力水なん て 講釈師が 江戸に ありまし たかね 

え」 

「聞きません ねえ」 

お 角 は 透かさず 応答し ました。 

「わたし も、 あんまり 聞きません が、 旨い に は 旨いで 

すね」 


「気取らない ところがよう ござんす よ」 

「そうです、 あいつ は 素人です ね」 

「あなた は、 どちらから、 いらっしゃいました か」 

ひたち 

「わつ しです か、 わつ し は 常 陸の 水 戸 在の もので ござ 

いますよ」 

力み 力た 

「上方へ おいでな さるんで すか」 

「ええ、 上方の 方へ 出かけて、 帰り道 なんで ございま 

すよ」 

「講釈が お好きで すか」 

「嫌いでも ありません、 まあ、 英雄 豪傑の 話 や、 忠臣 

義士の 事柄 を 聞いて いると、 見て 来たよう な噓と 思い 


ながら、 悪い 気持 はしませんで すよ」 

「あなたの 御 商売 は 何です か」 

これ は 随分ぶ しっけな 問い 方でした けれども、 お 角 

はこうい つて 突 込んで しまいました。 つまりお 角と し 

て は、 大抵の 人品 は 見当 もつ き、 判断 もつ くので すけ 

れど、 この 男 はどう も 判断の つき 兼ねる ところが あつ 

たと 見え、 その もどかし さから、 一 息に、 無遠慮に、 

突 込んで みた ものでしょう。 そうすると、 その 男 は 笑 

いながら、 

「何と 見えます か。 わかりますまい、 さすがの お前 さ 

ん方 にも、 わつ しの 見当 はっきます まいね」 


「つきません ね、 おっしゃって みて 下さい」 

「言つ てみ ましょう か」 

「どうぞ」 

「その 以前に、 あなたの 名 を 言って みまし ようか  

お前さん は、 江戸の 両国の 女 軽業の 太夫 元、 お 角さん 

て いうんで しょう」 

「おや」 

「驚い ちゃい けません、 よく 知ってい るんで すよ、 

うらじ ゆく 

裏 宿 の 七兵衛 から 聞いて ね」 

「七 兵衛 さんから？」 

「ええ、 七 兵衛に つれられて 行って、 お前さんの 小屋 


も 見て いるし、 お 面 もよ そながら 拝んで いる、 私 は 水 

戸の 山 崎、 山 崎 譲って たずねれば、 七兵衛 がよく 知つ 

ています よ」 

お 角が すっかり けむに まかれて しまって いる 時に、 

第二 席、 長講の 御簾が あがる。 

御簾が 上って、 以前の 南洋 軒 力水 先生が 再び 現われ 

て 長講 をつ づける かと 思う と、 そうで はなく、 みす ぼ 

らしい 盲人が 一人、 三味線 を 抱えて、 高座へ 現われ、 

これから 説教 浄瑠璃の 一 段 を語リ 聞かす とのこと です。 

そこで 山 崎 譲 は 一笑して、 帰ろうと します から、 お 

角 もこれ 以上、 観察す る 必要 もない と 考えて、 同じよ 


うに 席 を 立ちました。 しかし 一 般 のお 客に は、 前の 講 

釈 よりも、 この 説教 節が ききもの であると 見えて、 一 

人 も 座 を 立つ ものが ありません。 

お 角 は、 山 崎 譲と いう 旅人と 連れ立って 宿まで 帰る 

途中、 

「は、 は、 は、 あれ は 素人 も 素人、 南条 力と いって 九 

州 あたりの 浪人 者です よ、 とっつかまえ ると ことが 面 

倒 だから、 茶々 を 入れて、 邪魔 をして、 けむに まいて 

追 払う だけが、 われわれの 仕事と いう もの だ」 

山 崎 譲が こう 言った ので、 どちらも 生地が 現われた 

ような ものです。 


察する ところ、 例の 南条 力と 五十嵐 甲子 男と は、 甲 

きわ 

州の 天険 を ほぼ 究めつ くした から、 今度 は 小 田 原 を 中 

心と して、 箱 根、 伊豆の 要害 を 秘密 調査に かかる もの 

らしい。 

おぎの やまな か  ひつじょう 

荻 野 山中 を 騒がした の も、 必定 かれらの 所業、 いつ、 

何 をし でかす かわからない、 それ を 十分に 睨んで いな 

がら、 譲が 自ら 手 を 下して 彼等 を 捕えよう ともせず、 

他の 力 をして それ を 押えさせようと もしないで、 ただ 

つけつ 廻し つして は、 茶々 を 入れたり、 邪魔 をしたり 

している ところ は、 かなり 不徹底の よう だが、 一方 か 

ら言 うと、 彼等 は 形に おいて は 勤王と 幕府と わかれて 


いるよう だが、 勤王 系統と、 水 戸の 系統と は、 切って 

も 切れぬ ものが あるよう に、 内心で は、 骨に きざむ ほ 

どの 憎しみ は、 おた がいに 持ち合せて いないら しく 思 

われる。 

しかし、 そんなよ うな こと は、 どちらが どうあろう 

とも、 お 角に は あんまり 興味 を惹 かない —— ただ、 あ 

あいった 種類の 男 同士 は、 ああい つた 種類の 男 同士で、 

また 相当の 意気 張りず くで 争って いる だけの もの だろ 

うと 思う。 

宿の 入口で 山 崎 譲と 別れた お 角 は、 自分の 座敷へ 

入って、 寝し なに 了ぶ くやろう として、 そこで 変な も 


の を 感じました。 

「おや、 そそっかしい 女中さん だ、 何 を 間違えて るん 

だろう」 

見れば、 自分の 蒲団に は 枕が 二つ 並べて ある。 しか 

も、 その 一 つ は 男物 —— 寝巻まで が、 ちゃんと 二人前 

揃えて ある。 

お 角 は あきれて、 せ せら 笑いながら、 一 ぶく のみ 終つ 

て、 静かに 女中 を 呼びました。 

ひとりもの 

「姉さん、 間違えち やい けない よ、 こっち は 独身者な 

ん ですから」 

可愛らしい 小 女の 女中 は、 そう 言われて、 いっこう 


のみ 込めず、 

「でも、 お客様、 さっき、 あなた 様の あのお 若い 衆 さ 

んとは 別な お連れ だとい う 方が、 ちょっと お見えにな 

りまして、 おそく 帰る かも 知れない から、 こうして お 

床 をのべ てお くように と、 お 指図 をして おいでになり 

ました」 

「冗談じゃありません、 そり やお 門違いで すよ」 

「それでも、 たしかに、 こちらへ お帰りになる からと 

おっしゃ いました」 

「いけない、 いけない、 戸惑い も いいかげん にしない 

と 罰が 当ります よ、 かまわな いから、 片 づけち まって 


頂戴 …… 」 

「それでも …… 」 

「遠慮す る こと はない じ やない の、 ー晚 でもと めても 

ら つた 以上 は、 わたしと いう ものが このお 座敷の 御主 

人なん だから、 誰に も 遠慮 はいらない、 片 づけて 下さ 

い」 

「それでも、 あれほど 頼んで おいでにな つたのに …… 」 

「くどい ねえ、 誰が 頼んだ か 知らないが、 癇 のせいで、 

雄猫 一匹で も、 男と 名のつ くやつ を 膝の 上に 乗せない 

お 角さん だよ、 けがらわしい！」 

といって お 角 は、 手 をのべ て 蒲団の 上の 男 枕 をと る や、 


ほ う 

力任せに 座敷の 外へ 抛り 出して しまいました。 

そこで、 男物の いっさいがっさい をお つぼり 出して、 

いささか 溜飲 を 下げ、 お 角 は 床に ついた が、 まだなん 

だか 癩に 残る ような ものが あって、 蒲団から 首 を 出し 

て 煙草 をのんで おりました。 

はてな —— この間 違い は、 間違いと すれば、 ばかば 

かしい 間違いだ が、 い たずら とすれば、 かなり 念の 入つ 

かんしゃく 

たいた ずら だ。 お 角 は癇癩 半ばに、 ふいと この こと 

を 気にして いたので すが、 煙草 を ーぷく のんで いるう 

ちに 気が 廻って、 はは あ —— と、 灰 吹に 雁首 を かなり 

手荒く はたいた ものです。 


油断が 出来ない ぞ —— それ それ、 今日 も 七 里の 道中 

で、 誰と なく 注意 をして くれた ものが ある。 

ごま  は え 

胡麻の 蠅 がつ いたから 御用 心 をなさい、 と。 

胡麻の 蠅 という 奴 は、 見込んだ 相手が 笠 を 捨てる ま 

で 離れない。 こいつ は 通 リーペん に 腹 を 立て っぱなし 

では いられない ぞ。 お 角 だけに、 気がついて、 ほほえ 

み、 急に 室内 を 見廻して みたが、 別に 異状 はあり ませ 

ん。 

き 

ふふん、 目先の 利かない 胡麻の 蠅だ、 人 を 見て 物 を 

言って おくれ、 というよ うな 面つ きで、 嘲笑 を 鼻の 先 

にぶら さげて、 おき は、 さて 仰向けに 寝返り を 打って、 


眠りに とりかかろ うとした 途端に、 夜具の 襟で チクリ 

と頰を 突かれた もの だから、 見る と、 不思議 千万に も、 

さんご  かん ざし 

珊瑚の 五分 玉の 銀の 簪 が、 夜具の 襟の 縫目に グッと 

横に 突き さしてあって、 その 一端が 自分の 頰ぺた を 突 

いた こと を 知りました。 

何 だい、 今日はい やに、 小間物で おどかされる 晚だ 

II お 角 は、 その 五分 玉の 銀の 簪を、 夜具の 襟から 引 

まくら あんどん 

きぬいて、 じっと 枕行燈 の 光で、 仰向けに なりながら 

ながめる と、 どうも 覚えが あるよう だ。 見た ことの あ 

るよう な簪 であります。 

わかった、 これです つかりお 里が 知れち やった。 が 


ん りき だ、 がんりきの 百 蔵 だ、 これ は 百の いたずら だ 

よ。 

そんなら、 それでい いじ やない か。 つまらない、 ふ 

ざけ た、 子供じみた いたずら をして 見せた もの だ。 ば 

かば かしい。 お 角が 再び 呆れ返って、 せ せら 笑い まし 

た。 

胡麻の 蠅 というの は、 つまり 百の 野郎 だ。 百の 野郎 

が、 熱 海 あたりから、 くっついて 来て いるの だ。 がん 

りきの 百 蔵なら ば、 何 だって、 こんな、 しみつ たれた 

いたずら をす るの だ。 

お 角 は 、がんりきの、 甚だけ ちな 野郎で ある こと を、 


あざけって みました けれども、 もう 少し 同情して、 思 

いやって みると、 これに は、 また 相当の 仕立てが ある 

かも 知れない。 

奴、 何 か 人目が 忙しい もの だから、 遠 廻し に附 いて 

は 来て いるが、 大 びら では 立 寄れない のだろう。 明ら 

さまに は、 それと いって 話 もい いかけられな いの だろ 

う。 つまり あいつの 身の 忙し いのも、 今に はじまった 

ことで はない が、 その 忙し さも、 世間 晴れての 忙し さ 

でない こと も、 大抵 はお 察し 申して いる。 

それで さとれよ がしに、 こんない たずら をしての 思 

わせぶ リだ。 


そうだと すれば、 笑って やりたい くらいの もの だが、 

それにしても、 やり方が しみつ たれて いると、 お 角 は、 

やはり あざ笑い を搔き 消す わけに は ゆかない。 

お 角と して は、 この頃 中、 とかく、 がんりきが 焼き 

もち を 焼きた がるのに、 うんざりし ないでも ありませ 

ん。 

思い出して みると、 あんな 男と 一時 腐れ 合った の は、 

お 角さん 一代の 不覚 だとい われない こと もない。 あの 

時、 あんなに 熱くな つたの は、 いま 考えて みると お 恥 

かしい。 あれ は、 一 つ はお 絹と いう 大の 虫の 好かない 

女と、 意気 張りの ような 具合に なった から、 それで、 


まあ、 ああ も のぼせて 甲 州 くんだ りまで、 追い かけて 

みたと いうよう な 役 廻りで はあった が、 冷めて みれば 

ばかばかし くって、 お 話に ならない という 感じが する。 

それに あの 時 は、 本職の 方 を 少し 休んで、 閑散な 身 

であった から、 そこへ 多少、 魔が さした のか 知れない 

が、 今 は 痩せても 枯れても、 一 本 立ちのお 角さん だ。 

がんりきの 奴、 その 時分と は、 こっちの 歯 ごた えが 

少し 違う もの だから、 やきもき している。 

だが、 あいつ も、 あいつ だけに、 意地の 張った 男 だ 

から、 ことに、 いつも 色男 一手 専売の 気取りで、 女 ひ 

でり はない ような 面 をして る だけに、 引け目 を 見せな 


いところ が、 可愛い といえば 可愛い ところ だ。 ことに 

その 引け目 を 見せない 結び目から、 やきもちが ころが 

り 出すな んぞ は、 いっそう 可愛らし いところ だ  と- 

お 角が にやり と、 小気味の よかり そうな 思 出し 笑い を 

する 

なるほど、 それ は その 通りで、 がんりきの 野郎、 女 

に は 飢えて いない 面 をして いながら、 やきもち を 焼き 

たがる もの だから、 お 角から、 こう 見くびられても 仕 

方の ない 理由 は ある。 

お 角が ことに 笑止が つてい るの は、 お 角と、 駒井甚 

三郎 との 間 を、 がんりきが、 ひどく 疑ぐ つてい る。 お 


角 は 海山 千年の 代物 だし、 駒 井 は ああ 見えて、 あれで 

なかなか のろい 殿様 だから、 内実 は どんな ふうに もつ 

れ 合って いるの だか、 その 辺 は 知れた もので ない。 

秘密と いう もの は、 一 つ 疑えば、 いくつ も 疑える も 

の だから、 その 辺から、 がんりき がいい 心 持 をして い 

ない らしく、 時々、 両国の 控え 宅へ おとずれて 見える 

時 も、 どうも 気がさして、 なんだか、 自分の ほかに 先 

客が あり はしない かとさえ、 気が 置かれる —— その 神 

経が 少し 尖り 過ぎて、 先日 は 田 山 白雲に 於て 見事に 失 

敗した。 

こい つ は 色男 じ やねえ —— と ばかばかしく もあった 


り、 ホッと 胸 を 撫で下ろして みたり したの は、 ついこ 

のお 角の 留守中の こと だから、 それ はお 角の 知ろう 由 

もない が、 とにかく、 がんりきが 自分に 対して やき も 

ち を 焼いて いると いう ことが、 お 角 をして、 多少 得意 

がらせて いる こと は 確かです。 どうです、 わたしの 方 

が 役者が 一 枚 上でしょう —— といった ような 優越感が、 

この 女の 負けず嫌い を 満足 させて、 悪い 心 持に はさせ 

て いないよ うです。 

この辺で 止まって いればよ かった のです が —— お 角 

も、 女 だけに、 もう 一歩 進んだ のがよ くありません。 

つまり、 こちらの 強味に 乗じて、 先方の 弱気 をから かつ 


て やろうと いう 気になった のです。 どっちみ ち、 こう 

なると —— それ は、 そそっかしい 女中の 間違いだ か、 

果して、 がんりきの いたずら だか、 どちら だか、 まだ 

しかと 突きと めた 次第で はない が、 お 角 はもう そうに 

違いない ときめて しまって、 がんりきの 奴、 いつもの 

伝で、 夜中 時分に 忍んで 来て、 いやがらせ を やる にき 

まっている。 もし かした 差し さわりで、 今晚 来な けれ 

ば 明日、 つまり 江戸へ 着く までの 間に は 必ず、 何 か 皮 

肉な 仕打ちで 現われて 来る に 相違ない。 

して みれば、 それ に対するの 応戦 計画と して、 こち 

ら にも 了見がなければ ならない と、 意地 張り出し たの 


がよ けいな ことです。 

お 角 は、 その 晚、 どうして やろうかと 思いました。 

向う の、 いたずらの 裏 を 行って、 こっちが ほかの 男 

と 枕 を 並べて 見せて、 忍んで 来た 奴の 立場 を 失わせた 

ら、 痛快だろう —— だが、 差 当って、 その 相手に 選ぶ 

べき 役者がない。 

ともに つれて 来た 若い のなん ぞを 使って みたので は、 

子供 だましに もなら ない。 

お 角の、 いたずら 心が 挑発され て、 せっかく のこと 

に、 がんりき のために、 思いき つた 濃厚な 当てつ ぷり 

を 見せて やろうと、 むらむ らした が、 どう 考えても こ 


の 場合、 相手に 選 ぶ ベ き 役者が な い 。 

そうこう している うちに、 踏み込まれ でもした 日に 

は、 台な しだ。 こいつ は 一番  どうして くれよう。 

この 際、 早急に、 ふざけた いたずら 者に 閨の 外で 立場 

を 失わせ、 今後 をき つと 慎ませる ような 手 きびしい 

狂言 はな いもの か —— , J の、 さし 当っての 狂言 の 選択 

に は、 お 角 もて こずって みたが、 とうとう 名案が 浮ば 

ず、 旅の 疲れが おつかぶ さって、 ついう とうとと 夢に 

入る と 間もなく 熟睡に 落ちて、 眼 を さました 時分に は、 

夜が 明けて いました。 

全く 無事で、 がんりき のがの 字 も 聞えず、 今日 もい 


い 天気で、 障子の 外に 老 梅の 影が、 かんかん とうつつ 

ている。 

十 

果して、 お 角の 想像に たがわず、 がんりきの 百 は、 

たしかに 小 田 原の 町へ 乗 込んで いて、 お 角が まだ 床 を 

やむ ね  ういろう  かお 

離れない 時分に、 早く も 八 棟の 外郎に、 すました 面で 

姿 を 見せた のが それです。 

この 男が、 南条、 五十嵐の 手先と なって、 案内 者ぶ 

り をして いるの は、 今に はじまった ことで はない が、 


このごろ では、 どうやら 山 崎 譲の 方と も 妥協が 出来て、 

ずいぶん、 その 方の 御用 もっとめ ている らしい。 

当人 は、 の ほほんで、 両方のお 役に立ち、 その 間に 

自慢の 女 漁 りと、 旨い汁 を 吸う つもりで いるら し いが、 

相手が 相手 だから、 いつまでも、 そんな 虫の いい 商売 

が 続く もので はな かろうが、 こっち もこつ ち だから、 

いいかげんに タカ をく くって いるもの らしい。 

何のつ もり か、 外郎 を 二 丁 買い込んで、 それ を胴卷 

の 中へ、 しまおう とする 途端に、 店頭の 一方から 不意 

1- J  、 

「御用！」 


当人に とって は、 お 約束の ような 掛声で、 やにわに 

組みつ いて 来たの を、 そこ は 心得た とば かリ、 体 を 沈 

はず 

める と、 組みつ いた 手が 外れる のをキ ッカケ に、 する 

りと すり 抜けて、 表へ 飛び出し たの は 型の ような 鮮か 

さで、 それから 後 は 得意の 躯足 です。 

御用の 声が、 二三 人、 透かさず その あと を 追つ かけ 

て、 小 田 原の 町の 朝 景色 を搔き 乱す。 

当人 は 心得き つてい るの だから、 ここ を 逃げる の は ■ 

さんや 

それ こそ 本当の 朝飯前 だ 。 山 谷 や 袋 町の 行詰りと は 違 

い、 四通八達の 小 田 原 城下 を、 小路 小路まで 案内 知つ 

じょうだんば 

た 常 壇場の ような もの だから、 がんりき として は、 子 


供 相手に 鬼 ごつ こして 楽しむ ような もの かも 知れない 

が、 大手 通りの 町角で、 また 不意に 飛び出した、 

「御用！」 

の 声に 面 食って、 

「こいつ は、 いけね え」 

敵に 用意の ある こと を 知った がんりき は、 ここで 真 

よせて 

剣に なりました。 寄 手 はもう、 ちゃんと 手 害 をき めて 

つまり 非常線 を 張って 自分 を 待ち かけて いるの だ。 そ 

れを 悟らずに、 甘く見て かかった の は 手落ち だ。 この 

分で は、 袋の 鼠に されち まっている。 

「ちえ ッ、 ドジを 踏ん じ まった」 


がんりき は、 自分 をた のむ だけに、 相当に 敵 を も 知つ 

ている。 たとえ 行 止り であろう とも、 一方から 追われ 

る 分に はなんで もない が、 白昼、 しかも 城下町で、 非 

常 線 を 張って 包まれた 分に は、 たまるまい ではない か。 

何 だって、 外郎なん ぞを 買いに 出たん だろう。 いよい 

よ おれ も ャキが 廻った かなと、 歯が み をした が、 や は 

り 同じように、 御用の 手先 をスリ 抜けて、 真直ぐ に 走 

ると 大手 門の 前へ 出る。 ますます いけない。 引返そう 

とすれば さいぜん のが 追い かけて 来る。 ままよ —— 

横つ 飛びに 飛んで、 侍 町の 生垣の 下 を 鼠の ように 走る 

と、 御用の 声 を 聞き伝えた 家並が 騒ぎ 出す。 


夜なら ば、 身 をく らます 手段 はいくら も あるの だが 

こうな つて は、 どうも 仕方がない。 屋根へ も 上れず、 

井戸へ も 飛び込めない。 突 当り 路地へ でも 追いつめら 

れて、 ギ ユウの 音 も 立てず、 名 も 無き 敵に 首を搔 かれ 

るよう では、 がんりき としても 浮び きれない。 

よし、 こうな つた 以上 は、 二三 人 はたた き 斬っても 

本街道まで 出て しまえ、 天下の 東海道 筋へ 出て、 そこ 

でっか まるなら、 つかまつ ちまえ、 人の 垣根の 下 を、 

ま ね 

つくば つ て 走る ような 真似 は、 この 際み つ ともねえ… 

がんりき は、 そんな ふうに 見得 を 切って、 いったん 


路地 奥へ 逃げ込ん だの を、 引っぱず して、 いわゆる 天 

下の 東海道 筋 を 望んで 走り出し たが、 それ はいよ いよ 

油 を 背負って 火に 向うよう な もので、 追い かける ほど 

の 者 は、 誰でもがん りきの 後ろ姿 を 見る ことができる 

から、 総 弥次で、 それ を 追つ かける 形と なる。 単に 追つ 

かける だけなら 覚えが あるが、 前から ふさがる ので は 

たまるまい。 

ちょうど、 その 時分が、 お 角が 起き 上って 面 洗いに 

出た 時分で、 窓の 外で 御用 騒ぎ を 聞く と、 はっと 胸 を 

ヒャ したの は、 その 騒ぎに 狼狽した ので はなく、 御用 

という 声の 途端に、 


「さて は！」 

と 思った のであります。 なんだか、 それが 必然的に、 

昨夜 来の 頭に 上って 来たと ころとう っリ 合って、 その 

ぬし 

御用の 主が、 がんりきの 百で なければ ならない ように 

直覚して しまった。 それが お 角の 胸 をヒャ しました。 

それで 万一に は、 百が ここへ 逃げ込んで 来たら どう 

しょう。 その 場合 は、 昨晩のと は 性質が 全く 違う から、 

それ は 見殺し はでき まい。 いやな 奴であろう とも、 な 

かろうと も、 ここ はかく まって やらねば なるまい と、 

お 角 は 早く も 心構え をして、 手水 も そこそこに 座敷に 

帰って、 戸棚の 中なん ぞを 調べて みたり して 構えて い 


たが、 外の 騒ぎ はかなり 騒々 しいのに、 ここへ は 虫け 

ら 一 匹 も 飛び込ん では 来ない。 

「どうし たんだね、 あの 騒ぎ は」 

なにげなく 例の 女中さん にたず ねて みると、 それ は、 

でじろ  おぎの やまな か 

この 小 田 原の 出城の 一 つで、 荻 野 山中の 陣屋 を 焼 討ち 

した 悪者が、 この 城下へ まぎれ 込んだ もの だから、 そ 

れを つかまえる ために あの 騒ぎ だと 聞いて、 おやおや、 

はず 

それ は 少し 当てが 外れた かな、 がんりきの 百 も、 相当 

の 悪党が リ では あるが、 陣屋 を 焼 討ちす るよう な こと 

はすまい。 では、 自分の 想像が、 すっかり 外れた の だ、 

御用の 主 は、 もっと 大きな 魚な の だ —— それで 安心の 


ような、 不安心の ような 思い をしながら、 朝飯 を 食べ 

る。 

一 方、 がんりきの 百 は、 しに もの 狂いで 小 田 原の 町々、 

辻々 を、 かけめぐって いるが、 前に 立ち ふさがる 者 も、 

後ろから 追う 者 も、 どちらも その 姿 を ありあ りと 認め 

ながら、 どうしても 簡単に はっか まらない。 

百の 艇 足が、 想像 外に はやい のみならず、 その 身の 

すべ 

こなしが、 油の ように 滑つ こく、 ちょっと やそつ と捉 

まえた ので は、 ツル リツ ルリと 抜けられて しまう のみ 

ならず、 今 は 片手に 脇差 を 抜いて 振り 廻して いるの だ 

から、 せっかく 追いつめ たもの も、 立ち ふさがつ たも 


の も、 キヮ どい ところで いなして しまう。 

そこで、 無人の境 を 行く ような あんばいで、 唐人 小 

路 まで 走って 来た 時分、 この辺 を 突破され ると、 まも 

なく 海辺へ 出る の だが、 海辺へ 出られて しまって は 事 

だ。 

やはり、 その 時分の こと、 例の 講釈師 南洋 軒 力水と、 

その 弟子 分に なって いる 心 水と いう 二人が、 江戸へ 下 

ると てちょう ど、 この 唐人 小路へ 来合わせ たが、 

「おやおや、 がんりきが やって来た ぜ」 

「面白い、 面白い、 死物 狂いで やって来た」 

「奴、 つかまる か 知ら」 


「な あに、 あいつが、 なまな かのこと で、 つかまる も 

のか」 

「でも、 あぶない もんだ、 一番、 助け船 を 出して やろ 

うか」 

「よせよ せ、 打捨 つてお け、 けっこう、 一人で 逃げお 

おせる 奴 だよ」 

この 講釈師 は 申す まで もな く、 南条 力と、 五十嵐 甲 

子 男の 二人で あり、 長い こと、 がんりきの 百 を 手先と 

して 使用して いながら、 その 危急 を 見て、 面白がって 

おびた だ 

見殺しに している の は、 頼もしくな いこと 夥 しい 話 

であるが、 一方から いえば、 がんりきの 敏捷 を 信じ 


きって、 捕手の 働きに タカ をく くって いると も 見える。 

そうして、 その 死物 狂いの 逃 げっぷり を 面白がって、 

足 をと どめて ながめて いるが、 ながめられる がんりき 

おおわらわ 

の 方 は、 たしかに 冗談事で はなく、 大童 で、 眼 は 血走つ 

て、 脇差 を 振り 廻しながら、 唐人 小路 を 走る 時には、 

人の 悪い 南条 と、 五十嵐との 姿 は、 いっか 見え なくなつ 

てし まう。 

その 時分、 唐人 小路の 辻番 のと ころに 立って、 往来 

を ながめて いた 山 崎 譲が、 

「やって来 たな、 がんりきめ、 丸くなって やって来 や 

がった」 


これ も、 面白がって、 命が けで 逃げて 来る がんりき 

の 行 先 を、 縦から ながめて、 しきりに 笑止が つてい ま 

した。 

絶体絶命の がんりき は、 そんな どころではない。 逃 

げ るに は 逃げる が、 せっかく、 ここまで 来て、 海へ 方 

角 を 取る こと を 忘れて しまった らしい。 それとも、 海 

でばな 

への 出端 も、 塞がれて しまったと 覚 つたの かも 知れな 

い。 いいあん ばいに、 手薄の 方へ 飛び出し たなと 思つ 

ている うちに、 また 急に 逆戻り をして、 以前の 唐人 小 

路の 真中 を かけ 出して しまいました。 

たしかに 血迷って いる。 いったん、 逆戻りして 北へ 


向って 走った のが、 と ある 町角へ 来る と、 またしても 

南へ 向き を 変えて 逆戻り、 それが また 海岸 方面へ 出る 

と、 

「あ、 いけね え —— 」 

またしても、 梶を 北の方へ 取 戻す。 これで は、 同じ 

ところ を 往来 をして いるよう な ものです。 追つ かける 

方 も 同じ ことで、 がんりきが 南へ 行けば 南へ 行き、 が 

ん りきが 北へ 戻れば また 北へ 戻る。 そうして、 つかま 

りそうで、 つかまらな いこと は、 いつにな つても 同じ 

です。 これで は かけっこのお いたちごっこ をして いる 

ような もの だから、 ばかばかし いこと 夥しい が、 それ 


でも、 逃げる 方 も 血眼で あり、 追う 方 も 血眼で あり、 

結局、 足の 達者な 方が、 長続きが して、 足の 弱い 方が、 

早くく たびれ ると いう 尋常の 法則 を 繰 返す だけの もの 

に 過ぎまい。 

山 崎 譲 は、 この 艇足 のどう どうめ ぐり を、 面白がつ 

て 辻番の 前で 見物して いたが、 

「どうでしょう、 奴、 逃げられましょう か、 うまく 逃 

げ おおせられます かな」 

小 田 原 藩の 足軽の 一人が、 傍らから マラソン でも 

見る ような 気分で、 問い かけた ものです から、 山 崎 譲 


「結局 は 逃げられ るだろう、 あれ だけ 違 うんだ からな。 

奴、 血迷って いるから、 抜け道が わからな いんだ、 う 

まく 抜け道 を 見つけ 出して、 海岸へ 走らせた 日に は、 

もうお しまいだ」 

「逃がしち やい けません よ」 

「逃がしち やい かんよ」 

「どうです、 どちらも かなり 疲れたよ うだが、 なんと 

か 方法はありません か」 

「どうも 仕方がな いね、 鉄砲で 撃ちと める わけに も ゆ 

くまい、 弓で 射て 取る が もの も あるまい、 やる だけ や 

ら せる さ」 


「しかし、 そう 言つ ている うちに、 逃がして しま つ ちゃ 

詰りません よ」 

「逃がしち やい かんよ」 

「でも、 足の 業から 見て 段が 違います からな、 あれ あ 

の 通り だ、 一方が 三 間 走る ところ を、 一方 は 僅か 二三 

尺です からな、 あれで、 抜け道 を 見つけ 出した 日に や 

たまりません」 

「左様、 奴、 いつもなら、 とうに その 抜け道 を 見つけ 

てるんだ が、 今日は 不意 を 食った もんだ から、 いよい 

よ 血迷って やが る」 

「あ、 やりました ぜ、 一 太刀 あびせられた 奴が ありま 


したよ、 立ち ふさがった 奴が 一 人 やられ ましたよ。 ご 

らんなさい、 あの 通リ くもの 子 を 散らした ように 逃げ 

出しました。 こいつ もお かしい、 人が 散って 手薄に 

なった のに、 奴、 また こっちへ 舞 戻って 来ます ぜ、 何 

をして るんだ。 ああ、 危 のう ござんす よ、 血 刀 を 振つ 

て 真一文字に こっちへ 向いて 来ました ぜ、 いよいよ 絶 

体 絶命 だ、 何 をす るか わからない！」 

足軽が 怖れ をな して、 タ ジタジ となる その 六尺 棒 を、 

山 崎が ひったくって、 

「がんりき、 くたびれたろう」 

「え、 何が、 何が どうしたんだ」 


「がんりき、 御苦労 さま だ、 その 辺で 一 休み させて や 

ろうか」 

「あ、 譲 先生です か、 人が 悪い、 第一 お前さんが 悪い 

ん だ！」 

山 崎 譲 は 四 五 間 離れた ところから 棒 を 飛ばして、 が 

ん りきの 百 蔵 を 地上に 打ち倒して しまいました。 

打ち倒した がんりきの 傍に 山 崎 譲が よって 来て、 仰 

向けに 倒れて いたの を、 比 目 魚 を 置き 返す ように、 俯 

伏しに ひっくり返して その 帯 を 取り、 着物 を剝 ぎ、 懐 

中 物、 胴 巻まで すっかり 取り上げて、 本当の 裸一貫と 

して、 その後 —— 両手で はない 片手 を、 十分に ひろげ 


たと ころへ、 例の 六尺 棒 を 裏へ あてがって、 手早く 棒 

縛り を 試みて しまいました。 

そうして 全く 動け ないよう にして、 また 比 目 魚 を 置 

き 返す ように 表 を 返して、 大道の 真中へ、 置きつ 放し、 

「誰も 手 をつ ける と 承知し ね えぞ」 

こういつ て 山崎讓 は、 がんりきから 剥ぎ取った 着物、 

持物、 その 懐中物、 胴 巻に 至る まで、 一 切 まとめて 小 

脇に かいこみ、 ふらりと その 場 を 行って しまいます。 

その後、 がんりきが 仰向けに ひっくり返されながら、 

弱い 音 を 吹いて、 

「結局、 弱い者い じめ だな あ。 南条 先生、 五十嵐 先生、 


あんなと ころ を あの ままに して 置いて、 このがん りき 

だけに、 窮命を 仰せつ けよう なんて、 弱い者い じめ だ 

な あ。 だが 仕方が ねえよ、 役者が 違 うんだ からな あ。 

向う は 天下の ためだと か、 国家の ためだと か 言って、 

後ろに 大 仕掛が あって やる いたずらなん だろう、 こち 

とらの は 腕 一本の、 出た とこ 勝負の ちょっか いだから、 

やり 損じた 日に や、 いつでもお 笑い草 だ、 お笑い 草 は 

いいが、 さらし 物 は 気が 利かね え」 

山 崎 譲に つかまって、 ああして 惨酷な 取扱い を 受け 

ている 時 は、 観念の 眼 をつ ぶったら しく、 一言 もい わ 

ずに いたのが、 この 時分、 情けない 声 を 出して、 


「どうな と 勝手に しゃがれ …… がんりきの さらし 物が 

見た けり や、 皆さん、 たんと 見て 行きな、 代 は 見ての 

お戻り だ」 

通りかかって、 この さらし 物 を 見るべく 足 を 留めよ 

うとす る 連中 を、 辻番の 足軽が、 しきりに 六尺 棒で 追 

い 払う もの だから、 人だかり はない が、 でも、 往 くさ 

来る さの 人で、 この さらし 物に 目 を 引かれな いもの は 

ない。 

「水 を 一 ぱいお くんなさい、 どうも、 いいかげん かけ 

廻った もの だから、 咽喉が 乾いて たまらね え、 愚痴 は 

言わね えから、 水 を 一杯 だけ 恵んで やって 下さい、 御 


当番の 旦那 …… いけません か。 いけなけ リゃ、 右 や 左 

の、 通りすがりのお 旦那 様に、 お願い 申して みょう。 

憐れな がんりきに、 水 を 一杯 恵んで やって おくん なさ 

いまし」 

ィャに 哀れつ ぼい 声 を 出して、 がんりきの 百 蔵が 所 

望す る 水 一杯 を、 誰も 相手に なって、 恵んで やろうと 

する もの は 無い らしい。 がんりき は、 口の 中 をし きり 

に つばで うるおしながら、 

「ねえ、 水 を 一杯 …… 水 を 一杯 飲ませて やって おくん 

なさい、 御 当番の 旦那」 

だが、 御 当番の 旦那と いわれた 辻番の 足軽 は、 最初 


か ら 受附 けず、 やむなく がんりき は 往来の 者 を 見かけ 

て、 

「済みませんが、 水が いけなければ 御 当所 名物の 梅干 

を 一 つ、 梅干 をた つた 一 つ だけ、 心配して いただきて 

えんで ござ います」 

その 無心 を も 誰も、 相手に する 者 はない。 

そこで、 がんりきが、 荒つ ぼい 声 を 出して、 

「やい、 水 だい、 水 を 一杯 欲し いんだい、 一杯の 水が 

飲みて えんだ、 小 田 原と いうと ころに は、 人間に 飲ま 

せる 水が ねえの かい、 いま、 死んで 行く 罪人に も、 

末期の水 てえ のが あるんだ ぜ、 もつ そう 桶に 竹の ひ 


しゃくで …… 」 

ちょうど、 この 時分、 女 軽業のお 角 は、 ようやくの 

ことに 宿 を 立ち 出で て、 例の 通り 駕籠に 乗り、 若い の 

が 駕籠 わきに 附 添って、 そうして、 この 唐人 小路の 思 

いがけ ない 曝し 物のと ころまで 来て、 その さらし 物の 

よまいごと 

世迷言が 耳に 入る と、 グッ とこた えてし まいました。 

「いやな 声が 聞え る じ やない か、 耳の せいか 知らない 

えんきよ-つ 

が、 甲 州の 猿 橋 の 下へ つるされた やえん ぼうが、 ちょ 

うど、 あんな 声 を 出して いたよ」 

と、 垂を手 あらく 搔き 上げて、 

「見られた ザ マ じ やない」 


駕籠 を 出て 来たお 角 は、 がんりきの 傍へ 寄って 来て、 

「何とい う 業 さらし だい、 その ザ マ は …… 」 

と 呆れ返りました。 

呆れ返つ たうちに は、 歯痒く つてた まらない 思い入 

れも ある。 

「傍へ 寄つ ちゃ あいけ ない」 

例の 六尺 棒が、 お 角の 出端 を 押えよう とする の を、 

お 角 は 丁寧に、 

「御免下さい まし、 実は 山 崎 譲 先生から、 お許し をい 

ただいて 参った の で ござ います」 

「ナ 二、 山 崎 譲さん から」 


「この 通りで ございます、 一 切、 みんなお 返し をして 

いただいて 参りました」 

「なるほど」 

がてん 

六尺 棒が 合点した の は、 お 角が 立 戻って、 自分の 乗つ 

て 来た 駕籠 を 押 開いて 見せる と、 その 中には、 さい ぜ 

ん山崎 譲が この 男から 剥ぎ取った 一 切の ものが、 まと 

めて そこに 入れて ありました。 

「なるほど」 

再び、 がんりきの 傍へ 寄って 来て、 その 棒 縛りの 網 

目 を 解きに かかった お 角 は、 

じょうだん 

「ほんと に 冗談 じ やない よ、 この ザ マ はこり や Ira だい。 


駿 河の 徳間峠 にして からが、 甲 州の 猿 橋の 時に して か 

らが、 覚えが ありそうな もんじ やない か、 ちっと は、 

あきらめが つきそうな もんじ やない か、 世話の焼けた 

野郎 じ やない か」 

「済まね え  」 

「済む も、 済まない も、 わたしの 知った ことじ やない 

よ」 

「かまわね えから、 ほっといて くれ」 

「かまおうと、 かまう まいと、 お前の 差 図 は 受けない」 

と 言いながら、 お 角 は、 とうとう がんりきの 繩目を 解 

いてし まいました。 


網目 を 解かれても、 この 野郎 は、 もうかな リ 弱って 

いるから、 ちょっと は 身動き もで きないで いる。 

「てんぼうの 裸身なん ぞは、 誰が 見た つて、 あんまり 

見い いもの じ やない よ」 

といって、 お 角 は、 若い 衆に 手伝わせて、 この 野郎に、 

襦袢から 着物 を 片腕に 通して やり、 帯 を 締めさせて や 

り、 その 醜 体 だけ は、 どうやら 応急修理が 出来て みる 

と、 がんりきの 野郎が、 

「水、 水 を 一べ え、 振舞って もらいて えんだ が、 水で 

いけなければ、 梅干 を 一 つ …… 」 

「食い意地の 張って る 野郎 だよ」 


といって、 お 角が ムキ になって、 がんりきの 横面 を 一 

つ、 ピ シャリ となぐ りました。 

これ は 少し 手荒い ようです。 なん ぼなんでも 女 だて 

らに、 この 際 男と 名のつ くもの の 横面 を、 衆人環視の 

中で ピシ ャリ とくら わせる の は、 やり 過ぎた ようです 

が、 またお 角の 身に なって みると、 かりにも 自分の 知 

ら ないで はない 野郎の 端くれが、 こんなと ころで、 飛 

ん でもない、 業 ざら しに あい、 自分と しても、 恥 も、 

外聞 も 忘れて、 助けに 来て やった のに、 着物 を 着せて 

もらえば、 いい 気になって、 水が 飲みたい とか、 梅干 

ぜいたくざんまい 

が 食いたい とか、 贅沢三昧 を 言い出す 恥知らず、 図々 


しさが、 我慢に も 癩 にさ わって たまらない のでしょう。 

この場合、 飲む こと や、 食う ことなん ぞを、 言い出 

すべき はずの もので はない と 思 つたから でしよう。 

しかし、 がんりきの 身に なって みると、 着物 を 着る 

よりも、 帯 をし める よりも、 眼に 見える 醜態 を 隠して 

まず もつ 

もらう よりも、 先 以て、 一 杯の 水が 欲しかった のでし よ 

う。 

決して、 お 角の 腹 を 立てる ように、 抱かれば おぶさ 

ると いうよう な附 けあがりから、 水が ほしいの、 梅干 

が 食いたい のと 言った わけで はない にき まっている。 

ぜんた く ざん まい 

贅沢三昧 ではない、 生命の 必須の 要求なん でしよう が、 


気の 立ちき つてい るお 角に は、 それが そうは 受取れ な 

いで、 一 口に、 附け 上りの、 恥知らずの、 図々 しさが 

癩 にさ わり、 衆人環視の 前で ピシャ リとー つ 食らわせ 

たから、 見て いる ほどの 者が、 あっと 驚いて しまい ま 

した。 

そうして いる 間にお 角 は、 がんりき を、 遮二無二、 

自分の 乗って 来た 駕籠の 中に おつべし 込んで しまい ま 

した。 

十 一 


暮れ行く 海 を ながめて 立つ 清澄の 茂太郎 は、 即興の 

歌 をうたい ました。 

古 へ の 人に 我 ありと 

近 江の 国の …… 

これ は、 いつもな がらの 出任せであります。 ひとた 

び、 耳 か、 眼 か、 いずれ かの 器官 かによ つて 脳髄に う 

つった ものが、 時あって、 口 をつ いて 現われる の は、 

頭脳の 反芻と は 言わば 言う べき もので すが 、 時に よつ 

て は、 意外なる 消化 を もって、 全く、 独創的に 現われ 

て 来る こ ともあれば、 記憶 そのままが、 すんなりと、 

暗誦 の 形で 現われて 来る こと も あるので あります。 


古への 人に 我 ありと 

近 江の 国の …… 

ここまで は、 はからず 口 をつ いて 出た でたらめ であ 

ります が、 近 江の 国の …… と 口走った ところから、 

近 江の 国の 

ささ 波の 

大津 の宮に 

あめ した 

天の下 

知ろ しめしけ む 

すめろぎの 

神の みことの 


大宫 はこ こと 聞け ども 

大殿 はこ ことい へど も 

春 草の …… 

と 咽喉が 裂ける ほどの 声で 歌い 出しました。 これ は 創 

作で もなければ、 出任せで もない。 故郷の 荒廃 を 見て、 

ごうまい 

豪邁なる 感傷 を 歌った 千古 不滅の 歌であります。 

「あつ！」 

この 豪邁なる 感傷の 歌 を 声高く 歌って、 暮れ行く 海 

の 表 を ながめて いる 時、 不意に 潮が 満ちて 来て、 その 

足 もと を 洗った ものです から、 茂太郎 が、 あつ！ と 

驚きました。 


「ああ、 もう 日が 暮れち やった」 

足 を 潮に 洗われて、 はじめて 自分の 空想 も 消える し、 

感興の 歌 も 止まる し、 日の 暮れた ことが わかりました。 

ゆうひ 

夕陽の 空に は、 旗の ような 鳥 だの、 垂 天の 翼の よう 

すみれ  だいだい  こんじき 

な 雲 だの、 赤く、 白く、 紫に、 董に、 橙 に、 金色に 

変ずる 山の 形 だの、 空の 色 だのと いう ものが、 見る 眼 

を あやにしたり、 心 を おどらせた りする けれど、 その 

夕陽が 全く 落ち 尽 して、 一 色の 墨色が、 天と、 地と、 

水 を、 塗りつぶしに かかって みると、 自分の 空想 も 塗 

りつぶ されて、 現実の われに 返った ものと 見えます。 

そこで、 この 少年 は、 またも 一散に 砂浜の 上 を 走り 


つづけました。 

ごしょうだいじ  はんにゃ めん 

後生大事に、 般若の 面 を 小脇に かかえて 放さぬ こと 

は、 いつもに 変る ことなく、 軽快に 砂原 を 走って、 あ 

えて 疲れ 気 も 見えない こと は、 山神奇 童と うたわれた 

名に も そむかない ようです。 

なお、 こうして 走る こと は 走る が、 その 目的が わか 

らな いのも、 以前と 同じ ことで、 ともかくも、 あの 

なじみ 

馴染の 多い 駒 井の 家 を 遠く離れて しまって、 あえて 帰 

リを 恋しがろうと もしない のが 不思議 で す。 

砂浜 を 走れる だけ 走って、 かなり 走り 疲れたと 思う 

時分に 踏みと どまり、 ようよう 暗くな つて ゆく 海の 波 


がしら の 白い の を、 ながめて、 こう 言いました、 

「弁 信さん、 弁 信さん、 さっき、 お前が、 しきりに あ 

たし を 呼ぶ もの だから、 あたし はこうして 飛び出して 

来たんだ ぜ、 あの 赤い 空の 上に、 不意にお 前の 姿が 現 

われた じ やない の …… だから、 こうして、 ここまで 走つ 

て 来ち やった のよ。 ここまで 走って くると、 お前 はも 

ういない し、 日 も くれち まった じ やない の。 これから 

あたし は、 どう すれば いいの」 

耳 を 傾けても、 波の音ば かりで、 返事 をす る 声が 聞 

えない のに、 

「さあ、 どうしたらいいの、 ここ は 海で、 これより 先 


は 行けない じ やない の、 これから、 どっちへ 行けば、 

あたし はお 前に 逢われる の？」 

茂 太郎の 耳に は、 やはり 弁 信の 呼びかける 声が 聞え 

て、 その 返事 を 待つ ものの ようです。 

海の 表に 向って、 耳 をす ましてい たが、 やはり 人間 

の 声 は どこに も 聞えない。 

「お腹が すいち やった」 

茂太郎 は、 ク ルリと 向き 直って、 陸の 方 を 見直し ま 

した。 

洲 崎の 番所で は 蒸した ての ジャガ タラ 芋の 湯気 を 吹 

き 吹きお 相伴 になれ よう もの を、 ここまで 来て しま つ 


て は、 今の 夕飯が 覚束ない のみでな く、 今晩の 泊る 所 

も わかるまい。 

だが、 その、 今晚 のね ぐら はさ ほど 心配す るが もの 

はない。 この 少年 は、 山に 寝て 獣 を 友と する 方が、 人 

里 に 住む より は 遥かに 得意な はず だ か ら —— 

食物の こと も、 また、 さの み 他で 心配す る ほどの こ 

ともない のです。 竜 安 石の ように 海に つかって いる 巌 

角の 傍へ 寄って、 身をかがめ ると、 片手に は 例の 通り、 

般若の 面 を、 しっかりと 抱いた ままで、 右の 手 を、 竜 

安 石の 下の 蛸壺 になって いるよう なと ころへ 突っ込む 

と、 暫くして、 極めて 巧みに 握み 出した の は、 六寸ほ 


どの 蛸であります。 

それ を巌の 角へ 持って行って 軽く 当てる と、 すん な 

りと 延びた の を、 そのまま 口へ 持って行って、 頭から 

ガリ ガリと かじりました。 

はんにゃ  なま 

片腕に は 般若の 面 を かかえ、 片手で は 生の 蛸 を かじ 

りながら、 今度 は 海 を ながめる と、 星が キラ キラと か 

が やいて います。 

この 子供 は、 地の 美し さよりも、 海の 美し さよりも、 

天上の 星 を 見る ことの 美感に 酔う こと を 知っている も 

のです から、 蛸 を 食べながら、 夕陽の 美観に、 失われ 

た 幻想 を、 空から 仰いで 取 返しながら、 下 を 見ないで 


歩いて 行く ものの ようであります。 

こうな つてみ ると、 もう 南北の 区別 を 知らない、 東 

西の 差別 も わからない。 星 を 見れば、 それ はおの ず か 

ら、 わかり そうな もの だが、 今 は 方角の 観念の ために 

星 を 見て いるので はない から。 

「あつ！」 

と 再び、 驚愕 の 叫び を 立てた 時 は、 その 足 もとが 一 尺 

ほど、 潮に ひたされて いるの を 発見し ました。 あわて 

て それ を 抜け出そう とした 時に、 引き つづいて、 第二 

の 波が 追い かけて 来ました。 

「あつ！」 


逃げよう とする 子供の 足よりも、 追い かけた 波の 方 

が 早かった ものです から、 腰から 下 を、 ズ プリと ぬら 

してし まいました。 ただ 足 を 洗い、 着物 をぬ らした だ 

けなら い いが、 よろめく 足 もと を、 引き 際の 潮が さら つ 

たもので すから、 よろよろ よろよろ として、 潮に 伴わ 

れて、 なお 深い 方へ 持って行かれて しまったの はぜ ひ 

もありません。 

「あつ！」 

この 際、 片手に は 生の 蛸、 片腕に は 般若の 面、 その 

どちら を も、 急に 手ば なすこと をし なかった ものです 

から、 よけい、 足 もと を 立て直す のに 苦しかった ので 


しょう —— そこへ、 すかさず 第三の 波。 

茂 太郎の 立ち姿が、 もはや 水平の 上に 見え なくなつ 

たの も 無理はありません。 

見え なくなった のみならず、 いつまで 経っても 浮い 

て 来ない のであります。 

ここで、 この 子供 は、 完全に 海に 呑まれて しまった 

ことが わかります。 

だが、 これ も、 さほど 心配す るが もの はあります ま 

い。 今夜 は 別に 暴風と いう ほどで もない、 むしろ 滅多 

に はない ほどに、 海 は 和ら かなので あります。 

そうして、 山神奇 童の 茂太郎 は、 山に 入って 悪 獣 毒 


蛇 を 友と する ことができる ように、 海に 入っても 魚介 

と 遊ぶ こと を 心得て いるの だから、 今夜の、 この 静か 

な 海の 中の、 どこへ 沈められた からといって、 豚の 子 

のように、 沈みつ きリ になって しまう 気づかい は 絶対 

にありません。 

そのうちに、 ど こぞへ 浮いて 来る に 相違ない から I 

I どなた も 心配 をし な いで 下さ い。 

十二 

茂 太郎が 陥没して、 まだ 浮き 上らない ところの 地点 


の、 忍 冬 の 多い 芝 原に、 そんな こと は 一 切 知らないで • 

一 人の 太った 労働 女が 現われて、 

「ど つ こいしよ」 

と 言い、 重い 荷物 を 背中から ド シンと、 その 芝 原の 上 

おろ 

に 卸しました。 

その ド シンと 地 響 をして 下へ 卸した 荷物 を、 取り直 

して 地上へ 形よ く 置き 据えた ところ を 見る と、 それ は 

石です。 石 は 石 だが、 角に 削って、 かなり 手入れ をし 

た 石です から、 形よ く 置き 据えた ところ を 見る と、 ま 

さに 石塔の 形であります。 

形であります ではない、 たしかに、 石塔な のです。 


あらかじめ 置いて あつたと ころの 敷石 も あれば、 水盤、 

花 立の ような 形 も、 ささやかながら その 前に 整うて い 

る。 

きた 

そこへ、 今し も、 背負い 来った 長方形の、 目方お お 

よそ 二十 貫目 もあろう というの を 据えつ ける と、 おの 

ずから 石塔の 形が 出来 上って しまいました。 

その 前で、 ホッと 息をついた 労働 女。 

この辺で 労働 女と いえば、 それ は 海女に きまって い 

るよう な ものです。 

泳ぎが 達者で、 海の 中で 仕事 をす るの が 本職 だと は 

おか 

いえ、 陸へ 出ても、 一人前の 男 以上の 働き はする。 今 


もこの 通り、 二十 貫 もあろう という 石 を、 どこから 背 

負って 来た か、 つまり 他の ものの 力と いう もの は 一つ 

も 借らずに、 ここまで 持って来 たこと でも わかります 

—— どうかす ると 房 州の 女 は 力が ある 上に 多情 だとい 

う ものが ある けれど、 必ずしも、 そういつ たわけの も 

ので は あるまい。 

ただ 気候が 温暖な ため、 もう 一 つ は、 婦人の 労働が 

盛んで 肉体が 肥る のと、 もう 一 つ は、 飽くまで 魚肉 を 

食う から、 それで 肉体の 燐 分が 豊富に なり、 色慾が 昂 

騰す るの だ というものがある。 それ は 比較的そう かも 

知れない が、 それ を 以て、 房 州の 女 全部の 貞操に 当て 


はめる の はい われの ない ことです。 

この 労働 女 もまた、 そういった 種類の 御多分に 洩れ 

ない のか も 知れない。 御多分に 洩れても 洩れなくても、 

それ はよ けいな ことです が、 この 際、 偶然と はいえ、 

ここへ 石塔 を 持って来て 押 立てた こと は、 気が 早 過ぎ 

ると いえば 早 過ぎる、 という ことができます。 

清澄の 茂太郎 にと つて、 不祥と いえば これ 以上の 不 

祥 はありません。 

,.苟 くも 人間 一人が 陥没して、 生死 不明に なった そ 

の 瞬間に、 事 もあろう に、 その 同じ 地点へ 持って来て 

石塔 を 押 立てる という こと は、 当人の 知る と 知らぬ に 


かかわらず、 好い 辻占と はいえ ますまい。 知らない こ 

とと はいえ、 どうも 縁起の よくない こと をす る 女で す- 

と 思って 女の 身の まわり をよ く 注意す ると、  不祥 は 

これ 一 つに 限った こと はない、 砂丘の 断続した その後 

ろのと ころ を 見る と、 それより はいくら か 小さい 分の 

こと、 あちらに もこ ちらに も 同じような 石塔、 五輪の 

ような 形 を 成した の や、 無 縫の 形 を 成した のまでが、 

散在して いて、 その まわりに は、 満足で あつたり、 折 

れ たり、 裂けたり した 卒塔婆 までが、 いくつ も 立ち 乱 

れ ています。 

けれども、 見たところ、 それ は 一定の 墓地と いう も 


ので もない らしい。 形ば かりで も 菩提寺と いう ものが 

あって、 親類縁者 という ものが 集まって、 野辺の 送り 

と い う もの を 済ま し た 後、 霊魂 の 安住と い う 祈念 で 納 

めた 特定の 場所で はない らしい。 

むえんぼとけ 

つまり、 無縁仏と いう ものです。 無縁仏と すれば、 

陸地で、 畳の 上で、 ともかくも 無事な 息 を 引取った も 

ので はなく、 この 見渡す 限りの 広い 海原の いずれ かで、 

非業の死 を 遂げて、 その 残骸 を 引渡す ところ もな く、 

引取る 人 もな き、 不遇の 遊 魂 を 慰める ために、 こうし 

て、 心ば かりの しるしが 営まれた と 見る ほか はない の 

であります。 


たくま 

今 も、 逞しい 海の 労働 女が もたらした 一つの 新し 

い 記念碑 も、 ただいま 陥没した 清澄の 茂太郎 のた めの 

早 手 廻し でない 限り、 そういった 種類の 遊 魂の， 衣に 

過ぎまい と 思われます。 

一基の 石塔 を 押 据えて しまつてから、 海の 女 は、 そ 

の 石塔の 前で 火 を 焚き はじめました。 これ は 迎え火と 

いう もので もな く、 また 送り火と いう もので も ありま 

すま レ 

散乱した 漂 木 を 集めて 火 を 焚きつ けた 上に、 折れて 

散った 卒塔婆まで 搔き 集めて 加えた ところ を 見る と、 

これが、 後生と か、 追善と か を 意味す る 火で ない こと 


がわ かります。 

ところが 火が 盛んになって、 これなら ばと いう 時分 

になる と、 その 女 は、 火 を そのままに 残して 置いて、 

自分 は 海岸へ 出て しまいました。 

海岸の 砂浜のと ころへ 出た 上 は、 よく 注意して 見さ 

え すれば、 たった今、 清澄の 茂 太郎が 踏み荒した 小さ 

な 足 あとが 見えなければ ならない はずです が、 そんな 

ことに はいつ こう 気がつかず、 海の 女 は、 海岸へ 出る 

と、 帯 を 解き、 着物 を 解いて、 見る まに 素 裸の 形と なつ 

てし まいました。 

海女が 裸になる の は、 少しも 珍しい ことで はあり ま 


せん。 裸にならな いのが、 かえって 珍しい くらいの こ 

とであります。 だけれ ども 今時分、 何のた めに 海へ 入 

ろうとす るの か 知ら。 無論、 海水浴と いう 時候で はな 

いに きまって いる けれど、 海女が 海中に 入る の は、 時 

候 を 選ぶ という 約束 もない はずです。 そんな ことに も 

頓着な く、 裸になった 海女 は、 誰に 遠慮 もな く、 海へ 

ざんぶと 飛び込んで しまいました。 飛び込んで、 思う 

さまに 泳ぎ はじめました。 

あわび  た わむ 

それ は 鮑 を 取る ためで もなければ、 人魚の 戯れと 

いったよ うな 洒落た 心 持で もない。 つまり、 風呂へ 入 

る 代りに、 海で 色揚げ をす るの かも 知れません。 


或いは また、 御 亭主 殿 を 失った 精力の 有り余る 海女 

は、 情念が 昂進して 来る と、 夜中で も 飛び起きて、 海 

もんもん 

で 遊んで 来ない ことに は、 どうに もこう にも、 悶々 の 

肉体 を もてあま すの だとの こと。 

ここに 限った ことで はない が、 海の 女の あくらつな 

ところへ、 もし、 気の 抜けた、 物 ほしそう な 男で も 通 

りか かって ごらんなさい、 それ こそ 命が あぶない。 

そういう わけで も あるまい が、 かなり 長い 時間 を、 

あげく 

思 う 存分に 泳ぎ 廻った 揚 句 —— この辺で 見切り をつ け 

ようとして 立って みると、 波の ある わりあいに、 その 

ところ は 浅く、 潮の 正味 は 下腹のと ころまで しか あり 


ません。 

そこで、 両手 を 合わせて 面 を 一 つ 撫でてから、 その 

両手 を 後ろへ 廻して ぬれた 髪の毛 を 手荒く 引つ つかみ、 

頭 を やけのよ うに 左右に 振って、 その 髪の毛 を グルグ 

ルと 結ぼうと する 途端の 拍子に、 

「おや！」 

と 波の 間 を ながめました。 どうも 人の 声が したよう で 

す。 それ は 陸上で したので はなく、 海の 中で、 そうで 

なければ 海の 上の、 あまり 遠くない ところで、 人の 声 

がした ようです から、 髪の毛 を 後ろで 持った ままで、 

立ちす くみました。 


「おば さあ ー ん」 

波が 行って 戻る リズムに つれて、 その 声が 二度、 海 

の 上から 聞え ました。 二度まで 聞え たの だから、 まさ 

に 本物です。 しかも、 二度目の は、 前よりも、 ズット 

近い、 自分の 足 もとから 二 間と は距 たらない ところ か 

ら聞 えた ものです から、 きっと、 その 方 を 見る と、 

「おや！」 

さしもの、 真黒な 肉塊の 海女が ふるえ 上って、 後ろ 

でっかん でいた 髪の毛の 手 を 放し、 大童で、 二度と は、 

いちもくさん  おか  は 

その 声の した 方 を 見返らずに、 一目散に 陸へ 走せ あ 

がって しま つたの は 不思議です。 


陸へ 走せ あがる と、 置き 据えた 石塔 も、 焚き 残した 

卒塔婆の 火 も、 一 切 忘れて、 ぬぎ 放しに した 衣類 だけ 

を 引つ かかえて、 まっしぐらに 逃げ出し たの も 道理。 

海女が 立って いた 近くの 海上に は、 世に も 怖るべき 

海獣が 一 つ、 漂うて いる。 頭上に 二つの 角 を 持って、 

さながら 鬼 竜の ような のが、 波に わ だか まって こちら 

に 向いて いる。 

それが、 茂 太郎の 額に のせられながら 泳いで いる 

はんにゃ めん 

般若の 面 だと は、 海女 は 知りません。 

十三 


清澄の 茂太郎 は、 海へ 溺れる 時に、 その 大切に 小脇 

にして いた 般若の 面 を ぬらすまい として、 頭の 上への 

せました。 

ちょうど、 額へ かぶせて 頭 を 隠して いるもので すか 

ら、 その 形で 泳いで いると、 どうしても 悪 竜が 一 つ、 

海の 中 を 渡って 来る としか 見えません。 

ざん えん ひだ か  よあらし  おもむき  そうかい 

残怨日 高の 夜嵐と いったよ うな 趣 を、 夜の 槍 海の 

どうもう  あ ま 

上で、 不意に 見せられた 時には、 獰猛なる 海女と いえ 

ども、 怖れ をな して 逃げ去る の は 当然でしょう。 

そこで、 浜に 泳ぎつ いたと いうより は、 波にiJ^せて、 


そっと 持って来て 置いて もらった 茂太郎 は、 極めて 

従容と して、 砂浜の 上に すっくと 立ちました。 

海の おばさんの 丸くな つ て 逃げて 行く 後ろ 影 を、 

模糊の 間に ながめながら、 茂太郎 は、 ぬれた 身体 を自 

分から 顧みる と、 どうしても、 その 眼が、 さいぜん 海 

女が 焚き 残した ところの、 石塔の 前の 焚火のと ころに 

向わない わけに は ゆきません。 

般若の 面 を 頭への せた ままで、 茂 太郎は 焚火のと こ 

ろへ 寄って 来ました。 

「卒塔婆が 燃え てら あ、 勿体ね えな」 

しかし、 卒塔婆の ほかに は、 多くの 燃料がなかった 


ものです から、 子供心に も 勿体ない と 知りつつ、 その 

卒塔婆の 折れ を 増しく ベて、 火の 勢い を 盛んにし てし 

まいました。 

それからの 仕事 は 着物 をぬ いでし ぼって、 それ を卒 

塔婆の 火で あぶる ことです。 

般若の 面 は 相 変らず、 頭の 上への せて 着物の 一 切 を 

脱いで いるから、 これ も 素 裸であります。 

そこで、 着物 を 乾かしながら、 自分の 身体 を あたた 

めながら、 いいあん ばいに、 おあつらえ 向きに 火が 燃 

やされ てあつた ことに、 少な か らず 感謝 の 念が 湧いて 

みると 当然、 この 火 は、 いま、 丸くなって 逃げて 行つ 


た 海の おばさんの 焚き 残した 火 だと さとって、 その 感 

謝の 念 を、 右のお ばさん のと ころへ 持って行 かなけれ 

ばなら ない と 思いました。 

しかるに、 そのおば さん は、 何 だって、 ああして 丸 

くな つて 逃げて 行つ ちまつ たんだろう。 人が 助け を 呼 

んだも 同然なん だから、 むしろ 進んで 助けに 来て くれ 

て もよ かりそう な もの を、 いち 早く 逃げ出した 気が 知 

れ ない —— と、 茂太郎 は、 自分の いただく 般若の 面の 

威力 を 知らない ものです から、 海女の 挙動 を 不審な り 

としました。 

竹 木 を いいかげんに 組み合わせて、 物干 台 をつ くり • 


それに 着物 を あんばいして 乾かして いる 間に、 茂太郎 

はふと、 その 抉から 蘆 管 を 探り出しました。 いい も 

の を 見つけた とば かりに、 その 蘆 管 をと つて、 火に あ 

たりながら 吹き はじめました。 

茂太郎 は、 随意に、 随所の もの を 利用して 管絃 をつ 

すの さき 

くり、 随意に 鳴らす こと を 得意と しています。 洲 崎の 

浜で、 この 蘆 管 をつ くり、 番所の 庭で 吹いて いました。 

その 時に、 田 山 白雲が、 その 笛の 音 を 聞いて 茂太郎 

のために、 こういう 詩を吟 じた ことがあります。 

遼東 九月、 蘆 葉 断つ 

遼 東の 小児、 蘆 管 を 採る 


可憐 新 管、 清に して 且悲 なること を 

かぜ ひるが へ  かいとう 

一 曲 風 飄 りて、 海 頭に 満っ 

海樹蕭 索、 天 霜 を 降らす 

管 声 寥亮、 月 蒼々 

白 狼 河北、 秋 恨に 堪へ 

だんち やう 

玄兎城 南、 みな 断腸 —— 

白雲の 豪壮な 体軀 と、 爽快なる 咽喉から、 この 詩が 

迸 り 出で る 時、 茂 太 郎は笛 を やめて、 白雲の 咽喉の 

動く の を 見つめて いた ことがあります。 

今 は、 その 時と は 違って、 ただ ひとり、 ほしいまま 

に 蘆 管 を 吹き 鳴らして いると、 ゾッと 寒気 を 催します。 


何しろ、 裸で は あるし、 海の 風が うら 淋しく 吹いて く 

るので すから、 蘆 管の 音 そのものまで 寒くなる の も 仕 

方が ありません。 

幸いに して、 その 寒気 を 感じた 時分に は、 着物 はお 

おかた 乾いて いた ものです から、 茂 太郎は 無雑 作に そ 

れを 取って 一 着に 及びました。 

まだ 興が 中断せ ず、 着物 を 着て 再び 薪 を 加えてから、 

またも 蘆 管 を 取って 吹き 鳴らそうと 試みた 時、 かの 無 

縁 仏の 多くの 石塔の 間に、 動いて 来る もの を 認め まし 

た。 

小さな 獣が 一 つ、 乱 離と した 卒塔婆と、 石塔との 間 


に、 うずくまって いるの を 認めた ものです から、 茂 太 

郎は、 

「来い、 来い」 

と 小手 招きす ると、 その 獣 は、 ニヤ ォと 鳴いて あちら 

へ 行って しまいます。 

「なんだ、 猫 か」 

あき 

さしもの 茂太郎 が、 暫く 呆れ返って しまいました。 

その 有様 は、 猫 こそ 軽蔑すべき 動物 だ！ とさげ す 

みの 色に 見送る 体です。 

事実、 茂太郎 は、 猛獣 毒蛇に も 及ぼす 魅力 を 信じて 

きんじゅ-つ 

いるので すから、 いかなる 禽獣と もお 友達 づき あい 


がで きる ものと、 保証 をして いるのに、 ただ 一 つ、 度 

し 難い 動物に 猫が ある。 あらゆる 動物のう ちに、 猫 だ 

あいきよ-つ 

けがい けない。 あいつに 表情がない、 愛嬌が 無い、 お 

だてが 利かない、 感激が 無 い II 芸術が まるつ きりわ 

さいぎ  にゅうび 

からない。 猜疑の くせに 柔媚が ある。 犬 は 三日 養わる 

れば 忘れない が、 猫 は 三年 養われても 三日で 忘れる。 

鶏 は 餌 を その 友に 頒っ こと を 知ってい るが、 猫に 物 

を 与えて 見 給え、 何物 を おしのけても あがき 食わん と 

する。 時として は 自分の 産んだ 児 を すら、 むしゃむ 

しゃと 食つ てし まう。 

猫の 可愛 ゆいの は 子供の 間 だけの もの だ。 その 成 猫 


きょうだ 

した 横着な、 取りす ました、 そのく せ 怯懦に して、 安 

逸 を 好み、 日当り とこた つ だけにな じみたがる —— そ 

うして 最後に は、 ただ 化けて 来る こと だけ を 知ってい 

る。 あんな 動物に 芸術が わかって たまる もの か。 

そこへ 行く と 鼠の 方が どのくらい 可愛 ゆい か 知れ や 

しない。 気の毒 そうに、 おどおどして 人間の 物 を 荒し 

に 来る あのい じらし さ。 あの 眼つ きを ごらん、 鼠の い 

たずら を 歯が み をして 憎が る もので も、 あの 眼 を 見た 

曰に は、 誰も 可愛がらずに はいられまい。 

しかし 図々 しい 奴 は どこまでも 図々 しく、 箸に も、 

棒に も、 かからない 奴 は、 どうも 仕方がな いもので、 


さしもの 茂 太郎の 心の中で、 これほどの 憎しみと、 軽 

蔑 を 受けながら、 いったん、 姿 を 隠した と 思った 猫が、 

ぬけぬ けと 茂 太郎の 前へ 姿 を あらわして 来て、 例の 柔 

媚な、 むずむず とした 形で、 主人の 鼻息 をう かがいな 

がら、 火の 傍へ 近より、 とうとう、 そこに、 いい 心 持 

で うずくま つ てし まいました。 

見れば 猫のう ちで も、 最もた ちの 悪い 老猫 だ。 

「はは あ、 それで は 猫、 お前に も、 わたしの 芸術が わ 

力る 力 レ」 

茂 太郎は その 図々 しさに 呆れ返って、 さて また、 

寥 亮 として、 清に して 且つ 悲 なる 蘆 管 を 取って、 海 


風に 向って 思う存分に 吹きす さびました。 

猫 は 眼 をつ ぶって、 それ を 聞いて いる。 彼の 芸術に 

心酔す るよう な ふリを 見せて、 その実、 たん まりと、 

ぬく  むさぼ  こうかつ 

焚火の 温まり を 貪 つてい る狡猜 なる 策略。 

だが、 すべての もの は、 そう 不信 を 頭に おいて、 見 

くびり を 鼻の 先へ ぶらさげて かかった 日に はた まらな 

い、 せっかくの 有 縁の もの を も、 無縁の 里へ 追い やつ 

てし まう。 

狗児 に も 仏性 ありと いうの だから、 老猫も 

い つ さいしゅ じょう 

一 切 衆生 の 中の 一 物で は ある。 

その 証拠に は、 さし も柔媚 にして 狡猾な 老猫 も、 少 


し 首 を 振り出して 来たよう だ。 蘆 管の 音律に つれて、 

その 首が 左右に 軽く ゆれ 出して 来たよう です。 

では、 おどり 出す かな。 この 分で 行く と、 この度し 

難い 動物 も、 他の 度し 易い 悪 獣 毒蛇と 同じように、 茂 

太郎の 動かす リズムに つれて 動かされ、 おしやます 踊 

りの 手 をで も、 不思議な 態で 見せて くれる かも 知れな 

ヽ 0 

レ 

この 面白い 首 振りのと ころで、 茂太郎 が、 ふっと 蘆 

管の 吹奏 を やめて しまったの は 惜しい ことです。 

きびば たけ 

笛 を やめた 茂太郎 は、 耳 をす まして 黍 畑の かなた 

を 見つめました。 


十四 

「茂ち やん、 もういい からお 帰りよ」 

これより 先、 遠見の 番所 を さまよい 出した 岡 本 兵 部 

暗い ところの 砂浜 を 西に 向って、 茂 太郎が 走り出し 

た 通りの 道 を、 さまよい 歩きながら、 

「お EW- リ つ てば」 

この 娘 は、 茂 太郎が 竜燈 の 松に のぼって 歌 をうたい、 

それから 西に 向って 走り出した 最初の 時から 見て いて、 


追わなかった 娘であります。 

晩餐の 時、 金椎が 大きな 不安の 色 を 以て、 筆談で 念 

を 押した 時 も、 あの 子に 限って 大丈夫よ、 と 信任 を 置 

いて 打消した 娘で あるのに、 今にな つて、 その 名 を 呼 

びながら、 帰れ 帰れと、 さまよい 出した の は、 何 かし 

ら 不安に 襲われて、 堪え難かった からで あろうと 思い 

ま ^ 

陸 も、 海 も、 暗く、 層々 と 押 寄せて 来る 波が しら だ 

けの 白い のが 見えます。 

両袖 を 胸に 合わせて、 すっきりした 体 を 両足に 載せ、 

爪先 立って 早足に 砂浜 を 走りながら、 岡 本 兵 部の 娘 は、 


「ホ、 ホ、 ホ、 ホ …… 」 

と、 何 か 淋しそう な 思 出し 笑い をして、 

きの-つ 

「おかしい じゃありません か、 昨日、 漁師た ちが 造船 

所で 話 をして いるの を、 そっと 聞いて いると、 わたし 

のこと を、 あれ は 駒 井の 殿様のお 妾 じ やない か 知ら、 

うわさ 

き つ とそうに 違いない、 なんて、 まじめで 噂 をして い 

るんで す もの」 

そう 言って 振 返って、 遠見の 番所に かがやく 火の 光 

を 暫く ながめながら、 足 はや はリ茂 太郎の 行った 方向 

に、 休まず 歩み つづけられ ている。 

「い やだねえ …… お 妾 だなん て。 何も 関係 はあり やし 


ない のよ。 です けれど、 有った ところで どうな の …… 

有つ ちゃ 悪い の？」 

思 出し 笑いに、 凄味と いうよう な ものが 加わって、 

その 眼の 中に いっぱいの 媚が 流れる。 

「何とい つても、 あの方 は i< い 男ね、 あんな 美い 男 は、 

ちょっと ありま せんね。 それに 比べる と 田 山 白雲 先生 

は 美い 男と はいえない わ。 美い 男と はいえない けれど、 

醜男と いうん じ やない のよ、 あれ は 男らしい 男よ —— 

ウス ノロなん てい やな 毛唐 だけれ ど、 それでも、 素直 

にあ やま つ て 来る と は 可愛らしい ところが あるじ やな 

いの」 


兵 部の 娘 は、 たったいま、 出て 来た 家の、 変った 家 

庭 味の 間にい る 人た ちの こと を 回想しながら、 さつく 

さ つ くと 足 は 砂場 を 走りながら、 

「茂ち やん —— 」 

前途に 向って、 かなり 大きな 声 を 出して 叫んで みま 

したが、 相 変らず 何の 返事 もありません。 

「ほんと に、 あの 子 は、 こんなに 世話を焼かせる 子 じ や 

ない はずな のに」 

おもて 

こう 言つ て 心配して いるう ちに、 急に 面 の 色が く 

も つ てきて、 

「もしかして、 あの 子 はまた 人に さらわれて、 人気者 


にされ るん じ やない か 知ら、 そうだと 本当に かわい そ 

うだ」 

こちらへ 来て 対面の 後、 話の ついでに は 茂太郎 は、 

いかに 人気者と い う 商売が、 い やな 商売 だ かとい うこ 

と を、 兵 部の 娘に 語って 聞かせた ものです。 後ろに い 

る 奴が 薄っぺらで、 高慢で、 雷同で、 阿附 で、 そうし 

て、 人と、 物と を、 食い物に する ことのほかに は 何も 

考えない。 ところで、 人気者 同士に は、 また 人気者 同 

士で、 競争が あるの だから やりきれない。 好んで その 

ィャな 人気者に なりたがって、 給金が よけい 取れる と 

か、 人に チヤ ホヤされ ると かいって 納まり 返り、 また 


その 納まり 返った 人気 を、 他から 奪われまい として 

ちまなこ 

血眼に なって いる。 おそらく この 世に、 興行師の ため 

に、 人気者と して 祭り上げら るる ほど 悲惨な もの は あ 

るまい と、 山海の 自由に 生い 立った 自然の 子が、 身 を 

以て 痛感して いるら しいの を、 兵 部の 娘 も 全く それに 

同情して いるもの ですから、 今、 そのこと を 考える と ■ 

急 に 心が 暗くな りました。 

しかし、 安心した ことに は、 薄明り の 海の 光で 見る 

と、 砂浜に 人の 足 あとが あります。 その 形に よって 見 

れば、 まごう 方な き 子供の 足 あとであります。 

砂に 足 あと を 認めた ものです から、 兵 部の 娘 は、 そ 


の 足 あと をた よりに、 例の 爪先 走りで、 砂浜 を 一 散に 

走りました。 

あると ころ は、 波に 洗われて、 その 足 あとが 消えて 

いるの を、 ようやく 探し 当てて、 ともかくも、 その 足 

あとの 存 する 限り、 走りつ づけて みるの 勇気 を 得た よ 

うです。 

しかし、 行け ども、 行け ども、 十 里の 平沙 で、 一 方 

は 海の 波の音ば かリ —— 暫くして、 ようやく 一  つの 人 

影 を 認めました。 

その 人影の、 こっちに 向いて 走って 来る の を 認めた 

の も、 いくら も 経たない 後の ことで ありまし たが、 不 


幸に して、 その 人影 は、 どう 見直しても、 自分の 尋ね 

求める 少年の 姿ではありません。 

だが、 自分の 走って 行く と 反対に、 向う はこつ ち を 

向いて 一生懸命に 走って 来る のが、 ちょうど、 鏡面に 

向って 相う つして いるよう な もので、 かくして よう や 

く 相 近づいた 時 は、 その 一方 も 女で ある こと を 知り ま 

した。 

女 は 女 だが、 自分と はまる きり 違った 体格と 風俗の 

女で、 それ はこの 辺に よく 見る ところの 海女の 一人で 

ある ことに 疑い もない。 

裸で 走って 来る らしい こと を 認め 得た 時に、 そう 感 


づきました。 

海岸 を 海女が 走って 来る 分に は、 別に 怪しい こと も 

ない が、 いよいよ 近づく につれ て、 その 狼狽の 態度が 

尋常で はない。 何 かに 怖れて、 あわてふためいて、 走つ 

て 来る ので はない、 逃げて 来る の だと さとらな いわけ 

に は ゆきません。 

いよいよ、 その 証拠に は、 この 海女 は 一糸 もっけな 

い 素 裸 で、 その 着物 類 を さんざんに 取りまとめて、 小 

脇に かいこんで、 眉 をつ リ 上げ、 息をせき 切って、 せ 

いせい 言いながら、 はたと 自分に 突き 当りそう になつ 

て、 はじめて 気の ついた 海女 を、 兵 部の 娘が すれちがつ 


て 見る と、 海女が 息づ かい もせ わしく、 

「いけない よ、 いけない よ、 姉 や、 そっちへ 行つ ちゃ 

いけない よ」 

海女 は、 兵 部の 娘の 前に 立ち ふさがる ようにして、 

小手 を 振りました。 

「どうして」 

「どうして たって、 お前 様 …… 」 

海女 は 年の 頃 三十より は 若いで しょう。 見得 も、 外 

聞 も、 すっかり 忘れて、 

「お前 様、 これより 先へ 行って はいけ ません よ、 わた 

しと 一緒に 引返しなさい、 早く、 早く」 


「どうして なの …… 」 

「海 竜が 出た よ、 海 竜が …… 」 

「海 竜 …… 」 

とうば 

「ああ、 海 竜が あの 塔婆の 浜のと ころへ 出た よ、 こん 

つの  は 

な 角 を 二 本 生やした のが」 

海女 は 後ろの 方 を 指さした 手 を、 あわただしく 自分 

の 額 の 上に かざして 見せました。 

「海 竜って、 何な の」 

「海の 中に いる 魔物 さ、 海の 中に すんで いる おろちの 

こと だよ」 

「だって、 何も 見えない じ やない の」 


「海ん 中に いるから 見えない けれど、 底 をく ぐって ど 

こへ 出る か 知れ やしない、 そこん とこら あたりへ 角 を 

出す かも 知れない から、 早くお 逃げなさい、 一緒に」 

「何 かの 間違い じ やない の …… 」 

「間違い どころ か、 たしかに 見たん だよ、 こんな 角 を 

一 一本 生やした 恐ろしい 海 竜」 

海女 は 二度まで、 指 を 額の 上に あてがって、 その 形 

をして 見せ、 しきりに 自分の 恐怖 を、 相手方に 移そう 

とつと める らしい が、 兵 部の 娘に はい つ こう 利き目が 

なく、 

「それよりか、 お前さん、 この 浜で 十 歳ぐ らいになる 


男の子 を 一人 見なく つて、 清澄の 茂太郎 といって、 可 

愛らしい 子な のよ、 そうして 歌 をうた うのが 上手な 子 

供」 

「知らね え、 そんな 子供 を 見る どころ の 話 か」 

海 竜の 恐怖で 唇 を ふるわせる だけで、 こうして いる 

こと さえが 不安で たまらない らしく、 兵 部の 娘に も そ 

の 恐怖 を 移して、 警戒 を 試みよう とする の を、 兵 部の 

娘 は 落着き 払って、 

「あら、 ここに 足 あとが ある わ」 

すり 抜けて 先へ すすみました。 


十五 

それと は 知らず、 駒 井 甚三郎 と 田 山 白雲と は、 食堂 

の 卓子 を 中には さんで、 しきりに 会話の 興が 乗って お 

りました。 

マドロス 氏 はいかに と 見れば、 室の 一 隅の 横 椅子に 

背 を もたせかけて、 いびき を 立て、 仮睡して いると こ 

ろ はた あいない ものです。 

駒 井と、 田 山との 会話が、 しきりに はずむ というう 

じゅんじゅん  しき 

ちに も、 ほとんど 駒 井の 諄 々たる 説明 を、 田 山が 頻 

りに うなずきながら 聴取して いると いった 方が よいで 


しょう。 

駒 井の 語る ところ は、 海に 関する 物語で ありました。 

海に 関する 物語に つれて、 当然、 船と、 魚との ことに 

進んで いるよう です。 

「そういう わけで、 北緯 五十 度と いうと ころが 日本の 

国境なん です が、 それ は 寒い、 冬になる と 氷と 雪と が 

全く 道 を うずめて、 人馬の 往来 はなり 難いので す。 し 

かし、 この 地球の 上で です、 一般に その 通り、 北緯 五 

十 度 あたり は 寒くて、 ほとんど 人間が 住めない かとい 

うにそう ではなく、 欧羅巴で、 ベルリン とか、 ロンド 

ン とかいう、 世界で  一 二 を 争う 大きな 都 は、 みんな そ 


の 北緯 五十 度より は 北に あるので すが、 人間が 住めな 

いどころ か、 今までに 人間の こしらえた 最高の 文化の 

花が、 その 辺で 咲いて いると いう わけです。 それ は ど 

ういう わけ かとい うに、 海の 潮の 関係です よ。 つまり、 

海の 中に もまた、 大きな 潮流の 流れが あって、 その 流 

れに 寒暖の 二 つが ある、 暖流の 流れに 沿うて いる 地方 

は、 緯度 は 遠くと も かえって あたたかに、 寒流の 流れ 

を 浴びて いると ころ は、 緯度 は 近くと も、 気候が 寒い 

という わけです。 ですから 人間の 文明と いう もの は、 

地理に よって 支配され るので なく、 潮流に よって 支配 

される の だと 言いたい くらいです。 それで、 海の こと 


は 大事です。 海 は 海の 領分と して 大事な のみならず、 

人間の 文化の 歴史の 上に 大事です。 しかしながら、 人 

間の 力 もまた 軽蔑した ものではありません、 人間の 力 

がまた この 潮流 を 支配す る ことがある のです —— 人間 

が、 まだ 未開の 海に 航路 を こしらえて、 船の 通行 を 盛 

んに すると、 暖流が それにつ いて 来て、 その 土地の 気 

候 を 一 変させる という 事実が、 たしかに あるので す… 

…その 原因 はま だ 研究 中です が、 これらに よって 見る 

と、 立派に 人間が 自然 を 征服し 得る と言える かも 知れ 

ません」 

「なるほど I 


「その 点に おいて、 日本 は 恵まれて います、 海に 恵ま 

れ ている 点で は、 世界に、 日本 ほどの 国 はなかろう、 

と 言っても よいでしょう。 今い う、 その 暖流と、 寒流 

とが …… 国が 充分に 細長くて、 四面が みな 海です から 

…… そこに、 一 一 つ の 潮流が こう 入り 交つ ている から、 

魚類の 豊富な こと は 無類です。 たとえば 鰊、 これ は 

北の ものです。 鳕 とか、 鰊と かいう もの は、 欧羅巴で 

も 北の方で 捕れる 魚です が、 それが 日本で は、 この 本 

州と、 朝鮮に かけて、 ちょうど、 北緯 三十 六 度 あたり 

で 捕れる ようになって いるの は 寒流の ためです。 それ 

まぐろ 

から 欧羅巴で も 南欧の ものと なって いる 鮪が、 日本 


の 北海道の …… 蝦夷の 東の 海岸で とれる の は 暖流の た 

めです。 そういう わけです から、 日本の 領海のう ちで 

捕れる 魚類 は、 二 千 種類 もあって、 その 大半が 食物と 

されて いるのに、 西洋で 食用に つかう 魚類と いって は、 

三十 種ぐ らいな ものでしょう。 日本 はこの 海の 富 を、 

大いに 利用し なければ なりません」 

「なるほど」 

田 山 はしき りに 大きく うなずきました。 自分の 得意 

の 問題に は、 泡 を 飛ばして 気焰を 吐く が、 自分の 至ら 

ざる 知識に ついては、 極めて 神妙に 人の 説 を 聞いて い 

るの が この 男の 性質です。 そうして、 特に 海の 問題に 


ついて、 駒 井の 知識 をた たくと、 それが 田 山に は、 無 

尽 蔵の 知識の ように 思われて、 単に 海の 知識 を 聞く だ 

けで も、 相当の 年月 を ここに 費して 足りない とさえ 思 

われる のです。 

田 山 は 全く 駒 井の 知識に 敬服して いる。 人物 思想の 

全幅に 傾倒 するとい うに は、 どことなく 物足りな いこ 

とが ある けれど、 駒 井の 知識の 実際に 根ざし、 計数 を 

基と して、 ねちねちと 語り 出される ときには、 絶対 無 

条件で 敬服、 聴従す るの が 例であって、 今 も その 通り 

です。 

田 山 はお そらく 徹夜して、 その 駒 井の 持てる 知識の 


傾注に、 飽 くると いう こと を 知らないでしょう。 

駒 井 もまた、 この 男に 語る の は、 知識 を 捨てる の だ 

と は 思えない。 自分自身す らも、 研究室に あると 同じ 

ほどの 熱心 を もって、 それから それと 語り 出で て、 こ 

の ごろ は 食後、 そのままが 直ちに 研究の 結果の 発表に 

なって しまったり、 講壇の 講義 そのまま になって し 

まったり する ことが、 珍しく はありません。 

き  ろうそく 

金 椎は気 を 利かして、 蠟燭を 立て 増して この 部屋 を 

明るく し、 炉炭を 加えて この 室 を 暖かに し、 二人が、 

い つまで も 語り明か すに 不快 を 起させ まいと 働きます- 

ひとり、 例の ウス ノロ 氏 —— 改め マドロス 氏 は、 以 


前の 通りそう ごう をく ずして 横 椅子の 上に、 たあいな 

く ふん ぞり 返って、 いびき を かいている ばかりです。 

「陸の 土地 は限リ ある ものです、 海 だって 限りがない 

とはいえない が、 陸に 比べる と 無尽蔵と いってよ い。 

将来、 日本で も 人間が 殖えて、 土地が 狭くなる、 食物 

が 乏しくなる、 そういった 時に、 陸 だけに 眼 を 限らな 

いで、 海から 食物 を 上げる、 これ は 大切な ことです。 

単に 食物 を 上げる だけで はいけ ない、 それ を 殖やす こ 

と …… 近年まで は、 この 北の方の 川、 北上 川 だの、 利 

も 力み 

根 だの、 最上 だのと いうのに、 海から 盛んに 鮭が 上つ 

て 来たので すが、 近年 それが トンと 少なくな つたと い 


うこと です が、 いくら 無尽蔵 だとい つても、 乱暴 をし 

て はた まらない、 捕る 時 は 盛んにと り、 繁殖の 道 はま 

た、 保護 奨励の 法 を 講ずる といった ように、 物 を 得る 

に は、 また 物 を 愛しなければ ならない の だ」 

異 つた 方面から、 駒 井が 食糧 問題に 説き 進む の を、 

田 山 も 充分に 諒解，. して、 

「その 通り、 それに 違いありません。 つまり 海 を 耕す 

ことです な、 陸地 を 耕して 穀物 を 得る ように、 海 を 開 

墾 して 魚介 を あげる、 なるほど、 これ はま だ 日本人が 

充分に 着眼して いない 問題の ようです …… 一 番 絵筆 を 

なげうって、 漁業 家に なろう か 知ら」 


「やって 御覧なさい、 陸 を 耕す も、 海 を 耕す も、 同じ 

ことです よ。 たとえばです、 今 われわれが 食べた あの 

ジャガ タラ 芋、 あれ も 海外から 来た ものです が、 よう 

やく 日本の ものに なりそう です。 サ ツマ ィモ はもう、 

日本の 本来の 国産で も あるかの 如く 流行して 来ました、 

それと 同じように、 海の 魚で も …… 海と いわず、 川で 

も、 湖で も 同じです が、 甲に 無かった もの を、 乙に 移 

す こと もで きる し、 異種 類と 異種 類と を 組み合わせて、 

しょうがん 

変 つ た 風味の 魚肉 を 賞玩 する こと もで きましょう。 

たとえば 鯉と いう 魚 は、 アジア 洲に 限った ものでした 

が、 十字 戦争の時に、 ォ ー ス タリ ー という 国の 手で、 


ます 

アジアから ョ ー 口 ツバへ 運ばれました。 鱒の 種類で、 

にじます  うま 

虹 鱒と いうの が、 育ちが 早くて 旨い というので、 諸国 

の 人が、 アメリカから それ を 移したがって いるから、 

追々 こっちへ 来る かも 知れない —— とい つたよう な も 

ので、 或いは 海の 魚 を 河へ 移す ことができる ようにな 

るか も 知れぬ、 この 海に 無い 魚類 を、 かの 海から 取つ 

て 繁殖せ しめる こと も できるようになる かも 知れぬ。 

その 点から いうと、 魚類に 富む 日本の 将来 は 有望で、 

浦 安の 国と いう 名が 当ってい るよう です、 世界の 魚の 

卸問屋に なれる かも 知れません」 

「なるほど、 お 説の 通りです。 なにしろ、 日本 は 周囲 


がみな 海です からね、 魚類に おいて 恵まれて いるの は 

当然で、 それ を 利用す る こと を 忘れて は、 天地の 化育 

に そむく という ものでしょう。 ところで、 その 曰 本に 

すむ 魚 は、 何 種類 ありました つけね」 

「おおよそ 二 千 種、 そうして、 その 半ば 以上 は 食べら 

れ ます」 

「二 千 種類、 非常な ものです ね、 我々 の 粉本の 中に 納 

めら れ ている もの は …… 何 種あった か、 ちょっと 忘れ 

たが、 九 牛の 一 毛 だ」 

その 時、 夜の 外の 窓口に、 あわただしい 人声が あつ 

て、 


「番所の 先生、 先生 II 大変で ございます、 塔婆の 浜 

へ 海 竜が 出ました」 

「海 竜！」 

「はい、 海 竜が 出ました、 角 を 二 本 生やした、 こんな 

怖い顔 をして、 お 杉の あまつ こ を 追つ かけて 来たの を、 

命から がらで 逃げて 来 やん した」 

うしお 

窓の 外 は、 けんけんごうごう として、 潮の わくよう 

な 騒ぎであります。 

駒 井 甚三郎 も、 田 山 白雲 も、 その あまりな 仰々 しさ 

に、 立って 窓 を 開いて 見る と、 漁師 ども 十数 名、 中に 

裸体で 着物 を かかえた 海女 を 一 人と りかこみ、 いずれ 


ろうばい  おもて みなぎ 

も 恐怖と、 狼狽の 色 を、 面に 漲らして いる。 

「どうしたの だ」 

「海 竜が 出ました よ、 海 竜が」 

「海 竜と は 何 だ」 

「角 を 二 本 生やした 海 竜が、 おっかない 面 をして、 海 

を 泳いで、 この あま を 追つ かけて 来 やん して、 すんで 

のこと に …… 」 

「いったい、 海 竜と いうの は 何 だい」 

駒 井が、 あまりの 仰々 しさに、 漁師 どもに 問い返す 

と、 

「海 竜に 逢つ ちゃた まりません や、 御用 心な さる こつ 


てす よ、 いつ どこへ 出て 来る か 知れ やしません、 今夜 

は 寝られません よ、 夜つ びて 寝ずの番です。 明朝に 

なったら、 先生、 退治して おくん なさい まし、 あの 

おお づ つ 

大筒で もって。 いかな 海 竜 だって、 大筒に やかな わね 

え や」 

海 竜と は 何物 だ、 という ことに は 返答し ないで、 た 

だ その 海 竜の 恐る ベ き - J とだけ を 説い ている。 

そこで、 駒 井 は 考えました。 この 連中が 海 竜と いつ 

たの は、 鯨の ことで も あり はしない か。 何 かの 間違い 

で 鯨が この 浦へ 流れつ いたので も 見て、 そうして 海 竜、 

海 竜と さわいで いるの かも 知れない。 そこで 駒 井 は、 


再び 念 を 押してみ ました。 

「君た ちが 海 竜と いうの は、 鯨の ことで も あるの かい」 

「いいえ、 どう致しまして、 鯨なら ば 殿様、 逃げる ど 

ころ じ や ござん せん、 鯨な らばい い お客様で すよ —— 

鯨なら 浦が 総出で、 とっつかま えてし まいます、 海 竜 

に 逢つ ちゃかな いません …… 」 

海の 最大の 生物よりも、 恐るべき 海 竜と いう ものの 

襲来が、 どうしても 駒 井に はの みこめないで いると、 

「どうか 殿様、 御用 心なさい まし、 当分 は、 どなた も、 

外へ お出しに ならね えの がよう ございま すよ、 そのう 

ちなん とかな りましょう、 ほんとうにお 気をつけな 


すって おくん なさい まし」 

けんけんごうごう 

彼等 は暄々 囂々 として、 これ だけの こと を 報告に 来 

おお づ つ 

たもの らしい。 大筒で 退治して くれと いうよう な こと 

は、 思いつきの、 お 座な りの 希望で、 とにかく、 この 

近海へ、 異様な 怪物が 現われた から 充分の 御注意 あつ 

てし かるべし、 という こと を、 親切気 を 以て 報告に 来 

て くれた こと は 疑いない のであります。 彼等が 行って 

しまった あと、 田 山 白雲 も 同様の 不審が 晴れない ので、 

「海 竜と いう やつ は 何です か」 

「それが わからな いの だ。 角が あると 言い ましたね、 

しゃち  さめ  まぐろ 

鯨で はない。 鱸、 鮫で も あるまい。 鮪で もなかろう 


—— はて」 

駒 井 も 首 を ひねって しまいました。 そこで 白雲 も、 

「しかし、 あの 海 を 畳 同様に 心得て いる 奴等が、 ああ 

あとかた 

やって ォゾケ を ふるう の だから、 全く 跡形の ない こと 

でも あるまい。 何 か 怪しい もの か、 見慣れな いものが、 

この 浦に 漂いつ いている かも 知れぬ。 われわれ にして 

からが、 ジャガ タラ 薯 そのものに、 すっかり おどかさ 

れ ちゃって るんだ から。 ことによると、 外国の 船で も 

やって来 たかな」 

駒 井が いう —— 

「船なら 船で、 あの 連中に も 理解が あるだろう、 海 竜 


はわから ない。 鮫の 一 種の 剣 鮫と いうの が あるが、 こ 

れは三 四 尺の もので 問題に ならぬ。 剌鮫 というの は 相 

当に 大きな 奴で、 夜、 海の 中 を 行く と、 白い 光が 潮に 

とお 

透つ て 見える、 こい つ は 舟 をく つがえ したり、 人 を 食つ 

たりす る 怖るべき 奴で、 舟 乗り はこ いつにで つく わす 

と 鰹 を 投げて やって 逃げる の だが、 この 剌胶も 頭に 

角の あると いうの を 聞かない —— 一 角 魚の 角 は 角と い 

くちばし 

うより は 嘴 だ。 竜 駒、 海蛇、 有る に は 有る が 問題に 

ならぬ」 

駒 井 甚三郎 は、 漁師ら の いわゆる 「海 竜」 なる もの 

を、 まじめに、 つまり 科学的に 考証して みょうと 苦心 


している が、 田 山 白雲 はさの みは 追究せ ずに、 

「疑心暗鬼でしょう、 幽霊の 正体 見たり なんとかで、 

つまり、 何 か 彼等が 見 あやまって、 それ を 一途に 恐怖 

の 偶像に してし まったんで すね —— 追究して みれば、 

存外く だらない ことなんだろう」 

「しかし …… 」 

と 駒 井 は、 相 変らず まじめに 考えて いるの は、 よし そ 

のこと が 暗 鬼で あるに しても、 偶像で あるに しても、 

その 暗 鬼 を 映し出した 偶像 を、 浮び 上らせた 本体と い 

う ものに、 その 出来事と は 全く 離れた 水産 上の 想像 を 

打ち すててお くわけに ゆかなかった からです。 何とな 


れば、 いかに 疑心と いえ ども、 狼狽と いえ ども、 ，. 鰯 を 

鯨と 見る はず はない からであります。 

海 竜と して、 かれらが 怖るべき もの を 見た とすれば、 

よし 全然 間違いであった としても、 多少 形体に おいて、 

それに 似通った 存在 物 を 見た ものと しなければ ならぬ。 

かれらが 疑心 を もって、 海 竜に コジ つけた その 本体 は 

何物 だかと いう ことが、 今、 駒 井の 研究心 を 刺激して 

いると 思われる のに 引き かえて、 田 山 白雲 は 放胆に、 

「実際、 この辺の 海に は 竜と いう ものが いるの かも 知 

れん、 馬 琴の 八 犬 伝の はじめの 方に、 素敵な 竜の 講釈 

が 出て いる、 あれに よると、 竜と いう ものに も、 かな 


りの 種類が ある こと を 教えられる —— 」 

「有史 以前に はねえ …… 」 

八 犬 伝の 竜 説 は 一 向、 駒 井の 念頭に はない と 見えて、 

ほかの 方に 話材を 持って行き、 

「有史 以前に は、 竜の ような ものが あつたか も 知れな 

い —— この間、 支那の 書物で 『恐竜』 という 文字 を 見 

たが、 あれ は 支那 本来の 文字で はない らしい。 事実、 

この 人類 以前の 世界に は、 竜に 似た 百 尺 程度の 大きな 

動物が 地上に のた うち 廻って いたよう に、 西洋の 本に 

は 書いて あるの だが、 そういう 時代の 想像が、 人間の 

頭の どこかに 残って いて、 そうして、 竜と いう 不可 思 


議な 動物 を こしらえ 上げた のか も 知れない。 人間の 想 

像し 得る かぎりの ものに は、 大抵、 事実上の 根拠が あ 

るの だから」 

「といって、 人間の 存在し なかった 時分の 存在 を、 ど 

うして 人間の 頭で 想像が つきます、 生れぬ 先の 父ぞ恋 

しき、 という わけで もなかろ うに」 

「いや、 人間 は 存在し なくと も、 人間の 胚子、 或いは 

精虫と い つたよう な もの は 存在して いたに 相違ない。 

それが 先天的の 印象で、 人間の 形になる まで 残って い 

て、 想像が 働き 出した 時には、 生れぬ 先の 父で もなん 

でも、 形に 表現して みる ことになる のじ やない か 知ら 


ん。 事実、 人間が 想像 だの、 空想 だの、 不可思議 がる 

もの は、 みな 前世界の 実見の 表現で はない かしらと、 

このごろ は、 そう 思わせられる ことが 多い」 

「そうして みると、 その 前世界と か、 有史 以前と かい 

う 時に 生きて いた 不可思議な 動物と いうの が、 今日、 

生きて いないの はどうし たのです」 

「それ は 種が 切れた の だな」 

r  UB1J  、、ゝ  I 

_ 種 力  」 

「今日、 想像 だけに 上って、 実際に 見る ことので きぬ 

もの は、 すでに、 その 種族が 絶滅して しまったの だ」 

「はは あ、 種切れにな つたので すか。 してみ ると 今日、 


われわれ のように、 人間の 形 をと つて 生きて いる 生物 

も、 次の 世界に は、 種切れになって しまう と 見な けれ 

ばな らん」 

「左様、 この 地球 —— この 地上が、 地上と して 今日の 

はんしょく 

ように 固まる までに は、 幾多の 生物が 現われて 蕃殖 

した かと 思う と、 それが 全く 種切れになって、 次の 時 

代に 移り …… 」 

駒 井 甚三郎 が 竜の 疑惑から、 種の 問題に 進んで 行く 

時、 あわただしく 金 椎が紙 を 持って来て、 二人の 前に 

提示し ました。 それ を 読む と、 

「茂 チャン 帰 リマ セン、 ミドリ サン モド コ 力へ 行 ッテ 


シマ イマ、 ンタ」 

十六 

清澄の 茂太郎 が、 ふと 蘆 笛の 吹奏 を やめて、 黍 畑 の 

あなた を 見やった 時、 せっかく、 首 を ふりかけた 表情 

のない 動物が、 愕然として 恍惚から 醒めて、 のど を 鳴 

らし はじめました。 そこで、 黍 畑の あたり を 見ながら、 

例の 卒塔婆 を 折りく ベて、 茂 太郎は 反芻の 歌 をうたい 

出しました。 

神の ことごと 


つがの 木の 

いや つぎつぎに 

あめ した 

天の下 

知ろし召しし を 

空に みつ 

やまと 

大和 を 置きて 

あ をに 

青 丹よ し 

奈良 山越えて 

いかさまに 

思 ほしめ せか 

あまさ か 

天 離る 


鄙に は あれ ど 

いはば し 

石 走る …… 

ちゅうおん 

ここで は 中音 で 歌いました。 

これ は、 お雪 ちゃんからの 伝授で あろうと 思われ ま 

す。 今まで、 いつ どこで、 茂 太郎が 万葉集 を 習った と 

いう こと を 聞きません から、 月見 寺に いる 時に こそ、 

お雪 ちゃんの 口ずさみ を 聞き なれて、 聞きよう、 聞き 

まねに、 口 をつ いて ほとばしる ものでありましょう。 

「茂ち やん、 茂ち やん」 

きびば たけ 

不意に その 黍 畑 の 方から、 名前 を 連呼しながら 飛 

び 出して 来たの は、 兵 部の 娘です。 


「お嬢さん かェ」 

「あい、 お前、 そこで 何 をして いたの」 

「笛 を 吹いて いました よ」 

「誰に ことわって、 こんなと ころへ 来て しまったの」 

「つい、 あるきた くな つた もんだ から」 

「帰る 気 はない の？」 

「だって、 着物が 乾かな いんです もの」 

「どうして、 着物 を 濡らした の」 

「海へ、 落ちた から」 

「海へ 落ちた？ そうして、 海 竜が 出た つてい うの 

を 知っている？」 


「知らない」 

「海 竜が 出た つて、 今、 逃げて 行った 人が あります よ」 

「あたし は 知らない のよ」 

「みんな 心配 するとい けない から わたしと 一 緖 にお 帰 

り」 

「お嬢さん、 なんだか、 あたい は、 どこへ も 帰りた く 

なくなった」 

「どうして」 

「でも、 なんだか、 淋しく つてた まらない もの」 

「淋しければ、 一層、 お前、 大勢の 中へ 帰れば いい じ や 

な レカ」 


「それでも …… 弁 信さん がいない もの」 

「茂ち やん、 お前 はよ く 弁 信さん、 弁 信さん、 て 言う 

けれど、 そんなに 弁 信さん ていう 人が いい 人な の」 

「いい 人と いう わけ じ やない けれど、 さぞ、 あたし を 

尋ねて いる こと だろうと 思う と、 あたし も、 あの人に 

逢いた くって たまらな いのよ」 

「駒 井の 殿様 もい らっしゃ るし、 白雲 先生 もお いでに 

なる し、 金椎 さんだつて 悪い 子 じ やなし、 それに、 わ 

たしと いう もの もい るのに、 それ だのに なお、 お前 は、 

弁 信さん という 人が、 そんなに 好きで、 みんな を あと 

にしても、 それでも 弁 信さん に 逢いたい の、 それほど、 


弁 信さん という 人 はいい 人な の？」 

「どうかして、 ここへ、 弁 信さん を 呼んで 来る こと は 

できない か 知ら」 

「ところ さえ わかれば、 できない ことはないでしょう」 

「それが わからな いのです。 さっき は、 富士山の 後ろ 

の 方から 面 を 出した から、 たしか、 あの 辺に いるの か 

も 知れません」 

「富士山の 後ろって、 お前 …… そんなお 前、 広い こと 

を 言っても、 わかり やしない じ やない の」 

「ああ、 弁 信さん に 羽が 生えて、 この 海 を 渡って、 飛 

んで 来て くれる といい な あ」 


「弁 信さん て、 そんなに いい 人な の、 憎らしい、 弁 信 

坊主 —— 」 

といって 兵 部の 娘 は、 海 を 隔てて 罪 もない 富士山 を 睨 

みました。 

「お嬢さん、 千鳥の 笛 を 吹いて みまし ようか、 千鳥の 

笛 をね」 

茂太郎 は、 兵 部の 娘の ひがみ をよ そに して、 蘆 管 を 

火に かざして あぶり、 おもむろに 唇 頭へ あてがって、 

「まず 大雀 を 吹いて みまし ようか」 

千鳥 を 吹く というから、 「しおの 山」 でも 吹く のかと 

思う と、 そうで はなく、 単調な、 物悲しい、 尻 上りに 


なって 内へ 引 込む 連 音 を 吹いて、 

ちゆ-つ じゃく 

「次 は 中 雀」 

これ も ほぼ 同じような、 単調な 連 音。 

き あし 

「今度 は 黄 足です よ」 

これ は、 以前のより は、 ズッと 音が 高くて 強い、 け 

れ ども、 やはり 特別の 節 調が あると いう わけで はなく、 

誰が 聞いても ヒ ュ ー ェヒ ュ ー ェと 続けさ まに 鳴る だけ 

の ものです。 

音 は それだけの ものです が、 不思議な ことに は、 こ 

の 笛が 鳴り はじめてから、 海上が 少しずつ 物騒がしく 

なって きました。 前の 大雀 というの を 吹き 終った 頃に、 


墓石の 上 あたり を 低く、 いくつもの 小鳥が 群がって 来 

ました。 

中 雀 を 吹き出してから、 それが 一層 多くな つて、 ほ 

とほと、 茂太郎 と、 兵 部の 娘の 身辺にまで、 まつわる 

かの ように 見え ましたが、 黄 足と いうの を 吹いた 時分 

に は、 ある もの は 茂 太郎の 肩の 上まで 来て とまろうと 

しました。 

「茂ち やん、 もう、 およし、 ホラ、 こんなに 鳥が 集まつ 

て 来た わ」 

「みんな 千鳥な のよ」 

ここに 於て 知る、 つまり、 千鳥の 笛と いったの は、 


風流 千鳥の 曲と いうよう な もので はなく、 千鳥の 啼く 

音 そのもの を模 していた のです。 それが 真に迫つ たか 

ら、 かれらの 夜の ね ぐら を 驚かして、 海上 を 物騒がし 

いものに し、 そうして、 ここまで おびき 寄せられて 来 

たものに 相違ない。 これ は 茂 太郎の 技術と して、 今に 

はじまつ たこと ではな いの だが、 せっかく 呼び寄せら 

れた小 動物 は、 火事 もない のに 半鐘 を 打 たれた ような 

気持で、 まだ 火元と 覚 しいと ころ を 離れ きれないで 騒 

いでいる らしい の を、 兵 部の 娘が 気の毒に 思 つたので 

しょう。 

「折角、 呼び集めて、 何 かやら なくち やか わい そうだ 


わ」 

しかし、 ここに は 何も 彼等に 与うべき ものがない。 

「峰 島の 爺さんが 言う に は、 千鳥 は、 あれで 三十 幾 通 

りか あるんだ つて。 その 三十 幾通り あるの が、 みんな 

啼く 音が 違って いると 言います が、 あたしに は、 その 

うちの 半分し か 吹け やしない。 習えば 吹け るでしょう 

けれど、 習おうと は 思わない の。 峰 島の 爺さん は、 そ 

の 三十 幾通り を みんな 吹き わける に は 吹き わける けれ 

ど、 あれ は 罪な のよ」 

「罪と は？」 

「だって、 あの 爺さん は、 千鳥の 笛 を 吹いて、 千鳥 を 


呼び寄せて、 それ を みんな 網で とってし ま うんです か 

らね」 

「そんなに 千鳥 をつ かまえて、 どうす るの」 

「食べて しま うんでしょう、 自分で 食べる だけ じ やな 

く、 売りに 出す のでしょう」 

「千鳥の 肉なん て、 食べられ るか 知ら」 

たしぎ 

「食べられます とも。 爺さんの 話で は、 田嶋 より は少 

おと 

し 味が 劣る けれど、 あの 鳥 は 丈夫な 鳥 だから、 それに 

あやかりた いために、 あれ を 食べる と 丈夫になる つて ■ 

千鳥 を 食べ るんで すと さ」 

「そうか 知ら。 千鳥の 肉 を 食べる と 丈夫になる なんて • 


はじめて 聞いた」 

「でも、 鳩 や、 雉なん ぞは、 土用 中、 おとりに して 一 

時間 も 置く と 死んで しまう けれど、 千鳥 だけ は、 土用 

中で も、 寒のう ちで も、 何時間お いても ビク ともしな 

いそうです —— しかし、 わたしたち はこの 鳥 を 呼び 集 

めた つて、 それ を 捕って 食おうと いうの じ やなく、 友 

達と して 呼び迎え るの だから、 罪に はならない さ」 

兵 部の 娘と、 茂太郎 が、 浜辺へ 向って 歩き 出す と、 

千鳥 は、 その 前後左右 を 落花 飛 葉の ように 飛びめ ぐつ 

て 送ります。 


十七 

駒 井 甚三郎 と、 田 山 白雲と は、 種の 問題にまで 会話 

が 進んだ 時に、 金椎 のために 腰 を 折られました。 

しかし、 駒 井 は 「種」 という ことに は 相当の 見識 は 

持って いるら しい。 今までの 会話で は、 田 山の 方が む 

しろ 現実的で、 駒 井が 有史 以前の 動物にまで 想像 を 

逞しう したよう です けれど、 駒 井が、 ああ 言う からに 

は、 何 か 相当の 科学的 —— といわない まで も、 新しい 

知識に 刺戟され たに は 相違あります まい。 

ただ 惜しい ところで、 話の 腰 を 折られて しまい まし 


た。 

そうかといって、 リンネより キゥェ ー にいた る 種の 

不変の 説 を、 この 時代の 駒 井が、 どれほど 理解して い 

たかは 疑問です。 いわん や、 金椎 によって、 ようやく 

このごろ キリスト教の 眼 を あけられた 駒 井が、 生物 進 

化 論にまで 飛躍して いると は、 全く 想像し難い ことで 

あります。 ダ ー ウィンが 「種の 起源」 の 初版 を 出した 

の は、 ここに 駒 井が こうして いる 数年 前の ことで は あ 

りました けれど、 いかに 新 知識で も、 当時の 日本人と 

して は、 それ を受 入れる に は あまりに 早 過ぎます。 し 

かし、 早 過ぎる からといって、 当時、 出来て いた 「種 


の 起源」 の 新説が、 何 かの 機会で、 たとえば、 鉄砲の 

包紙の 一片 か 何 かに はさまって 来て、 偶然に、 駒 井の 

眼に 触れない とも 限りますまい。 

しかし、 この 場の 事実 は、 如上の 進化論の 途中に、 

突 変説が 起り ました。 

話の 進化に 突 変 を まき 起した のがすな わち 金椎 であ 

ります。 それ を まき 起させた 「種」 は、 清澄の 茂太郎 

と、 兵 部の 娘と である こと 勿論です。 

二人の 者が 行方不明 になって、 今以て 帰らない とい 

うこと が、 物に 動ぜぬ 金椎 を、 安から ぬ 色に 導いて い 

ると いう ことによって、 二人 も、 これ は 打 捨てて置け 


ない と 立ち上りました。 

じょ-つ さ 

「あの 連中と きて は、 常軌に あてはまらな いの だから 

始末に ゆかぬ、 即興 的の 感情 を、 即興 的の 行動に 現わ 

すべ 

して、 節制の 術 を 知らないん だからた まらない、 全く 

眼が はなせた もので はない」 

と 田 山 白雲が、 柄に なく 嘆息し ました。 全く 柄に ない 

ことで、 そういえば 御 当人 自身と しても、 御多分に は 

洩れない ところが ある はずです。 

「怪我 は あるまい けれども、 放っても 置け まい」 

と 駒 井 も、 多少の 不安 を 感じない わけに は ゆかな いら 

しい。 ただいまの 海 竜と いい、 この辺の 海の 戯に は、 


再再 経験 も ある こと だ。 

金椎は 同じような 不安から、 窓の 外の 海 をし きりに 

ながめて います。 度すべからざる は ウス ノロ 改め マド 

ロス 氏で、 今以てい ぎたない 酔 唾から 覚め やらず、 長 

椅子に フン ゾリ 返った 無遠慮 千万の 行状です。 

駒 井 は 壁に かけた マント を 取って、 田 山 白雲の 肩に 

打ち かけました。 

ひきまと 

白雲 は、 それ を 引 纏うて 身が まえ をす るの は、 多分 

これから 茂 太 郎と兵 部の 娘の 行方 を 探すべく、 出で立 

つの 用意と 見えます。 駒 井 はと 見れば、 かれは 一 旦、 

研究室の 方へ 引返して、 それ は 少し 短い マント を 引つ 


かけて、 鞭 を 持って来ました。 

田 山 白雲が、 和服の 上に マントで、 中には 脇差 を 一 

本 差して、 無雑 作に 草履 を 突つ かけた 時に、 駒 井甚三 

郎は、 長靴 を はき はじめました。 その 長靴 を はく こと 

が 多少 手間取る ものです から、 田 山 は、 さっさと 海辺 

へ 向けて 歩き 出しました。 

かくて、 この 二人 もまた 夜の 海岸 を 歩み 出した の は、 

前の 二人と は 違い、 半ば 散歩の ような 気持に 見え まし 

たが、 これで も、 たしかに 相当の 憂心 を、 二人の 即興 

者の 身の上に かけて いる ことに は 違いありません。 

行き 行きて、 竜燈の 松のと ころに 来る と、 田 山 白雲 


が、 ふと 歩み をと どめて、 耳 をす まし、 

「ああ、 大丈夫です —— 蘆 管が 聞え ています よ」 

駒 井 甚三郎 もまた、 歩み をと どめて、 

「蘆 管と は 何です か」 

「お聞きなさい、 亮 々 として、 笛に 似て、 笛で ない 

響きが、 海の 上から 聞え ましょう、 あれ は 茂太郎 が、 

蘆 管 を 吹いて いるので す」 

「なるほど  」 

きた かんて き 

耳 を 傾けて、 海 表 を 渡り 来る 管 笛の 音 を 納得した 駒 

井 甚三郎 は、 

「最初 は 千鳥 かと 思いました」 


「遠くな リ 近くなる みの 浜 千鳥、 啼く 音に 潮の 満干 を 

ぞ 知る …… といった ものです。 お聞きなさい、 今 は 全 

く 音調が 変り ました」 

「なるほど  」 

「あれ は遼東 九月の 歌です」 

「遼東 九月の 歌と は …… 」 

「かりに 拙者が 名 をつ けて 吹かせて みた ものです。 唐 

の岑 参の 歌、 遼東 九月 蘆 葉 断つ、 遼 東の 小児 蘆 管 を 採 

る …… あの 心 を 取って 吹かせて みると、 どうやら もの 

に はなり ました」 

「はは あ」 


「あの 子供 は あれで 一 種の 革命家で すね、 音 を 出す と、 

お のず から 節 調 をな すと y J ろが 不可思議です。 あの 子 

供の 歌 を 聞いて いると、 でたらめが 韻 を 踏んで、 散文 

が 直ちに 詩に なって 響く のが 妙です。 普通、 詩歌と い 

う もの は、 内容が あって 後に 形式が 生ずる ので、 たと 

えば、 歌わん とする 思想が あって、 それが 十七 文字に 

なり、 三十 一文字な りに 現われたり、 感情が あって、 

しかして 後に 平仄の 文字が 使用され るの だが、 あの 

子供の は 全然 それが 逆に 行って います。 つまり、 思想 

と、 感情と、 文字が、 節 調 を 作る ので はなく、 節 調が、 

思想と、 感情と、 文字と を 駆使す るので すから、 まさ 


に 詩歌の 革命です。 ところが、 あの 子供 は その 重大な 

革命 を、 無邪気な 放漫 を 以て、 尋常一様の 遊戯と して 

取扱って いると ころが 奇妙で たまりません」 

「なるほど  」 

「まあ、 今度、 ひとつ ある 機会に、 それとなく、 あの 

子供の でたらめの 歌 を 聞いて いて ごらんなさい、 そう 

でなければ、 管 笛 を 弄 ぶと ころ を 隙 見 をして いて ご 

らんなさい、 節 調が II 音律が、 言語と、 文字と、 思 

わざ 

想と を、 縦横に 駆使す る 離れ 業 を、 当人 自身に 悟られ 

ないよう にして、 聞いて みて ごらんなさい、 とてもめ 

ざまし いもので すよ」 


「音律の こと は、 それがしに は、 よく わからな いので 

す 力  」 

といって 駒 井 は、 やはり その 蘆 管と いう ものに は、 耳 

をす ますこと を 忘れないで、 

「その 蘆 管と いうの は、 ただの 笛です か」 

あし  ひとよぎ リ 

「蘆の 幹 を 取って、 それ を 一節 切の ように こしらえて 

みたので す。 最初 あの 子供が、 穴 を 三つ だけ 明けて、 

しきりに 工夫して いるよう ですから、 拙者が 寄って 五 

つに させました。 いわば 二人の 合作の 新 楽器です から、 

もて あそ 

支那の いわゆる 蘆 管 II 遼 東の 小児の 弄 ぶ それと は 

違って いるか も 知れません」 


「胡笳 というのと は、 違います か」 

「それ は 違いましょう、 笳 というの は、 ヒ チリ キの異 

名 だそう です が、 胡笳 というの は、 いかなる 笛 かよく 

知りません が、 蒼 涼た る 原始的の 響きが ある ものと 

は 想像され ます —— 君 聞かず や 胡 笳の声 最も 悲しき を、 

紫髯緑 眼の 胡 人 吹く、 これ を 吹いて なお 未だ 終らざる 

に、 愁 殺す 楼蘭征 戌の 児 …… 」 

と 田 山 白雲が 吟 声に 落ち て 行く ところ は、 御 当人が 茂 

太郎を 笑いながら、 御 当人 自身 も、 茂太郎 にか ぶれた 

ところが あるよう にも 思われる。 それ を 駒 井が、 どち 

ら にも 注意 を 払いながら、 


「あなた は 詩吟が 上手です ね」 

「上手と いわれて は 恐縮し ますが、 口癖の ような もの 

で、 やっぱり でたらめです、 でたらめと は 言いながら、 

茂太郎 に比べる と、 節 調 はまず いが、 思想と、 感情と、 

文字と を 崩さない ところ だけ は 取 柄でしょう」 

「ひとつ、 あなたの 詩吟 をお 聞かせ 下さい、 ここで… 

…幸い、 その 胡 笳の詩 を 最後まで おうたい 下さい」 

「やつ てみ ましょう か」 

そこで 駒 井が こころもち 先に 立ち、 白雲が 少しお く 

れて 歩きながら、 御所 望の 詩吟に とりかかろ うとして、 

たんそう リ ゆ-つ 

「では、 まず、 淡 窓 流で 一 つやって みる ことにし ま 


しょう」 

「お待ちなさい、 淡 窓 流と いうの は 何です」 

「はは あ、 それ は 詩吟の 一 つの 流儀です。 御 承知で 

しょう、 九州の 広 瀬 淡 窓に よって 起された 調子な ので 

す」 

「なるほど」 

「唐音 の - J と は 暫く - J  - J に 論ぜず、 朗詠 の y J とも 暫く 

置き、 ちかごろ では、 この 淡 窓 流と、 それから、 もう 

一 つ は それと 相対して 山陽 流と いうの が、 書生の 間に 

行われます」 

「そうです か」 


「その 間に、 肥 後に 起って 面白い 一 つの 吟じ 方が あり 

ますが、 まあ 近 ごろ 流行の 吟声 として は、 淡 窓 流と、 

山陽 流と、 二つでしょう。 どちらも 特徴が あって、 さ 

ながら、 淡 窓と、 山陽との、 性格 を 現わして いるよう 

です。 淡 窓 を 呂の黄 鐘と すれば、 山陽の は 律でしょう。 

一 は 温雅に して 沈痛、 一 は 慷慨に して 激越と でも 言い 

ましょう か。 では、 ひとつ その 淡 窓 流 を まねて やって 

みます」 

と 前置 をして、 田 山 白雲 は朗々 たる 音吐で、 次の 詩 を 

吟じ 出しました。 

君 聞かず や 胡 笳の声 最も 悲しき を 


紫髯緑 眼の 胡 人 吹く 

これ を 吹いて 一 曲な ほ 未だ 終らざる に 

愁 殺す 楼蘭征 戍の児 

涼秋 八月 蕭 関の 道 

北風 吹き 断つ 天 山の 草 

崑器 山の 南、 月 斜めな らんと 欲す 

胡 人 月に 向うて 胡笳を 吹く 

胡 歌の 怨み まさに 君 を 送らん とす 

泰山 遥かに 望む 隴 山の 雲 

辺 城 夜々 愁夢 多し 

月に 向うて 胡笳 誰か 喜び 聞かん 


「なるほど  」 

それ を 聞いた 駒 井 は、 多少の 感動 を 面 にあら わして、 

「温雅に して 沈痛、 というよりも、 沈痛に して 温雅と、 

後先 を か え て 言 つた 方が いいようで す —— 」 

「淡 窓 は、 これ を吟 ずる 時に、 独 流の 鼓 —— 鼓と いつ 

ていい かどう か、 太い 竹の 筒に 紙 を はった もの を 肩に 

して、 鼓 を 打つ ように、 おもむろに それ を 打ち鳴らし 

ながら、 ゆった リと吟 じたそう です。 淡 窓の 方針で は、 

詩を吟 ずる こと を 教育の 上に 応用して、 塾生の 士風を 

涵養す るに これ を 用いた ものです —— 朗詠が 多く 入つ 

ています。 詩吟 を 教育に 応用 するとい うの は、 非常に 


いいこと だと 思います。 人生に 音楽がなければ、 その 

人生 は啞 です、 教育に 音楽がなければ、 その 教育 は 聾 

です。 宗教と、 音楽と は、 全く 離す ことができません 

II 孔 夫子です らも、 楽 を 六せ ^ の 一 つに 加えて いるの 

に、 今の 儒者 共で、 孔 夫子の いわゆる 楽 を 心得た 奴が 

幾人あります か …… それ は それと して、 今度 は ひとつ、 

その 山陽 流 を やって みましょう。 それ は 同じく 胡笳の 

歌 を えらぶ より は、 山陽 自身の 詩に よって 試みた 方が、 

よくうつる かも 知れません —— 先生の 『筑後 河』 を ひ 

とつ、 その 調で 吟 じて みます」 

といって 田 山 白雲 は、 以前のと は 全然、 調子 を かえた 


吟じ 方で、 

文政の 元、 十 一 月 

しう ばつ 

われ 筑水を 下らん として 舟 筏 を やと ふ 

水流 箭の 如く 万雷 ほ ゆ …… 

田 山 白雲が、 ようやく 筑 水の 詩 をうたい はじめた 途 

端に、 向う の 方で、 突拍子もない 声で、 

どんち や、 どち どち 

どん ちんかん 

みょうち やが ろく すん 

とうらい、 みょうら い 

きうす きうす 


さんでん、 しんでん 

こんに やか、 ぶう くぶつ く 

は、 きくら い、 きくら い 

きうす  

これ はもと より 何の 意味 だか わからな いが、 清澄の 

茂 太郎が 近づいて 来た ことが わかります。 

白雲の 詩吟が、 これで、 すっかり 打ち こわされ てし 

まいました。 

留守に あって は、 この 時分に なって、 ようやく マド 

ロス 氏 も、 多年の 眠りから さめました。 


醒めて、 そうして、 まだ 醒め きらぬ 酔眼 をと ろり と 

させて、 室内 を 見廻す と、 誰も いないが、 さながら 自 

身の ためにして くれた ものの ように、 カンカンと 

燭光 はかが やいて いるし、 炉炭も 適当に 加わって、 寝 

ざめ の 具合が、 いかにも 快適な ものです から、 納まり 

返って、 

「モ ッシ ユウ、 モッシ ユウ」 

と 意味 不分明なる 呼び名 をして みました が、 誰も 来る 

ものが ありません。 

かなり 時 も 経った ろうが、 さあ 今晩は どこへ 寝かし 

て くれる のだろう。 あんまり 静か だ。 快適 もい いが、 


こうな つてみ ると、 なんだか 置いて け ぼり にされ たよ 

うな 気持 もしない ではない。 そこで 再び、 

「モ ッシ ユウ、 モッシ ユウ」 

と、 変 テコな 呼び名 をし ました。 

外が 達 かに 騒がしく なって、 失踪の 茂太郎 と、 それ 

を 探索の 三人が 立 帰って来 たの は、 その 時で ありまし 

た。 

そこで、 再び、 すべての 者が この 一堂に 会して お茶 

を 飲み、 そうして おのおの 寝室 を 分って 眠りに ついた 

の は、 いくら もた たない 後の ことであります。 


駒 井 甚三郎 は、 例の 寝台の 上に 身 を 投げ かける と、 

何 かしら 今 晚はヒ ドク 疲れたよ うに 思いました。 そこ 

で、 暫く 眠り もやらず グッ タリと 休息して いるう ちに ■ 

かんきょ 

駒 井 はこの ごろ 中、 自分の この 閑居へ、 偶然に 集まつ 

て 来た 連中の こと を 思い 浮べ て、 微笑 を 禁ずる ことが 

できません。 

変った 人間ば かり 集まって 来たよう では あるが、 結 

局、 人間と いう もの は 憎めない もの だ —— というよう 

な 淡い 感情に、 かなり 長い あいだ 漂わされ ていたが、 

やがて、 不意に 起き 上って 寝台から 飛び下り たの は、 

海 竜が 現われた という 警報が 聞え たわけで もな く、 ま 


た、 例の 兵 部の 娘が、 窓の 外から しきりに 侵入 を 企 て 

ている という わけで もありません。 

駒 井 は、 急に 寝台から 飛び下りて 書架のと ころまで 

行く と、 辞書と 覚 しい 部厚な 洋書 を 一 冊 抜き取って、 

寝台の 傍の 爆 台まで 持って来て、 それ を 開き はじめ ま 

した。 

「海 竜 —— スネ ー ク —— ドラゴ ン」 

と 眩きながら、 その 書物 を 繰り返し ている ところ を 

見れば、 執念深い こと、 この 人 はま だ 海 竜の 未練が 取 

しとね 

去れない と 見え、 いったん、 横たわった 褥を 蹴って、 

そのことの 取調べに かかった ものと 見えます。 


一冊 —— 二 冊 —— 三 冊ば かり、 その 部厚の 洋書 を 抱 

えこんで は燈 火の 下まで 持って来 たが、 三 冊 目の ある 

ところの ぺ ー ジを 翻す 途端に、 バッ タリと 下に 落ちた 

ものが ありました。 

なにげなく、 その 落ちた の を 取り上げて 見る と、 駒 

おもて 

井 甚三郎 の 面 に 隠す ことので きない 不快の 色が、 さつ 

と 現われました。 

「ちえ ッ」 

危なく その物 を 床板の 上に 落そうと して、 自分な が 

ら その 軽率 を悔 ゆる かの ように、 台の 上へ 静かに 置い 

たの は、 それ は 一 個の 婦人 を 現わした 一 枚の 写真で あ 


リ ます 

その 写真 は、 そこへ さし 置いて、 またも 辞書 を 繰つ 

て、 その 数 力 所 を 読んで みました が、 相当の 当りが つ 

いた もの か、 三 冊の 辞書 は、 以前のと ころへ 元通りに 

納めて しまったのに、 取り出した 写真の みは、 依然と 

して 枕許の 台の 上へ 置き っぱなしで、 自分 は 再び 寝 

床の 中へ もぐり 込み ましたが、 蠟爆を 消そうと もせず ■ 

暫く 仰向けに 寝そべって いたが、 そのままで 手 をのば 

して、 例の 写真 を 取り上げて、 やはり その 仰向けに 寝 

たままで、 それ を 冷静に ながめ 入りました。 

ここで、 この 際、 こんな 写真 を 見せられようと は 思 


わなかった のでしょう。 有る と 知ったら、 見ない 方が 

よかった のでしょう。 でも、 不意に 現われて、 不意に 

見せられて しまった 以上 は 仕方がない。 

おもかげ 

これ ぞ、 かって、 自分の 最愛の 妻であった 人の 面影。 

十八 

神 尾 主 膳 は、 今朝 は 日当り のよ い 窓の 下で、 しきり 

にゅうぼ くどう 

に 入木 道 を 試みて いました。 

これが、 閑居のう ちに、 神 尾 主 膳が 善 を 為す の 唯一 

のこと かも 知れません。 


朝の 気分の いい 時 を 選んで、 会心の 法帖 を 摸す るの 

快味 を 味わう 瞬間 だけ は、 神 尾 主 膳に も 本当な 清純な 

おもて 

興味に、 我 を 忘る る 殊勝な 色が 面 に ただよいます。 

今 も、 専心に それ を やりながら、 ふと 筆 を 休めて、 

半ば 開いて 置いた 窓から、 庭の 方 を 見ました。 

竹林の 風き も 面白い と 思いました。 掘ぬ きの 井戸 か 

ら 引いた 泉水の 流れ も、 今日は 特別に 気持が よい 流れ 

だと 思う。 朝の 光線 も、 空気 も、 庭の 木々 も、 そこへ 

遊びに 来る 小鳥 も、 すべてが 快い 感じ を 与える 朝 だと 

いうよう に、 主 膳 は 珍しく 暢 やかな、 ゆったりした 気 

分に なりました。 


ところが —— 一朝に して、 このせつ かくの 主 膳の、 

珍しく 気持の よい 暢 やかな 気分 を、 根本から 打消して 

しまった ものが あります。 

そこで、 主 膳 は むらむらとして、 一種の 不快 千万な 

気持に 襲われる と共に、 今までの、 かりそめの 清純な 

感情が 塗りつ ぶされ てみ ると、 当然 あるべき 神 尾 主 膳 

そのものの 感じが、 露骨に 現わされて しまったの は、 

ぜひの ない ことでしょう。 

何が、 それほど、 せっかくの 神 尾 主 膳 を 不快な もの 

にして しまった か。 

庭 を 隔てての 廊下 を 見る と、 お 絹と いう 女が 寝く た 


れ 髪の だら しのない 風 をして、 しきりに 楊子 を 使って 

いる 姿が、 ありあり と 見られた からであります。 

今時分 —— 日 は カンカンと 照って いるのに、 自分で 

さえが、 こうして、 早く、 いくつもの 法帖 を 楽しんで 

おんな  よう や 

いるのに、 かの 女 は、 今にな つて 漸く 寝床 を 離れた 

ものら しい。 

朝寝と いう こと は、 当然 夜 ふかしと いう もの を 前提 

とする。 

それ は 芸妓で あり、 女郎で ある 人々 は 別と する —— 

また 芸妓で あり、 女郎で な いまでも、 社会に 存 する 正 

当な 仕事で、 夜業 をすべき 必要の ある もの は 別と する _ 


普通の 社会に おいて、 普通の 家庭に おいて、 朝寝、 

夜更かし という もの は 男性に おいてさえ も 決して 自慢 

に はならない。 まして や 女性に おいて、 おそらく 女性 

しゅ うじよ く 

の 醜 辱の 一 つと して、 朝寝、 夜更かし は その 最も 大 

なる ものの 一 つと して、 数えても よかろうと 思う。 

さすがの 神 尾 主 膳で さえが、 この カンカン 照って い 

るお 天道様の 前に、 ぬけぬ けと、 恥 かしい 色 も 更にな 

く、 起きぬ けの、 だら しのない 姿 を さらして いる 女の 

おお 

醜態に、 目を蔽 わない わけに は ゆきませんでした。 

といって、 主 膳に は 断じて、 それ を 弾劾したり、 

諷諌 を 試みたり する 資格 はない。 このごろ こそ、 その 


方面へ は あまり 足 を 入れない けれども、 到る ところの 

かりゅう  ちまた 

花柳の 巷と いうと ころで、 自分 もこの だらしない 

雰囲気の 中に、 だらしない 相手と、 カンカン 日の 昇る 

の を 忘れて 耽溺して いた 経験 を、 有り余る ほど 持って 

いる 身で ありながら  この 時、 この 女の 風 を 見て、 

不思議と いっていい ほど 強く、 醜 辱の 感を 催しました。 

ああ、 かの 女の 朝寝 は、 当然、 昨夜の 夜更かし を 連 

想す る。 

昨晚も かの 女 は 外出した。 そうして 帰り はいつ で 

あつたか、 主 膳す らも 知らない。 

主 膳 も 最初のう ち、 火の車の 時に こそ、 あの 女の 才 


覚で、 どうやら この 所帯 を 張って いたの だから、 その 

時 は、 あの 女 を 大切に もした し、 自然、 その外 出が お 

くれたり する 時には、 いらいら もした が、 今 は 七兵衛 

のお かげで、 懐ろ は 温かくな つてい るし、 あの 女の 不 

良性 はもう 慣れ つ こに なって いるの だから、 このごろ 

は、 その 出入り を さまで 気に も 留めて いなかつ たが I 

I 今朝と いう 今朝 は、 不思議な ほどの 醜 辱 を 感じ まし 

た。 

にゅうぼ くどう 

神 尾 主 膳 は、 入木 道の 快感から、 朝寝、 夜 ふかしの 

醜 辱に、 苦々 しい 思い をして、 再び 筆 を 取る 気に はな 

れず、 じっと 机に 肱 を もたせて、 やはり その 苦々 しい 


思いで、 眼 を 据えて、 前庭 を ながめつ きりに してお り 

ました。 

主 膳と いえ ども、 この頃 は、 手 持 無沙汰に 堪えられ 

ない ものが あるので あります。 「黄金 多から ざれば、 

交わり 深から ず」 といった 頼もしい 連中 は、 多少の 黄 

金 を 振りまい ている 間 は 集まって 来る が、 その 水の 手 

が 切れれば、 雲散霧消 する こと は 今に はじめず、 外へ 

遊びに 出る に はこの 額の 傷が 承知し ないし、 よし 額の 

傷が 承知しても、 どこへ 遊びに 行こうと いう 興味 も 起 

らな いのは、 すでに 世の 遊びなる もの を仕尽 している 

からであります。 


くわ だ 

その 結果、 彼の 頼もしい 友人た ちと 企てた 大奥 侵 

入の 空想 も、 七 兵 衛の身 を 以て 虎穴 を 探って 来た 報告 

によれば、 どうして どうして、 伊賀 流の 忍びの 秘術 を 

尽 したって、 容易な ことで はない  という こと を 

ぶぜん 

知って みれば、 果て は 憮然と して、 苦笑いが、 高笑い 

となって 止む だけの ことでした。 そうして みると、 も 

うこの 人生で、 この 男の 行楽の やり 場と いう もの は 一 

つもない。 ところで こうして、 手 持 無沙汰 をき わめた 

閑居の やむな きにいる と、 お 絹と いう 女が、 あれで な 

かな か 干渉 をす る。 

自分 は 御覧の 通りの 体たら くで あるのに、 主 膳の こ 


ととなる と、 酒 を 飲む ことから、 外出す る ことにまで 

干渉す る。 いっぱし、 自分が 監督者 気取りで 納まって 

いるよう にも 見られる。 臍が 茶 を 沸かす ことと いえば、 

臍が 茶 を 沸かす ことに 違いない が、 それだけ また 相当 

に 親切気 を 見せ、 いたわる の だから、 今のところ、 あ 

の 女の手 一 つに、 主 膳の 家庭 味と いう ものが 握られて、 

はな は  ほうらつ 

甚だしい 酒乱に も 至らず、 甚だしい 放 持 もない。 と 

も かく も、 無意味 きわまった 閑居 を、 少しで も 維持し 

て おられる の だから、 主 膳と して は、 どうしても あの 

女 を 放し きれな いでいる。 

さあ、 今日 あたり は 例の 足 立の なまぐさ 坊主で も、 


碁打ちに 来ない かな —— と 気の ついた 時分、 空中から、 

捻り を 生じて、 自分の ながめて いる 前庭の 真直ぐ 前に、 

ご-つ ぜん 

轟然と して 舞い 落ちた ものが あります。 

何 だ —— 何の 騒ぎ だ。 それ は风が 落ちた のです。 見 

ともえ ごぜん 

れば、 西の 内 二 枚 半ば かりの、 巴 御前 を 描いた まだ 新 

しい 絵 雨が 一枚、 空中から 舞い 落ちて、 糸 は 高く 桜の 

こずえ  もくれん  はず 

梢 に、 雨 は 低く 木蓮の 枝に ひ つ からま つ て、 それ を 外 

そうと、 垣の 外で グイ グイ 引く のが わかります。 

雨 だ な II と 思 つて 主 膳が 、 なお 窓の 上 か ら軒 先高 

く ながめる と、 その外に、 空中に は 紅 紫 絢爛、 いくつ 

もの、 いかのぼりが 飛揚して いる こと を 知りました。 


字 雨、 絵 雨、 扇 m、 奴 m、 トン ビ讽の 数を尽 し、 或 

る もの は 吟5 り を 立てて 勇躍 飛 動す る、 或る もの は クル 

クル 水 を 汲んで たて 直す 体 を 見て、 神 尾 主 膳が カラ 力 

ラと 笑いました。 

多分、 この 無邪気に して、 爽快な、 空中の 彩色 を 見 

て、 自分と いう ものの 少年 時代 を 想い 浮べた のでし よ 

う。 

雨の 糸目 をつ ける は なかなか コッの ある もので、 子 

供で も、 器用な 奴と、 無器用な 奴の する ことに は、 天 

と 地 ほどの 相違が ある。 つまり、 器用の 奴の やる の は、 

天上に 舞い のぼるが、 無器用の 糸目 をつ けた 顾は、 


逆立ち をして 地上 を かける。 そうして 自分 はとい うと ■ 

憚りながら、 子供の 時分から 雨の 糸目 をつ ける の は 

上手だった。 自然、 雨 揚げ も 下手ではなかった。 雨の 

喧嘩に は、 いつも 勝って、 相手の やつ を 吹っ飛ばして 

やった もの だ。 

そうだな あ、 もう、 こんなに 雕が 流行っても いい 時 

分 だ —— と 主 膳が、 そんな 空想に 駆られて いる 間、 不 

幸な の は 木蓮の 枝に ひっかかった 巴 御前で、 外で は 相 

変らず グイ グイと 力 を 極めたり、 ゆるめたり、 百方 苦 

心して、 引き取ろ うとす るが、 いよいよ 取れないで、 

木の 枝に いよいよから みつく。 それ を 主 膳 は、 だまつ 


て 見て いるう ちに、 垣の 外で ヮッと 大声に 泣き出す 声 

が 聞え ました。 

その 時、 どこ を どうした もの か、 三人ば かりの 真黒 

い 男の子が、 怖々 と 垣の 外から 庭の 植 込の 中へ 入り込 

んで 来たの を、 主 膳が 認めました。 

しかし、 なお、 黙って、 その せん 様 を 見て いると、 

いずれも はなった らしであります。 この辺の 町家 か、 

百姓の せがれと 覚 しく、 あんまり 身分 ありそうな 子供 

でもない が、 それでも 無断で、 人の 屋敷へ 入り込んで 

来た 遠慮 心から、 済まない ような 目つ きと、 足 どり で、 

こちらへ 進んで 来る の を 主 膳 は 認めた けれども、 子供 


は 気がつかないで、 

「有った、 有った、 あら、 あの 桜の 木の 下の 木蓮の 枝 

に ひっかかって やがら」 

「ああ、 有った、 有った」 

そこで 彼等 は、 遠慮 心 も、 好奇心 も 打 忘れて、 バラ 

バラと 例の 木蓮の 枝のと ころまで 走せ 寄った が、 その 

うちの 一 人が、 その 瞬間に 神 尾の 姿 を 見て、 

「あつ！」 

と 言って 舌 をまい て 踏みと どまった が、 一 一人 は 気が つ 

かない もの だから、 遮二無二、 木蓮の 枝に しがみつい 

て、 木の 橈む の も、 枝の 折れる の も 頓着な く、 雕を 引つ 


ばず しにかかる もの だから、 神 尾 主 膳が、 

「コ ラッ」 

と 強く 言いました。 

この 声で 二人の 子供が 木から 落ち 重なって、 主 膳の 

眼の 前に、 へたへ たに 手 をつ いてし まいまして、 

「御免なさい、 御免なさい」 

あるじの 何者で あるか は 知らないが、 自分た ちに、 

無断 侵入の 引け目の ある こと は、 充分に 自覚して いる 

し、 それ を 叱った 人の 声 こそ 大きくな いが、 姿 を 見れ 

ば 立派な お 武家と 見える のに、 その 怖ろ しい 顔 —— 素 

では 特別に 怖ろ しい 顔で はない が、 その 生れ もっかぬ 


みつめ 

三 眼が 承知し ない。 

そこで 彼等 三人の 子供 は、 即座にお 手 討に でもな つ 

てし まう かの 如く 恐怖して、 へたへ たに かしこまって、 

申し合わせ たように 頭 を 下げて しまいました。 

しかし、 このと き 神 尾 は、 また 特別に この 子供ら に 

対して、 怒り を 移すべき 事情 を 持って いなかつ たので 

すから、 そう 烈しい 言葉で 叱った わけではありません。 

「お前た ち、 だまって 人の 屋敷へ 入り込ん ではい けな 

いじ やない か」 

「御免なさい」 

「どこから 入つ てきた」 


「あそこから 入って 来ました」 

「あんなと ころに、 お前た ちの 入れる ような ところ は 

無い はず だ」 

は し.. 一 J 

「三 ちゃんち から 梯子 を 借りて 来て、 かけて 入り まし 

た」 

「梯子 を かけて、 人の 屋敷へ 入った つて？ お前た ち、 

今から そんな こと を 覚える と、 いまに 大 泥棒に なって 

しまう ぞ」 

主 膳 は 真顔で 言い ましたが、 七兵衛 でも 聞いて いた 

曰に は、 さだめて くすぐったい ことでしょう。 

「御免なさい」 


「人の 屋敷へ 入る 時には、 一応 ことわって、 許し を受 

けてから でな けり やい かん ぞ」 

「もう、 これき りしません から、 御免なさい まし」 

「よし、 そうして お前た ち、 むやみにそう ひっぱ つたつ 

て、 顾は 取れる もんじ やない、 そう 無茶に ひっぱれば、 

雨が 取れない のみならず、 雨が 破れる、 雨が 破れる の 

かんじん 

みならず、 肝腎の 植木が 台な しにな つてし まう」 

「御免下さい、 もうしません から」 

「よし、 わしが 取って やる」 

主 膳 は、 立って、 縁へ 出で、 庭下駄 を はいて 下り立 

ち、 上手に 木 を 橈め て、 丹念に、 糸と、 糸目と を 小枝 


はず 

から 外して、 

「さあ、 取れた。 お前た ち、 糸 を その 辺の いいと ころ 

で 切れ」 

「おじさん、 有難う」 

子供ら は、 おじぎ も そこそこ、 その 兩を 持って、 丸 

くな つて、 逃げる ように 引上げて 行く 後ろ姿 を、 神 尾 

主 膳 は 飽かずに 見送って おりました。 

十九 

主 膳が、 これから ひとつ、 子供 を 相手に して 遊んで 


やろうと いう 気になつ たの は、 この 時に はじまる ので 

あります。 

これ は、 主 膳に とって 善心の ゆかりで あるか、 また 

一 つの 変った 悪業の 種と なる か はわ かりません。 彼 は 

ほんしょう 

この 機会に はしなくも、 おさな 子の 本性 を 呼び 起して、 

故郷に 帰る 心 を 以て、 人間の 本性に さかのぼ るの 発心 

を 起した もの か、 或いは この 世の 最も 罪のない もの を 

捉えて、 自分の 邪悪の す さびに 食糧と する つもり か、 

そのこと はわ かりません。 

ただ、 この 際、 主 膳が これから ひとつ、 子供 を 遊び 

相手に してやろ うとの 心 を 起した の は、 布袋 子が、 子 


供に 取 巻かれた というの が 羨ましい ので もな く、 越 

後の 良 寛 和尚が、 子供に 愛せられ たの を 模倣して みた 

いという ので もな く、 まして、 かのお 松と、 与 八と が 

武州沢 井の 奥で、 子供ら のために、 友と なって いる そ 

てんえん 

れと は、 心に 於ても、 形に 於ても、 天 淵の 差 ある こと 

もちろん 

は 勿論な のであります。 

しかし、 かりそめに 主 膳が、 こんな 心 を 起して みて 

いる 際に、 お 絹と いう 女 は、 お 絹と いう 女らしい 退屈 

まぎれの 方法 を 考えて いるので ありました。 

今日は、 また ひとつ、 お 芝居に でも 出かけて みょう 

か 知ら —— 


これが、 この 時のお 絹の 思案であります。 芝居 見物 

もい いが、 いつも 同じ 女の子 を 相手に して 見に 行く の 

ではつ まらない、 誰か 相当の 連れ はない かしら。 

わかりが よくって、 話の 面白い 連れが あれば、 同じ 

芝居で も、 いっそう 面白く 見られる の だが —— そんな 

もの は 有り はしない。 

誰か 当り をつ けて、 押し かけて 行って、 ひっぱり 出 

してやろ うか 知ら。 

そういう 謀叛 を 考えて いる 一方、 神 尾 主 膳 もまた、 

さあ、 これから どこへ かひと つ、 出かけて 行って やり 

たい もの だが、 さて、 どこへ 行こう。 これ は 芝居で も 


あるまい し、 さりと て、 もうこの 倦怠し きった 身体の 

やり 場と、 えぐりつ けられた 顔の 傷の さらし 場と て は 

無い。 

こう、 同じ 家で、 同じように 倦怠と、 退屈の やり 場 

に 困って いる 者が 重なれば、 相 見た がいで 妥協が 出来 

そうな もの だが、 どちらも そこへ 気がついて、 自分 か 

ら 先に 妥協の 手 をのべ ようとす る 者 はない らしい。 

「まあ、 仕方がない、 お 絹の 奴のと ころへ、 当座の 退 

屈しの ぎに でも 出かけよ うかな あ、 鯨 汁の ような もの 

で、 度々 では 鼻に つくが。 それに あいつ、 話の 数 をた 

んと 持たない から、 飽きが 来た 日に は、 退屈の 上塗り 


をす るよう な もの だが、 仕方がない 時 は 仕方がない I 

I せめて、 あいつが 碁で もやれ ると いいんだ がな あ。 

碁で もやる 気になれば、 まだ 頼もし いんだが」 

そこで 主 膳 は、 満腹の 上に、 また 何 か を 食べさせら 

れ ている、 やむなく 箸 を 取る ような 気持で、 身 を 起し 

てお 絹の 部屋へ 行こうと する 時、 やはり 庭先へ パサと 

音が して、 天から 物が 降って 来たよう に、 縁の 上まで 

落ち かか つ たもの が ありました。 

これ は顾 ではない。 雕 でない こと は、 主 膳 もとう に 

心得て いて、 立ち上りながら、 

「や あ」 


と 言いました。 

「御免 下さ いまし」 

-っ ら じゅく 

と 縁に 手 をつ いて 挨拶した その 人 は、 裏 宿の 七兵衛 

であります。 

七兵衛 のこと だから、 天から 降った か、 地から 湧い 

たか、 屋根裏から 落ちて 来た か、 井戸の 底から 安達 藤 

三 を きめこんで 来た か、 それが わからない ところが、 

七 兵衛の 七兵衛 たる ゆえん かも 知れない。 

主 膳 も、 その 辺 は、 とうに 心得て いるから、 肌の ひつ 

かかった ほどに、 興味 も 感ずる ことなく、 

「まあ、 上れ」 


自分 も 再び 腰 を 据えて、 時に とっての 相 方に、 多少 

の 張 合い を 持つ ことができた ようです。 

たびよ そお 

例によって 旅装い の 七兵衛 は、 そこへ 腰 を かけた 

なりで、 煙草 を 吹かしながら、 話が こんな ことに 進ん 

で 行きました、 

「ねえ、 神 尾の 殿様、 近いうちに、 お 江戸の 町が 飛ん 

でもな いこと になり そうで ござ いますよ」 

「どんなに」 

「つまり、 お 江戸の 町と いう 町が、 焼き払われて しま 

うなん ていう ことに ならない もので もなかろうと 考え 

られ ますよ」 


「ばかな」 

「本当で ございま すよ」 

「江戸 中 を 焼き払う なんて 大きな 火事 は、 近頃 あんま 

り はやらね え —— 」 

と 主 膳が うそぶいて、 取合わない。 

「あんまり はやらな いこと も ござんすまい、 わしら が 

覚えても …… 」 

七兵衛 は、 煙草の 吸殻 を はたいて、 てのひらに 載せ 

ながら、 

「わしら が 覚えて でも 随分 …… まあ、 ほぼ 天 保から、 

天 保 元年の 暮 でした か、 小伝 馬 町から 大 伝馬 町、 あの 


辺が すっかり 焼けて、 葺屋 町の 芝居まで 焼けた ことが 

ございました。 それから 天 保 五 年の やつ は、 モット 大 

きう ございました。 昼で ございま したね、 火元 は 神 田 

佐久間 町のお 琴のお 師匠さん の 家と 聞きました。 あれ 

が 神 田 川 を 乗越して 東 神 田から ぉ玉ケ 池、 東 は 両国 矢 

の 倉 辺まで、 西 は 今 川 橋から 石 町、 本 町、 室町まで、 

伝馬 町の 牢屋 敷 も、 両 芝居 も、 やっぱり 残りませんで 

した。 日本 橋から さき は 八丁 堀、 霊 岸 島、 新 川、 新 堀、 

こびきち よう 

永代 際まで、 築地の 御門 跡から 海 手、 木 挽 町の 芝居 も、 

つ くだ じ ま 

佃 島 もす つかり 焼けて しまいました。 ところが 中 三 

日お いて また 昼 火事で、 大名 小路 あたりから 始まって、 


芝 口まで 長さ 一里、 幅に して 十 町 余と いう もの、 なめ 

られ てし まいました。 その 時 は 死人、 怪我人が 沢山 

あった もので、 御 救いの 小屋が、 十 個所へ 十三 棟と い 

う もの 建てられ たの を 覚えて おります る。 それから 弘 

化 一 一年の 正月の やつが また 素敵に 大きう ございました 

よ。 これ も 昼 火事で ございま したね。 火元 は 青山の 

権 太 原で、 麻布 三 軒 家から、 広 尾、 白金、 高 輪まで、 

百 一 一十 六 力 町と いう もの を 焼き 尽 したんで すから 大し 

たもので す。 死人、 怪我人の ほかに、 海へ 落ちて 死ん 

だものが 沢山 ありました。 それと、 あの 時、 人 を 驚か 

したの は、 あるお 大名屋敷に 飼って あつたと いう 荒 熊 


が 一 頭 逃げ出し ましてな、 それに 朝鮮人が 押し かけて 

来たと いうよう な 騒ぎで、 あっちへ 熊が 出た、 こっち 

へ 鬼が 出た という 騒ぎで、 火事より もこの 方が 人 を 

おびやか 

脅 した もので ございました …… ところが その 翌年の 

丙午です な、 その 正月が また 大変で、 これ は 夕方から 

始まり ましたが、 小石 川片 町から 出まして、 翌日の 九 

時 過ぎまで 焼けつ づき、 炭 町の 竹 河岸で 止まりました。 

長さ はおよ そ 一里 十 余 町、 町 数に して 二百 九十 余力 町 

II その 次に 大きかった のが 昨年の …… 」 

「もうよ ろしい。 七 兵衛、 お前 は 田舎に いながら、 江 

戸の 火事の 焼け 抜いた 抜け裏まで 知ってい るよう だ」 


「火事 は 好きだ もんです から、 躯け 出して 見る 気にな 

るんで ございます。 好きと いうの も 変です が、 つい あ 

の 威勢が いい もんで ございます からな あ」 

「まさか、 お前が、 田舎から 飛び出して 来て、 火 をつ 

けて 歩いた わけ じゃあるまい」 

ごじょう だん 

「御 冗談でしょう …… 」 

「それに 七 兵衛、 お前 は、 年代記に 載って いる 火事 を 

心得て いるの みならず、 これから 焼けよう という 火事 

まで 知っている のか」 

「へへ へへ …… そこで ございま すよ。 その 通り、 七 兵 

衛に 限って、 これから 起ろうと する 火事まで、 ちゃ あ 


んと 心得て いるの みならず、 その 火元まで 突 留めて 来 

て あるんで ございます」 

「はは あ、 まだ 焼けない 火事の 火元まで、 お前 は 知つ 

てい るんだ な」 

「よく 存じて おります」 

「そり や あ、 どこ だい。 知っているなら 人助けの ため 

に、 江戸 中へ 先触れ をして 歩いたら どんな もの だ」 

「おっしゃる 通り 江戸 中へ、 その 先触れ をして 歩く つ 

もりで ございま すが、 その 封 切に、 こうして 殿様のと 

ころへ 上りました」 

まがお 

七兵衛 が、 どこまでも 真面 だもので すから、 主 膳 も、 


いよいよ 笑止が つて、 

「そうして、 その 火元と いうの は どこな の だ」 

「ええ、 それ は 芝の 三 田の 四国 町の 薩摩 屋敷なん で ご 

ざいます」 

「はは あ …… 」 

「あすこが、 どうしても、 近いうちに 起る 江戸 中 焼 払 

い の 火元に なりそう なんで ござ います」 

「ふ— ん。 そうして、 その 放け る 奴 は 誰 だい。 焼けな 

い 先の 火事が わかる くらいなら、 その 放け 火 を やる 奴 

も、 あらかじめ わかって いそうな もの だ」 

「それ も 大抵、 わかって います」 


「はは あ、 犯罪の 無い 先に、 犯人の 目星が ついたん だ 

から、 奇妙 だ。 ところで その 犯人 は 七 兵衛、 お前 じ や 

あるまい な、 まさかお 前が 薩摩 屋敷から 始めて、 江戸 

中へ 火 をつ けて 歩こうと いうん じゃある まいな」 

「どう致しまして、 わつ しど もに は、 そんな エラ ィ仕 

事が できません。 できた ところで、 お 江戸の 町に 対し 

て、 それほどの 恨みが ございません もの」 

「して、 その 放火 は 誰 だ」 

「それ は 西 郷吉之 助と いうお 方で ございま すよ」 

「西郷 …… どこの 奴 だ」 

「薩州 藩の 豪傑で ございます、 それが、 あなた、 みん 


な 糸 を ひいては 江戸の 巿中を 今の ように 騒がせ、 追つ 

て は 江戸の 巿中を 焼き払おうと 企 んで いる 親玉で ご 

ざいます ね、 薩 摩の 西 郷 というの が …… 」 

「怪しからん」 

神 尾 主 膳に もまた、 多少 は、 時勢に 憤る の 気概が あ 

るの かも 知れません。 

「あんまり、 西 郷西郷 つて、 人が 騒ぐ もんです から、 

いったい、 西郷 つて、 どんな 人間 だか ひとつ 見て おい 

て やろうって、 こう 思いました もんです から、 一日 あ 

と をつ けて みまし たんで ございます」 

「お前が、 その 西郷 という 男の あと をつ けて みたの か 


い」 

「左様で ございます、 ただ、 薩 摩の 人が 西 郷西郷 つて 

いうば かりじ や ございません。 ドコへ 行っても、 誰に 

聞いても、 西 郷はェ ライ、 西郷は 大きい、 西郷は 英雄 

ひと 

豪傑 だ と、 西郷の 独り舞台 のように ばっかり いう もの 

ですから、 今度 は ひとつ、 その 西郷 どんとい うの を 見 

て やりたい と 思いました」 

「どんな 奴 だ」 

「そり や、 わつ しど もが 見ても、 たしかに 凡人 じ や ご 

ざいません」 

「そうか、 ふかし 立ての いも 位に や 食えそう な 奴 かい」 


と 神 尾が 悪口 を 言いました。 これ は、 あんまり 出来の 

いい、 品の いい 悪口ではありませんでした けれど、 神 

尾 も - J の) J ろ は、 少し 品が 落ち ている とはい いながら、 

じささん 

天下の 直参 だとい う 気位 はドコ かに ひらめかな いとい 

う 限り はない。 西郷 そのものが、 いかに 一代の 人気 を 

背負って 立とうと も、 なんの 薩 摩の 陪臣が、 という 

きしょう 

気性 はドコ かに 持って 生れて いる はず だから、 この 際 

ふうさ い 

神 尾と して、 西郷 如き を 眼中に 置かぬ という 風采 も、 

ありそうな ことです。 

「ともかく、 人物が 大きう ございま すよ、 その 大きさ 

では、 まずまず、 ちょっと 当^に は 類が ございま すま 


いよ」 

と 七兵衛 が、 相 変らず の 調子で つづけて ゆく と、 神 尾 

は 白々 しく、 

「人物が そんなに 大きけ り や、 相撲 取に しちや どう だ」 

と 言った の は、 多少、 皮肉の つもりでしょう。 それが 

七 兵 衛には 皮肉に 響かないで、 

「全く、 相撲に も あのく らいの は、 たんと ありません、 

まず 横綱の 陣幕と 比べて、 上背 は ホンの 少し 足りない 

かも 知れない が、 横幅 は、 たしかに あれ 以上です ね」 

「え—」 

神 尾 主 膳が 眼 を 円く しました。 


「何 だ、 お前、 器量と、 かっぷくと を、 ごつ ちゃに し 

ちゃい けない」 

神 尾が 眼 を まるくして 言う と、 七兵衛 がさ あらぬ 化 

プ J  、 

「器量のと ころも 大きい かも 知れません が、 体格のと 

ころも 人並 じ や ございません、 いまい つた 通り、 横綱 

の 陣幕と おつ つかつつ で ございましよう、 そうして、 

眼が すてきに 大きく つて、 爛々 と 光って おります」 

「そうか —— 」 

「滅多に 口 は 利きません が —— 急所 急所で、 うむう む 

と、 口 を 結んで しまい ますと 動き ませぬ。 尤も、 わた 


しの あと をつ けて みたの は、 薩摩 屋敷から 品 川へ 出て、 

東海道の 道筋 を 微行と いったよ うないで たちで、 同勢 

僅か 二人 を つれて、 こっそりと 旅行 中の ことで ござい 

ましたから、 誰も、 あれが 薩 摩の 西 郷 だと は 気がつき 

ません、 また 御 当人た ち も ああして、 誰に も 気がつか 

たびたび 

れ ないよう にして、 江戸の 薩摩 屋敷へ 度々 おいでな さ 

るんだ そうです から、 屋敷 内で さえ、 西郷 どんが いつ 

帰られた の だか、 知った 者 もない くらい なんです が、 

そいつ を、 わつ しが 確かに 見届けた もので ございます 

から、 一番、 行ける ところまで あと をつ けて 行って や 

ろうと、 こう 思いました」 


「うむ、 お前なら どこまでも ついて 行けら あ、 薩摩だ つ 

て、 琉球 だって」 

「ところが …… 」 

きざみたばこ  こくぶ 

と 七兵衛 は、 刻 煙草の 国 分 をつ め 換えて、 

「ところが、 あなた、 向う の 足が 早ければ かえって、 

はず 

こちら も 楽なん でございますが、 向う の 方が 人並 外れ 

ての ろくさい 旅なん ですから、 あと をつ ける のに、 ず 

いぶん 弱らされち まいました」 

「そんない いずうたい をして いながら、 意気地の ねえ 

奴 だ」 

と 神 尾が、 あざ笑う ように 言いました。 


「何しろ、 西郷ど んはそ のず うた いで ございましよ う、 

駕籠に 乗って はた まりません、 駕籠 もた まりません し、 

第 一 雲助が たまりません ね —— それじゃ 馬が よかろう 

とおつ しゃる かも 知れません が、 馬が 駄目なん です」 

「なんだ、 意気地が 無え、 馬に も 乗れね ぇ薩 摩つ ぼう」 

と 神 尾が、 また あざ笑いました。 神 尾の はわ ざと あざ 

笑う わけで はなく、 本来、 薩 摩の 陪臣と しての 西郷な 

ど を、 眼中に 置いて いないの ですから、 先天的に、 鼻 

の 先で あしらい 得る ように 生れつ いている のです。 

「そういう わけ じ や ございません、 侍が 馬に 乗れない 

とあって は 恥で ございま すが、 西郷 どんの は、 馬術 不 


鍛練で 馬に 乗れない ので はなく …… つまり、 あの人の 

キン タマが 大き 過ぎて、 それで 馬に は 乗れな いんだ そ 

うで ございます」 

「なに、 キン タマが 大き 過ぎて 馬に 乗れない のか。 西 

郷 という 奴、 そんなに キン タマので かい 奴 かな あ」 

「は、 は、 は  - 

と 七 兵衛が 笑いました。 西郷 隆盛 もこ こで キン タマの 

棚お ろし をされ ようと は 思わないでしょう。 

そうして 神 尾 主 膳が、 西郷の キン タマに、 ザ マ あ 見 

や がれ、 という 表情 をして 痛快が つたの が、 この場合、 

七兵衛 をして、 失笑 させて しまった ものと 見えます。 


それ を 笑って しまつてから 七兵衛 が、 

「ところで、 あんまり、 のろくさい 旅です から、 何 か 

一 つ、 いたずら をして 上げようと 思 つ て、 すき を ねら つ 

てみ るに はみ ましたが、 すきが ありそうで、 その実、 

少しもす きがない のに は 驚き ましたよ」 

「ふん、 お前の 眼で 見て すきが 無 いんじゃ、 やっぱり 

すきが 無 いんだろう、 悪い こと をす る 奴に は、 油断 も 

すき も あり やしない」 

七 兵衛は それ を 打消す ように、 

「な あに、 その 西郷 どんとい うの は、 あけっぱなしの 

すきだら けでした が、 そばに 附 いている のに 物す ごい 


のがい ました、 うつかり 手出し をしょう ものなら、 あ 

いつに 斬られて しまいます —— それ は西郷 のお 側 去ら 

ずで、 中 村 半次郎 という 男 だとい うこと を あとで 聞き 

ました」 

きリ のとし あき 

中 村 半 次郎は 後の 桐 野 利 秋であります。 この 男が 周 

囲に あるが ゆえに、 西郷の 身辺に 近づき 難いと いう こ 

と は、 さも ありそうな ことです。 

そんなよ うな わけで、 七 兵衛も いいかげんに 見切り 

をつ けて、 長追い をし なかった ものと 見えます。 

しかし、 前後の 行きが かりから、 薩摩 屋敷なる もの 

の、 危険の 巣であって、 必ずや、 そこが 火元に なって、 


江戸 中 を 焼き払う の 時が あるべき こと を 迷信し、 その 

火つ けの 総 元締が、 西 郷吉之 助で ある こと も 充分に 想 

定し、 自然、 江戸が 薩摩を 焼かなければ、 薩 摩が 江戸 

を 焼く、 といった ような 結論 をつ けて、 七兵衛 なりに、 

主 膳に 語り 聞かせ ますと、 主 膳 も 相当に うなずいて、 

「薩 摩と、 長 州 は、 本来、 江戸に は 苦手なん だからな。 

関ヶ原 以来の 宿怨と いったよ うな ものが ついて 廻る 

からな。 あの 時に、 長 州 をして 薩摩を 討た せ、 その後 

に 長 州 を 亡ぼそう という 魂胆が、 こっちに 無かった と 

はいえない からた まらない さ、 しかし、 それ を 程よ く 

ここまで 立てて 来たの は、 東 照 権現 の 偉大なる 政策と、 


重大なる 圧力の 結果 だよ」 

そんなよ うな こと を 言つ て いるう ちに、 

「まあ、 御免下さい まし」 

七兵衛 は、 こんな 話 をして おいて、 急に 縁から 立ち 

上りました。 

そこで 主 膳の 前から 消えて しまった 七兵衛 は、 つま 

リ 御免下さい ましの 意味 は、 単に 主 膳の 前 だけの 暇 

だか、 これから 例の 以前の 鎧櫃 の 一 間に 籠って、 悠々、 

夜の 疲れ を 休めよう とする の だか、 或いは また、 これ 

から、 何 かめ ざした ところの 仕事に でも 取り かかろう 

として 出発 を 急ぐ の だか、 乃至 また、 お 絹のと ころ あ 


たりへ、 ちょっと 顔 を 出して、 御 挨拶 を 申し述べ てみ 

ようとす るの だか、 それ はわから ない なりに、 まあ 御 

免 下さい ましと 言って 七兵衛 は、 主 膳の 前から 消えて 

しまいました。 

七 兵 衛が立 去った あとで、 神 尾 主 膳 は、 なんだか 平 

生に は 柳 気ない 心 持に なりました。 

とき 

国の 亡ぶ る 秋 遠からず —— と い つ たような 感慨が、 

骨まで 腐り 込んだ 主 膳の 魂の どこか を、 軽く 突いた よ 

うな ものです。 

やたいぼね 

万一、 徳 川の 屋台骨が 崩れる とすれば、 その 責任 は 

いわゆる 旗本に あるの だ。 われわれ も 御 粗末ながら、 


その 旗本の 末席を汚し 来った 一 人と すれば、 その 責め 

を 分たねば ならな いの だ。 責め を 分たねば ならない ど 

ころの 話 か、 この おれの ような 恥知らずの、 やくざ 者 

が 相つ いで 出で たれば こそ、 主家の タガが ゆるんだ と 

いう もので はない か。 おれたち こそ、 実に 徳 川に とつ 

て は 獅子身中の虫 だ。 なんの おれたちが、 しっかりし 

て さえ いれば、 つまり 旗本 八万騎 なる ものが、 往昔の 

三 河 武士の 気骨 さえ 失わないで いるならば、 なんの 薩 

摩が、 なんの 長 州が、 歯が 立つ もの か II 

おれの ような、 やくざが 旗本から 続出し たれば こそ、 

それでこう も徳 川の 屋台骨が 傾いた の だ。 


徳 川の 敵 はおれた ちじ やない か —— な あに、 天下 は 

廻り 持ち だから、 三百 年 も 一手に 握って いれば、 大抵 

にして 他に 譲った 方が いいの だ。 未来永劫、 日本の 国 

の 政治の 権力が、 徳 川の 手に あるべき はず もな く、 あ 

らしめ ねばならぬ 名分 もない の だ。 栄える のが 何 だ、 

衰える のが 何 だ、 おれたち は、 つまり 遊びたい だけ 遊 

ベる 天下が ほしいの だ —— と、 こんなよ うな 理窟 をコ 

ジ つけて みても、 さて、 外 勢力が この 江戸の 土 を 蹂躪 

する ような 日 を 予想して みると、 腹が立たない わけに 

は ゆかぬ。 

国が 亡ぶ ると いう こと は、 悲惨 中の 悲惨な こと だ。 


なにも 徳 川が 亡びた とて、 日本の 国が 亡びる という 意 

味に はならない が、 それでも、 大坂 落城の 時の 踨鑑は 

どう だ。 自分で 飲みつ ぶし、 使いつ ぶした 身代 は、 ま 

た 観念 もす るが、 他から 侵入され、 征服され て、 つぶ 

される 運命 は癩 だ。 癒し 難い 無念 だ、 残念 だ。 

ちえ ッ、 おれ も、 こうば かり はして いられな いんじゃ 

ないか —— 神 尾 主 膳が、 いつに 似気なく こんな 心 持に 

なり かけた 時、 離れ座敷で 糸の 音が しました。 珍しく 

お 絹が、 三味線い じり を はじめた ものら しい。 

二十 


しかし、 一方お 絹の 方で は、 主 膳が 身に こたえる ほ 

どに 感じて はいず、 これが 年中行事 じ やない、 日課の 

うやう や 

おきまり として、 恭しく 鏡台に 向って お 化粧 を はじ 

めました。 

にゅうぼ くどう 

主 膳が 入木 道 を 試みる の を、 朝のお つとめの 快事 

とする ように、 お 絹が お 化粧に かかる 時が、 この 女の 

さんまいき よ-つ 

三昧 境 かも 知れません。 

まるまげ  いきむ 

このごろ は 始終 丸鬆 で す。 丸 髭 を 粋 向き にこ しらえ 

てみ たり、 奥様 風に 結わせて みたり、 それが また 見ら 

れる時 は 見られる ように 撫でつ けて みたり、 乱れた 時 


は 乱れた ように さわって みたり して、 自然の 容色の ま 

だ 衰えない こと を、 ひとり 悦に入って いるよう です。 

容色の 衰えない こと は、 全く その 己惚の 通りと いつ 

ていいでしょう。 時に よって は、 以前より はいつ そう 

あだ 

水々 しく、 つやつ ぼく、 仇つ ぼく 見える こと さえ ある 

のです が、 どうかす ると、 年 は 争えない もの だとい う 

引け目 を、 自分ながら 強く 感じ 出して、 化粧 刷毛 を投 

げ 出して、 といき をつ くこと もないで はありません。 

切 髪 は、 とうの 昔に 廃業して、 ちかごろ では 丸鬍専 

門と 言いつべく、 丸鬅が 至極お 気に入りの 様子で、 そ 

の 結いぶ りが ヒ ドク 気に入った 時 は、 その 場で 声 を 立 


てて 主 膳 を 呼ぶ ことがあります。 主 膳 を 呼んで、 さも 

誇らしげ に、 髭 形 を ゆすって 見せて、 その 賞讃を 得る 

こと を、 子供ら しく 喜ぶ ことな ども あるので あります。 

だが、 しかし、 このごろ は、 あれに も、 これに も、 

倦怠の 色 を 隠す ことができない。 

お 化粧が 済んだら、 今日はお 花 を 活け 換えようと 

思って いたが、 あいにく まだ 花屋が 来ない もの だから、 

その 間の 所在に、 ちょっと 三味線に さわって みたので 

す。 

それ とても、 花に はかなり の 自信 は あるが、 三味線 

たんのう 

は、 人に 聞かせる ほどの 堪能の ない こと を 自覚して い 


るから、 ホンの 手す さびに、 さわって みて、 新 内 を 一 

くさり 口ずさん ではみ たが、 こんな 時に、 主 膳に 立 聞 

きをされ て、 冷 かされで もして はばかば かしい という 

思い入れで、 手っ取り早く 切り上げて しまい、 さて 今 

日 はどうし ようか、 どこへ 行こう か、 と 火鉢の 上へ 手 

を かざしながら、 退屈 まぎれの 方法 を 考え はじめ まし 

た。 

三 芝居 もどん な もの だか、 佐の 松の 若衆 人形の 落ち 

おくやま 

こぼれが、 奥山 あたりに 出没して いるとの こと だが、 

いき にんぎょ う 

それ も 気が 進まない。 活 人形 も 見て しまった。 百日 

せいよう のこ 

芝居で も あるまい が、 そうかといって、 西洋 鋸で 板 を 


ひき わる 見世物 を 見に 行った つて 始まらない。 出歩く 

こと は 嫌 じ やない が、 結局、 今日は、 どこへ も 出て み 

ようとい う 気がしないで、 でも、 こうして いるの もば 

かば かしい から、 若様のと ころへ でも 押し かけて 行つ 

て やろう か、 という 気に もな つてみ たが、 それ もまた ■ 

おきまりの 門口 をく ぐり 直す ようで げんな りする  

註、 若様と いうの は 主 膳の ことで、 あれで もお 絹に とつ 

て は、 若様 気分 は 取 去れない ものに なって いる。 

で、 こんな 時に こそ、 お 客が 押し かけて 来て くれれ 

ばいい と 思いました。 そのお 客と いっても、 ここ は 隠 

れ家 同様な ところ だから、 滅多な 人 を 引 込む わけに も 


ゆかず、 来る 奴 は 大抵き まった ような もの だから、 予 

想し 得る お 客のう ちで は、 この 倦怠 気分 を 救い 得る に 

足る 奴 は、 一人 もない ことにな つてい る。 

ツマらない —— お 絹 は 投げ出し たように、 張 合いの 

ない 生活 を さげすんで みたが、 

「女 軽業のお 角って、 あの バラ ガキ め、 このごろ は ど 

うして いやがる か」 

といった ような、 反抗 気分に 襲われました。 いったい、 

この 女と、 お 角と は、 前世 どうした もの か、 ほとんど 

にがて  むしず 

先天的の 苦手で、 思い出した だけで、 おた がいに 虫 唾 

が 走る ようになつ ている。 その 苦手に さえ、 ここで は 


小 当りに 当ってみ たくなる ような 気分に なった のみな 

らず、 

「あのがん りきと いう やつ、 あんな 奴 さえこの ごろ は 

音 も 沙汰 もない」 

と つぶやきました。 

そこへ、 

「こんち は、 まっぴら 御免下さい まし」 

障子の 外から 猫撫 声が しました。 

来 やが つた、 来 やが つた、 来る に 事 を 欠いて、 おつ 

ちょこち よいの 金 公が 来 やが つた。 

その 声で、 お 絹 は うんざりして しまったが、 まあ、 


いい、 これ も 時に とっての、 おもちゃ だ —— という 気 

分で、 

「金 公 かえ、 おはいり」 

と 言いました。 

「はい、 その 金 公で ございます」 

お許しが 出た と 見て、 抜からぬ顔で 障子 を 引 開けて、 

ぬつ と 突き出した 金 公 を 見る と、 どこで 工面した か、 

ゾロリ としたな り をして、 本物の 野 封 巾 間にな りきって 

いる。 

「近 ごろ は、 とんと 御無沙汰の みっか まつりまして、 

何とも はや」 


といって、 人 さし 指と 中指 を 揃えて、 額のと ころ をト 

ン とたた き、 

「これ は、 憎らしう ございます、 朝っぱらから、 忍び 

駒の しんね こなん ぞは、 憎らしい ことの 限りで ござい 

ます、 ここ は 人里 離れし 根 岸の 里、 御 遠慮なくお 発し 

下さい まし、 金 公の 野郎に も 一 つ、 おたしな みの 程 を 

ちょうもん 

聴聞 仰せつ けられた いもので …… 」 

ぬらり くら リと 侵入して 来て、 置き はなしてあった 

三味線と、 お 絹の 顔 を かたみが わりに 見渡して、 しゃ 

ベり 出して いるから、 お 絹が、 

「駄目よ、 三味線 なんて、 わたしの がら じ やない けれ 


ど、 あんまり 退屈す る もの だから、 退屈凌ぎに 持ち出 

してみ ました、 お前 こそ、 なかなか この 道に 堪能 だと 

いう 評判 じ やない か、 一 つやって お聞かせな」 

「ど、 どう致しまして、 たんのう は 恐れ入り やす、 全 

く 恐れ入り やす」 

金 公が ィャに 恐縮す るの をお 絹が 見て、 からかって 

やる 気になり、 わざと 三味線 を 押しつけて、 

「何でもい いから 一 つ、 やって ごらん」 

「いえ、 どう致しまして、 全く …… 」 

「そんな こと を 言わないで」 

「どう致しまして I 


「さあ、 おやり」 

「いけ やせん、 全く」 

「何で そんなに 遠慮 をす るの、 今日 

見て 上げる から、 一 つお やり」 

「どう致しまして」 

「やらない の？」 

「いえ、 その ：：： 」 

「やらない の？」 

「いえ、 その ：：： 」 

「やらない の、 それとも、 やれない 

「ど、 どう致しまして」 


「やらない のなら、 やらない とお 言い、 やれない のな 

ら、 やれない と はっきり 言って ごらん」 

「全く 以て、 その …… 」 

「ふだんの 広言に 似合わな いじ やない か、 お前の 日頃 

の 口ぶりで は、 道具 さえ あれば 何でも 御所 望 次第、 と 

いうよう な こと を 言いながら、 こうな つ て 後ろ を 見せ 

たがる のが ォ 力し いじ やない か、 今日は この 通り、 ちゃ 

いやおう 

んと 道具が 整って いるの だから、 否応 は 言わせません、 

一 つ 弾いて ごらん」 

「弱り ましたな」 

たんのう 

お 絹 は、 こいつが 口先ば かり、 万芸 ことごとく 堪能 


のよう な こと を 言って いるが、 その実、 おつち よこち よ 

いの 空つ ぼと いう こ と を 知 つてい るから、 今日は 苦し 

めて やる つもりで、 三味線 を 押しつけて みると 果して 

へきえき 

辟易して しまい、 三味線 を 押しつけられる ごとに、 ジ 

おび 

リジリ と 後ず さり をして、 怯えき つたと ころ を 見す ま 

し、 

「素直に 御所 望に 従わない と、 今日 限りお 出入り を 差 

しとめる よ」 

「恐れ入り やした、 以来、 広言 は 固く 慎みます ゆえに、 

御 勘弁の 程 をお 願い 申し やす」 

全く 白旗 を 掲げて しまったの を 見て、 お 絹 も 追究 は 


せず、 

「そうだろうと 思った。 では、 これで 許して 上げる か 

ら 今後 をお 慎み  そうして、 もっと こっちへ 寄って- 

何 か 面白い 世間話 を 聞かせて おくれな」 

そこで 金 助が、 自分が 近 ごろ 見聞いた ところの 世間 

話 を、 薄っぺらな 唇で ぺらぺら しゃ ベリ 出し、 嘘八百 

のお べんち やら を 並べて、 とどのつまり、 拙 もこれ で 

み え 

かなりの 色男で ゲス、 というよ うな 見得 をき る もの だ 

から、 

「金 公、 お前、 そうして 締リ なくし や ベリ 歩いて、 そ 

れ でも 少し はいろ は 出来る のかい」 


とお 絹が 高飛車に 言いました。 

「へ、 へ、 へ、 へ、 そう 見くびつ たもので も ございま 

せん、 これで も 男の ハシ クレ でございます からな」 

あご 

金 助 は、 しゃあしゃあ として 顎 を 押えた から、 お 絹 

も あきれて いると、 金 公い よいよ 納まり 返って、 

「御覧 じ ませ、 こうして おります てえ と、 それ 金さん ■ 

お 召 物 を 差 上げましょう、 ャレ金 公、 お 小 遣 を 持って 

行きな と、 諸方から この 通り 恵んで 下さい ますので、 

金 助、 い つ こう 生活に 不自由と いう もの を 感じません」 

「あきれち まう ねえ  そう い えば ， ^ の 羽織なん ぞ も- 

そんなに 悪くない 羽織 だが、 どこから 恵まれた の」 


といって、 お 絹が ャケ にぐん ぐんと 金 助の 着て いた ゾ 

ロリ とした 羽織 を 引 張って みました。 

「どうか、 おて やわらかに 願いたい もんで。 尤も 多 

少ぉ 手荒く 扱われましょう とも、 さめたり、 破れたり 

する 品と は、 品が 違い ますんで ございま すが、 それに 

みよ-つ リ 

致しましても、 冥利と いう ものが ございま すから、 ず 

いぶんお て やわらかに お願い 申したい もんで ゲス」 

そこでお 絹が、 

「ほんと に 世間に は 物好き もあった もんだ ね、 惜しい 

よ、 こんな 野郎に、 こんな 羽織 を かぶせて 置くな んぞ 


ふたた ひ 

といって、 二度、 ャケに 金 助の 羽織 を 引っぱり 廻す と、 

金 助 は 火の ついた ように、 それ を 振り払い、 

「滅相な、 もし 羽織に 怪我で も あらせる ような ことに 

なりまして は、 あの人に 済みません」 

「ばかにして いるよ、 あの人と はいった い 誰の ことな 

の、 当節、 金 公に この 羽織 を 恵む なんて 茶人 も、 世間 

に は ある もの か 知らん」 

「ところが、 その 茶人が、 あなた 様のお 知合いの 中に 

あるんで ございま すから、 争われません」 

じょうだん 

「冗談 をお 言いで ない、 わたしの 知っている 限りで、 

これ だけの 羽織 を、 金 公に 恵んで やる ような 度胸の 奴 


は 一 人 もありません」 

「ところが 大有りなん ですから、 有難 いじ や > J ざい ま 

せんか」 

めんめ いせん  ふたご 

「ふ、 ふ、 ふ、 お前に は 綿 銘仙の 羽織 か、 双子の 綿 入 

あたりが 相当して いるよ、 どこのお たんちん が、 こん 

しきせ 

な ゾロリ としたお 仕着 を、 ほかならぬ 金 公に かぶせて 

やる 奴が ある もの か」 

「ところが 現在 ごらんの 通り、 その外 ならぬ 金 公なる 

ものが、 こうして ゾロリ とした やつ を 着込んで いらつ 

しゃ るんだ から 争われません や、 あやかり たいと 思 召 

しません か」 


あご 

顎 を 撫でて、 頭 をぬ つと お 絹の 前に 突き出し たもの 

だから、 お 絹が、 

「この 野郎」 

と 言って、 ピ シャリ と金 公の そりたての 頭 をな ぐリま 

した。 本来、 なぐる つもり は 無かった のでし ようが、 

ハズミ がよ かった と 見えて、 ちょっと 振り上げた 手が、 

程よ く 金 公の 突き出した 頭と 出逢った もの だから、 そ 

こで ピシ ャリ という、 あつらえ たような 音が した もの 

と 見えます。 

「こいつ は 恐れ入り やした、 これ は 驚き入り やした、 

暴力 は 恐れ入ります」 


金 助が、 けたたましい 声 を 上げて、 仰山な 驚き 方 を 

して、 打 たれた 頭 を、 盛んに 撫でさす りました から、 

お 絹が、 

「もう 一 つ 打って 上げよう か」 

手 を 振り上げた ところが、 金 公、 存外 騒がず、 

「結構で ございますな、 もう 一 つ 打って いただき や 

しょう、 打って お腹が 癒える ものなら ば、 たんと お 打 

ち 下さい まし、 あなた 様に 打 たれる の は、 あの人に 打 

たれる のと 違いまして、 痛く ございません、 どうぞた 

んと お打ち 下さい まし」 

といって、 いけず うずう しく 金 公が、 またも その 頭 を 


お 絹の 前に 突き出しました。 

あき 

お 絹 も、 いよいよ 呆れ返って、 

「望みなら、 いくらでも、 ひっぱたいて 上げる よ」 

かの 女 は、 金 公の 頭 を 続けさ まに ぴ しやび しゃと は 

たきました。 

「痛く ございません、 あの人に たたかれ るより は、 決 

して 痛く ございません」 

いい 気になって、 いくつで もた たかせて いるから、 

お 絹 も 張 合い 抜けが して、 こんな 安つ ぼい 頭 を、 いく 

つたた いても たたきば えが しないと 見切り、 手荒く 突 

き 放して しまった ものです から、 ハズミ を 食って、 三 


尺ば かり ケシ 飛んで しまいました。 

「これ は 驚きました、 これ は 恐れ入り やす」 

ケシ 飛ばされ たの をた て 直して、 いざりよ つて 来た 

ひばし 

ところ を、 お 絹が 火鉢の 炭 を 火箸で つまみ、 片手で ゾ 

ロリ とした 羽織の 袖口 を ひっぱ つ て、 

「さあ、 お前の ような おっちょこちょいに、 この 羽織 

を くれた 人 は 誰 だか、 言って おしまい、 それとも、 ど 

こから ちょろ まかした か、 それ を 白状お し」 

「これ は 驚きました」 

「言わない とこう だよ」 

お 絹 は、 その ゾロリ とした 羽織の 袖口 を ひっぱった 


その上へ、 火の かたまり を あてがつ たから、 金の 野郎 

驚くまい ことか、 

「白状し ますから 御免下さい」 

「さあ、 言って おしまい」 

「白状 致します、 白状 は 致します が、 それ をお 聞きに 

なって、 あなた 様が お 気 を 悪くな さると いけません」 

「冗談 じ やない、 お前の ような おっちょこちょいの、 

のろけ を 聞かされ たって、 ドコの 国に、 気 を 悪く なん 

ぞ する 奴が ある もの か」 

「では 申し上げち まいます が、 それ は、 あの 実は、 両 

国 の 女 軽業 の 親方 のお 角さん か ら 拝領 の 品なん で ， 、- J ざ 


I ます」 

フス—.」 

「そうら ごらんなさい、 あなた 様、 お 気 を 悪くな さる 

んじゃ ございま せんか」 

「知らないよ」 

「だから、 最初から 申し上げな いこつち や ございませ 

ん」 

「ばかばかしい にも 程の あった もの さ、 このお つちよ 

こちよい に、 こんな 羽織 を 恵む なんて  ほんとうに 

見世物 師 でもな けり や 出来ない 芸当 だ」 

、 つ 

「それに はね、 それで、 曰くが あるんで すから、 まあ 


お聞き 下さい まし」 

「曰くなん ぞは 聞きた くないよ」 

せつ 

「まあ、 そう おっしゃらずに お聞き 下さい ましな、 拙 

が この 羽織 をいた だくまでに は、 涙のに じむよう な 物 

語が あるんで ございま すよ、 あだ やおろ かの 話 じ や ご 

ざいません」 

「何に したって、 こんな 羽織 は、 この 野郎に は 過ぎ 物 

だよ」 

「そう、 おっしゃられて は 二の句が つげません が、 実 

は ごしん さま、 なぐられ 賃で すよ、 なぐられ 賃に、 お 

角さん から y  J の 羽織 を いただい ちまつ たんで) /ざ い ま 


すよ」 

「よく 殴られる 男 だね え」 

「しかも、 その 殴ら れっぷ りが、 あなた 様の なん ぞと 

は 違って、 ずいぶん 手厳しい もので ございま したから 

ね、 一時 は、 息の根が 止まる かと 思い ましたよ、 命 か 

ら がら、 両国 橋まで 逃げの びて、 そこで やっと、 息 を 

ついて 命拾い をした ような 始末で ございます」 

「ふ ー ん」 

「それから、 二三 日 前に 伺います てえ と …… 」 

「まあ、 それほどの 目に 逢いながら、 また ずうずうし 

く 出かけた のかい」 


「な あに、 さすがの 金 公 も、 暫く は 敷居が 高う ござい 

ましたが、 あの 親方が、 熱 海から 湯治 帰りと 聞いた も 

ん ですから、 恐る恐る 旬って みます と、 そこ は 江戸 ッ 

児です から、 さらり とした もので、 以前の ことなん ぞ 

は 忘れて 下す つて、 金 公、 この間 は 痛い目 を させて 気 

の 毒だった、 これが お前に 似合うよ うなら 着て ごらん 

といって、 くだし 置かれた のが この 羽織なん で ござい 

ます、 何とい つ て も 恐れ入った 気前で ございま すよ」 

そこでお 絹の 顔の 色の 変った ことが、 この 野郎に は 

わからない。 

話 を 聞いて いる うちにお 絹の 顔色が、 みるみる 不快 


な ものに な つ て 行く の は あたりまえの ことです。 

それに 頓着あって か、 無くて か、 金 助 は、 立て つづ 

けに、 女 軽業の 親方のお 角なる ものの、 気前の 礼讃に 

とりかかる。 

「全く 恐れ入つ たもので ゲス、 あの 気前で なければ、 

ああして 一座 を 背負って 立つ こと はでき ません、 もと 

の 怨みなん ぞは、 すっかり 忘れて 下す つて、 金 公、 ソ 

レ この 羽織 を やる か ら 着て 行けなん ぞ は、 嬉しい 心意 

気 じ や ござ いません か」 

「馬鹿野郎」 

さすがのお 絹 も 受け きれ なくなって、 今度 は、 思い 


きり 力を入れて ひっぱたいて しまいました。 

これ は、 以前の 続け ざまに たたいた のより は、 ズッ 

と 痛かった と 見えて、 

「あ！」 

といつ て、 頭 をお さえながら、 しかめつ 面 をして しまつ 

ている と、 

「帰って おしまい」 

頭 を 押えて、 しかめつ 面 をして いると ころ を 前から 

トンと 突いた ものです から、 もろく も、 再び 後ろへ ひつ 

くり 返った ものです。 

「けがらわし いから、 お帰り、 こっち だって 腕ず くな 


ら、 乞 胸の 親方に 負けない くらいの こと は 仕兼ねない 

よ」 

以前の 時 は、 おもちゃで あつたが、 こうな つて は、 

お 絹が 真剣に おこり 出した ような ものです。 真剣に お 

はず 

こらして は 金 公の、 もくろみが 外れた かも 知れません。 

この 手で 暗に 女 軽業の 親方の 気前のよい ところ、 器 

量の あると ころ を 持ち上げて、 遠火で あぶ つ ておけば、 

こっち も 女の 意地で も 負けない 気になって、 風 通の 

あわせ 

袷 ぐらい は 奮発に あずかれる かも 知れない という、 

あてこ 

内々 の 当 込みが フィ になって はた まらない。 本当にお 

こらして しまったの では 引 込みが つかない。 


いったい、 お 角の 前で お 絹 を ほめる ことと、 お 絹の 

前で お 角 を ほめる ことと は、 どっちに ころんで もこう 

いう 結果に なること を、 金 助と しても 心得て いそうな 

もの を、 おっちょこちょい という もの は、 これ だから 

仕方がない。 

「悪気で 申し上げ たんじ や ございません、 どうぞお 気 

を 直して いただきた いもんで」 

「けがらわし いよ」 

お 絹 はよ ほど、 癇 にこた えたと 見えて、 いったん 火 

鉢の 中へ 納めた 火の、 かんかん 熾った の を 二度、 火箸 

の 先で ツマみ 上げて、 今度 は いささかの 情け容赦 もな 


く、 ゾロリ とした 羽織の 袖 を ひっぱった 上へ 載せる と、 

ゾロリ とした 羽織が ジリ ジリと 音を立て、 むんむんと 

臭いと 煙 を 立てて 焦げ はじめました。 

「こいつ は 堪らない、 これ こそ 真に 驚きました」 

金 公 は、 天下の 一大事と ばかりに、 その 火 を 払い 落 

しにかか ると、 因果な ことに は それが 膝の 上へ 落ちた 

もの だから、 みるみる 膝の 上が 焦げ 出して、 

あつ  ひみず 

「熱！ 熱！ 火水の 苦しみ」 

と 叫び を 立てました。 しかし、 お 絹 は よくよく 腹に 据 

え 兼ねた と 見えて、 それほどに 苦しがる 金 公の 羽織の 

袖 を 少しも 放さず、 第二の 炭火 を 取って、 今度 は 左の 


方の 袖への つけて しまいました。 つまり 火事が 三方 か 

ら 起った わけです から、 金 公、 悲鳴 を 上げて 苦しがり、 

「おいた ずらが 過ぎます、 いくら 金 公に しましても、 

これ は あんまりで ございます、 もうこの 羽織 は 着て 行 

かれません、 この 羽織 を 両国へ でも 着て 行って ごろう 

じ ませ、 それ こそ 焼き殺されて しまいます、 ああ、 ど 

ちらへ 廻つ て も 絶体絶命で ございます、 おゆるし 下さ 

い、 この 通りで ございます」 

金 公 は 両手 を 合わせて、 お 絹 を 拝んだ けれども、 お 

絹 はいつ かな 聞かず、 その 火 を 金 助の ふところへ 投げ 

込んで しまったから、 金 助が 飛び 上った ところへ、 あ 


まりの 騒がし さに、 障子 を あけて、 

「いったい、 何事が 始まった のです」 

と 現われた の は 七兵衛 です。 

七 兵衛が 現われた ために 九死の 境 を 逃れた 金 公 は、 

血相 を 変えて この 席 を 飛び出して、 それでも 今度 は 間 

違いなく、 自分の 穿 物 を さらって、 門の 外へ 走り出し 

てし まいました。 

ややあって、 神 尾 主 膳 は 安達のと ころへ 碁 を 打ちに 

行こうと して、 ふと 湯殿の 側 を 通りかか ると、 そこで 

思いがけない 人の 話し声 を 聞きました。 思いがけない 


といっても、 全然、 頭に ない 人の 声で はなく、 あり 過 

ぎる ほど ある 人の 話し声 を、 意外な ところで 聞いた も 

のです から、 それで かえって 足 を 留めない わけに は ゆ 

かなかった のです。 

というの は、 その 湯殿の 中で、 遠慮なく 話し合って 

いる その 声 は、 お 絹と、 七 兵衛の 二人であった からで 

す。 お 絹と、 七兵衛 と、 話 をす る 分に はなんで もない 

ことで、 いつでも 無遠慮に 話し合つ ている こと だが、 

今朝 はこれ が 湯殿の 中 だけに 妙であります。 

そこで 立 聞き をす るつ もりで はない が、 主 膳が 足 を 

留めない わけに は ゆきません。 


しかし、 二人 は 湯殿の 中で、 内密 話 をして いる わけ 

ではなく、 平常、 座敷です る 通りの 熟しき つた 会話 を 

取 交して いるに 過ぎない から、 ところが 湯殿 だ とはい 

え、 邪推 をす る 余地 は 少しもありません。 

だが、 平常の 話 を、 平常の 通りに するならば、 なに 

も 湯殿 を 選ぶ 必要 はないで はない か。 この 屋敷に は 有 

り 過ぎる ほど 室が 幾 間 も あるので、 七 兵衛の 座敷と し 

て、 ほとんど 開かず の 間の ようになって いると ころも 

あるので す。 なんだ つて、 今朝に 限って、 湯殿の 中で 

誰 憚らず 話 をして いるので しょう。 

「ねえ、 七兵衛 さん、 あの 子 を、 もう 一度 つれて 来て 


下さい、 お前が 連れて来る 分に は、 あの 子 だってい や 

と は 言うまい」 

これ はお 絹の 声。 

「そうで ございま すねえ、 来い といえば 来る かも 知れ 

ません が、 いっきます まいよ」 

これ は 七 兵衛の 返事。 

「あれが、 本当の わたしの 子であって くれれば ねえ」 

「それ は、 あなたが、 あれ を 本当の 子供と して 可愛がつ 

て 下さらない からです よ」 

「それ は、 どういう わけだろう、 あの 子の ために は、 

わたし は 本当に 親身に なって、 仕込む だけの 事 は 仕込 


み、 出世の できるだけ は 出世す るよう に 丹精 をした つ 

もりです けれど」 

「けれども、 それが、 あなた 様の はね、 何 か 自分が 利 

用 をしょう、 為め にしよう、 という 頭が 先で お 世話 を 

なさる から、 親切が それほど、 あれに 響きません」 

「なぜか、 あの 子 は、 わたしに なつかない、 わたしに 

楣 をつ くような こと は 一度 もない けれど、 心から わた 

しにな ついて くれない」 

「それ は、 そうか も 知れません」 

「今、 あの 子 は どこに います」 

「田舎の 方へ 行って おります」 


「田舎へ 行って、 何 をして います か」 

「いろいろ、 よく 働いて おります よ、 自分の ために も 

人様の ために も …… 」 

「縁づ いたと いう わけで もない のです ね」 

「ェ ェ、 いいと ころから 随分 縁談 も ありまし たようで 

すけれ ど、 あの 子に は、 身上 を 持つ 気 は 少しもな いよ 

うです、 このごろ は 寺小屋 を はじめて、 子供た ちを教 

えてい ますよ」 

「まあ、 あの 子が、 手 習のお 師匠さん になって いる 

の？」 

「手 習のお 師匠さん ばかりじゃありません、 若い 衆、 


娘た ちの 相談 相手から、 夫婦喧嘩の 仲裁まで、 あの 子 

が 世話を焼いて おります よ、 感心な ものです」 

「まあ、 そんなで は、 とても こんなと ころへ 帰って は 

くれまい」 

「ええ、 あれ は あれで、 自分の 天職が 定まった ような 

心 持で、 おちついて いるよう です」 

「では、 わたしの 方から、 尋ねて 行って みょう か 知ら」 

こんな、 しんみりした 会話の みで、 外で 聞いても、 

内で 聞いても、 聞き苦し いところ は 少しもない。 それ 

だけで、 湯殿の 中で 二人が、 水入らずで、 流して いる 

のか、 流されて いるの か、 更に わからない。 


二十 一 

ここで 話題に のぼった の はお 松の ことで、 そのお 松 

は、 ちょうど その 日の その 時分 は、 青梅の 町はずれ を、 

武蔵 野の 広い 原へ 向けて 馬 を 歩ませて おりました。 

お 松の やや 遠道 をす る 時 は、 大抵 は 馬に 乗る のが 常 

で、 お 松が 馬に 乗る と、 早く もムク 犬が その 馬 側に か 

しずくの も 一 つの 例であります。 

今日 も その 通りで、 青梅 を 出で て、 武蔵 野の はじま 

ると ころ を、 新 町と いうのへ 馬 を 歩ませました。 


青梅と いう 町 は、 秩父 連峰と、 武蔵 野の 原との 分岐 

点であります。 秩父 連峰 を 一 つの 長 城と 見れば、 青梅 

の 宿が その 大手の 関門でありましょう。 青梅 を 出で 

てはじめて、 本州 第一 の 平原、 武蔵野 を 見る。 単に 武 

蔵 野と はいう が、 関 八州の 平野 は、 武蔵 野の 延長に 過 

ぎません。 

それと 同時に、 足 一 歩、 青梅の 宿に 入れば、 身 は 全 

く武蔵 アルプスの 尾根に 包まれて、 道 は 全く 奥 多摩渓 

やげん 

谷の 薬研の 中 を 走る ことにな つてい る。 

ですから、 青梅 鉄道と いう 十数 哩の 私設の 小 鉄道 

の 電車が、 青梅の 宿から 東へ、 次の 河 辺と いう 駅まで 


走る 途中、 東北の 方 を 車窓から 見る と、 そこに 地平線 

の 立つ 一 力 所が ある。 北海道 を 除いて 日本 内地で は、 

天と 陸と がー 線 を 引いて 相 接する ところ は、 おそらく 

この 一力 所の 沿線の ほかはないだろう と 思う。 少なく 

とも、 汽車 電車の 車窓から 眺め 得る 範囲で、 月の 入る 

べき 山 もな し、 という 地平線 を 見られる の はこ この ほ 

かにな かろうと、 著者の 貧弱なる 旅行の 経験が 教える。 

それ は秩父 連山の 尾根が 青梅 あたりで 尽きて 二 里、 

さやま 

狭 山の 丘が 起る までの 間。 

お 松 は、 今 その 武蔵 野の 地平線の 立つ あたり を、 東 

北に 向って 馬 を 歩ませて 行く のです。 そこで、 前途 は 


びょうぼう  うなばら 

渺茫 たる 海原へ 船 を 乗り入れて 行く ような 感じ もし 

ないで はない が、 翻って 見る と、 秩 父の 連峰、 かりに 

名 づけて 武蔵 アルプスの 屏風が、 笑顔 を 以て 送る が 如 

くた たずんで いる。 

しかし 大 江戸の 真中へ、 ここから 直線 を 引いて みた 

とて 十五 里と はないでしょう —— そこで 一 一里 三 里と 進 

んで、 武蔵野 を わけて 行く ほどに、 例の 武蔵 アルプス 

が 遠ざかり 行く につれ て、 軒 を 離れて 棟 を 見る ような 

順序で、 山山 峰々 が、 それから それと 現われて 来る。 

今日で も、 復興の 東京の 騒々 しい 物音 を 数十 尺 だけ 

超越して、 たとえば、 駿河 台、 本 郷元町 台、 牛 天神、 


牛 込 赤 城 神社、 谷 中、 白金、 高 輪 台 あたり か、 或いは 

巿 中の 会社 商店 等 の ビル ヂ イングの 高 塔 の 上に 身 を 置 

いて、 天候の 至極よ ろしい 日 —— 例えば 初冬から 早春 

に 至る 間の 快晴の 日、 東京で は 秒速 七 八 米突から、 十 

米突 ぐら いまでの 北西の 風が 帝都の 煙塵 を 吹き払う の 

頃、 それ も 山地に 降雪 多く、 ややもすれば 水蒸気が 山 

の 全容 を 隠す ことの 多い 十二月から 二月 は 避けて、 三 

月から 四月へ かけての 雨上りの 朝の 如上の 風速の あり 

そうな 日 —— この 一年のう ち、 いくら もなかるべき 注 

文の 日 を 選んで、 数十 尺の 超越から 帝都の 四 境 を 見渡 

すと、 そこに 都人 は、 崇高に して 悠遠なる 山岳の あこ 


がれ を 呼び さまされて、 自然と、 人生との、 髮髴に 接 

触す る- J とがで きる。 

千 九 百 六十 米突の 白 岩山が ある。 二 千 十八 米突の 雲 

取 山が ある。 それから 武州 御岳との 間に、 甲斐の 飛竜、 

前 飛竜が ある。 御前と 大岳を 前立てに して、 例の 大菩 

薩連嶺 が 悠久に 横たわる。 

天狗 棚 山が あり、 小金 沢山が あり、 黒 岳が あり、 雁ケ 

腹摺 山が ある —— ずっと 下って 景 信が あり、 小 仏が あ 

リ、 高 尾が ある。 

いったん 脈が 切れて、 そうして 丹 沢山 塊が 起る。 

蛭ケ 岳が あり、 塔ケ 岳が あって、 それから またい つた 


ん 絶えた るが 如くして、 大山 阿 夫 利 山が 突兀 として、 

東海と 平野の 前哨の 地位に、 孤 風 を さらして 立つ。 

おお むれ やま 

富士 は、 大群 山と 丹 沢山の 間に、 超絶 的の 温顔 を 見せ 

ている —— 

お 松と、 ムク 犬と は、 こんな 背景のう ちに 馬 を 進ま 

せて いるので あります。 

お 松 は 街道に 沿うた 大きな 雑木林の ところに 来る と、 

馬から 器用に 飛んで 下りました。 

お 松の 下りた ところの 路傍の 林の 中には、 形ば かり 

のお 堂の ような ものが あって、 その 中に 立像の 石の 地 

蔵 尊が 安置され て ある。 お 堂 も、 石像 も、 まだ 新しい。 


下りる と、 馬の 鞍に つけて 来た 十 何 足の 草鞋 を 片手 

にか かえて、 お 松が その 地蔵のお 堂に 近づきました。 

こまいぬ 

ムクは 心得て、 早く もお 堂の 前に 大きな； S 犬の 形 を 

して 坐り込んで いる。 

地蔵尊に お辞儀 をして から、 お 松 は 鞍から おろした 

十 何 足の 草鞋 を、 堂の 柱に かけました。 これ は 与 八の 

特 志に 出づる もので、 こうして 手づ くりの 草鞋 を 堂の 

前に かけて、 道中、 草鞋の 切れた 人の 自由に 取る に 任 

せて ある ものです。 

実は、 このお 堂と、 地蔵 様と も、 あまり 久しから ぬ 

以前に 与 八が 立てた もので、 無論、 このお 像が、 与 八 


の 手に 刻まれた ものであるの みならず、 このお 堂 もま 

た 与 八の 手に なって、 与 八の 手で 運ばれ、 一切が 手づ 

くりに なった 地蔵 菩薩の 霊場であります。 しかし、 そ 

ほつ がんぬ し 

の 発 願主 はむしろ お 松と いうの が 至当で、 お 松が、 与 

八さん、 どうしても、 ここへ こういう もの をお 立てな 

さい —— そのお 地蔵 様 も、 お前さんが 諸方で 頼まれて 

こしらえ るより、 もう 少し 大きい の、 大 菩薩 峠の 上へ 

のぼせた ほどの もので なくと も、 かなり 目に 立つ よう 

な もの をお こしらえなさい、 そうして、 お 堂 も 形ば か 

りで も 屋根の あるの を、 お立て 申して 上げよう じ やな 

いか —— とお 松が 発 願して、 そうして ここへ、 これ だ 


けの もの を 立てさせ たのです。 

なにゆえに、 ことさらに、 こんな、 格別、 形勝の 地 

ともい えない ところへ  ことに、 ほとんど 街道に 沿 

うて —— この 街道 は、 江戸から いえば、 大 菩薩 峠に 通 

ずるの 甲 州 裏 街道で あり、 こちら 方面から いえば、 江 

戸 街道で あるが —— この 物淋しい 野中の 街道の、 人家 

に は 程遠い ところへ、 何の 縁故で、 お 松が 与 八に すす 

めて お 地蔵 様 を 立てさせた のか。 

それに は それで、 なるほどと 思われる 理由が あるの 

です。 つまり、 このところ こそ、 十九 年 以前に、 与 八 

が 何者かの 手に よって 捨てられた ところで、 同時に 


なんぴと 

何人 かの 手に よって 拾われた ところな のです。 捨てら 

れ るのと、 拾われる の は、 大抵の 場合、 ほぼ 時 を 同じ 

うして いなければ ならぬ。 

与 八 を 捨てた の は 誰 だか わからな いが、 拾った 人 は 

よく わかって いる。 わかり 過ぎる ほど わかって いる。 

だんじょ-つ 

机 竜 之 助の 父の 弾 正が、 江戸からの 帰りが けに 通り 

ふたと き 

合わせて、 捨てられてから まだ 二 時と は 経たない 間に、 

それ を 拾い上げて、 その 時 も 今と 同じように、 弾 正 は 

江戸から 馬で 来て、 拾う の は 従者に 拾わせた が、 自分 

が 抱き 取って、 沢 井まで 馬に 乗せて 連れて来 たもので 

す。 


それから 後の 与 八の 生 立ち は、 当人に も、 周囲の 人 

たちに も、 わかり 過ぎる ほど わかって いるに かかわら 

ず、 今以て わからな いのは、 それ は 与 八 を 捨てた 人で 

す。 この 子 を 捨てた の は 誰 だ —— 弾 正 は あまり 強いて、 

それ を 探索 させようと はしませんでした。 どのみ ち、 

子 を 捨てる くらいの 親に は、 親と して 忍びない 事情と、 

理由が あるに 相違ない。 それ を 探索して、 当人に 引渡 

して みたところで、 どれほど 両者の 幸福が 回復す るの 

だろう。 

そこで、 弾 正 は、 自分が 拾った 以上 は、 自分に 授かつ 

たもの だ、 よかれ 悪し かれ、 この 子の 運命 を 見届けよ 


うで はない か、 という 気になって、 自分の 子と 同様に、 

可愛がって 育てて やった ものです。 

体格が 異常に 発達し、 力が 一 年増し に 強くなる に 反 

して、 知恵の 廻りが 遅い こと を 認めて 弾 正 は、 いっそ 

う 不憫が りました。 弾 正の 心で は、 もし 普通の 人間に 

生れつ いていたならば、 わが 子の 竜 之 助と 同じように、 

教育 を 与えた ことでしょう —— しかし、 こんな ふうに 

リき えき 

生れて、 頭が 器用に 働かず、 好んで 労働に 当り、 力役 

を 苦と しないから、 あつらえ 向きの 水車 番  

それで、 ああして、 こうな つて、 今日に 至ってい る 

が、 お 松が それ を 知って みると、 どうしても 与 八の た 


めに、 生みの親 を 探して やりたい —— という 同情に 駆 

られ てし まう の も 無理はありません。 実は、 今日 もこ 

こへ 来たの は、 それが 主なる 目的な のであります。 こ 

こへ 記念のお 堂と、 石像 を 立てさせ たの も、 これが 縁 

になって、 何 か 与 八の 生みの親 をたず ねる 手がかりに 

はなら ないかと 思い立つ たの も、 その 一 つの 理由で あ 

りました。 

与 八が 特 志の 草鞋 を、 地蔵 堂の 軒に かけて しまって 

から、 お 松 は 堂 内 を 仔細に 見廻しました。 見廻した と 

いっても、 さして 広く もなん ともない 堂 内の ことです 

から、 そこに は、 いつ、 誰が する ともなく、 たくさん 


え ま  だるま さま 

の 絵馬が 納められ てあつたり、 達磨 様の 古いの や、 昨 

ごへい  かも じ 

年来の 御幣 や、 神々 のお 札 や、 髪の毛の 切った のが 髢 

なりに 結 えられて あ つたり する だけの もので したが、 

そのな かで ただ 一 つ、 異様に お 松の 眼に ついた ものが 

あります。 

まだ、 ほんとうに 新しい、 この 中で はいちばん 新し 

い 絵馬が 一 つ、 わざとした ようにお 地蔵 様の 首に かけ 

られて あるの を、 お 松が 異様な りと 認めました。 それ 

は 狭い お 堂と はいえ、 絵馬 を かける に は、 おのずから 

かける だけの 場所が あるべき もの を、 その 絵馬 だけ は 

一 つ、 わざとした ものの ように、 地蔵の 首から、 


裝裟 文庫で も かけた ように、 前へ つるし 下げられて あ 

るので あります。 

妙な ところへ 絵馬 を かけた もの だ、 信心の 人なら ば、 

少し 作法 を 忘れ 過ぎて いる、 また、 大人の いたずらに 

こんな こと をす る はず はない、 と 思いました から、 お 

松 は その 絵馬 を 外そうと して、 はじめて、 ギヨ ッ とし 

ました。 

というの は、 その 絵馬が、 大きさに おいても、 内容 

においても、 特別に 入念の 作と いう わけで はなし、 そ 

の 絵 も、 普通 ありきたりの 拝礼の 図 だと か、 「め」 の 字 

だと か、 飾り立てた 馬と か、 鶏と か、 天狗の 面と かいつ 


たような もの を、 型通りに 描いて ある ものとば つかり、 

大目に見て いました ところが、 手に 取ろうと して 見る 

と、 それ は 人間の 首 を 描いて あるの だと 知りました。 

人間の 首 も、 ただの 首で はない、 獄門 台に 梟され て 

いる 人間の 生首 を 一 つ 描いて ある ことに まぎれ もない 

のです から、 お 松が 面の 色 を かえない わけに は ゆき ま 

せん。 

「まあ、 なんという 不祥な …… 」 

これ は 誰でもい い 心 持 はしないでしょう。 犯せる 罪 

あって、 お 仕置に 逢って、 刎ねられた 首が 六尺 高い と 

ころに 上げられ ている 運命。 それ を 絵馬に うつして、 


神仏の 御前に 奉納 するとい うの は、 全く 例の ない こと 

で、 そうして、 いたずら としても 無 下、 非礼と しても 

この 上 もない 仕事であります。 

それ も、 子供の いたずら ではない。 相当の 心がけ を 

持って、 絵馬 師に 描かせた もので はない が、 普通の 人 

が、 かなり 丹精に、 絵馬の 筆勢に 似せて 描いた もので 

あります。 

お 松 は、 何ともい えない ィャな 思い を させられ なが 

とりはず 

ら、 手 をのべ て その 絵馬 を 取 外し、 なお 念のために、 

その 絵馬の 裏 を 返して 見ます と、 そこに は、 これ も 相 

み どし  したた 

当の 老巧な 筆で、 単に 「巳年の 男」 と 認められて ある 


の を 発見し ました。 

絵と いい、 文字と いい、 これ はお 松に とって は 容易 

ならぬ 謎と なりました。 これ を 納めた 人の 心 こそ、 測 

りが たい もの だと 思いました。 

幾度 か、 打 返し 打 返し 見た 後に、 お 松 は 何 か ハツと 

打 たれた ものが あるよう に、 自分の 胸 を 打つ と、 馬の 

背の 上から 風呂敷 を 取り出して、 その 絵馬 を 包んで し 

まい、 そうして、 大切に 鞍の 前輪へ 結びつけ てお きま 

した。 

そうしてお いてから、 さて 改まった 気持に なって、 

たけぼうき  きた 

堂の 後ろから 竹箒 を 探し 来って、 落葉 を 掃いて、 堂 前 


の 道筋 を、 すっかり 清めて しまいます。 

お 松が 堂の 前 を 掃いて いると、 雑木林 を 隔てて 街道 

の 彼方から、 駅 馬の 鈴が 響いて 来て、 馬子の 唄が のん 

きに 耳に 入りました。 続いて 鶏と 犬との 声が 遠く 聞え 

ましたが、 お 松の 掃除 をして いる 間 は、 誰も ここへ 通 

リ かかる 人が なく、 掃除が すんで しまって、 お 松 は 再 

び 馬上の 人と なって、 北へ 向って 歩ませました。 

二十 二 

ちょうど、 お 松が 出張した 留守中の ことであります。 


沢 井の 机の 道場に 与 八が、 子供た ちのお さらい を 帰し 

てし まった あとへ、 異体の 知れぬ 豪傑が 七 人 揃って 押 

しかけて 来ました。 

「これこれ、 当家の 主人 は 在宅 か」 

道場の 中 を 掃いて いる 与 八 をつ かまえて、 異体の 知 

れ ぬ 豪傑が 、 穏 かならぬ 色で 詰 寄せ て 来た ものです か 

ら、 与 八が、 

「はい」 

といって、 箒の 手 を 休めて、 眼をパ チクリして 見て い 

ると、 

「主人 は 在宅 か」 


七 人 は 早く も 道場の 中へ 押し込んで、 返答に よって 

は 奥へ 乱入の 気色と 見えました。 

しかし、 与 八 は、 変った お客様に はこの ごろ は 慣れ 

ています から、 さの み 驚きません。 というの は、 沢 井 

の 道場の 音 無の 名 を 遠近から 伝え聞いて、 かなりの 武 

者 修行が 押し かけて 来る こと は、 近来に なって ことに 

多い ものです から、 それらが、 まだい まだに、 机 竜 之 

助が 存生 の 者で あるかの 如く 考えたり、 そうでな く 

て も、 しかるべき 系統 を 伝えて、 竹刀の 響 を 立てて い 

る こととば かり 信じて 立 寄って 来る のです から、 その 

せ 又 毎に 与 八 は、 きまった ような おことわり をす る こと 


に 慣れて いる。 

そこで 今日 も、 その 異体の 知れぬ 豪傑が 七 人 押し か 

けて 来たと いう ことに、 相当の 心得が あって、 

「あの、 こちらの 道場で は 今、 剣術の 方 は 休みに なつ 

ている ので ございま すよ、 剣術の 方 は 休みで、 子供た 

ちが 集まって、 お 手 習ば つかり やって いるんで ござい 

ますから ね、 せっかく 武者修行に おいでな さるお 方に 

対して は、 まことに お気の毒 さまで ございま すが、 悪 

しからず 御 承知 を 願いとう ございま すよ」 

と、 箒 を 斜めに 持ちながら 返答し ました。 この 返答 は、 

お 松と 相談して はんで 捺 して あるよう な 返答で、 与 八 


は 来る ごとの 武者修行 にこう 言って、 素直に おこと わ 

リを 言つ て、 素直に 帰つ て もらう ことに 慣れて いるか 

ら、 それで、 今 も その 伝で 行こうと すると、 

「おい、 われわれ ども は 剣術 を 遣いに 来たので はない 

ぞ」 

七 人の 者が、 与 八 を 取 囲む ようにし ました。 

「はい」 

与 八 は、 ぼんやり しました。 いつもの 客なら ば、 そ 

れで 納得して 帰る はずな のです が、 これ は 剣術の ため 

に 来たので はない —— と言う 以上に は、 何 か 別 用が あ 

るに H 違ない。 それ は、 ちょっと 今の 与 八に は 解せな 


いこと だと 思いました。 

「主人が いるか、 主人が いるなら 出せ」 

「はい」 

と 与 八 は、 七 人の 異体の 知れぬ 豪傑の 面をパ チクリと 

見た だけで、 主人へ 取次ごうと もしない らしい から、 

七 人の 異体の 知れぬ 豪傑のう ちの 一 人が あせり 出し、 

「おい、 主人が いるかと 申す に。 われわれ どもが 揃つ 

て、 こうして 主人に 面会に 参った という こと を 早く 取 

次げ」 

「はい」 

与 八 は、 やはり 呆気に 取られて、 箒 を 斜めに 持った 


なりで、 はかばかしい 返事 もしない し、 取次ぎ もしよ 

うとし ないから、 

「早く、 主人に 取次げ と 申す に。 われわれ どもが 打 

揃って 参った こと を、 主人に 取次いで 参れ、 参れ」 

「はい …… あの、 皆々 様、 まことに 済みませんで ござ 

いますが、 こちらの 家に は、 主人と いう もの はおり ま 

しねえ ので ございます」 

「ナ 二、 主人がない …… 主人の ない 家と いう ものが あ 

る もの か、 主人の ない 家と いうの は、 首の ない 胴体と 

同じ こと だ」 

「ところが、 主人と いう ものが、 この 屋敷に はいね え 


ん でございますから、 お 取次 を 申す こと もで きな かん 

ベ ェ」 

と 与 八が 言いました。 

「怪しからん、 居留守 をつ かって、 逃げる と 見える I 

I」 

七 人の 異体の 知れぬ 豪傑た ち は、 一 様に 肩 を そび や 

かして、 すごい 眼 をし ましたから、 与 八が 心配 をし ま 

y こ。 

「旦那 様 方 は 御 承知な いんで ございま すか 知ら、 ここ 

おおせん せい 

の 屋敷の 大 先生と いうの は、 とうにお なくなり になつ 

ておしまい なさった し、 若 先生 は 行方 知れずに なって 


おしまい なすった ので ございま すから …… 」 

与 八が 弁解 を 試む ると、 それと 知って か、 知らずに 

か、 七 人の 異体の 知れぬ 豪傑のう ちの 一 人が、 総代 面 

プ J  、 

だれび と 

「しからば、 留守 を 預かる の は 誰 人 だ、 その 責任者 を 

出せ！」 

「その 留守番 は、 わたしと、 お 松さん と、 二人で ござ 

います、 お 松さん は、 ただいま よそへ 出ました から、 

わたし 一 人 だけで お 留守番 をして いるんで ございま 

す」 

「 な ん だ —— 貴様が 、 当家 の 留守 を あず かると 申す か、 


これ だけの 屋台骨 を、 貴様の ような 間抜け 一 人で 背 

負って 行ける か」 

と 七 人の 異体の 知れぬ 豪傑のう ちの 一 人が、 与 八に 

向って 大喝し ました。 

大きにお 世話で ある。 留守 を 預かろう が、 預かる ま 

いが、 間が 抜けて いようと、 間が 塞がって いようと、 

お前た ちの 知った ことで はない。 宇治山 田の 来 友なら 

にごん  たんか  すゃリ 

ば、 二言に 及ばず、 ここで 啖呵と 素 槍の 火花が 散る ベ 

き 場合 だが、 与 八で は 根本的に 問題に ならない。 と 

いって、 委細 事情 も わからぬ 先に、 こちらから、 あや 

まって しまうべき 筋で もない から、 与 八 は、 すっかり 


煙に まかれて、 

「はい」 

と 言った なり、 箒 の 柄 を もちかえる 気に もな りません- 

しかし、 七 人の 異体の 知れぬ 豪傑 とても、 ここで、 

奥の間め がけて 乱入に 及ぼうと する ほどの 無茶 を 演ず 

るつ もり もない と 見えて、 

「ほんとうに 主人 はいない か」 

「ええ、 ほんとうに 留守で ございます」 

「実際、 貴様が 留守 を 預かって いるの か」 

「その 通リ でございます、 わたしと、 お 松さん と、 二 

人で …… 」 


「では、 仮り に その ほう を 責任者と みなして、 われ わ 

れ どもが 申し聞かせて 置く ことがあ るから、 そこへ 坐 

れ」 

「坐れ、 坐れ」 

一人の 総代が 先に 口 を 切って、 あとの 六 人が 無 現 矢 

理に与 八 を、 道場の 板の間へ 押 坐ら せて しまいました。 

与 八 はもと より 少しも 抵抗の ふうはな く、 押 据えら る 

る ままに 板の間に、 ちゃんと かしこまって いると、 総 

代の 一 人が、 

「これ、 留守番、 拙者 は 我々 同志の 総代で 笈 川と 申す 

者 だ、 その ほうに 申し 聞け て 置く ことがあ るから よく 


承れ。 聞く ところに よれば、 当 道場で は、 このごろ 手 

習に 事よ せて、 多くの 小児 を 集める のみならず、 地蔵 

のお 集まりと 称して は 近隣の 若い者、 娘た ち を 呼び 集 

えて、 舞 を 舞い、 踊り を 踊って、 昼夜 相 楽しむ との 噂 

が ある。 また 人々 に 和歌 を 教え、 学問 を 授ける と 称し 

て、 悪 思想 を 村々 に 吹き込む とやの 噂 も ある。 いかが 

わしい 地蔵の 像 を 刻んで は 盛んに 売り出して 暴利 を 

貪 り、 怪しげな 呪文 や 護符 を 撒布して 愚民 を 惑わす、 

しき  とく 

との 風聞 も頻 りなる により、 我々 同志が 事情 を 篤と 見 

届けに 参った の だ。 しかるに 主人 不在と ある ゆえ、 そ 

の ほうに 申し 残す、 きっとた しな まっしゃ るが よろし 


い」 

与 八 は、 それ を 聞いて、 委細 わからな いなりに 恐れ 

入って、 

「はい、 はい」 

とお 辞儀 をし ました。 

「いい か、 よくこの 事 を 主人に 申し聞かせ るの だぞ。 

なお 念のために、 この 通り 書面に 認め 参った、 これ を 

主人に 手渡し 申せ」 

と 言って、 笈 川と 名乗った 異体の 知れぬ 豪傑の 中の 一 

人 は、 懐中から 奉書の 紙に 認めた 書状 を 取り出して、 

与 八の 面前で ひろげ、 他の 六 人が それに 添いだ ちに 


なって、 

「なお、 念のために 一 応、 その ほうに 読み聞かせて 置 

く」 

と-つと-つ 

といって、 笈 川が 滔々 とその 奉書の 書状 を 読み上げ ま 

した。 むずかしい 文章 体で 書いて あるから、 与 八に は 

よくの みこめませんでした けれど、 要するに、 さき ほ 

ど、 総代が 言葉で 述べて、 与 八に 申し聞かせ たのと 同 

じ 意味の ものである らしく 思われ ましたが、 与 八 は、 

どうも この 人た ちが、 何 か 誤解 をして いるので はない 

かと 考えました。 


一 一十三 

七 人の 豪傑 は、 与 八に その 奉書の 書面 を 手渡した ま 

まで、 無事に 帰って しまいました から、 与 八 も、 わけ 

がわから ない なりに、 ひとまず は 安心し ました。 

う や う や 

その 書面 を 恭 しく 神棚の 上へ 載せて、 何 か あの人 

たち は 勘違いで もして いるの だろう、 わたし たちのす 

る こと を、 切支丹の 宣伝で もす るかの ように 誤解して 

国の ために それ を 憂えて、 忠告に 来て くれたの かも 知 

れな いが、 自分と して は 何と 返答 をして いいかわから 

ない、 お 松さん が 帰ったら、 二人で 相談して、 なる ベ 


く あの人た ちの 怒り を しずめる ような 御 挨拶 をして 上 

げたい もの だと、 腹に 考えながら、 道場の 片隅で 藁 打 

ち を はじめました。 この 藁 を 打つ の は、 草鞋 をつ くる 

材料 を 和らげる ためであります。 

その 日、 お 松の 帰り は 夜に なって しまいました。 

「与 八さん、 今日は 松茸で 夕飯 を 食べよう じゃあり ま 

せんか」 

乳母 は 子供た ち を 寝かしつ けて いると ころです から 

お 松 は 松茸 を 料理して、 与 八と 二人 だけで 夕飯 を 食べ 

ました。 

「ねえ、 与 八さん、 もう、 あたし、 あなたの 親御さん 


たち をたず ねる の を、 止めよう かしらと 思って よ」 

「そうです か」 

「尋ねない でいた 方が よか あない かしら、 と 思いつき 

ました」 

「それ もそう かも 知れません ね」 

と 与 八 は、 どうで もい いような 返事 をし ました けれど、 

心のう ち は、 決してそう でない こと をお 松が よく 知つ 

ています。 自分の 両親の、 せめて その 一方 を だけで も、 

与 八 は 知って 置きたい という 常々 の 願望 を、 口に は 出 

さない けれど、 その 折々 にお 松が 察して いるものです 

から、 お 松から 勧めて、 その 捨てられ たという 場所へ 


地蔵 様 を 立てさせたり、 それ を 最初に 見つけた という 

人の 縁故 をた どったり して、 何が な 与 八の 本心の よろ 

こび を 迎えようと 力めて いるく らいです から、 お 松の 

方から 改めて、 こんな こと を 言い出す の は、 自分と し 

て も 心 持よ くないし、 与 八 を も かなり 失望させる に 相 

違ない と は 思いながら、 何 か 思い さわる 事 あれば こそ、 

こう も 言い出して みたので ありましょう。 しかも、 思 

い 止まろうかと 言い出し たお 松に、 思いとどまる 気の 

ないように、 どうで もい いことの ように、 返事 をした 

与 八に も、 必ずしも どうで もい いと は、 あきらめ 切れ 

な いこと でしよう。 


そこで、 お 松 は、 何ともつ かずに こう 言いました、 

「ねえ、 与 八さん、 もし、 お前の 本当のお 父さんと い 

う 人が、 悪い 人 だったら、 どうします か」 

そこで 与 八が、 

「悪い 人 だって、 親 は 親 だからな あ」 

と 返答し ました。 

「でも、 その 悪い というの が、 ただ 喧嘩が 好きだと か、 

お 酒の みだと かいうば かりじ やなく、 もしかして、 悪 

い 罪 を 犯して いる 人 だったら どうします」 

「悪い 罪 を 犯した つて、 犯さな くった つて、 血 を 分け 

た 親子の 縁と いう もの は、 切っても 切れね えだろう、 


ねえ、 お 松さん」 

はし 

与 八 は 食事 を 終って、 箸 を 下に 置きな がらこう 言い 

ますと、 お 松が、 

「それ は、 そうに 違いない けれど、 もしかして、 そん 

な 人であった なら、 いっそ、 尋ねない 方が いい じ やな 

いかしら」 

「どうしてね」 

「せっかくの 与 八さん までに、 迷惑が かかる といけ ま 

せんから ね」 

「そうかな あ」 

かお  がお 

与 八の 面の 色が 少し 曇ります。 それ を 慰め 面に お 松 


「ねえ、 与 八さん、 生れぬ 先の 父ぞ 恋しき という 歌 を 

御存じでしょう、 生みの親 も 大事 だが、 それよりも 大 

事な の は、 生れぬ 先の 親 だと、 大禅師 が 説教で おつ 

しゃった の を、 お前 も 聞いて いたでしょう」 

「うむ」 

「おた がいに、 生みの親 を 尋ねる こと はやめて しまい 

ましょう か  」 

とお 松から 言われた 与 八 は、 箸 を 置いた まま、 小山の 

ように 坐って 考え込んで いました。 

食事が 済んで から 与 八 は、 また 道場へ 戻って、 そこ 


で 再び 藁 打ち を はじめようと しました。 

暗い ものです から、 行燈 をと もして、 それから 仕事 

にか かろうと、 片隅の 方に 置いて いた 行燈 に、 さぐり 

足で 近寄ろう として 物に つまずきました。 

なに かしらん。 思いがけない ところで、 物に つまず 

くと、 その ハズミ でバ リバ リ とその 物 を 踏み 裂 いてし 

まった 音が したので、 与 八 も 狼狽して 手 さぐりに して 

見る と、 相応の 四角な 薄手の もの を 包んだ 風呂敷 包で 

す。 

はて、 こんな もの を ここへ、 自分 は 置い といた はず 

はない の だが、 何 か 知らん。 どうした 間違い か 知らん、 


今の 足 ざ わりと、 物音で は、 自分が、 この 中の もの を 

踏み 砕いて しまった こと は 確かで ある。 はて、 大事な 

ものであって くれなければ いいが …… 

そこで、 与 八 は 歩き 直して、 ようやく 行 燈に火 をつ 

けて、 そこで 今の 踏み 砕いた もの を 見る と、 いつも、 

お 松さん が 持って あるく 風呂敷に は 違いない。 では、 

お 松さん が ここへ 置い といたの だ。 それ を 自分が 

あやま 

過って 踏み 砕いて しまったの だ。 中 は 何だろう、 済 

まない こと をした、 どうも 済まない こと をした、 と 与 

八 は 一 層の 心配 を はじめました。 

包み 方が 簡単であった ために、 その 一端が 風呂敷の 


外に 露出して いるから、 中の 品物の 何物 か を 認める の 

は 骨が折れません。 それ はあり ふれた 納め 物の 絵馬で 

す。 そこらの 辻堂の 中 あたりに いくら も 見られる 絵馬 

である こと は 確か だが、 絵馬 だからといって、 踏み 砕 

いてし まった ので は 相 済まない。 修繕の 工夫 はない も 

のか 知らん と、 知らず 識らず 与 八 は、 もうす でに 片肌 

ぬぎに な つ ていた 絵馬の 全身 を 露出 させて しま つ て 見 

ると、 無残に も、 それ は ホンの ハズミ に 踏んだ ばかり 

です けれども、 与 八の 馬鹿力で 一た まりもな く、 真 二 

つに 踏み 裂かれて しまって いて、 繕うべき 余地 も あ 

りません。 


済まない こと をして しまった。 せっかくお 松さん が 

大事に して 持って来 たもの を、 自分が 足に かけて 踏み 

砕く なんて …… そんなと ころへ 置いた ものが 悪い か、 

それ を 踏んだ 者が 悪い か は 考えずに、 与 八 は 只管に、 

きようく 

自分の みが 悪い こと をした と 恐懼して、 行燈の 下へ 

かんきゃく 

持って来て、 ひねくって みました が、 その 時まで 閑却 

おもて 

されて いたの は 絵馬の 面です。 それ は 与 八が 血の め 

ぐり の 悪い せいば かりで はありますまい、 大抵、 この 

類 の 絵馬の 模様と いう もの はき まりき つた もので、 

特別の 注意 を惹 くべき 絵であろう はず もな く、 また 描 

き 方 も 尋常一様に、 板に 乗って いたせい かも 知れ ませ 


ん。 

二度目に 気がついた 時、 与 八 もさす がに 驚かされて 

しまいました。 

何とい うこと だ、 この 絵馬に は 人間の 生首が 描いて 

ある。 しかも その 生首 とても、 尋常一様の 小児の た わ 

むれで はない、 相当の 分別 ある 人が 描いた もので、 し 

さらし ち の 

かも 梟 物に なって、 台の 上への せられて いると ころ 

の 図に まぎれ もありません から、 血の めぐりの 悪い 与 

八 も、 驚かない わけに は ゆかなかった ものです。 

いたずらにしても、 ィャ ないた ずら だ。 それ を また 

ごしょうだいじ 

お 松さん が、 後生大事に、 風呂敷に 包んで 持って来た 


の は、 どうした わけだろう。 それ を また、 あの 行 届い 

た 人が、 こんな 人の 踏みそう なと ころへ 置きば なしに 

して、 忘れて しまって いるら しいの も 合点が ゆかない 

と、 ここに 至って はじめて 与 八 は、 お 松のお 松ら しく 

ない 物の 扱い方 を 考えて みる 気に もな つ たようで すが 

どうしても、 これ は あやまらなければ ならない。 

と、 風呂敷へ 包み直して、 そこへ 置き ましたが、 さ 

いぜんの 食事の 時のお 松の 言葉と いい、 こんな 不意の 

ィャな ハズミ といい、 何となく 物 を 思わせられ るよう 

な晚 であると、 急に 立つ 気 もな く、 胡 坐 を 組んだ まま 

で、 やや 長い 時、 ぼんやりと してい ましたが、 あやま 


つち  わら 

りに 行こうと もせず、 そのまま 槌を とり 上げて 藁 を 打 

ちに かかりました。 

与 八が こうして、 ボン ャリと 考え込みながら 藁 を 

打って いると、 表の戸 を トン トンと たたいて、 

「与 八さん、 与 八さん」 

「お 松さん かい」 

「あのね、 与 八さん、 わたし、 忘れ物 をし ましたが、 

そこらに 風呂敷 包が ありま せんか」 

「ありまし たよ」 

ちょうだ い 

「済みませんが、 ここの 窓から 出して 頂戴な」 

「待って おくん なさい」 


与 八 は槌を 下へ 置いて、 手 を 延ばして、 風呂敷に 包 

んだ 例の 絵馬 を 引き寄せながら、 

「お 松さん、 あるに は あるが、 ほんとうに 済まない こ 

と をし ちま つ たよ」 

「どうしたの」 

「あのね、 暗い ところに あった もの だから、 ツイ、 わ 

しが 足で 踏みつ ぶして しまい ましたよ、 それで 今、 あ 

やまり に 行こうと 思つ ていたと ころ だよ」 

「まあ …… 」 

外に 立って いたお 松 は、 その 時、 外から 手 を かけて 

戸 を 引き あけて 中へ 入って 来ました。 


「沢 井」 という 字 だけが 見える 手 ぶら 提灯 を さげて 

いました が、 

「それ は、 わたしが 悪かった のよ、 そんなと ころへ 置 

きばな しにして おいた から、 わたしが 悪かった のです」 

「こら、 こんなに グダ グダに 砕けて しまった、 ほんと 

うに 申し わけが ありまし ねえ」 

「かまいません」 

お 松 は、 踏み 砕けた ままに 風呂敷に 包まれた 絵馬 を、 

与 八の 手から 受取って、 

「かまいません とも、 ィャな 絵 だから、 このまま 捨て 

てし まおうと 思 つ ていたくら いなんです もの」 


「お 松さん」 

「お前 は、 どこから、 そんな ィャな 額 を 持って来 たの」 

「与 八さん、 お前、 この 中 を 見て しまったので すか」 

「ああ、 見て しまったよ、 わし も ィャな 額 だと 思った、 

お 松さん が こんな 物 を 持ち歩く はず はねえ と 思った か 

ら、 誰かの いたずら じ やねえ かと 思った が、 それでも 

風呂敷が お 松さん の だから …… 」 

「そうよ、 わたしのに 違いない のよ、 わたし は 妙な と 

ころで これ を 手に入れ たもの だから、 与 八さん に 見せ 

ようか 知ら、 それとも 見せまい か 知らと、 考えながら、 


つい 置き忘れ たんです が、 見られて しまって は、 もう 

仕方がな いが、 気にしないで 下さい」 

「別に 気にする でもね えが、 誰の いたずら だか」 

「ねえ、 与 八さん、 あとで、 お 風呂の 下 かなに かで 焼 

いてし まって 頂戴な」 

「うん」 

「それから 与 八さん、 もう 一 つ 済みません がね、 これ 

から ちょっと、 水車小屋まで 行って 来て 下さいな」 

「何し に」 

「お 来が なくなった そうです から、 一俵 持って来て 

やって 下さいな」 


「よしよ し」 

わらくず  つち 

と 与 八 は 膝の 藁 屑 を 払って、 台 や、 槌を 片寄せ ながら、 

「急ぎ かね、 お 松さん、 米の いるの は」 

「なに、 今晩と、 明日の 朝の 分 は あるんで すと さ」 

「はは あ …… じゃあ、 今晚、 わし あ、 あの 水車小屋へ 

泊って、 明日の 朝早く 持って来 リゃ あ、 それで 間に合 

うね」 

「え、 それで 間に合います」 

「じゃあ、 わし あ、 今晩は 水車小屋へ 泊って 来る かも 

知れね え、 どっこい しょ」 

与 八 は 立ち上りました。 


「じゃあ、 頼み ましたよ」 

お 松 は 砕けた 絵馬の 風呂敷 を 取りに 来ながら、 受取 

ら ずして 行って しまいました。 

しかし、 いったん 立 去った お 松が、 まもなく 取って 

返し、 

「ねえ、 与 八さん」 

「何 だね」 

「もう 一 つ 言って 置く ことがあり ますよ、 あのお 隣り 

の 作 蔵さん がお 湯に 来ての 話です が、 昨日 あたり この 

村へ、 お 役人に 追われて、 悪い 泥棒が 一人 入り込んだ 

んで すって」 


「へえ …… 」 

「だから、 用心 をお しなさい。 また 怪しい 者と 見たら 

ば、 つかまえ るか、 お 役所へ 申し出る ように、 触れが 

廻つ たんです つて」 

「あ、 わし もお 正午 ごろ、 その 触れ を 聞き ましたよ」 

「そう、 それじゃ、 お前さんの 方が、 よく 知っている 

でしよう、 用心 をす るに 如く はない から、 気をつけて 

下さい」 

「はい」 

「それで は、 お 来の 方 をた のみます よ」 

と 言って お 松が 出て 行きました。 やっぱり、 例の ィャ 


な 絵馬の 風呂敷 包 を 持って行こうと 言わな いのは、 与 

八に しかるべ く 処分 を 任して しま つ た つもりな ので 

しょう。 

与 八 は、 その 風呂敷 包 を 抱えて、 道場 を 出で、 高い 

石段 を 下って、 街道 筋の 方へ 出ながら、 

「そうだつ けな、 何 か 江戸で 悪い こと をした 奴が あつ 

おうめ うらじ ゆく 

て、 それ を 青梅の 裏 宿まで 追い込んで、 そこで 姿 を 見 

失って しまったが、 どうも この 沢 井 あたりへ 逃げ込ん 

だに ちげ えね えとい うこと で、 今日のお 正午 ごろ、 今 

お 松さん がいった ような 触れが あつたつ けな …… して 

みると 今夜 は、 水車小屋へ 泊ら ねえが いい かな、 こつ 


ちの 家へ 泊った 方が、 みんなの 安心になる かも 知れね 

え。 だが こっち はこれ で 近所 も 近いし、 お 松さん とい 

う 子 は 度胸が あるから …… 」 

与 八 は、 こんな こと を 考えながら、 高い 石段 を 下つ 

て 街道 筋へ 出で、 崖 道 を 下って、 多摩川の 岸の 水車 小 

屋 まで 着いて しまいました。 案内 知った 戸をガ タピシ 

と あけて、 休ませて おいた 杵の間 を 通り、 糠 だらけの 

棚の 板から、 携えて 来た ブラ 提灯 をつ り 下げ、 そうし 

て、 炉の 傍へ 寄って おもむろに 焚火 を はじめて、 それ 

が 燃え 上る ところに 両手 を かざし、 目をつぶ つて どつ 

しりと 坐り込んで いると、 戸一 枚 を 隔てた 多摩川の 流 


そうそう 

れが、 夜の 静かな ほどに 淙々 たる 響き を 立てます。 

こんな 晚 だった な  そこで、 与 八 はゾッ として、 

塞いで いた 目 を 見開く と、 運転 を 止めた 水車小屋の 荒 

はりの き  くも 

涼た る 梁から 軒、 高い ところ は 一面の 蜘蛛の巣 がすつ 

かり 粉 を かぶって いる。 

そこに 一本 長い 女 帯が、 だらしなく 解け ほごれ て、 

蛇の ように 横たわって いるで はない か。 

それ、 そこに、 緋 の襦拌 が。 おお、 女が 一人 歯 を 喰 

いしば つて 身 を ふるわせ ている …… ああ あ、 結いた て 

の 島 田の 髪が あんなに 乱れち まった —— あれで は 帰れ 

まい、 帰され もすまい。 


女 も 女 だ —— と 寛 怠な 与 八が 歯嚙み をす る。 

てつ ひばし  めくら 

再び 目をつぶって、 長い 鉄火 箸 をと つて、 盲 さがし 

に 火 を 突つ ついてい たが、 どうも 女の 息づ かいが …… 

荒い。 どうして この 息づ かいが、 今以て この 水車小屋 

を 去らない のか。 

いけない、 いけない。 

与 八 は、 この 時、 携えて 来た ィャな 絵馬 を 取って 炉 

の 火に 焼き捨てよう としたが、 その 途端に また ゾッと 

して、 絵馬 を 持つ 手 を わななかせ たの は、 それ は、 今 

まぼろし 

以て 残る 女の 亡霊の 幻 とやら に 驚かされ たので は あ 

りません。 与 八 は、 その 途端に、 遠く 犬の 吠える 声 を 


聞きました。 

犬の 吠える 声と いっても、 それ は 尋常の 犬の 吠える 

声ではありません。 ここより は 頭上に あたる 机の 本家、 

今 は そこに 飼われて いる ムク 犬が、 何に 驚いて か、 鐘 

をつ くような 声で 吠える のが、 ありあり と 与 八の 耳に 

入りました。 

二十 四 

ムクは 滅多に 吠えない 犬であります。 

現に ここへ 来てから にして が、 ほとんど ムクの 吠え 


たという の を 聞いた ものが ありますまい。 ムク 犬の 吠 

えないだ け、 それだけ 平和で あり、 ムクの 吠 ゆる 時 は、 

尋常の 時で ない こと は、 与 八 もよ く 知ってい るので あ 

リ ます 

そうして、 かなりの 遠くの 距離に いて、 多くの 雑音 

の 中に あっても、 ムクの 吠 ゆる 声 だけ は、 いつも 殷々 

として 聞き取る ことができる のであります。 

そこで 与 八 は、 何 か 本家の 方に 非常が 起った の だと 

胸 を 打 たれました。 その 非常の 程度 はわから ない が、 

ああして ムクの 声が 聞え たこと それだけで、 人間の 騒 

ぐより 以上の 何事 かが 突発して 来た ものと 見て、 さし 


つかえない のであります。 そこで 与 八が 胸 を 打 たれて 

心配し ました。 

心配した けれども、 しかし 絶望 はしません。 

ムクの 吠えた のが 非常 を 示す と共に、 ムクの 存在と 

いう ことが、 非常な 心強 さ を 与える ものであります。 

何と なれば、 ムク 犬が 存 する ことによって、 幾多の 人 

間が 備えて いる 以上の 安心 を、 保証し 得る からで あり 

ます。 

ふたたび 

ひとたび 心配した 与 八 は、 二度 安心 はしました けれ 

ども、 ともかく、 ああして 非常の 暗示が あって みれば、 

ここにこう している わけに は ゆかない。 そこで 本家へ 


取って かえそう として 鈍重な 身 を 起し かけた 時、 不意 

に 裏口の 戸が あいて、 そこから 声 も かけずに 人が 一 人 

すばや  とざ 

飛び込んで、 また 素早く その 戸を閉 してし まった こと 

を 知りました。 しかし それ は 鈍重な 与 八が 身 を 起し か 

けた 途端、 その 背後で 起った ことです から、 与 八 は、 

その 入り込んで 来た 人の 影 を だに 見る ことができない 

すきに、 その 人の 形 は、 この 水車小屋の いずれ を 見廻 

しても、 認 むる ことができない のであります。 

「誰 だい」 

あたり 

与 八 は 片膝 を 立てながら、 四方 を 幾度 も 見廻して、 

呼びかけて みたが 返事が ありません。 返事がない のみ 


ならず、 ほとんど人の 気配がない のであります。 

果して 人間が 入って 来た ものなら ば、 そのい ずれに 

隠れた にしても、 多少の 間 は、 空気の 動揺と いう もの 

が 残らなければ ならない はずであります が、 物音の し 

たす きまに、 その 空気の 動揺が 消え去つ たの は —— 或 

いは 全く 空気 を 動揺せ しめず して、 身体 だけ を 運行 さ 

せた もの II それ は 煙 か、 幽霊 かで なければ できない 

ことのよ うに 思われます けれど、 いま 入って 来た 人 は、 

入って 来た 人が あると 仮定して、 その 人 は、 たしかに 

それ を 行な つ ている ものの ように 思われます。 

それです から、 与 八 は そこに 自分の 耳 を 疑いました。 


はは あ、 これ は 自分の 空耳 だな、 犬が 吠えて、 非常が 

暗示され たもの だから、 疑心 暗 人と いうよう なわけ だ 

ろう。 しかし、 戸が あいたに は 確かに あいた。 戸が あ 

いて、 そうして 同時に 締められ るに は 確かに 締められ 

たはず だから、 どうも あきらめ きれな いで、 立ち あが つ 

てから 再び、 小屋の 隅々 まで も 見廻して、 

「誰 だい、 誰かへ えって 来たの かね」 

どうも、 立 去り 兼ねる ものが ある。 

「待てよ」 

ちょうちん 

そこで 与 八 は 提灯に 火 をう つして、 裏の 戸口のと 

ころへ 行って、 仔細に、 戸と、 その 板の間の あたりと 


を、 提灯の 光で 照らして 見ました。 

それ は 争われない。 尋常の 板の間な らば 何でもない 

ことです けれど、 水車小屋の 板の間で すから、 粉と 糠 

で、 霜を置いたよう にいつ ぱいに 塗られて あると ころ 

ですから、 そこに 手足の 指の あとと、 着物で 掃かれた 

粉末の 飛散の なごり をと どめない という わけに は ゆき 

ません。 

「いる、 いる、 たしかに こん 中に、 人が いるに 違えね 

えだ」 

と 与 八が 声を立てた 時、 後ろから 与 八の 首へ、 すっと 

一 筋の 網が 巻きつ きました。 


その 緦に卷 かれる と、 大力の 与 八が、 もろく も 

囲炉裏の そばまで 引き戻されて しまいました。 それ は 

拒めば 首が くくられる からです。 自分の 力で、 自分の 

首 をく くられる のがい やなら ば、 おとなしく、 引かれ 

る 方へ 引き寄せられ るより ほか はない。 その 点に おい 

て は、 与 八 は 天性 心得た 無抵抗の 呼吸 を、 のみこんで 

いるものの ようで もあります。 

しかし、 後ろから 音 もな く、 与 八の 首へ 緦を 巻きつ 

けた その 人 とても、 必ずしも 与 八 をく びり 殺そうと し 

て、 そうした わけで はなく、 この 際、 与 八に 声を立て 

られる こと を 怖れての 非常手段と 見えます から、 あち 


ら からい えば、 正当防衛の 一手 段に 過ぎない かも 知れ 

ません。 大 へんお となし く、 素直に 与 八 を 引き寄せて 

来て、 

「声を立てないで おくん なさい ね、 少しの 間、 ここへ、 

私 を 隠しと いて 下さい、 たのみ ますよ」 

その 人が、 与 八 を 引 据える ようにして、 自分 も それ 

と 向い合って、 炉辺に 坐り こんで しまったの を 見る と、 

与 八に は 馴染と はいえない が、 珍しく もない 裏 宿 七 兵 

衛 でありました。 与 八 は、 恐怖と、 驚愕と、 それから 

与 八に して は 珍しい 幾分の 叱瞎の 気味で、 

「お前さん、 どこの 人 だか、 不意に はいって 来て 失礼 


じ やねえ か」 

ゆるめられた 緦の 下から、 与 八が こう 言いました。 

七 兵衛は 騒がない 声で、 

「どうも 済まなかった、 かんべんして おくん なさい。 

やまいぬ であ 

実は 今 そこで、 おそろしく 強い 狂犬に 出逢った もの だ 

から、 逃げ場 を 失って、 こんな 始末 さ。 なにも、 お前 

さん を 苦しめよ うのなん のとい うのが 目的 じ やねえん 

ですから、 どうか、 勘弁して おくん なさい まし」 

「うん —— 」 

と 与 八 は、 おとなしい 眼 を 不審の 色に 曇らせて、 改め 

て 七 兵 衛の姿 を 見やり、 見お ろし、 


やまいぬ ほ 

「お前さん、 狂犬に 吠えられた とお 言いな すった ね」 

「ああ、 どこの 犬 だか 知らね えが、 この 上の 方に、 おつ 

そろし い 強い 狂犬が いるよ」 

「お前さん、 あり や 狂犬じゃありません よ」 

「え、 どうして」 

「あり や、 ムク です よ」 

「ムク …… 」 

「ムク が 吠えたん です よ」 

「はは あ、 なんにしても、 すっかり ォド かされて しま 

いました よ」 

「お前さん」 


与 八 は、 しげしげと 七 兵 衛の姿 を 見て いるから、 七 

兵衛は 少し バッが 悪く、 

「何 だい」 

「お前さん、 何 か 悪い こと をしたろう」 

「えつ」 

「何 かお 前さん、 悪い こと をして 来たね」 

「飛んでも ねえ、 私 は 何も 悪い ことなん ぞを する 人間 

ろくごう くだ  ひか わ  いかだし 

じゃあね え、 この 通り、 六 郷下リ の 氷 川の 筏師 だよ」 

「いけね え、 お前さん、 何 か 悪い こと をして 来たから、 

それで ムクに 吠えられ たの だ」 

「冗談い つち やい けません、 犬に 吠えられる 奴が、 み 


んな 悪い 奴であった 日に や、 夜道 をす る 奴 は みんな 泥 

棒 …… だね」 

「犬に 吠えられる 奴が、 みんな 悪い 奴た あ、 いえね え 

かも 知れね えが、 ムクに 吠えられる 奴 は 悪人 だ」 

「どうして」 

「ムク という 犬 は、 いい 人に 向って は、 決して 吠えね 

え 犬なん ですから …… 」 

「いよいよ 冗談 もの だ、 人間で せえ、 人物の 見定めと 

いう もの は 容易に つかねえ、 まして 犬に、 人間の 賢愚、 

不肖が わか つ てた まる もの か」 

「ところが ムクに は、 それが わかる から 不思議 じゃあ 


りません か —— もし、 お前さんが、 ムクに 吠えられて、 

ムクに 追われた としたら、 お前さん は、 たしかに 悪い 

こと をして、 そうして ここへ 追い つめられて おいでな 

すった 人に 違えね え …… 」 

与 八が キッ パリと 言いき つたので、 七兵衛 が、 思わ 

ず 眼 をみ は つ て 与 八の 面 を 見ました。 

与 八の 言葉 を 聞いた 七兵衛 は、 非常に 驚かされ てし 

まいました。 

この 若い 男 は、 少し 足りない 男の ように 思われる が、 

その 言い出す こと は、 人の 腸 を 読んで いるよう だ。 

いや、 この 男が 読んで いるなら とにかく、 その 何と 


かいう 犬が、 こっちの 裏 も 表 も 読みき つていて、 善悪 

正邪 も、 賢愚 不肖 も、 いちいち 鑑定して 置いて、 吠え 

にか かるの だとい うのが 癩じ やない か。 

いきうま 

どこまでも、 世渡りの 裏 を 行って、 生 馬の 眼 を 抜く 

という 人間 共の かすり を 取って、 なにく わぬ 面で 今日 

まで 生きて いられた 自分と いう ものが、 今晩は ここで 

人並 足らずの 間抜けの ような 若い 男と、 畜生の 一 つの 

ために 腸 まで 見透かされて いると いうの も、 痛い よ 

うな、 痒い ような、 くすぐった いような、 わけの わか 

らぬ 訳合いの もの だ。 

そこで 七兵衛 は、 空しく、 


「なるほど」 

と 頷いて、 与 八の 面 を ながめた つきり です。 

「この 緦を 取って おくん なさい」 

と 与 八が 言いました。 放心した ものの ような、 緩め 

きって はいたが、 さいぜんの 緦は、 やはり 与 八の 首に 

卷 きついて いるに は、 巻きつ いていた のです。 

「なるほど」 

と 言った が 七兵衛 は、 要求 通リ、 その 緦を 外して やろ 

うで もな し、 それ を 強く 締めよう でもな し。 

「ねえ、 緦を 取つ ちまって おくん なさい よ」 

「ま、 待って くれ」 


七 兵衛は 耳を澄まして、 何 か 物の 気配 をう かがおう 

としてい るの は、 つまり 犬が 怖い のでしょう。 たった 

今 吠えられ たという 犬が、 自分の あと を 追い かけて 来 

て、 或いは その 辺の 戸 際に 待 伏せで もして はいない か。 

一応 その 気配 をう かがった 上で、 身の 振り方 をき めよ 

うとの 要 心と 見える。 

だが、 与 八と しても、 気が 利かない ことの 限りで、 

こうして、 先方が 油断して いる 隙に 飛び かかって、 そ 

の 大力で もって 相手 を 組み伏せる とか、 緦を たぐって 

引き寄せて、 自分で 安全 圏 を 作って おくと かの 余地 は 

十分に ありそうな もの を、 相手に 首 を 巻かれ っぱなし 


で、 その 死命 を 制せられ っぱなしで、 自分の 活地を 作 

ろうと、 努力す る だけの 機転の 利かない のが、 この 男 

の 取 柄 かも 知れない。 

「それじゃ、 若い 衆さん」 

と 七兵衛 は、 ほぼ、 あたりの 形勢に も 見当が ついたら 

しく、 

「私 は、 これでお，. 暇 をす るから ね、 この 川 を 飛び 渡つ 

ゆ ぎ 

て 柚 木の 方へ 出る つもり だから、 私が かなり 逃げの び 

たと 思う 時分まで、 お前、 騒い じ やい けない よ、 泥棒！ 

なんて 大きな 声 を 出す と 承知し ね えぞ」 

「大丈夫 だよ」 


「犬 はいね えよう だな、 あの 厄 化な 犬 は、 跡 をつ いて 

来ち や あいね えよう だな」 

「大丈夫 だよ、 ムク は、 逃げる 者 を、 そんなに 長追い 

をす るよう な 犬じゃありません よ、 それよりか、 家 を 

守って いる 方が 大切です からね」 

「それで 安心した」 

七兵衛 ほどの ものが、 特に、 その 犬に は 弱らされた 

ものら しい。 

そこで、 七兵衛 は、 手に していた 網の 一端 を クル ク 

ル とまとめ て、 環に して ボンと 与 八の 前へ 抛り 出して、 

きゅうめい 

「どうも、 窮命を させて 済まなかった、 済まない つい 


でに 若い 衆さん、 お湯 を いっぱいお くんなさい」 

「さあ、 どうぞ、 ここにお 椀があります から、 なんな 

ら、 いいお 茶 も ある だから、 お茶 を いっぱい いれて 上 

げ ましょう か」 

「そいつ は、 どうも 御馳走 さま」 

与 八 は、 せっかく 解放され た緦を まだ 自分の 首から 

放さないで、 それよりも 先に、 この 珍客に 向って お茶 

の 用意に とりかか ると、 この 時、 七 兵衛が 炉辺で 意外 

な 物 を 見つけて、 じっと それに 眼 をつ けました。 

二十 五 


七 兵衛が 何事 を か 注意し 出した のに 頓着の ない 与 八 

は、 珍客の ために、 お 茶壺から 上 茶 を 取り出して、 お 

茶 を いれに かかって いると、 七兵衛 が、 

「若い 衆さん」 

てつびん  きゅうす  つ 

と 呼び ました ものです から、 鉄瓶の 湯 を 急須に 注ぎな 

力ら 

「何です か」 

「そ、 そり や 何 だね」 

「え、 それと は」 

与 八 は、 鉄瓶の 湯 を 急須に 注いで しまつてから、 七 


兵衛の それと い つ て 指した ところの もの を 見やる と、 

「あ、 これです か」 

「何 だい、 そり や」 

「こり や、 絵馬の 額です よ」 

「絵馬に は 違いない が、 お前さん、 その 絵馬 を どこか 

ら 持って おいでな すった」 

「これです か、 ィャな 絵馬です よ。 お茶 を 一 つお 上り 

なさい まし」 

与 八 は、 お茶 をつ いで、 七 兵衛の 前に 差 出してから、 

改めて 問題の 絵馬 を 無雑 作に 取り上げて、 

「こり や、 お 松さん が 持って来た ものなん です が、 ど 


こから 持って来 たか、 わし は 知らね えが、 あんまり 縁 

起で もね え 額 だから 、おつべし よって、 火の 中へ くべ つ 

てし まおうと 思って いたと ころです」 

といって 与 八 は、 いったん 自分が 二つに 踏み 割って し 

まった 絵馬 を、 もう 一 べん 細かく さいて、 それ を 眼の 

前の 炉の 火に 投げ込もう とします から、 七 兵衛が あわ 

てて その 手 を 押えました。 

「滅多な こと をし なさん な、 それでも 絵馬と なり や、 

納める 人 は 丹念して 納めた に 違えね え、 まあお 見せな 

さい」 

七 兵 衛は与 八の 手から、 二つに 裂けた 絵馬 を 受取つ 


て、 その 怪我 をいた わるよう な 手つきで あしらい なが 

ら、 裏と 表 を 一 べん 通り ジロリ と 見渡してから、 膝の 

下へ 置き、 

「誰が この 絵馬 を 持 つて 来たんだ つて？」 

「お 松さん が 持って来ました」 

「お 松さん が、 どこから 持って来 たの？」 

「それ は 知らね え」 

「ふ ー ん」 

と 七兵衛 は、 お茶 を 手に 取って 飲みながら、 首 を かし 

げな いわけに は ゆきませんでした。 

七兵衛 は、 与 八の こと は 知ってい るか、 いない か 知 


らな いが、 お 松の この 地に いる こと は、 充分に 知って 

いる はずで ある。 この あたりの 地理 も、 人情 も、 知つ 

て、 知りぬ いている はず だから、 自然、 この 水車小屋 

も、 机の 家の もの だとい うこと は 心得て いるに 違いな 

い。 そうして みれば、 お 松と は あれほどの 縁故 だから、 

そのい どころ をたず ねて、 充分に 話 はわ かってい る は 

ずで ある。 

しかし、 与 八 は、 お 松の 家へ この 人が 尋ねて 来たの 

を 見た ことが ないから、 従って、 この 人と、 お 松と が、 

深い 縁故に な つ ている ことなん ぞは 知ろう はず はない 

らしい。 お 松が ここにい る こと を 知って 尋ねない 七 兵 


衛に は、 また 七兵衛 だけの 遠慮が あるので しょう。 お 

松の 方で も、 程遠から ぬ 七 兵衛の 実家 を 尋ねた と いう 

こと を あまり 聞かな いのは、 尋ねても、 その都度 都度、 

行方が 知れない からでありましょう。 

「若い 衆さん、 お聞きな さいよ」 

お茶 を 飲み 終った 七兵衛 は、 悠々 として 煙草 をのみ 

にか かりました。 

「はい」 

「お前、 そのお 松さん という 人と 懇意なら、 どういう 

わけで、 どこから、 こんな 絵馬 を 持って おいでな すつ 

たか、 それ を 聞いて みると いい。 まあ、 ごらん …… 」 


七 兵衛は 今更め かしく、 絵馬 をと り 上げて、 裂けた 

の を ビタリと 一枚に 食い合わせて、 与 八の 前へ 突きつ 

ける。 

「人の 物 を 盗る と …… 十両から こうな るんだ ぜ、 九両 

二分まで はいいが、 十両から になる と、 どっちみ ち、 

こうなる 運命 は のがれられ ねえんだ、 間男と 盗人 は、 

首の 落ちる 仕事 だよ」 

「まあ、 お茶 をもう 一 つ、 お あがん なさい ましよ」 

と、 与 八が 熱い お茶の 二 杯 目 を 七兵衛 にす すめる と、 

「こり やどう も 御馳走 さま」 

もち 

「ここにた らし 餅が ある、 よろし か あ、 お あがん なさ 


いまし」 

かたえ 

与 八 は、 傍の ほうろくの 中に あつたた らし 餅 をと 

リ 出して、 お盆の 上に 載せる と、 

「どうも 済みません ねえ」 

七 兵 衛は与 八の もてなし ぶり を、 ようやく 不思議な 

色で ながめました。 

どうも 少し 変って いる 男 だと 見た のでしょう。 第一 

と  はず 

もう 疾うに 許されて いる 首の 網が、 まだ 外されて いな 

いのも この場合、 七兵衛 としてお かしい くらいに 見え 

ました。 

つまり、 最初の うちこ そ、 緦を 外して くれと 要求し 


ながら、 その 要求 通りに 網 を 投げ出されて みると、 そ 

れで すべてが 許された ものと 心得て、 それから は 火 を 

くべ る こと だの、 お茶 を いれる こと だの、 たらし 餅 を 

すすめる こと だのに とりまぎれて しまって、 首の 緦を 

全く 忘れ去って しまった ものら しい。 

途方 もな く 人の いい 男 だ —— と 七兵衛 は、 その 首の 

緦を 見る と、 そぞろに 自分ながら おかし さが こみ上げ 

て 来る ものの ようです。 そこで、 

「若い 衆さん、 その 繩を 取つ ちゃ あどう だい、 その 首 

の緦 を」 

自分から かけて おいた 網 を、 こう 言って、 先方の 自 


決 を 促す ような 気持にまで なりました。 

「あ、 そうだね」 

そこで、 与 八 は 首の 繙へ手 を かけて グイと 引 張る と、 

はず 

網 は 素直に 外れる。 その 素直に 外れた 總を 一方に 置き、 

また 三 杯 目の 茶 を 注いで 七兵衛 にす すめました。 

「若い 衆さん、 お前さん、 幾つに おなりな さる」 

「わし かね、 わしゃ 十九で ござんす よ」 

「いい かっぷく だね」 

フ ス5;  」 

「力が あるだろう な あ」 

 」 


「お 相撲さん にしても 立派な もんだ。 お前さん 知って 

ひの はら おおた け ざん ふもと 

いなさる かどう か、 この 向う の 檜 原の 大岳 山の 麓に、 

昔お つ そろし い 力の 強い 若い 衆が あってね、 なんでも 

三十 人力あって、 村々 で 人足 を 出し合う 時には、 その 

若い のが 一人で、 三十 人 分に 通用した という 話が 残つ 

ています よ。 ところが、 その 男が、 その 三十 人力の 力 

が 出て 働け るの は、 大岳 山の 頭が 見える ところ だけに 

限った もので、 大岳 山の 頭が 見えなくなる ところへ 行 

くと、 げっそりと 力が 減つ ちま うんだ つてい うこと を 

聞きました。 お前さん も 三十 人力 はあり そうだね」 

「そんなに あり やしま せんよ」 


物騒な 犬の 吠え声から、 首に 緦を捲 かれる までの 危 

険 千万な 光景が、 いい 気の、 秋の 夜の 炉辺の 茶話に なつ 

てし まいました。 

「お前さん、 生れ は どこ だね」 

こ-つ こ-つじん 

七兵衛 もこうな ると、 好々 人の、 百姓 親爺の ほかの 

何者で もありません。 

「さあ、 わしの 生れ は どこで ござんす かね」 

「おや、 お前さん、 自分の 生れ どころ を 知らね え… 

…？」 

けしき 

七兵衛 がまた 気色ばみました。 

「生れ は どこ だか 知らね えが、 赤ん坊の 時から この 沢 


井村で 育ちました」 

「それじゃ あ、 こっちへ 貰われて 来たの か、 それとも 

…：- J 

「いや、 貰われて 来たん じ やねえ、 拾われて 来たんで 

ございます」 

すてご 

「拾われて …… そうする というと お前さん は 棄児 か 

い」 

「ああ、 棄児なん でございます」 

「おやおや、 どこへ すてられて、 誰に 拾われな すった 

い」 

七兵衛 はの つ 込んで しまいました。 


「ねえ、 おじさん」 

途方もない 人の いい 面 をした 与 八 は、 多少 その 面の 

色 を 曇らせながら 次の 如く 言いました。 

つまり、 自分 は 棄児で ある。 青梅 街道の あると ころ 

へ、 生れて いくら も 経たない 時分に 捨てられて、 それ 

を 机の 大 先生に 拾われて、 その 御 恩で 今日に 至った と 

いう こと を、 与 八 は 飾る ところな く 七 兵衛に 話す と、 

七 兵衛の 眼が かがやいて きました。 

「なるほど、 なるほど」 

幾度 か、 深い うなずきの 後に、 吸い取る ような 眼つ 


「なるほど …… 年 は 十九と お言いな すった な」 

七兵衛 は、 指 を 折って 数えて みる ふり をし ました。 

「たらし 餅 を 一 つお あがん なさい まし」 

そんな ことに 頓着な く 与 八 は、 再び、 七 兵衛に 向つ 

て、 たらし 餅 をす すめます。 

そこで 七兵衛 はお 茶 を 飲み、 たらし 餅 を 食いながら、 

なにげなく、 

「それで わかった、 それで 委細が わかり ましたよ、 お 

松さん という 人が、 ああして 新 町へ お 堂 を 建てたり、 

え ま 

そのお 堂の 中に 納めて あった 絵馬が、 こんなと ころへ 

来て いたりす る 因縁が、 よく わかり ましたよ。 しかし、 


若い 衆さん、 わが 子 を 捨てる ほどの 親 を、 血眼に なつ 

て 探し 廻る ような 仕事 はよ した 方が よう ござんす ぜ、 

子 を 捨てる ほどの 無慈悲な 親に、 ロクな 奴が ある はず 

がありません からね。 よしんば 探し 当てて、 おおお 前 

がお 父さん、 おおお 前が せがれ か、 と 抱きついて みた 

ところで、 ツマら ねえお 芝居 さ、 少し ほ とぼりが さめ 

て ごらんなさい、 子供の 方が ちっと、 よくで もな つて 

いて、 小 遣 銭 を ねだりに 来られた りする うち はま だい 

いが、 万々 がー、 その 親と いう 奴が たちの 良くね え 奴 

でもあって ごろうじろ、 それ こそ 親子の 名乗りなん ぞ 

しなかった 方が、 ドノく らい 仕 合せ かと あとで 臍を嚙 


むような ことが なんぼう も ございま さあ。 生みの親に 

めぐり 逢いて えと か、 この 世の 名残りに せがれに 一目 

あって 死にて えと かいうの は、 お 芝居と しちや あ 結構 

な 愁嘆場 かも 知れね えが、 生で 見せられ ると 根つ か 

ら 栄えね えものなん だぜ …… お前さん も、 そこ をよ く 

心得て いなく ちゃい けね え。 お 松さん にもよ くその 事 

を 言って おかな くち やい けね え。 親 は 無くても 子 は 育 

つんだ からな あ、 それ、 世間で も 生みの親よ リ 育ての 

親 と言うだろう じ やねえ か、 拾って 下す つて、 今日 ま 

で 面倒 を 見て 下す つた その 御 恩人に 対して、 御 恩 報じ 

をす る 心 持で いせえす り や、 それでい いの さ。 西 も 東 


も 知らね えお さな 児 を、 かわいそうに 野原の 真中へ 

うつち や  とらおお かみ 

打捨 つて、 虎狼に 食わせよう なんてい う 不料簡な 親 

を 慕って、 それにめ ぐり 逢いて えなん て、 だい それた 

料簡 だ、 よくね え 料簡 だ。 お 松さん にも、 よく そいつ 

て 置きな、 この 忙 がしい 世の中に、 棄児の 親なん ぞを 

じゅばん 

探す 暇が あったら、 襦拌の 一枚 も 縫って いた 方が い 

いって …… お前さん だって、 そうさ、 お 地蔵 様 を 信心 

すれば、 生みの親に 逢える だろう なんて、 あんまりた 

あいがな さ 過ぎら あな。 それより は、 ゥンと 稼いで な、 

しんや 

給金 を 貯めて な、 それで 新 家の 一 つも 建てて 納まる こ 

と を 考えな くつち やい けね え。 そうなる と、 相応のお 


かみさんが 欲しくな るだろう が、 そこ だてな あ …… 女 

房と いう やつ は、 持つ がいい か、 持た ねえの がいい か、 

ことさら お前の 身の上に ついて 考えて みると、 何とも 

一 H え ね え —— 持 つなら、 いい 女房 を 持た してやり てえ 

がな あ」 

どういう 気まぐれ か、 この かりそめの 場で、 七兵衛 

は、 与 八の ために、 将来の 女房の 心配まで はじめた が、 

やがて かたわらの 絵馬 を 手に とりながら、 

「いや、 よけいな お節介で 長話 をして しまった、 人間 

は あとの こと を 振 返らね えで、 先の こと を 考えな く 

ちゃい けね え」 


と 言いながら、 例の 絵馬 を パリ パリと 引裂いて、 炉の 

中に 投げ込んで しまい ますと、 絵 具の せいか、 火が 血 

のよう な 色 をして 燃え立ちました。 

七 兵衛は 立ち上りながら、 絵馬の 燃え 上る 火の 色 を 

見て いいました。 

「若い 衆さん、 お前、 人間の 首の 梟 物 を 見た ことがあ 

りな さる かい。 見ない 方が いいねえ、 わけて 出世 前の 

者 は、 そんなと ころ は 見ない 方が いいが ねえ」 

と 言いました。 

「まだ、 そんなと ころ を 見た こと はあり ましね え、 見 

ようと も 思わない ねえ」 


と 与 八が 答えました。 

「そうだと も、 見ようと も 思わない のが 本当 だ。 お 上 

だって、 好んで 見せたい から 梟す わけ じゃある めえ。 

まして 首 を 斬られて、 梟され る 御 当人と 来ち や、 これ 

も 酔 興と はいえ ねえが、 それでも あんなと ころへ 上リ 

たがる 首が、 いつにな つても 絶えね えの は 浅ましい こ 

とだね。 若い 衆さん、 お前 だって 長い 一生に は、 いつ 

そんな もの を 見せられ ねえと も 限らね えの だから、 心 

得の ために 覚えて おきなよ、 引 廻し になっても、 なら 

なくても、 いよいよ この 首が 浅 右衛門さん あたりの 手 

で、 血 溜りへ 落ちて しまったと 思いなさい、 そこで 非 


人が その 首 を 引上げて、 手桶の 水で 洗い まさ あ、 洗つ 

て 一通りの 手当 をして から、 俵の 中へ 包 むんだ ね、 こ 

の 首 を さ、 そうすると 獄門 検使 というのと、 町方 年寄 

とか、 村 方 年寄と かいうのと、 同心と が 出て 来て その 

首 を 受取る、 その 首の 俵へ 青竹 を さし 込んで、 二人の 

非人が お 仕置場へ 持って行って、 獄門に かける という 

段取り だが、 この 首が …… 」 

七兵衛 はさながら、 自分の この 首が、 明日の 朝は獄 

門 台に でも 上る もの かの ように、 自分の 手で、 首筋 を 

ぴ たびた とたた きながら、 

「その 獄門 台と いう やつが、 あんまり 有難く ねえ やつ 


だが、 栂で こしらえて、 長さが 二 間の 二つ 切り 一本、 

高さ は 六尺、 そのうち 二 尺 五寸は 根に なり まさ あ、 横 

板の 長さが 四 尺に 厚さが 一寸、 それ を 柱 一本に つき 五 

ちょう. 

挺ず つ、 つまり、 十本の かすがいで 足に くつ つけ、 そ 

の 真中に 二 本の 釘 を 押 立てて、 その 下 を 土で 固め、 そ 

さらしち の 

れへ 人間の 首 をつ き 刺して、 そうして、 梟 物が 出来 あ 

がるんだ よ。 それに も 二人 掛けと 三人 掛けが あって、 

二人 掛けの 方 は 長さが 六尺、 三人 掛け は 八 尺 …… その 

しゅ ゃリ  とリ ど-つぐ 

側に 捨 札が 立って、 朱 槍と 捕 道具が 並ぶ、 向って 右手 

の 横 寄りに 番小屋が あって、 そこへ 非人が 詰める ^ J と 

になって いる、 首の 梟し は 大抵 三日 二 夜に 限った もの 


だが、 捨 札の 方 は 三十日 間 立て っぱなし …… 」 

この辺で 七 兵 衛は笠 を 取って、 紐 を 結んで しまい、 

「お 仕置場と いう やつ は、 大抵 場所の きまった もの だ 

ところせ いばい 

が、 そのうち にも 処 成敗と いうの があって、 悪事 を 働 

いた その 場所で、 臨時に 首 を 斬られる やつ も あるの さ _ 

そういう 時には 珍しがって、 近郷 近在が 一生の 話の種 

と、 見なくても いい 奴まで 見に 来る もの だが、 見て 五 

日 や 七日 は、 飯が 咽喉へ 落ちない そうだ、 なかには 一 

生 それが 附 きまと つ て、 ああ、 あんな もの を 見 るん じ や 

なかった と、 生涯 苦に 病んで いる 奴 も ある、 見ね え 方 

がいい さ。 若い 衆、 お前さんなん ぞも、 もしゃ 眼前に 


そんな 噂が あつ て も、 決して 見物に 出かけな さるな よ ■ 

出世の 妨げになる から、 あんな もの は 決して 見ね え 方 

や A ヽヽ ■ 

力 レレ」 

七兵衛 は、 細々 と 申し 含める ような こと を 言って、 

与 八 を 煙に 捲きながら、 以前の 裏の 戸 を 押 開けて、 外 

の 闇に 消えて しまいました。 

まもなく、 七 兵衛の 道中 姿 を、 多摩川 を 一 つ 向う へ 

隔てた 吉野 村の、 柚 木の 即成 寺の 裏山の 松の 林の 中に 

見出します。 

やまあい 

非常に 大きな 赤松の 林、 ここから 見る と 山間が 海の 

如く、 前 岸の 村々 の燈 火が 夜霧に かすんで、 夢の よう 


な 趣で ありました。 

大きな 松の木 蔭に 立って、 いま 出て 来た 水車小屋の 

あたり を 見下ろし ている 時分に、 月が ようよう 上って 

奥 多 摩の 渓谷の 半面 を、 明るく 照らした その 光で 見る 

と、 七 兵衛の 眼に も 露が 宿る らしい。 

二十 六 

木 曾の 福 島の 宿屋で、 今晩は 道 庵 先生が 大声 を 発し 

ております。 

もはや、 夕飯 も 済み、 これから 寝に 就こうと する に 


あたって、 道 庵が 突然 大きな 声 を 出し はじめた もの だ 

から、 最初 は あたり 近所の 人々 が 驚きました けれど、 

やがて、 驚か なくなって しまいました。 

それと いうの は、 無意味に 大声 を 発した ので はなく、 

よく 聞いて いると、 それ は 急に 本 を 読み はじめた もの 

らしい から、 宿の 者 も 安心した のです。 

それにしても、 道 庵が 今晩に 限って、 なぜ、 こうし 

て 改まって 本 を 読み出し たの だか、 また、 こうまで 改 

まって、 道 庵 をして 卷を 措く を 忘れし むる ほどの 書物 

は 何物で あるか、 それ は 充分に わかりません が、 道 庵 

の 眼の 前に は、 たしかに 一冊の 書物が 置いて あるに は 


あるので す。 

枕元のと ころに 一冊の 書物が ひろげて あって、 それ 

を 前にして 道 庵はキ チンと かしこまって、 しきりに 

かんじん 

朗々 と 読み 立てて いるに はいるので すが、 肝腎の その 

あんどん 

眼が、 いっこう 書 巻の 上に は 注いで いず、 向う の行燈 

の、 やや 黄ばみ かかった 紙の 横の 方に 「へへの の もへ 

じ」 が 書いて あって、 その 下から、 一匹の こおろぎが 

油 をな めに 行こうと すると ころ を、 一 心に 見つめな が 

ら、 そうして 唇 はしかつ めら しい 声で、 朗々 と 文章 を 

読み上げて いるので すから、 出鳕目 をい つて、 勉強ぶ 

てら  あんしよ う 

リを 街って いるの か、 そうでなければ 暗誦 を 試みて、 


無聊 を 慰めて いるもの としか 思われません。 

しかし、 聞く 人が 聞けば、 それ は 確かに 言語 文章 を 

成して いるので す。 耳を澄まして 少しく その 読む とこ 

ろ をお 聞取リ 下さい！ 

「凡百 ノ技、 巧ニ始 マリ、 拙 二 終ル、 思 二 出デテ 

不思ニ 入ル、 故 二 巧 思 極 マル 時 ハ則チ 神妙 ナリ。 

神妙 ナル時 ハ則チ 自然 ナリ。 自然 ナル モノ ハ巧 思ヲ 

以テ 得べ カラ ズ、 歳月 ヲ以テ 到ルべ カラ ズ …… 」 

そこで 思い出し たように、 パッと 枚数 を 飛ばして か 

ら、 

いぼく  まこと  そ  いぼく 

「英雄、 医 卜 二 隠 ル固ニ 故 有 リ矣。 夫レ医 卜トハ 


素 封 無 キ者ノ 素 封 也。 王侯 二 任 ゼズ、 自如 トシ テ以 

テ意ヲ 行フべ シ …… ェへ ン —— 」 

せき ばら 

と 咳払い をして から、 また 急に 思い出し たように、 五 

六 枚 はね 飛ばして、 一 調子 張り上げ、 

き  せん 

「身、 五民ノ 外ニ処 シテ、 或 ハ貴ニ ョク、 或 ハ賤ニ 

きつじ 

ヨシ、 上 ハ王皇 二 陪シテ 栄ト為 サズ、 下 ハ乞児 二 伍 

を は 

シテ 辱ト為 サズ、 優游シ テ以テ 歳ヲ卒 ルべキ モノ、 

唯 我ガ技 ヲ然リ ト為ス …… ェ へ ン」 

そうちょう 

ここで も、 わざとし からぬ 咳払い を 一 つして、 荘重 

に 句切り をつ けました が、 急に 大きな 声で、 


と 叫び 出しました。 

これ は 全く 意表に 出で た 文句の 変化であって、 前段 

に 読み 来った ところの もの は、 たしかに 医書で ありま 

す。 その 医書のう ちの 会心のと ころ、 道 庵から いえば 

かなり 手前味噌 になり そうな ところ を 二三 力 所、 朗々 

として 読み上げて 来たので すけれ ど、 それ は 職業の 手 

とが 

前 咎める 由 は 無い が、 ここに 来って 急に、 「ナム カラ 力 

ンノ トラ ャ アヤ ァ」 と 言い出し たの は、 どう 考えても 

理窟に 合わない ことです。 木に 竹 をつ ぐと いう こと は 

じゅ 

あるが、 これ は 医に つぐに 呪 を 以てする とで もい うの 

でしよう。 しかし、 ここで は 聴衆と いう ものがない の 


だから、 道 庵 自身が それ を 問題に しない 限り、 弥次る 

者 も、 笑う 者 もありません から、 いよいよ 図に 乗って 

「山 東洋、 ョク三 承気ヲ 運用 ス。 之 ヲ傷寒 論 ニ対検 

ち く  たが 

スル 二、 馳駆 範ニ差 ハズ。 真 ニニ 千年 来 ノー  人 —— 」 

一 一千 年来 ノ 一  人 …… というと ころにば かに 調子 を 振 

込んで 道 庵が 力み 返り、 

とく ぼん 

「中古 二 隠士 徳本 ナル モノ ァリ、 甲斐 ノ人也 II 」 

そこで 案 を 一 つ 打って、 すまし 返りました。 

読みながら 道 庵 は、 自分 ひとりが 高速度 的に いい 心 

あんしよ-つ 

持に なって 行く と 見えて、 盛んに、 朗読 だか、 暗誦 だ 

か、 出 鱒 目 だか、 遠くで 聞いて いて はわから ない 文句 


を 並べました。 

「余 嘗テ山 東洋 二 問フテ 曰ク、 我、 君 二 事 フル コト 

のた ま は  ご し 

三年、 技 進 マズ、 其ノ故 如何。 洋子 曰 ク、 吾子 

須 ク多ク 古書 ヲ読 ミ、 古人 ト 言語 シ テ以テ 胸間 ノ 

汚穢 ヲ蕩 除ス べシ。 余、 当時 汎瀾 トシ テ之ヲ 聞キ未 

ダソ ノ意ヲ 得ズ、 爾後 十 余 年、 海内 二 周遊 シテ 斯ノ 

技ヲ 試ミ、 初メテ 栄辱 悲歎 ノ心、 診察 吐下ノ 機ヲ妨 

ダルコ ト ヲ知ル —— 」 

ここまで 朗々 と 誦し 来って、 また 前章に 舞い戻った 

ものと 覚 しく、 

「中古 二 隠士 徳本 ナル者 ァリ、 甲斐 ノ人 也。 常ニ峻 


攻 ノ薬ヲ 駆使 シテ未 ダ嘗テ 人ヲ誤 ラズ。 頭 ニー  囊 

ヲ 掛ケテ 諸州ヲ 周流 シ、 病 者 二 応ジ薬 ヲ売リ 償 ヲ 

取 ルコト 毎 貼 十八 銭 —— 」 

つくえ 

この 時に 道 庵 先生が、 また 案 を 打って、 けたたまし 

く 叫びました、 

「ここ だ、 こん 畜生 だ！」 

そこで 何 か 後ろめ たいこと でも あるよう に、 道 庵 先 

生が 急に 卷を 閉じて しまい、 すっくと 立ち上って、 羽 

織 をぬ いで 投げ捨て、 帯 を 解いて 抛り 出し、 めちゃく 

ちゃに ねまきに 着かえ ると、 夜具の 中へ もぐり 込んで ■ 

「つまらね えな あ」 


と 嘆息し ました。 

道 庵 先生が こうして 朗読 をつ づけて いる 間、 次の間 

に 控えた のが 宇治山 田の 米 友です。 

例の 杖 槍 を 壁の 一方に 立て かけて、 がっそう 頭に、 

めくら 縞の 袷 一 枚で、 あぐらをかき、 その 指 を あごの 

下に あてがって、 とぐ ろ を 巻いた ような 形で、 眼をク 

ル クルと 廻しながら、 隣室の 朗読 を 尤もらしく 聞い 

ていたが、 それ も 終った と 見込みが ついた 上に、 先生 

は 帯 を 解いて 寝床に もぐり 込んだら しい 形勢でした か 

ら、 「つまらね えな あ」 と 嘆息した 時分に、 首 をのば し 

て、 


「先生」 

唐紙 越 し に 言葉 を かけました。 

「ダウ、 グゥ」 

という 返事です。 

「先生」 

「ダウ、 グゥ」 

相 変らず ふざけき つた もので、 口い びきで 先生が 答 

える の を、 来 友 は 腹 も 立てず、 

「先生、 もう 寝な すった かい」 

「寝た よ」 

「何 か 御用 はない かね、 なけり や、 おいら も 寝る よ」 


「ああ、 お前 もお 休み」 

「ど つ こいしよ」 

主人に 先立って 寝ず、 という 米 友の 神妙な 忠勤ぶ り 

で、 道 庵が 寝床に 納まった と 見届けた から、 そこで 来 

友 も 蒲団 を あけて、 身 を 運ばせながら、 

「先生」 

「何 だい」 

「お前、 夜中に 這い 出しち やい けね えよ」 

と、 何の 意味 か 来 友が 道 庵に 向って 駄目 を 押す と、 道 

庵が しゃら けき つ て、 

「心配す るな よ」 


と 答えました。 

これ は 米 友と しても、 変な 念の 押し 方で、 道 庵と し 

て も 歯切れの 悪い 返答ぶ りで ありました。 何と なれば、 

夜中に 這い 出そうと も、 這い 出すまい とも、 赤ん坊 じ や 

あるまい し、 よけいな 世話を焼い たもので、 それ を ま 

た 道 庵と も あるべき 理窟 屋が、 文句な く 受取った のみ 

ならず、 幾分、 良心に 疚しい ところの あるよう な 歯 切 

れの 悪い 返答ぶ りが、 いつもと は 少しく 調子が 変って 

いるの だが、 誰も それ を、 この 場で とがめる 者 はあり 

ません。 

米 友 は、 一 旦、 寝床に もぐり 込もうと したが、 また 


起き直って、 荷物と、 槍と を、 念入りに 一応 調べて 

まくらもと  ふすま 

枕許へ 置き 並べる と、 襖 を 隔てての 道 庵が、 

やすやす 

「べらぼう 様、 這い 出して みたところで、 そう 易々 と 

落っこちる 道 庵と は、 道 庵が 違 うんだ」 

と、 寝言の ように 言いました。 

来 友が 道 庵 先生に 対して、 特に 夜中に 這い 出しち や 

あいけ ねえ ぜと、 警告よう の 文句 を 与えた の は、 かな 

リ 意味深長な ものが、 あると いえば あるら しい。 

それ をい うと、 道 庵 先生の 人格に 関する ような もの 

だが、 実は 先生、 旅へ 出て、 調子 づ いて 脱線 を やり 過 

ぎる ことがあります。 むしろ 脱線が 無ければ、 道 庵が 


無い といいたい くらいだ から、 道 庵の 脱線 は 天下 御免 

のよう な ものです けれど、 来 友が 眼に 余る と 見て いる 

脱線ぶ り は、 自分の 信じて いる 従来の 道 庵の 脱線ぶ り 

と は、 全く 性質 を 異にして いる 脱線ぶ りです から、 来 

友が 苦い 面 をして、 警戒 を はじめました。 

一 方、 道 庵の 方から 言えば、 折角こう して、 十八 文 

を チビ チビ 貯めて 旅へ 出た ことで は あるし、 町内で も 

ともかくも 先生 扱い をされ ている 手前 上、 そう 無茶な 

発展 もで き 兼ねてい たのが、 無 係累の 旅へ 飛び出した 

のです から、 多少の 人間味が わき 出して 来る の は、 ぜ 

ひもない ことでしょう。 


めしもり 

泊り 泊り で 渋皮の むけた 飯 盛 を 見れば、 たまに は 

冗談の 一 つもい つてみ たいの は 人情でありましょう。 

ところが、 米 友と いう ものが、 前後左右に 眼 も はな 

さず 頑張って いるから、 たまらない。 

そこで、 多分、 夜中に、 来 友の 寝 しずまった 頃 をう 

かがって、 そっと 抜け出して、 戸惑い をして みた こと 

が、 一度 や 二度 は あるの だろうと 思われます。 しかし 

不幸に して 相手が 来 友です から、 眠って いても 畳 ざ わ 

りの 音で 眼 を さます。 そうして、 道 庵の 脱線 を 難なく 

取 押えて しまう。 取 押えられる 度 毎に、 道 庵 は 手のう 

ちの 玉 を 取られた ほどに 残念が る こと も、 一 度 や 二度 


ではな か つ たらしい が、 そこ はう まく バ ッを 合わせて、 

米 友 を 言い くるめて しま つ ている らしい。 

そうなる と、 来 友の 責任 観念が いっそう 強くな つて、 

警戒ぶ りが い つ そう 厳重 を 加える ものです から、 道 庵 

は 窮屈で たまらない。 

そこで、 ただいま、 神妙に 本 を 読み出し たのなん ぞ 

も、 こうして 来 友 を 安心 させて おき、 油断 を 見す ます 

の 軍法 かも 知れません。 されば こそ、 寝入りながら、 

「つまらね えな あ」 と 嘆息した の も、 この 監視つ きに 対 

しての やる 瀬な き 鬱憤 を 漏らした ものと 見れば、 見ら 

れな いこと もない のです。 


道 庵が 眠りに ついた と 見た から、 米 友 も 枕に つき ま 

した。 

米 友 は 枕に つくと 早く も、 いびきの 音です けれど、 

熱に 浮かされた 道 庵 は、 容易に 眠れない と 見えて、 時々、 

たぬき 

狸の ような 眼 を 開いて は、 次の間の 様子に 耳 を 立て 

るの は、 来 友の 寝息 をう かがう ものの ように も 見え ま 

す。 

道 庵主 従が こうして、 ともかくも 静かに 床に ついて 

いる 向う の 一間で は、 人の 気 も 知らないで、 飲めよ、 

歌えと、 騒いで いる 大 一座が ある。 

くに もの  ようおん  じょうしょう 

悪ふざけの 国 者の 声と、 拗音に して、 上声の 多い 


土地な まりと が、 四方 かまわず、 ふざけ 噪 いでいる の 

が、 いたく 道 庵の 感触に さわって いるら しい。 

しかし、 それ はかなり 間 を 隔てた ところ だから、 辛 

抱 を すれば できる し、 夜つ ぴて 騒いで いる わけで も あ 

るまい から、 そのうちに は 鎮まる だろうと 道 庵が 辛抱 

している と、 道 庵の 寝て いる 外の 廊下 を 息せ き 切って 

酒に 酔って いるら しい 一 人の 女が、 

木會の ナァ、 かけはし ゃナ アン ァェ 

からみつく、 蔦が ナ アン ァェ 

わしに や 蔦 さえから みっかない、 ナ アン ァェ ヨウ 

どっこい、 どうしん 


ころもの ほうがん 

じょで こい、 じょで こい 

と 肉感的な 声で 歌いながら、 足拍子 を 踏んで 通る もの 

だから、 道 庵が、 

「これこれ、 静かに しろ」 

と 大きな 声で しかりつけました。 

二十 七 

道 庵が、 寝ながら 頭の 寒い こと を 感じ 出した の は、 

今晩に 始まった ことで はなく、 つまらない 一時の 感激 


から、 額 を そり 上げて しまった こと を、 今 も 悔いて い 

るので す。 というの は、 松 本の 芝居小屋で、 川 中島の 

百姓た ちが 大いに 気焰を 上げた の を 見て、 急に 武者 修 

いばらき や 

行 を やめて、 百姓になる 気になり、 茨木 屋の佐 倉宗五 

郎 気取りで、 すっかり 百姓 風に 納まった はいいが、 久 

しく 総髪で いた 頭 を、 おしげ もな く 剃り 上げて みると ■ 

そこから 風が しみ 込んで たまらな いのです。 ことに 木 

曾 街道へ 来てから、 木 曾の 山風が、 夜寒の 枕 を 動か そ 

うとい う 時なん ぞは、 つまらない 道楽 をした もの だと 

頭へ 風呂敷 を かぶせながら、 眠りに つくよう な 有様な 

のであります。 


今 も、 その 官能的な 鄙歌 を 叱りつ けてから、 ゾッと 

その 寒さ を 心頭から 感じて、 あわてて 枕 もとの 風呂敷 

を 取って、 その 頭から かぶせて しまい、 そうして 道 庵 

並みに 軽い 旅情と いうよう な ものに 動かされて、 こし 

方、 行く末と いうよう な ものが 上っ面へ のぼって 来た 

ところで あります。 

前例に よって、 松 本 を 出で て 以来の 道 庵主 従の 旅程 

を 挙げてみ ると、 

松 本から 村 井へ 一 里 一 一十 町 

村 井から 郷 原へ 一 里 十二 町 

郷 原から 洗 馬へ 一 里 一 一十 四 町 


ここで 塩 尻からの 本道と 合し、 

もと やま 

洗 馬から 本山まで 三十 町 

にえ かわ 

本山から 贄 川まで 二 里 

贄 川から 藪 原まで 一 里 十三 町 

みや こし 

藪 原から 宫ノ 越まで 一 里 三十 町 

宫ノ 越から 福 島まで 一 里 二十 八 町 

という 順序で 泊り を 重ね、 ようやく ここ 木 曾の 中心地 ■ 

福 島の 駅路に ついた という わけです。 

そこで、 大体 そんなよ うな 気分で、 寝 もやらず、 さ 

め もやらずに 浮かされて いると、 ふすま を 隔てた 一 方 

の 室に あたって、 気になる ものが ありました。 


縁起で もない、 どうも さいぜんから、 誰か この 隣室 

に そっと 送り込まれて 来て はいるよ うだが、 この 際、 

しきりに しやくり 上げて 泣いて いるよう であります。 

最初 は 道 庵 も、 あまり 気にしませんで したが、 その 

しやくり 上げて 泣く 声が、 ようやく 耳に さわって 来る 

と、 先方 はついに は 声 を 挙げて 泣き出さぬ ばかりに 

なって は、 それ を 我慢して、 またし やくり 上げて いる 

ことが、 かなり 長い 時間に わたって いるもの ですから、 

道 庵 先生が、 少しく うるさい と 感じました。 

何 だい、 何 を 泣いて やが るんだ。 その、 しゃくり 上 

げっぷり によると 女 じゃあない、 男に 相違ない。 相当 


の 年配の 男の くせに、 めそめそと、 人の 隣室へ 来て、 

夜中に、 泣いて 聞かせる 意気地 無し —— という 気に 

なった ものです から、 少しい つて 聞かせて やろう、 と 

いう 勢いに なりました。 

ここが、 道 庵 先生のお 節介な ところで、 癩に さわつ 

たら 寝て いて、 あてこすって やっても よし、 怒鳴りつ 

けて やっても かまわない ところで すが、 この 先生 は、 

すっくと 起き 上って、 帯 を 締め 直して、 そうして、 

そろそろ  ふすま 

徐々 と 足 を 運んで、 やおら、 その 隣室の 襖 へ 手 を かけ 

てみ ると、 存外、 具合よ く スラリ と あきました。 

「今晩は」 


といって、 その スラリ と あいた 古い 襖の 間から、 ぬつ 

と 面 を 突き出して 見る と、 そこで すすり泣い ていたの 

は、 極めて あたりまえの、 百姓 化の 五十男が ただ 一 人、 

煙草盆 を 前に 置いて、 うす 暗い 行燈の 下で、 しきりに 

涙 を 流して いる だけの ものであります。 

「いや、 今晩は、 どうも」 

先方 は、 突然の 訪問 を 受けて かなり 狼狽した 体で、 

いずまい を 直して、 道 庵 先生の 方に 向き 直リ、 極めて 

ていねいに 挨拶 をし ましたの を、 道 庵 は 立って、 ぬつ 

と 面 を 突き出し たままで、 

「お前さん、 さいぜんから 聞いて いれば、 しきりに 泣 


いてお いでな さるよう だが、 何が 悲しく つて、 そんな 

に 泣いて おいでな さるんだ ね」 

「はい、 まことにお 耳 ざ わりにな つて、 申し わけが ご 

ざいませんで ございます」 

と、 その 男 は 道 庵の 方に 向いて、 恐る恐るお わびのお 

辞儀 をし ますと、 

「お前さん、 いい年をして、 泣く ほどの 切ない ことが 

あるなら、 まあ 物 はためし だから、 わしに 打明けて 話 

して ごらんなさい、 わし も 長者 町の 道 庵 だ」 

といって、 中へ 乗 込んで しまいました。 

「恐れ入りました」 


中なる 男 は、 かなり 迷惑して いるら しい。 長者 町の 

道 庵 だと 名乗った ところで、 長者 町 界隈で こそ 押した 

り、 押された りする が、 木 曾の 山の 中へ 来て それが 通 

ろう はずがない の を、 道 庵 はいい 気になって、 早く も、 

その 男の 向う 前へ 坐り込ん でしまい、 

「見たところ、 お前さん も 男と して、 そうして しくし 

く 泣いて いなさる というの は、 よくよくの ことだろう 

とお 察し 申す、 まあ、 話して みな …… 悪い ように はし 

ないから」 

道 庵 は 持 合せの きせる を 取って、 すっかり 長 兵衛を 

気取って しまいました。 


「それで はお 恥 かしい 話で ございま すが、 お 言葉に 甘 

えまして、 身の上 話 を 一通りお 聞き 下さい まし」 

「なるほど」 

「わたくし は 美 濃の 国の 落 合と いうと ころの 百姓で ご 

ざいます が、 この 福 島へ 馬 を 買いに 参りました」 

「なるほど」 

けつけ ごま 

「望みの 通り、 この 福 島で、 三 歳の 毛附 駒の これなら 

というの を 買う に は 買い求め ましたんで ございま すが 

…：- J 

「馬 を 買いに 来て、 望み通りの 馬が 買えたん なら、 な 

にも 不足 はなかろう じ や ございま せんか、 泣く が もの 


はなかろう じ や ございま せんか」 

と 道 庵が たしなめ 面に いうと、 

「ところが、 あなた、 お聞き 下さい まし、 望み通りの 

馬 を 買う に は 買い ましたが、 ただで 買った わけ じ や ご 

ざいません」 

「そり やき まつ てら あな、 物 を 買おうと いうに、 ただ 

で 売る 奴が ある もの か」 

「ところが お聞き 下さい まし、 そのお 金が ただのお 金 

じ や ございません、 血の 出る ような お金で、 馬 を 買う 

に は 買 つたの で) /ざ い ます」 

「そり やお 前さん、 誰 だって、 そう 有り余る 金 を 持つ 


ている とき まった わけ じ やなし、 まして 失礼ながら、 

でばな 

お前さんの ような 水 呑 …… じ やねえ、 水の 出端の 若い 

人と 違って、 相当の 年配に なれば 誰 だって 貧乏 すら あ 

な、 その 貧乏した ところで 馬 を 買って、 道楽で 引いて 

歩く わけ じゃあるまい —— 愚老の 若い 時なん ぞは、 心 

得の 悪い 奴が あって、 飛んでも ねえと ころから 馬 を 

ひっぱって 来る の を 見得に した 奴が あった もので、 今 

時の 若い のに は、 そんな ことはありません がね …… そ 

ういった たちの 馬と も 違って、 お前さんなん ぞは、 そ 

の 馬 を 買って、 稼ぎに 使おうと いうんだろう、 その 日 

かせぎのお 駄賃 取りなん だろう、 だから、 その 馬が 物 


を 食う 代りに 銭 を 取ら あな、 いくらか 銭 を 取って、 家 

の暮 しの 足しにな るだろう、 だからお 前、 今 ここで 血 

の 出る ような 金 を 出して 馬 を 買い込んだ ところで、 そ 

たち ま 

れが 忽 ち 利に 利 をう むと いう 勘定に な るんだろう、 

そうがつ かりす る こと はなかろう じ やない か、 気 を 確 

かに 持って、 前途に 望み を かけな くつち やい けね え、 

いやに 悲観し なさん なよ」 

と 道 庵が、 慰め はげます ような 言葉で、 親切に いい 聞 

かせた つもりでしょう。 しかし、 よく 聞いて いると、 

この 親切な 言葉 のうちに も、 論理の 不透明な ところが 

無い とはいえない。 第一、 相当の 年配に なれば 誰 だつ 


て 貧乏 すら あな …… という 一句の 如き は、 かなりの 独 

断で ある けれど、 その 男 はいちい ち 頭 を 下げて、 

ごもつ と 

「御尤もで ございます、 おっしゃる 通り、 私 は 道楽で 

馬 を 引きに 参った わけで は ございません、 貧乏暮しの 

うちに 馬 一頭が、 杖と も、 柱と も、 でございます。 ど 

うしても、 馬が 無ければ 立って 行かない 一 家なん で ご 

ざいます から、 それが ために …… お 恥 かしい 話です が、 

娘 を 売って 馬 を 買い ましたんで ございます」 

道 庵 は 仰山に 驚いて、 眼 を 円く して、 

「何とお 言いな さる、 娘 を 売つ て 馬 をお 買いな すつ 

た つ て …… なるほど、 剣 を 売つ て犢を 買う という こと 


も あるに は あるが」 

両手 を 胸に 組んで 考え込む と、 しおれき つた その 男 

、、ゝ ヽ 

力 

あげ ま つ 

「ことし 十七になる 娘 を、 上 松の 茶屋へ 奉公に 出し ま 

して、 それで、 この 福 島で 馬 を 買い ましたが、 奉公と 

はいえ、 十七になる 娘に 身売り を させた ので ござり ま 

す、 馬 は 連れて 国へ 帰れます けれど、 娘 は 連れて 戻る 

マ J とがで きませんで ござ います」 

そこで、 また 男が しくし くと 泣き出しました。 

「なるほど」 

道 庵 も 仔細ら しく 考え込んで いると、 男が、 


「馬 を 買わなければ、 家が たちゆきません し、 娘 を 売 

ら なければ、 馬が 買えな いので，、 - /ざ います、 その 娘 だ つ 

て、 あなた、 くどい ようで ございま すが、 ただの 奉公 

では ございません、 勤め奉公で ございま すから、 泊リ 

泊り の 客人に いいよう にされ、 しまいに は 悪い 病気に 

かかって 死ぬ か、 そうでなくても、 年が 明けて いつ 帰 

れる こと やらと 思います と、 それが かわいそう になり 

まして、 つい、 どうも、 お 耳 ざ わりにな つて、 相 済み 

ません ことで ございます」 

「なるほど」 

まがお 

道 庵 も 少し 真顔に 考え込んで いたが、 やがて 声の 調 


子 を 一 本 上げて、 

「なるほど、 それ は 人情 だ、 娘 を 売って 馬 を 買う、 娘 

を 売らなければ 馬が 買えない、 馬 を 買わなければ 一 家 

が 養えない、 一 家 を 養おうと すれば 馬 を 買わなければ 

ならん、 馬 を 買う に は 娘 を 売らなければ ならない、 娘 

を 売る の はつ まり、 娘 を 殺す というよう なわけ 合いに 

な るんだ から、 つまり 動物の ために、 人間 を 犠牲に す 

ると いう 理窟に な るんだ な。 ところで その 動物が また 

お前さんの 一 家 を 救う という ことになるん だから、 動 

物の ために 人間が 救われる という 理窟 も、 立てれば 立 

つ。 しかし、 なお 考えて みると、 人間 を 立てれば 動物 


が 立たず、 動物 を 立てれば 人間が 立たない。 さあ 大変、 

忠 ならん とすれば 孝なら ず、 ここ は、 一番、 道 庵も考 

えど ころ だぞ」 

といって、 いよいよ かたく 腕組み をして しまいました。 

しおれき つた 男 は、 それでも いっこう 浮き立たず、 

「せっかくの 御 心配 を 下さいましても、 どうももう 仕 

方が ございません、 娘 は 売って しまった もの、 馬 は 買つ 

てし まった もので ござ います からな あ」 

「そこ だよ、 そう 物 を 早く あきらめて しまって は 何に 

もなら ねえ、 そこん ところ を、 もう 一応 考え直してみ 

ねえ ことに や、 せっかく 道 庵が 乗 出した 甲斐が ねえと 


いう もんだ」 

「御 親切に 有難う ござ いますが …… もう、 わたくし あ 

きらめて しまいました」 

「待って いなさい、 もう 一応 考え直して みるて えと、 

娘 を 売って 馬 を 買う、 娘 を 売らな きゃあ 馬が 買えね え、 

馬 を 買わな けり や 一 家が 養えね え、 一 家 を 救おうと す 

るに は 馬 を 買わな きゃあなら ねえ、 馬 を 買う に は 娘 を 

売ら なきやなら ねえ、 娘 を 売る てえ と …… ああ 面倒臭 

い、 どうどうめぐり をして いるよう な もんだ、 何とか、 

いい 工夫 は 無え もの かな あ。 どっちみ ち、 動物 を 買わ 

んが ために、 人間 を 売る というの は 人道 問題 だ、 利害 


関係 は 別と して、 こり や 人道 問題 だぜ。 ソラ、 医 は 仁 

術な りだろう、 苟 くも 仁術 を 看板と して、 人道 問題 を 

耳に しながら、 それ を 聞き流して いられる と 思う か、 

しっかり しろ」 

と 再び 叫びました。 その 時に なって、 さすがに、 しお 

れ きっていた 馬 買いの 男 も、 この 先生 は 少し どうかし 

ている ので はない か、 と 思いました から、 敬遠の 態度 

を 取った 方が いいで はない か、 と 気がついた 時分に、 

道 庵が、 

「そうだ、 いったい、 お前さん は 娘 をい くらで お売り 

なすった、 そうして 馬 をい くらで お買いな すった か、 


それ をた めしに 聞いて みょうで はない か」 

そこで 男が 答える、 

「はい、 お 恥 かしい 話で ございま すが、 娘 を 三 両で売 

りまして、 馬 を 四両で 買いました ので ございます」 

「な あ ー ん のこった」 

あき 

そこで 道 庵が、 あいた 口が ふさがらずに、 呆れ返つ 

てし まいました。 

「申し わけが ございません」 

道 庵に 対して 申し わけがない ように あやまる の を、 

道 庵が、 いよいよ うんざりした 声で、 

「お前さん、 そんなら それと、 疾 くに 打明けて 言いな 


されば いいに さ」 

「つまらな いこと をお 話し 申し上げて、 よけいな 御 心 

配 を かけて あいすみ ません ことで ございました」 

「よけいな 御 心配 じ やねえ さ、 三両だ つ ていう じ やな 

いか、 三両 なら 三両 のように、 はなから そう おっしゃ つ 

て 下されば、 道 庵 だって、 これほど 心配 はしゃ あしね 

えの さ」 

「ほんとうに 相 済みません」 

「済む も、 済まない も あり やしないよ、 第一お 前、 娘 

を 三両で 売って、 馬 を 四両で 買う なんて、 馬の 方が 一 

両高 いじ やねえ か、 そんな 値段て ある もんじ やねえ」 


「それでも 一 両は、 どうやら 搔 きあつめ て、 国から 持つ 

て 参った もんで ございま すから …… それで どうやら」 

「それ を 言って るん じ やない。 まあまあなん にしても 

三両 でよ かった、 三両 でお 売りな すった から、 まあよ 

かった ような もの さ、 これ を、 百両百 貫と でもい つて 

ごろうじろ、 道 庵 だって 考えら あな」 

と 言って 道 庵が、 むやみに 安心して しまったが、 その 

男に はの みこめない ようです。 

三両 でよ かった、 三両で 人の 娘 を 売った からま あよ 

かった …… という 言い分 は、 ずいぶん ぶしつけ 極まる 

言い分であります。 さきに は 人道 問題 だとまで 絶叫し 


たの を、 相場が 三両 だから それでよ かった という 言い 

分 は、 どうしても 聞えない 言い分であります。 そこで 

ふんまん 

右の 男 も、 敬遠に 加うるに、 幾分 か 憤懣の 色 を 見せて 

言いました、 

「御苦労 さまで ございます、 どちらのお 方 様 か 存じ ま 

せぬ が、 どうかお 休み 下さい まし、 わたくし ももう あ 

きらめて、 休ませて いただき ますで ござり ますから。 

おやか ましう ございました」 

えんきょく 

こう 言って、 婉曲に 道 庵の 退却 を 求める ようにな 

りました。 道 庵 は それ を 耳に も かけず、 突然 また 大き 

な 声 を 上げて、 


「友 様 や、 友さん や」 

「お— い」 

一議に 及ばず、 米 友が 返事 をし ました。 実は さい ぜ 

ふとん 

ん からの 事の いきさつ を、 来 友 は 蒲団の 上に 起き直つ 

て、 委細う かがい 知っている はずで ありまし たが、 相 

手が 相手 だけに、 こんど は 自分の 出る 幕で ない と 神妙 

に ひかえて いたの を、 呼び立てられ たもの だから、 一 

議 におよ ばず 返事 をして、 立って やって来ました。 

「友さん、 御苦労 だが、 その 紙 入 を ここへ ちょっと 貸 

してお くれ、 そうして お前さんに もこの 場へ 立 会って 

もらいた いの だ」 


「これ かい」 

まくらち と 

来 友が 持って来た 枕許 の 紙 入 を 取り出して、 ちょつ 

まね  いくらか 

とお まじないの 真似 をして から、 若干 を 紙に 包んで、 

くだん 

件の 男の 前へ 突きつ けて、 道 庵が 言いました、 

「百両 百 貫と でもい われた 日に や 道 庵 だ つ て 考える が、 

三両と 聞いて 安心 を 致した、 さあ、 ここに 三両の 金が 

ある …… 時と 場合によれば まだ 一 一両ぐ らい はどうに で 

もなる、 これで その 娘 を 受け 戻す さ、 そうすり やお 前、 

娘 もつれて 帰れる し、 馬 も 引いて 帰れる だろう、 が 馬 

が あれば 一 家が 養える が、 娘が いたって 邪魔に なると 

いう わけ じゃあるまい、 だから、 こうなる と 三 両が大 


した もの だ、 さあ、 遠慮なく 取つ ときな」 

そこで 今度 は、 右の 男が、 眼 を 円く してし まい まし 

た。 

この 人 は 何だろう と 思い ましたが、 まんざら 木の葉 

を 包んで 出した とも 見えない。 呆れ返り、 受取 リ 兼ね 

ている と、 道 庵 は、 

「おれ は 十八 文 だが、 時と 場合によれば 三両ゃ 五両の 

金に は 驚かね え、 遠慮なく 取つ ときな」 

道 庵 はこ こで 大いに 男 を 見せた つもり だが、 見せら 

れた方 は、 いよいよ 度 を 失って しまいました。 


この 偶然の 因縁から、 道 庵 先生 は、 福 島の 宿駅から、 

少なく とも美 濃の 国まで 通し 馬に 乗る ことの 便宜 を、 

報恩 的に 与えられる ことにな りました。 

翌日、 大 得意で 道 庵 先生が、 馬に 乗って 福 島の 宿駅 

を 立ち 出で る ことしば し、 

「あ、 忘れた」 

と 馬上で 叫び 出し、 

けがわ や  くまのい 

「あの 獣皮 屋へ、 熊胆 のい いところ を  一く くり あつら 

えて、 昨夜のう ちに 代金まで 渡して おいた が、 出が け 

に 忘れて しまった、 済まね えが 友さん、 ひとつ 取って 

来て くれね え か」 


「よし 来た」 

宇治山 田の 米 友 は 心得て、 熊胆を 受取りに、 宿の 方 

へ 取って返しました。 

その あと を 道 庵 は、 悠々 と 馬 を 進ませて、 臨時に 馬 

子 をつ とめて いるかの 百姓と 語ります、 

「ねえ 源 助 様」 

美 濃の 百姓の 名 は、 これによ つて 見る と、 多分 源 助 

と いうので しょう。 

「はい、 はい」 

「泣く 子と 地頭に は 勝たれねえ つて こと を 知っている 

かね」 


「知って おります よ」 

「ところで、 お前さんの そのお 茶屋へ 売った という 娘 

さん は、 今年い くつに おなり だえ」 

「十七に なりました でございます」 

「十七 …… いいと ころ だね、 十七 姫 御が 旅に 立つつ て 

ね」 

「はい、 はい」 

「きりょう は、 どう だね」 

つる  なす 

「左様で ございま すね、 瓜の 蔓に 茄子 はなら ねえので 

ございま すから」 

「だって、 お前、 鳶が鷹 を 生む という こと も ある ぜ」 


「へえ、 まあ、 不具者で ない のが 見つけ もので ござい 

ますよ」 

「鬼 も 十七、 山 茶 も 出ば なと いって、 不具で さえな け 

リゃ あ、 娘 ざ かりだから、 乙な ところが あるに きまつ 

てら あな」 

「どういう ものです か」 

「どうだい、 その 娘さんに、 これから 婿 を 取らせな さ 

よめ 

るの かい、 それとも 嫁に やっても いいの かい」 

「そり や、 まだ 兄弟が 幾人 も ございま すから、 相当な 

ところが あれば、 片附 けたいので ございま すよ」 

「そうか、 ひとつ 世話 をして 上げよう かね」 


「お頼み 申します」 

「江戸 じ やい けね えの かい」 

「 お 江戸な んぞ へ、 山出しの あれが 納ま る もの じ や ご 

ざいません」 

「それじゃ 奉公 はどう だい、 堅気のと ころなら よかろ 

うじ やねえ か」 

「堅い ところが ございましたら、 お 世話 を 願いたい も 

ので ございます」 

やなみ 

こんな 話 をしながら 辻のと ころへ 来る と、 家並の 角 

に 一 つの 辻 ビラが ありました。 

道奄 は、 そこに 馬 を 止めて、 まぶし そうに 辻 ビラ を 


打ち ながめて、 

「はは あ」 

とうなず きました。 

上に 「大岡 政談」 と 筆太に 書いて、 下に 何 か ゴテゴ 

テと 書き つらねて あります。 

よく 見る と、 「大岡 政談」 の 「岡」 という 字が、 変則 

に 書いて ある もの だから 「衆」 という 字に 見えた がつ 

て、 一 歩 読み そこなう と 「大衆 政談」 になります。 

もし、 これが 昭和の 二、 三年 頃で あったら、 道 庵 先 

生 も 直ぐに それ を 「大衆 政談」 と 読んで、 はは あ、 こ 

れは 普通選挙 だな と 呑 込んで しま つた かも 知れな いが、 


大衆と いうよう な 文字 は、 そのころ 流行らなかった も 

のです から、 苦 もな く 「大岡 政談」 と 読んだ ものの、 

文字の 書き方に 気 を つ けねば なら ぬ もの だ と 考え ま し 

た。 

しかし、 これが、 つい 間違えて 「岡」 という 字 を 「衆」 

という 字に 似せて しまった のなら 格別、 わざと 企らん 

で 「衆」 という 字に 焼き直し たのなら、 卑しむべき こ 

とだと も 考えました。 

いったい、 焼 直しと いう こと は、 よくない ことで あ 

しょ-つち ゆ-つ 

る。 直し や、 焼酎よりも、 生一本が いいと いう こと 

は、 道菴も 日頃から 感じて おりました ことです。 


しかし、 焼 直し をした がったり、 まがい 物 を こしら 

えたり して、 あぶく 銭 を 儲けたがる やからが、 いつの 

世に も 絶えな いのは 情けない と 思います。 

人の 積み 蓄えた 金銀 財宝 を 盗めば、 コソ コソ 泥棒で 

も 罪になる が、 人の 苦心して こしらえた 著作 や、 狂言 

を、 いいかげんに 盗み 散らして、 こしらえて、 それで 

罪に ならない もの か 知ら、 これ は 問題 だと 思いました。 

何の 道に 限らず、 功 を 成す に は 自ら 刻苦して、 これ を 

成し 遂 ぐると ころに 妙味が ある。 骨の 折れない 仕事 を 

して、 儲けよう、 儲けさせよう、 という 時代精神 を 憎 

むの 心 を 起しました。 


「字と いう もの は、 一字の 違いでも 大変な こと をし で 

かす ことがある。 おれの 仲間の 藪のと ころへ、 なまじ 

ものし  ふぐ 

物識りの 奴が 病気 上りに、 先生 『鮭』 を 食べて よろし 

うご ざいます か、 と 手紙で 問い合わせて 来た もの だ。 

ね、 『鮭』 —— 魚 扁に圭 という 字 を 書 くんだ よ、 これ は 

フグ という 字なん だよ。 ところが 藪の 先生、 それ を 

『鮏』 と 読んで しまったんだ、 魚扁に 生、 それ はサケ 

ともいうし、 シャケ ともいう 字なん だ。 そこでよ ろし 

いと も、 シャケ ならい くら 食べても 差支えな いと 答え 

たもの だから、 先方 は フグを 食って しまった。 病気 上 

たち ま 

リに フグを 食った からた まらない、 忽ち 往生して し 


ふぐ  しゃけ 

まった の だ。 鮭と、 鮏 では、 忙しい 時 は 誰 だって 間違 

えら あな …… なるべく 物の 名と いう もの は、 区別の つ 

くように 書かね えと、 体が 現われね えの みならず、 一 

字の 違いで、 この 通り 命に 関 る こと も あら あな、 ゴ マ 

かし はいけ ねえ」 

道 庵 は懇々 と 説き さとす ような こと を 言って、 わけ 

も わからずに 源 助 を 感心 させ、 

きた 

「ところで、 男と いう もの は、 一 片の鉄 を 鍛える にし 

てからが、 人と 違った 働き をして みせな けり や あ、 

いきがい  ね  まね 

生 甲斐が 無え の だ。 真似 をして、 ゴマ かし をして、 一 

生 を 終る くらいなら、 死ん じ まった 方が いい。 わし は 


今、 この 焼 直し 屋を 医者の 方で 調べて いるから、 調べ 

上げたら、 お前さん にも 見せて 上げる。 それ はそうと 

友 様 はどうした、 もう やって来 そうな もの だな」 

こうして 心待ちに 待って いるが、 どうした もの か、 

あの 気の 短い 男が、 容易に 姿 を 見せない のが 不思議で 

す。 

米 友が 容易に、 姿 を 見せない ことによって、 道 庵の 

むほん 

心に ようやく 謀叛が 起り ました。 

というの は、 日頃、 あまり 来 友の 責任 観念が 強 過ぎ 

る もの だから、 せっかくの 道中が 監視 附 きのよう に 

な つ て、 思うよう に 脱線ので きない ことが、 道 庵に とつ 


て、 一方ならぬ 苦痛と いえば 苦痛であります。 

そこで、 この 機会に ひとつ、 彼 を 出し抜いて、 思う 

存分に わがまま を 働いて みたい もの だとい う 謀叛 気が、 

道 庵の 心の中で 起り ました。 これ は 道 庵と して 無理の 

ない ところが あるか も 知れません。 

「まあ、 いいや、 どのみ ち、 馬が 西へ 向けば 尾が 東、 

という ことになるん だから、 落ちつく ところ は 上方よ、 

かまわず 馬 を やって くんな、 後 は 後で どうにか なり ま 

さあ」 

といって、 道 庵 は そのまま 馬 を 進めさせて しまい まし 

た。 


一方、 特別 注文の 熊胆を 取りに 走せ 戻った 宇治山 田 

の 来 友 は、 店へ 寄って、 その 使命の ほど を 伝えて、 薬 

物の 取 出し を 待って いる 間に、 その 家の 軒に 檻が あつ 

て、 その 中に 大きな 熊の いるの を 認めて、 思わず それ 

に 近寄る と、 ついつ い 見とれてし まいました。 

「木 曾路に は、 獣類の 皮 を あきな ふ 店 多し、 別して 

にへ か は  もと やま 

贄 川より 本山までの 間 多く、 また 往来の 人に、 熊胆 

を 売らん とて 勧む る 者 多し、 油断すべからず」 

と 木 曾 名所 図 絵に も 書いて ある。 その 獣皮 屋が、 生き 

た大熊 を、 店の 前の 檻に 入れて 看板に 出して いる。 

それ を 来 友 は 見とれて いるので あります。 


二十 八 

むさぼ 

米 友 は、 貪る ような 目 を 据えて、 熊 を 見つめて おり 

ました。 

その 熱心な 注目ぶ リ。 

はじめて、 この 熊と いう 動物 を 見た もの か、 そうで 

なければ、 この 動物に ついて、 何 か 特殊の 興味 を 持つ 

ていない ことに は、 こう も 熱心に 見つめて おられる は 

ず はない のであります。 

しかし、 来 友が、 特に 動物学の 研究 をして いると い 


うこと も 聞きません。 

Ceitnivores のうちの Genus  Ursus としての 熊。 

インド 産の スロ ー ス. ベ ー ァ という ものと、 西 蔵に 

棲む 特種 を 除いた ほか は、 世界中 ほとんど 共通した 形 

体と、 内容 を 持った この 動物。 

四十 一 一枚 を 数えられ ている その 歯。 

北極熊 だけが 白い。 その 白 さも、 他動 物の 白色 は季 

節に よって 変る が、 北極熊の 白色 は 変らない。 その 北 

極 熊の 大きな のになる と、 六 百 ポンドから 七 百 ポンド 

の 目方が ある。 七十 貫目から 八十 貫目の 間。 

最も 普通なる Brown  Bear  (褐色 熊)。 


シ ベ リア 熊と か、 ヒマラヤの 雪 熊と かいうの も それ 

だ。 

ョ ー 口 ツバ 種の それと 比べる と、 ヒマラヤ 属 のは少 

し 小さい。 

ョ— 口 ツバ 種の 褐色 熊 は、 大体に おいて、 鼻の 先 か 

ら 尾の 根まで が 八 フィ— トに 達する とすれば、 ヒ マラ 

ャ 種の は、 五フィ ー ト 或いは 五フィ ー ト半、 最も 大き 

なので 七フィ ー ト に過ぎない。 

尾の 長さ は、 いずれも 二 インチ か 三 インチぐ らいの 

もの だ。 

北の方の カムチャツカ にも、 また この種 類が 棲んで 


いて、 鮏を 取る のに 妙 を 得て いる。 

この種 類の 熊 は 比較的に 非 社会的の 傾向 を 持って い 

るに かかわらず、 人に 慣れて 芸事 をよ くす る。 旅興行 

の 役者 や、 見世物 師は、 これに ダンス その他 を 仕込ん 

で 人に 見せる。 

最も 強猛 なの は、 西北 アメリカ、 アラスカから、 ロッ 

キ ー 山脈 を 通じて メキシ コに 至る その 辺に 散布す る 

Grizzly  Bear  (半白 熊)。 

その なかには 千 八 百 〔# 「千 八 百」 は 底本で は 「千 百 匕 

ポンド (二百 十六 貫) の 体量 を 持った やつが いる。 

たなごころ 

掌 の 一 撃で、 野牛 や、 野 鹿 を 粉砕す る。 


アメリカ 黒 熊と いうの は、 よく ありふれた ョ ー 

口 ツバ の Brown  Bear より は 少し 小さい。 

ヒマラヤ 黒熊と いうの は、 特徴の 一 つと して 胸に 月 

毛が ある。 

さて、 日本の 熊 は、 この ヒマ ラャ 黒熊 の 地方 種と い つ 

てよ かろう。 

そうして、 この 日本 産の 熊 も、 国々 によって 多少の 

相違が ある。 現に この 檻の 中に 捕われて いる 熊 は …… 

死んだ お 君から 言えば、 来 友 は 確かに 学者であった 

に は 相違ない が、 こんなよ うな ふうにまで 科学的に 見 

ている わけで もないでしょう。 


そうかといって、 眼 は 熊に 向いつつ も、 心 はよ そに、 

二 大政 党の 勢力が 伯仲の 間にあって、 将来の 政局が 

どう 安定す るか、 というよ うな こと を も 考えて いる 男 

ではありません。 

一 万円の 自動車 を 飛ばし、 金に あかして 多数の 犬 を 

もて あそ  ひょうぼう 

弄 ん だとい う 金 持の 文士が、 民衆 を 標榜して 打つ 

て 出で ると、 それに 五 千の 投票が 集まる という、 甘辛 

せんべいみ たような 帝都の 人気 を、 苦笑して いる わけ 

でもない のであります。 

宇治山 田の 米 友が、 こう も 一 心に 熊に 打 込んで みと 

れ ている というの は、 この 熊 を 見て、 はしなくも、 ム 


ク犬 のこと を 思い出し たからで あります。 

来 友 は、 熊 を 見て いるう ちに、 ムク のこと を 思い出 

して、 たまらなく なりました。 

ムク はいい 犬だった な あ —— ムクは 可愛 ゆい 奴 だな 

あ —— ムクは …… 

やや 暫くした 瞬間に、 ハツと 気がついて、 例の 責任 

感が こみ上げて 来る と 矢も楣 も堪ら ず、 土産物屋の 

熊胆を かっぱらうよう にさら つ て、 走り出しました。 

そこで 宇治山 田の 来 友が、 木 曾の 福 島の 町 を まっし 

ぐらに 飛び出しました。 

碓氷峠の 時 も、 うつかり 風車に もたれて 東の 国 を 顧 


望して いた 時に、 道 庵 先生 を 見失い、 ついに 軽 井沢の 

大 活劇 を 演じて、 辛うじて、 道 庵 先生の 命 を 九 毛の 危 

うきに 救い出しました。 また 松 本の 浅 間の 湯で は、 祭 

礼の 群集の 中へ 先生 を 埋没 させて しまって、 それ を 救 

うのに、 天狗 夜 遊の 秘術 を 用いなければ なら なくなり 

ました。 

今や、 少なくとも、 その 三度 目の 失敗 を 繰返した と 

は、 われながら 歯痒い ことの 至り だ。 しかも 以前の 時 

は 自分 も 放心して いたと はいえ、 道 庵 先生の 方に 放漫 

の 罪が 多い。 米 友の 虚に 乗じて、 道 庵が 出し抜い たと 

いえば いえる。 少しの 間な りと も虚を 見せた の は、 自 


分の 落度と いえば 落度 だが、 その 虚を覘 つて、 友達 I 

I ではない、 切っても 切れぬ 同行の つれ を 出し抜く の 

は、 道 庵 先生 も 情が薄い といえば 薄い。 しかし、 今度 

は 違う、 自分 は 今 見なくても いい 熊 を 見て、 そうして. 

つぶさなくても いい 暇 をつ ぶして しまって いる。 その 

間、 先生 は 待って いて くれる 約束に なって いる。 つま 

り 自分 は 熊胆を 取って来い といわれた けれども、 熊 を 

見て 来い と は 言われなかった ので ある。 それに も かか 

わらず、 早く 取つ て 帰るべき 熊胆を 取つ て 帰らずに、 

見なくても いい 熊 を ぼんやり としてみ とれて しまった" 

ああ、 これ は 申し わけがない。 軽 井沢 や、 浅 間の 時 


は、 十の ものなら 七まで は 先生の 出し抜きが 悪い かも 

知れない が、 今度の こと は、 十の ものが 十まで 自分の 

落度 だ。 こんなに 長く 熊 を 見て いるんで はなかった I 

来 友 はこの 十分の 責任感で、 木 曾の 福 島の 駅 を 西に 

向って 道 庵 を 追い かけました けれど、 かなりの ところ 

で、 その 姿 を 見かける ことができません。 

「おいらの 先生 はどうし たんだ、 みんな、 おいらの 先 

生 を 見なかった かい —— 馬に 乗った おいらの 道 庵 先 

生」 

こう 呼びかけながら、 まっしぐらに、 しかし びっこ 


を 引いて、 彼 は 全速力で 走り ましたが、 誰も 要領よ く 

答えて くれる 人はありません。 また 来 友 も 足 をと どめ 

て、 要領よ くそれ を 聞きた だす 余裕 もありません。 彼 

は 走りながら、 叫びつ づけました、 

「おいらの 道 庵 先生 II 馬に 乗った 道 庵 先生、 下 谷の 

長者 町の 十八 文の 道 庵 先生」 

「もしもし」 

「何 だい」 

「休んで ござり まし、 木 曾お 六 櫛 買って ござり まし」 

「i- ら ねえ、 要らね え」 

「おみやげに 桜 皮の たんじ やく、 墨 流しの たんじ やく、 


お買いな さんし」 

「おかみさん」 

そこで 米 友が 立 止まって、 これこれ こういう 人体の 

仁が 通らなかった かとい うこと を、 米 友と して はかな 

リ気を 落ちつけ たつ もりで 尋ねる と、 物 売屋の 女房が、 

ごじん 

「ほんに、 そういった 御仁なら、 たった今、 西 東の 方 

へお いでな つたの つし」 

「西 東へ？」 

「まあ、 この 赤い 櫛 を 一 つお 買いな さんし、 これが の 

し、 負けて 六十 四 文に して あげ ませず」 

「おいら は、 櫛 は 買いて えと 思わね えんだ、 おいらが 


櫛 を 買った つて、 始末に 困ら あな」 

「まあ、 そう おっしゃらず。 こちらに も三ッ 櫛の いい 

のが ござん さあ」 

「人柄 を 見て 物 を 言いな、 櫛 を 買うよう な 人間に は 出 

来て いねえん だぜ」 

「それで は、 おかみさん へのお みやげに」 

「ばかにして やがら、 おかみさん 面が あるか」 

かくて 来 友 は、 また，！ 散に 走りました。 

なんとしても、 水が 上へ 流れない ように、 上方へ 上 

る 約束で 来た 道 庵 先生が、 東へ 向く はずが ないから 来 

友 は、 その 点 は 安心して、 木 曾 街道の 要所 を、 わき 目 


も ふらずに 走りました。 

走りながら 様子 を 聞いて みると、 それ は 往々、 程遠 

からぬ 時間の 間に、 尋ねる とおりの 人が、 この 街道 を 

通った 形跡 は 確かに ある。 

やや、 安心した 来 友 は、 ついに 二 里 半 を 飛んで、 上 

松の 駅まで 来て しまいました。 

うすいとうげ 

そうして、 碓氷峠の 上の 駅でした ように、 その 駅の 

ほとんど 一軒一軒 について、 たずねて みると、 あると 

ころで は 相手に されない が、 あると ころで はかなり 要 

領を 得る ことになる。 

結局、 と ある 酒店で、 持参の 瓢簞 の 中へ いっぱい 清 


酒 を 詰めさせた 客人が あると いう 手がかり があって、 

それから 問いた だしてみ ると、 それ は 多分 件の 一瓢 

ねざめ  とこ 

を 携えて 寝覚の 床へ おいでになった のだろう とのこと 

です。 

「寝覚 の 床と いうの は？」 

来 友から 問い返されて、 かえって、 尋ねられ たもの 

が 驚きました。 

木 曾 を 歩きながら、 木 曾 第 一 の 眺望、 寝覚の 床が 頭 

の 中に 無い という 旅人 も 珍しい。 この 男 は、 何のた め 

に 木 曾 道中 をして いるの だか わからな いと 驚きました _ 

事実、 米 友 は、 風景 をな がめんが ために 旅行 をして 


いるので はない とはいいながら、 沿道の 風景 を 無視し 

ている ことが かなり 甚だしい。 道 庵 は 道 庵 だけに、 

軽 井沢の 夕暮の 情調 を 味わう こと も 知っていれば、 浅 

間の 湯治場の 祭礼 気分に、 有頂天に なるほどの 風流 気 

も あるし、 木 曾路へ 入って からで も、 夜間、 暇 を 見て 

しさし 

は 読書 もす るし、 かなり 四角な 字 を 並べたり、 色紙、 

短冊 を 染めて みたり している のです が、 米 友に は それ 

がない。 

現に、 この 福 島から、 上 松に 至る の 間に は 木 曾の 桟 

はしが ある、 御岳山が ある、 御岳の 鳥居が 見える。 尾 

州 家の 禁山 になって いる 木 曾の 川の 材木 流し、 といつ 


たような 名所に も、 風流の あとに も、 相当に 足 を 留め 

なければ ならない ところ を、 まっしぐらに 走って 来て、 

さて 寝 覚の床 は、 と 尋ねた ものです から、 尋ねられた 

者 を 驚かしました。 

リん せんじ けいだい 

しかし、 教えられた 通りに 寝 覚山臨 川 寺の 境内まで 

馳 せっけた の は、 格別 手間の かかる ことで はあり ませ 

ん でした。 

臨 川 寺 方丈の 庭より 見下ろす 寝覚の 床。 そこへ 来て 

見る と 案の 如く 幾多の 旅人が 指 を さし、 眼 をす まして、 

その 好 風景 を 観賞して いるに はいるが、 道 庵の 姿ら し 

いのは 一 つも 見えない。 


弁天の 祠の 下、 芭蕉、 也 有の 碑のう しろ、 そこ を 探 

しても 先生ら しいの はいない。 

もしゃ、 例の 癖で、 酔うて 沙 上に 臥す、 なん ぞと 

洒落て はいない かと、 方丈の 松の 根方 や、 裏庭に 廻つ 

てみ たけれ ども 見えない。 茶 を 配る 小坊主に、 その 人 

品 骨柄 を 説いて 聞かせた けれど、 さっぱり 合点が ゆか 

ない。 もう 一旦、 ここへ 来て ながめた 上に 立 去った の 

か、 まだ ここへ は 来て いないで、 途中へ ひっかかって 

いるの か、 その 辺の 見当 もっかない。 後者であるなら 

ば、 ここに 相当の 時間 を 待って いさえ すれば、 必ず 一 

度 は 訪れる ものに 相違ない が、 前者であった 日に は 当 


はず 

てが 外れる。 

き 

見て いると、 遊覧の 人のう ち、 気の利いた のが 寺の 

前庭から、 岩 を 伝うて 下へ 降る 様子で ある。 

はは あ、 あそこから 下りられ るんだ な …… と 合点し 

て、 たずねて みると、 ここで 見る の は 寝覚の 床の 全景 

—— ここ を 下る と 横幅 十 間、 長さ 四十 間の 寝覚の 床の 

一 枚 岩の 上に 出られる の だとい う。 

そういう ことなら、 この 下が 本場なん だ。 多分 本場 

の その 幅 十 間、 長さ 四十 間と いう 大 岩の 上 あたりで、 

飲みながら、 わが 道 庵 先生 は、 太平楽 を 並べて いるの 

だろうと 来 友が 思う。 


そこで 岩角 をく ぐって 下りて みる。 この 路 はかなり 

あぶない が、 米 友の 足で は 何でもない。 そうして まも 

なく 木曾川の ほとり、 寝覚の 床の 一 枚 岩の 上まで、 難 

なく 来 友 は 下り立つ たが、 そこに はま だ 誰もお りて 来 

ていない。 

来 友 ひとりが、 寝覚の 床の 一 枚 岩の 上に、 脚下に 滝 

なして 漲る 水の 深さ も はかりが たく、 目 も くるめく 

心地 するとい うと ころの 上に 突立ち ましたが、 道 庵の 

姿 はいずれ にも 見えません。 

「素敵 だな あ」 

と 宇治山 田の 米 友が 言いました。 木 曾 第一 の 勝景と 称 


せらる る 寝覚の 床の 一枚岩の 上に 立っても、 来 友と し 

て は、 これ 以上の 嘆 称の 言葉 は 吐け ない のでしょう。 

その 神ェ鬼 斧に 驚嘆して 歌 をつ くり、 または 古え 

の 浦 島の 子の 伝説 を 懐古して あこがれた りする ような 

こと は 得手ではありません。 また 地質学 上 や、 風景 観 

の 上から 相当の 見識 を 立てる こと も、 この 男の 得意で 

はありません。 

ただ、 平凡な 景色で はない という 印象が、 単に 「素 

敵 だな あ」 の 一 句に 集まって、 「ナンダつ まらね えな あ」 

とけな されなかった こと だけが、 寝覚の 床の 光栄 かも 

知れない。 


米 友が 空しく、 その 好 風景の 岩の 上に 立って いると、 

その 時 川で 遽 かに 人の 罵 る 声が します。 

「川流れ だ あ」 

この 声で 来 友が 思わず 飛び 上って、 例の 地 団太を 踏 

みました。 

「ちえ ッ」 

地 団太を 踏んで、 激しく 身ぶ るい をす ると、 

「川流れ だ あ」 

つつし 

続いて 罵 リ 騒ぐ 声が する ものです から、 

「それ 見た ことか」 

米 友 は 身ぶ るいして、 槍 を 取り直して 意気込み まし 


た。 

「だから 言わね えこつ ちゃね え」 

彼 は 再び、 まっしぐらに 岩から 岩 を 飛んで、 声す る 

方に 走り出しました。 

「ちえ ッ」 

いきどお 

走りながら も、 身 を ふるわして 憤 り を 発して いる 

ところ を 見る と、 その 川流れ！ という 叫び声が、 来 

友 をして、 われ を 忘れて 憤りた たしめ たものに 相違な 
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「だから、 言わね えこつ ちゃね え」 

とおね 

ただ 遠音に、 川流れの 警告 を 聞いた だけで、 米 友の 


発憤ぶ り は 何事だろう。 

この 男 は、 それと 聞いて、 はや 独断 をして しまって 

いる。 いま 叫ばれた 川流れの 本尊 こそ は 余人で はない、 

わが 道 庵 先生に 相違ない、 と 早く も 独断して しまって 

いる。 だから、 本能 的に 憤 起して、 超 人間的に、 岩と 

岩との 間 を 飛び はじめた のです。 

「だから 言わね えこつ ちゃね え」 

自分が ちょっと 目 を はなせば、 もうこの ザ マ だ、 世 

話の 焼けた 話ったら ：：： 酔つ ばらって、 とうとう ころ 

げ込 みやが つた、 軽 井沢 や、 浅 間の、 ちょろちょろ 水 

へ 転げ込ん だのと 違って、 天下の 木曾川へ 転げ込んだ 


んだ、 冗談 じ やねえ、 深い ぜ、 青ん ぶく だぜ 水が …… 

あの 先生、 泳ぎ を 知らね えんだろう、 それに 酔つ ばらつ 

てると 来て いるから、 あがきが つくめ え じ やねえ か、 

それに この 通りの 岩だろう、 つかまえ どころ が あるめ 

え、 土左衛門 だ、 わが 道 庵 先生 を 木曾川まで 連れて来 

て、 土左衛門に する 奴 も 奴 だが、 させる 奴 もさせる 奴 

だ。 

「ちえ ッ」 

来 友 は、 自分の 身体へ 火が ついた ように、 あせり 出 

しました。 

「ほんとうに 世話の焼ける 先生 だ、 油断 も、 隙 も、 な 


り や あしね え」 

来 友、 いかに 俊敏な りと いえ ども、 寝覚の 床の 岩石 

の 上 を 走る に は、 そう 短気 一方にば かり は ゆかない。 

「ちえ ッ」 

幾度 か 舌打ち をして、 もどかし がり、 子 獅子が 千仞 

の 谷から、 こけつ、 まろびつ、 這い 上る ような 勢いで、 

川下の、 その 川流れの、 溺死 人の、 独断の 推定の 道 庵 

の 土左衛門の 存 すると ころに、 多数が 群がり 集まって、 

罵り 騒いで いる 方向に 飛んで 行きました。 

しかし、 その 間に も、 単に 激憤す るば かりで はない、 

道 庵 先生の 世話の焼ける ことの 甚だしい のに 業 を 煮 


やして いるば かりで はない、 一面に は 例によって、 自 

分の 責任感に 激しく むちう たれて いるの は 事実です。 

「先生 …… 道 庵 先生」 

ようやく にして 群集のと ころへ 近づきました。 

ようやく 河原の 人だかりの ところへ 行つ て 見る と、 

宇治山 田の 米 友 は、 そこで 大いに 騒いで いる 群集の 中 

に、 多くの 武士階級の 人 を 認め、 事件の 中心 は、 この 

武士階級の 人で あるな と 思いました。 

だが、 溺れて、 そうして 救われた か、 救われな いか、 

でい る その 人 は、 たしかに わが 道 庵 先生に きまって い 

る。 


来 友 は 最初から、 そう 断定して かかって いるので す 

から、 

「御免なさい、 その 川流れと いうのに 一目 逢わせて お 

くんなさい、 気がせいて たまらね え」 

人を搔 きわけ るよう にして 寄って 見る と、 そこに は 

道 庵ら しい 人 は 見えません。 

被害者と して、 それ は 武士階級の 人の 間に、 非常な 

ろうばい 

狼狽と、 心痛と を 以て、 取 囲まれて いる その 人 は、 や 

はり 武士階級の 人で ある こと を、 来 友 は 人を搔 きわけ 

て 近づいた 瞬間に さとって、 それで は 道 庵 先生で はな 

かった のか！ とひと まず 安心 をし ました。 


これ は 溺死 人 あり、 すなわち 酔つ ぱ らいの 道 庵 先生 

II と 独断して かかった 来 友の 頭の 問題です から、 こ 

こで 当てが 違って、 まず 胸 を 休めた の は、 まあ、 よか つ 

た！ という 感じで ありました。 

かりそめにも 自分の 主と 頼んで 来た 道 庵 先生が、 被 

害 者の 当人で ない という 見極めの つ いた 宇治山 田の 来 

友 は、 一時 は 重荷 を 卸した ように ホッと 息をつき まし 

たけれ ども、 再考 すれば、 不幸 は どこに あっても 不幸 

です。 誰の 上に 落ちて 来ても、 不幸 は 不幸に 相違ない。 

溺死と いう 不幸が、 自分の 身に 最も 親近の 道 庵 先生の 

上に 落ちて いなかつ たという こと は、 まず 安心に は 相 


なんぴと 

違ない が、 同じような 不幸が、 他の 何人 かに 落ちて い 

たと すれば、 それ を 憂うる 心が 二つであって はならぬ- 

道 庵 先生で なくって よかった という 安心 は、 他の 人 だ 

からか まわない という 理窟に はならない。 

溺れた 人の 不幸 は、 自分に 親近で あると 否と に拘ら 

ず 不幸で ある。 親近なる が 故の 同情 は、 他人なる が 故 

に 同情の 価な しとい う 理窟に はならない。 

そこで 来 友 は 第二 段と して、 当然、 わが 道 庵 先生の 

身代りに 立た せられた ような 不幸の 人 を、 見舞う の 心 

を 抱き起させられました。 

「水 を 飲んだ かね、 怪我 はしなかった かい」 


といって、 武士階級の 人の 間に わけ 入りました。 

しかし、 狼狽、 混沌の 限り を 極めてい る 人々 は、 こ 

の 奇怪な グロテスクの 見舞に、 さの み 注意 を 払う もの 

がありません。 従って、 その 見舞の 言葉に、 明確な 謝 

意 を 表する もの もない のです。 

そこ を 米 友 は、 かなり 無遠慮に 近寄って、 現在の 被 

害 者 を まともに 見舞いました。 それ は 只今、 川から 引 

き 上げられた ままの 一 人の 若い、 この 武士階級の 仲間 

のうちで も かなり 身分の ありそうな 若い 人が、 引き 上 

げられ て 正体な く、 沙 上に 置かれて いると、 それ を 取 

囲んで、 


「御主人 様」 

「鈴 木 氏」 

「気 を 確かに 持 たっしゃい」 

「お— い」 

「鈴 木 氏 II お— い」 

口々 に 叫んで、 それ を 呼び 生かそうと 努力す る こと 

の ほかに は、 他念がない らしい。 

呼び 生かそうと は 努力す るが、 その 努力 は 狼狽 を 

伴って いるから、 いずれも 無効です。 努力 すれば する 

ほどに、 要点 を 外れて しまって 行く のです。 

「火 を、 早く 火 をお 焚き 下さい」 


「おい、 早く 焚附 を、 薪 を 持て」 

「薪で はいけ ない、 藁 火 を …… 藁 を」 

彼等 は 口々 に 騒ぐ けれども、 この 武士階級 を 取 巻い 

ている 土地の人が、 かなり 輪 を かけた 狼狽ぶ りで、 ほ 

とん ど 物の 用 をな さない らしい。 

「何よりも 早く 医者 を、 医者 を 呼べ、 医者 を 呼ぶ こと 

が 急務 だ」 

暄々 囂々 として、 騒いで 且つ 狼狽す るが ために、 い 

よ いよ 救急の 要領 を 外れ、 努力の 能率が みんな 空費 さ 

れて しまう こと を、 来 友 も 歯がゆく 思わない わけに は 

ゆきません。 


「おい、 医者 だよ、 お医者さん だよ、 餅屋 は 餅屋 だか 

ら、 お 医者 を 呼んで 来る ことが 第一 だ」 

と 米 友が 声高く 叫びました。 

「そのお 医者が、 留守なん でございますよ、 出払って 

しまいました」 

「ちえ ッ」 

米 友 はこ こで も 地団太 踏んで、 焦れったが りました。 

「おい、 早く 火 を 焚きな、 火 を。 そんな …… 丸太ん棒 

わらび 

を 持って来 たって どうなる もんか、 藁 火 だ、 藁 を 持つ 

て 来い やい」 

と、 来 友が 歯が み をして 叫びました。 


「その 藁と いう ものが、 この 地方に は 無えん で ござい 

ます」 

「ちえ ッ …… 藁が 無け り や、 藁の 代りにな りそうな、 

むぎわら  かや 

麦稈で も、 茅で も、 それが 無け り やな、 人の 家の 畳で 

もむ しり こわして 持って来 ねえな」 

と、 来 友が 三た び 叫びました。 

だが、 来 友と しても、 地団太 踏んで、 こうして 無茶 

に 指図が ましく 人 をが なりつ けた けれども、 これ 以上 

に、 どうしたら、 差 当っての 救急 療法 かとい うこと を 

心得て いる わけではありません。 

取 巻いて いた 一団の 武士階級 も、 その 辺に はかなり 


抜け目が あるら しい。 大小 を 取って、 衣類 を 脱がせて、 

裸に して、 水 を 吐かせて、 相当の 摩擦 を 加えて みょう 

との 機転 も 利かない らしく、 せめて 柔術の 手で、 活法 

を 施して みょうとの 修練 も 欠けて いるよう です。 この 

武士階級 —— 特に この 人々 に 限った こと はない が、 当 

そろばん 

時の 武士階級の 大部分 は、 算盤 は 持てても、 刀の 持て 

なかった 人 はかなり に 多く、 甲胄の 着よう に 戸惑い 

したの は、 長 州 征伐の 時の 江戸の 旗本の 大部分の みと 

は 限らないでしょう。 

平常の 修練が ないから、 非常の 狼狽が ある。 それ は 

歯痒い わけ だが、 宇治山 田の 来 友 もこ こに 至って、 彼 


等の 狼狽 を 憤る ほかに は、 何と 差 当って、 その 応急 手 

段 を 講ずる ことに 無力な の を 自分ながら、 いらだた な 

いわけに は ゆかぬ。 

「ちえ ッ、 いかに 山家 だって、 医者と いう ものが 無え 

のかな あ」 

こういって、 四た び、 地 団太を 踏んだ 時に、 火打石 

を さがす 自分の 手に、 提灯が あかあかと 点って いる 

間抜け さ を さとりました。 

「そうだ、 こういう 時の、 おいらの 先生 じ やねえ かい、 

道 庵 先生 はお 医者の 名人 だ、 下 谷の 長者 町の 道 庵 先生 

に 限る」 


と 気がついた けれども 遅い、 その 先生 はこ こにいない 

じ やない か。 一緒に つれ 立って 影の 形 におけるが 如く 

あるべき はずの、 また 今日まであって 来たと ころの 先 

生が、 この 時、 この 際、 先生で なければ ならない 時、 

その 先生 ありさえ すれば、 死ぬべき 人が 生きて 助かる 

べき 際 …… いない じ やない か。 

「ちえ ッ、 世話の焼けた 先生 だな あ、 人に 助けられる 

ばかりが 能 じ やねえ や、 ちっと は 人 も 助ける 気になれ 

ねえ もの かな あ」 

米 友 は、 五た び、 六た び、 そこで 地 団太を 踏み まし 

た。 ほんとうに 来 友の 口 S5 しがる 通りです。 尋常に 自 


分 も 道 庵 先生の ともをして 歩き さえ すれば、 こういう 

ところに は、 思いき り 溜飲が 下げられ たもの を。 自 

分た ちが 溜飲 を 下げて 痛快 を 買う のみならず、 人の 一 

人が 立派に 助かって、 その 功徳と 感謝 は、 測り 知らる 

べき もので もない のに、 みすみす その 機会 を 逸して… 

…口惜しい。 人 を 打 懲らし、 取 挫く の 力に おいて は自 

信の 有り余る 米 友が、 人 を 救う 段になる と、 溺死 人の 

一人 を どうす る こと もで きないの を、 身 も 世 も あらぬ 

ほどに 口惜しが つ て、 

「ちえ ッ、 その 立派な 医者 を、 おいらが ひとつ 探して 

来る から、 それまで 死な さねえ ようにして 置きな」 


と 言い置いて 米 友 は、 驀然に 走り出しました。 

どこ を 当て ともなく 走せ 出し ましたが …… このい い 

残して 置いた 言葉 は 無理です。 

道 庵 先生、 いかに 神 医な りと いえ ども、 いつ どこで 

探し出され るか 知れない もの を、 その あてどの ない 尋 

ね 人 を 探して 来る まで、 死ぬべき もの を 死なさずに 置 

けと は、 来 友の 注文が 無理です。 

扁鵲 もそう 言って いる、 「越 人よ く 起すべき 者 を 

知って 之 を 起す」 

しかし、 無理であって もなくても、 火の玉の ように 

なって 飛び出した 米 友 を、 如何と もす る こと はでき ま 


せん。 

坂 を かけ 上る と、 そこで、 土地の人の ふるえながら 

語る の を 聞きました。 

「尾 州 様の、 お 山 係りの 殿様が 水に はまって おしまい 

になった、 医者 を、 医者 を、 とおつ しゃる けれども、 

尾 州 様の 御 家中の 脈 をお 見せ 申す ような 医者が、 この 

宿に は ござらね え、 山 竹老へ 持ち込んだら、 お ぞけを 

振って、 もしゃお 見立て 違い をして は 首が 危 ねえと 

いって、 逃げて しまった、 藁 火 をた けと おっしゃ るが、 

ここ は 山里で 藁と いう ものが ござり ましね えから、 今、 

畳 をむ しり こわして いると ころで ございま すよ」 


それ を 小耳に はさんだ 米 友が、 はは あそれ では、 木 

曾 は 尾 張の 御領 分 だと 聞いた から、 尾 州 家のお 山め ぐ 

りの 役人が 出向いて 来て、 そうして この 災難 だな とさ 

とりました。 

だが、 尾 州 家の 役人なる が ゆえに、 尻 ごみ をして 出 

ない という、 この 土地の 医者 のぞろ つべ い を 憐れむ に 

つけ、 わが 道 庵 先生 II 来 友の 眼と、 心と を 以てすれ 

ば、 天下に 一 つあって、 二つ はない 名医の 道 庵 先生と 

も あるべき もの を、 現に 自分が 同行の 光栄 を 有し、 自 

分が 頼み さえ すれば、 いや、 頼まな くと もこう いう 際 

に は、 十二分に 出しゃばるべき 先生 を、 ついした 自分 


の 粗忽から 置き忘れて しまった 腑 甲斐な さ を 自ら 憐れ 

み、 悼み、 くやみ、 あせり、 憤る の 情に 堪えません。 

そうして、 彼 は 街道 筋へ 出た けれども、 さて 次へ 進 

んで いいの か、 後へ 戻って いいの か、 その 事 さえ わか 

りません。 次の 須原 駅まで は 三 里 五町、 あとへ 戻って 

上 松まで は 僅かに 十 町と いう 観念が あってし たので は 

ない が、 米 友 は 本能 的に あと 戻り をし ました。 それ は 

つまり、 臨 川 寺から 現場まで は 岩石の 間 を宙を 飛んで 

歩いた が、 街道 筋 は 残して いる。 そこに 多少の 心残り 

があった のでしょう。 

「先生、 道 庵 先生！」 


彼 は 相 変らず、 声高く 叫んで 飛び 走り ましたが、 徒 

らに、 通る 人の 驚 動と、 指 笑と を 買う に 過ぎません。 

ちまなこ 

ここに 於て、 来 友 は 確かに 血眼に なって いる。 血眼 

ろうばい 

に はなって はいる けれども、 狼狽と いう こと はない の 

つえ やり 

です。 その 証拠に は、 例の 唯一 の 武器た る 杖 槍 も、 ちゃ 

んと 肩に かついで いるし、 携帯の 荷物 も、 懐中に 入れ 

くまのい 

た 精製の 熊胆 も、 決して 取 落して はいない のです。 

「どうも 仕方が ねえ、 運の 悪い 時には 悪い もので、 物 

が 行 違いになる 時には、 行 違いになる もの だ、 おいら 

一人が やきもき したって、 助かる もの は 助かる、 助か 

らね えもの は 助からね えんだ」 


米 友に もまた 聡明が ある。 人力の 及ぶべき ところと、 

及ぶべからざる ところと を、 このごろ、 ことにお 君 を 

殺してから、 つくづくと 悟った ものの ようです。 

です けれども、 天性の 正直から 来る ところの 短気 は、 

持って 生れた もので、 急に どうす る こと もで きません。 

血眼に なって、 あせりき つて、 歯嚙み をして、 地団 

太 を 踏みつ づけながら も、 どこか 心頭の 一 片に 鉄の 如 

しょうそう 

きものが あって、 あらゆる 短気と、 焦燥と を 圧え きつ 

ている。 

そうして 彼 は、 臨 川 寺の 門に 程近い ところまで 来る 

と、 どうも 再び その 門の 中へ 踏み込んで みたくな り ま 


した。 

ここ は、 もう 一 応確 めて みねば ならぬ ところ だと 思 

いました。 

二十 九 

宇治山 田の 米 友 をして、 こんなにまで 気 を 揉ませて 

おきながら、 道 庵 先生 は 何 をして いる。 ちょうど 米 友 

が 寝覚の 床の 一枚岩の 上に 立ちはだかった 時分に、 先 

リん せんじ 

生 はよう やく 臨 川 寺の 方丈に 着きました。 そうして、 

方丈の 毛氈の 上へ 坐り込んで、 そこで 寝覚の 床の 全景 


を 見下ろしながら、 早く も 一瓢 を 開いた ものです。 

道 庵 先生と 相対して いる、 同じ年 配の、 頭 だけ を 僧 

じんぴん 

体に した 見慣れない 人品が 一 つあります。 これ はこの 

寺の 方丈で はあります まい。 頭 を 丸く している ところ 

から 推してみ ると、 御 同職のお 医者さん であるら しい。 

この辺に 何 かの 縁で 知己のお 医者さん があった のか、 

そうでなければ 途中、 ゆく りなく 旧知 同職に めぐり 

逢って、 ここまで 相伴うた もの か、 もし また 医者で な 

いとすれば、 俳諧師と か、 茶人と かいった ような 人で、 

人品から 言つ て 僧侶で ない こと は 明らかです。 

道 庵 はと 見れば、 これ は 頭の 恰好が、 また 少し 変て 


こに なりました。 剃り 上げて 百姓に してみ たけれ ど、 

気がさして ならない。 まして 夏で も 寒い という 木 曾の 

あたり を 通って みると、 剃り 慣れない 頭へ 風が しみて 

たまらない らしい。 そこで 髻 を 以前の 通りに ク ワイ 

の 把手に してみ ましたが、 前髪のと ころに、 急に 

けはえぐすり 

毛 生薬 を 塗る わけに も ゆかない から、 熊の 毛 か 何 か を 

植え込んだ 妙な 形の ハゲ 隠しよう な もの を 急 ごしら え 

にして、 ゴマ かして あるよう です。 しかし、 ゴマ かし 

方が 器用な ものです から、 ちょっと 見に は 誰も 気がつ 

かないから 占めた ものです。 

かくて、 臨 川 寺の 方丈の 上で、 道 庵 先生と、 僧形の 


御 同職 (仮り に) と は 相対して、 酒 をく みかわし なが 

ら、 寝 覚の床 をつ るべ 落しに ながめて 閑談 を はじめ ま 

まず +P つ 

した。 僧形の 同職が 先 以て 言いけ らく、 

「いかがで ござる、 道 庵 先生、 木 曾 街道の 印象 は …… 」 

「悪くない ね」 

さかずき 

道 庵が 仔細ら しく 杯 を 下へ 置いて、 

「第一 、 この 森林の 美と いう ものが 天下に 類がない ね 

もっと 

…… 尤も、 ここに 天下と いうの は 日本の こと だよ、 日 

本 だけの こと だよ、 同じ 天下で も 支那の こと は 知らね 

こんろん さん  ちょうこう 

え、 崑器山 や、 長江 の 奥なん ぞは 知らね え、 アメリカ 

のこと も 知らね え、 日本 だけの 天下で はまず …… と 


いったと ころで、 薩 摩の 果て や、 蝦夷松 前の こと は 知 

ら ねえ、 甚だお 恥 かしい わけの もの だが、 まず 愚老の 

知っている 範囲で、 木 曾の 森林に まさる 森林 は、 限ら 

れ たる 天下に は あるまい ね」 

「御尤ものお 説で ございます、 森林の 美 は 木 曾に まさ 

れる ところな しと は、 先生のお 説の みならず、 一 般の 

定評の ようで ございます」 

「そうだろう、 第一、 色が 違わ あね、 この 堂々 として、 

真黒な 色 を 帯びた 林 相と いう ものが、 ほかの 地方に は 

無え」 

「樹木の 性質と、 年齢と が 違います からね。 まず あの 


檜 林の 盛んな ところ を 御覧 下さい」 

ひのき 

「なるほど、 檜 だね。 槍 は 材木と して は 結構 だが、 こ 

うして 大 森林の 趣に して 見る と、 なるほど 檜 は 材木の 

王 だ。 椹 も 大分 あるよう だが、 あいつ も 悪くない ね」 

「左様で ございま すよ、 御 承知の 通り 槍に 椹、 それ か 

こうやまき  あす ひ ねず こ 

ら高 野模と 羅漢 柏、 攛を 加えまして、 それ を 木 曾の 五 

木と 称えて いる 者 も あるよう でございます」 

「なるほど。 森林 美 も 大した もの だが、 これ を 金に 踏 

ん だら 素敵な ものだろう」 

「富に しても、 容易なら ぬ 富で ございます」 

「尾 州の 奴、 うまく やって やがら あ …… 」 


と 道 庵 は、 あぶなく 口が、 にって、 それ を 取 返す ものの 

ように、 

「尾 州 様 も 大した もの をお 持ちなさい ますね え、 お金 

にしたら 大した もので ござんしょう、 木 曾 は 尾 州 様の 

お金 倉 だ」 

そうぎょう 

ィャに 改まった ものです から、 僧形の 同職 も 高ら 

かに 笑い、 

「全く、 その 通りで ございます、 木 曾 は 尾 州 家の 

無尽蔵で ございましよう、 それにつ きまして、 こんな 

話が ございます」 

僧形の 同職 もまた 改まったから、 道 庵 も 少し 改まつ 


て、 

「どんな 話？」 

「左様で ございます、 天 保の 水 野 越 前 守 様の 御 改革の 

時で ございました」 

「なるほど」 

「あの 時分、 大公 儀 もずい ぶん、 経済に は 難渋して お 

いでに なりました からな」 

「今 だ つてそう だよ、 今 だ つ て ふところ 工合 はよ く 無 

えんだ よ、 何しろ 八百万 石の 台所で、 時代 を 経る に 従つ 

て、 子孫が 贅沢 は 覚える、 諸式 は 高くなる、 江戸の 親 

玉 もやり きれね えの さ。 そこで ふところが 寂しくなる 


と、 人に 足 もと を 見られる ようになる」 

そろそろ、 道 庵の 返事が 脱線し かけた の を、 僧形の 

一し 、-, 

同職 はさ あらぬ 体に もてなして、 

「何しろ 大公 儀に しても、 われわれ にしても、 暮し向 

き は 財政が 元で ございます からな あ、 そこで 天 保の 改 

革の 時に 水 野 越 前 守 殿が …… 何とい つても、 あの くら 

いの 豪傑で ございま すから、 早く もこの 木 曾の 森林に 

眼 をつ けて しまいました」 

「なるほど」 

「尤も、 それ とても 越 前 守 殿が 眼 をつ けたと いう わけ 

では ごわ せんが、 しかるべく 建議 をした ものが あるん 


で ございま してな」 

「何とい つ てね」 

「尾 州領の あの 木 會山を 三年 間、 幕府へ お 借 上げに な 

りますならば、 当時 幕府の 財政 も 充分に 整理が できる 

見込み だと、 こうそれ、 越 前 守 殿に 吹 込んだ ものが あ 

るんで ござ いますな」 

「よけいな こと を 吹 込み やが つたね」 

「尾 州 家に とって はよ けいな ことです が、 幕府の 財政 

整理の ために は、 無類の 妙案な んで ございましよ う、 

越 前 守 殿 ほどの 鋭敏な 政治家が、 それ をなる ほどと 

おぼしめ 

思 召さない わけに は ゆきません」 


「なるほどと 思った つてお 前、 親 藩と はいえ、 他領で 

はない か、 どうなる もの か」 

「しかし、 時勢が 時勢で ございます からな あ。 それに、 

執権が ボン クラ 大名と 違って、 名に し 負う 水 野 越 州で 

ございま すから、 直ちに それ を 採用して 断行す る こと 

になり、 尾 州 家 を 呼び出し、 将軍の 御前に おいて、 水 

野 越 前 守 殿 自ら、 この 趣 を 尾 州 家に 申し入れ ようとの 

段取りと なりました」 

「さあ、 そこ だ …… そこで 尾 州の 奴、 何と 出た …… 様、 

丄 1  一く  、 丄 、 .11  一く  I 

様 椅椅」 

道 庵が ここで、 あわ わ をす るよう に 口 を 抑えました。 


僧形の 同職 は 少しも ひるまず、 

「左様、 その 時、 尾 州 を 代表して、 江戸 城へ 罷り出で 

たもの が、 尾 州の 家老 鈴 木 千七郎 殿で ございました」 

「なるほど、 こいつ は 大役 だ、 家老、 骨が折れる だろ 

う、 何しろ 天下の 将軍の 面前で、 水 野 越 前 守 を 向う に 

廻 すんだ からな あ、 この 役 は 大役 だ、 道 庵が 買って出 

て もい い 役 だ」 

道 庵が 一 方なら ず 力瘤を入れ ましたが、 僧形の 同 

職 は 相 変らぬ 調子で、 

「そのお 召しに よって、 江戸 幕府へ 罷り出で た 鈴 木 千 

七郎殿 は、 尾 州 家の 家老で ございま してな」 


「そり や 大抵き まってい るだろう、 へタな 人間 は 出せ 

ないから な、 家老で も、 大石 内蔵 助 どころ でな くつち や 

たち ま 

あ 勤まらね え、 九 太夫なん ぞを やって ごろうじろ、 忽 

ち江 戸の 奴等と 組んで、 しこた ま コム ミッション を 

取って しまわ あな」 

道 庵が、 まじめの ようにして 聞きながら、 茶々 を 入 

れ たがる の を、 僧形 の 同職 は 心得て 受け流す と ころが、 

かなり 道 庵 扱いに は 慣れて いるものと 見えます。 

「ところがね、 道 庵 先生、 その 鈴 木 千七郎 殿が、 家老 

に は 家老で ございま すが、 その 時よう やく 十七 歳の 

若年 者 で ございました」 


「十七 …… 」 

さかずき 

といって 道 庵が、 杯 を 下に 置いて、 じっと 僧形の 同 

職の 顔 を 見据えた ものです から、 僧形の 同職が グッと 

砕けて、 

「さあ、 もう 一 つ、 いかがで ございます」 

といって、 下に 置いた 道 庵の 杯に 酒 をつ ぎました。 

「十七の 小 枠 …… 小 枠 様。 出す 奴 も 出す 奴 だが、 出る 

奴 も 出る 奴 だ。 しかし、 お辞儀 をして しまう に は、 若 

いの を 出した 方が いい かも 知れね え」 

道 庵 は 興 ざめ 顔に、 下に 置かれた 酒 を 取って 飲み ま 

すと、 僧形の 同職が、 


「まあ、 お聞き 下さい まし。 そうして 尾 州 家 は、 十七 

歳の 鈴 木 千 七 郎殿を 江戸 表へ 差しつ かわし、 水 野 越 前 

守 殿の 面前に 立た せました」 

「相手が 悪い ね、 越 前 守と きた 日に は、 あの 通りの や 

リ手 であるの みならず、 その 弁舌と きた 日に は、 徳川 

三百 年で も、 ちょっと 比較の ない 男 だよ、 弁舌が さわ 

やかで、 威力が あって、 男ぶ りが よくて、 腕が 出来て 

いる。 水 戸の 藤 田 東 湖の ような むずかし 屋 でさえ、 水 

越の 弁舌に は 参って いたよ」 

と 道 庵が 言いました。 そうすると 僧形の 同職が、 同じ 

ような 調子で 答えて、 


「その 通りで ございます、 その 通りの 威力と、 弁舌で、 

高圧的に、 御 都合 之れ 有り、 尾 州 領木曾 山林、 三 力 年 

むね 

間 公儀へ 借リ 置く 旨の 申 渡しが あります と、 鈴 木 千 七 

郎殿 それに 答えて 申さる るに は、 仰せの 趣、 たしかに 

承知 致しました、 しかし、 私 方に もこの 際、 一 つのお 

願いの 儀が ござります るが、 幾重に もお 聞 届けの ほど 

願わしう ござり まする —— と 鈴 木 殿が、 水野閣 老に改 

ま つ て 申し出で たもので ございます …… そこで 越 前 守 

が、 願いの 筋と は 何事で ござる ぞ … … 千 七郎殿 答えて、 

余の 儀で も ござり ませぬ、 尾 張の 国 一円、 近年 はこと 

の ほか 豊作 続き で ござりまして、 到る ところ 米穀が 溢 


れ、 これ を 積み 置く 場所 もな き 有様で ござり まする、 

のてん  むな 

野天へ 投げ出して、 せっかくの 天 物 を 空しく 風雨に さ 

らし 置く は 勿体なき ことの 至りで ござります る、 それ 

がた めに 尾張領 では ただいま、 夜 を 日に ついで、 その 

米穀の 貯蔵所 を 建設 中で，) /ざり まする が 、 なにぶんに 

も 手 廻り 兼ねて、 難儀 を 致して いる 次第で ござります 

る こと ゆえ、 恐れ多い 願いで は ござり ますが、 向う 三 

年の 間、 大坂城 を 拝借の 儀お 許し 下さる まじき や、 大 

坂 城 を 三年 間お 貸し 下されて、 尾 張 藩 眼前の 難儀 をお 

救い 下さるならば、 木 曾 山 三年 間お 借 上げの 儀 も、 ま 

たやす 

^ J とに 容易き 次第で ござり まする …… と、 こう 越 前 守 


の 前で 申し出で たもので ございます」 

「なるほど  うまい ところ を 言った ね、 それで 越 前 

守が 何と 言った い」 

「満座の 者が、 この 少年 家老 の 奇言 に 驚倒した そうで 

, 、マ J ざいます、 ところが 水 野 越 前 守 殿が 少年 家老 に 向つ 

て、 その ほう、 少年の 身で ありながら、 主人に 一応の 

相談 もな く、 公儀に 向って 即答 をな すと は 奇怪 千万 I 

I 水 野 殿 もさる ものです から、 こういって 叱る と、 鈴 

木 少年 家老 は 申しました、 不肖ながら、 それがし は 尾 

張 藩 を 代表して 参上 つかまつりました、 拙者の 申す と 

ころに 一 家中 異議の あろう はず は ござり ませぬ、 と 


きっぱりと 言いき つ てし ま つたから 問題はありません。 

これが ために、 大坂 城の 御 借用 はもと より、 木 曾 山お 

借 上げの こと もお じ やん にな つ てし まいました」 

「そり や、 そう ありそうな こと だ、 そうな けり や あな 

らぬ ことです。 しかし、 鈴 木 少年 家老の 器量、 あつば 

れ、 あっぱれ、 まさに 木 村長 門 守 血判 取り 以上の 成績 

だ、 誰が 知恵 をつ けた か 知らね えが、 出来ば え は 申し 

分が ねえ」 

と 道 庵 も 感心 をし ました。 僧形の 同職 は、 なお 念 をお 

して 言いました、 

の つび き 

「かりに その 時、 退 引な く 三年 間と いう もの、 この 木 


會山を 公儀へ お貸し 申して みて ごろうじませ、 それ は 

なるほど、 木 曾 山山 林 だけで、 大公 儀の 財政の 急 を 救つ 

たか も 知れません が、 山 はさん ざん になって、 この 頭 

のよう な 有様に な つてし まわない とも 限り ませぬ」 

といって 僧形の 同職 は、 自分の 頭 を ツル ツルと 撫で 廻 

し、 

つむ リ 

「しかるに 先生のお 頭の ように、 いつも 若々 しく 緑 

の 色 鬱蒼と、 この 木 曾の 山が 森林 美 を 失わずに おられ 

ますの は、 つまり その 時の 鈴 木 千七郎 殿の 舌 一枚で ご 

ざいました」 

と言われて 道 庵が くすぐったい 顔 をして、 自分の 頭の 


即製の ハゲ かくし を 撫でて みました。 

「それで 今日は、 その 尾 州 家の 木 曾領ぉ 見廻り の 重役 

が、 この 川 狩り を 検分に 参りました ために、 川 狩りが 

今日は 休みで ございます」 

僧形の 同職が こう 言った ものです から、 道 庵 は 聞き 

とがめて、 

「川 狩りの 検分と いうの は、 何です かね」 

「それ は、 その、 木 曾のお 山から 伐り 出しました 材木 

を、 この 木曾川から 流し 落す ので ございます、 これが 

また 他国で は 見られない 見物で ございま してな」 

「なるほど I 


「谷に 沿うた ところに は 椹 が 多く ございま すが、 奥 

ひのき  せんこ ふきん 

へ 行く と 檜が 多い ので ございます、 千古 斧斤 を 入れ 

ぬ 檜 林が 方 何十 里と いう もの 続いて いると ころ は、 恐 

ろしい ほどの 壮観で ございます。 伊勢大神宮の 御用 林 

も その 中に ございます。 それ を、 高さ 二十 間 も ある 大 

きこ リ  ておの  わざ 

木 を、 この辺の 樵 夫 は 手斧で 伐り 倒します が、 その 技 

の 鮮やか さは、 これ も 他国の 者が 舌 を 巻いて おります 

る。 そうして、 それ を 高い ところから、 時と すると 五 

千 尺 も 高い ところから、 その 材木 を渓へ 向って すべり 

落させる、 それが また 命が けの 仕事なん で、 材木 を渓 

谷へ 落し 込んで 置きまして、 秋の 出水 を 待って、 筏に 


組んで、 木曾川の 下流へ 流 すんで ございま すが、 それ 

を 川 流しと も、 または 川 狩りと も 申します」 

「なるほど」 

ごとう リゅ う 

「もう 少し 御 逗留になります と、 その 川 狩りの 壮観 を 

ごらんに 入れる ので ございま すが、 今日は あいにくお 

かみて 

役人の 検分で …… 二三 日し ますと、 上手から 流れて 来 

た 巨大なる 材木が、 この 寝覚の 床へ 来ます と、 この 通 

リ 急に 水路が 縮められて いるもの ですから、 幾 十万 本 

の 材木が、 矢の 如く 流れて 来て は、 岩に ぶつつ かり、 

材木 は 材木の 上へ 乗り かかったり、 横 積みに なつたり 

ひまち 

して、 鯨のお 日 待の ように 累々 と 積み重なります とこ 


ろ を、 熟練した 川 狩りの 人夫が、 長い 鳶口 を もって、 

これ を 縦横に 捌いて、 程よ く 放流して やる めざまし さ 

は、 さながら 戦場 そのまま だと、 見る 人で 驚かない も 

の は ございません」 

「なるほど」 

「それにもう 一 つ、 川 狩りから 出た 材木 は、 使用す る 

人に 賞美され ましてな。 それと いうの は、 いったん 川 

水 を 十分に 含んで、 それから 後 乾燥して 縮まります か 

ら、 使用した 後に 狂いが 来ない そうで ございます。 ほ 

かの 方法で 運び出した 材木 は、 そうはい かない、 どう 

も 狂いが 出て 困る と、 その 道の 大工が、 この 川 狩りの 


材木 を 賞美す るの も 奇妙で ございます」 

「なるほど、 木 は 山から 伐って、 川 を 流して、 人に 使 

われる ように 出来て る もの だな」 

「いかがで すか 先生、 ここ を 下ります ると、 あの 一枚 

岩の 上へ 出ます が、 酒肴 を 持たせて あれへ 参り、 あの 

上 で 風景 を ながめな が ら、 お 話 を 伺いたい もので ござ 

レ ます」 

僧形の 同職が すすめる の を 道 庵 は、 首 を 横に ふって、 

「まあ、 せっかく だが、 興は満 なる を 忌む という こと 

が あるから、 この辺で チビ チビ やりながら、 寝 覚の床 

を 鷹揚に ながめて、 貴殿の 人国記 を 承って いれば、 も 


うもう これ 以上 は 罰が 当る、 このうえ 押して、 谷から 

す ベリ 落ちて、 川へ でも ころげこんで ごろうじろ、 生 

きち や あ 帰れね え、 ホラ、 この 通りの 足 もとなん だか 

ら」 

といって、 道 庵 は、 フ ラフラと 立ち上って 見せました- 

道 庵の 足 もとの あぶな いのは、 今に はじまつ たこと 

ではない。 その 足 もとの あぶない こと を 自覚して、 そ 

うして、 多少の 冒険 を も 慎もうと すると ころに、 道 庵 

の 聡明 さが あると いえば あるので す。 

「足 もとが、 こんな だから、 足 もとの 明るい うちに 失 

礼して 帰る と 致しましょう、 どうも はや、 おかげさま 


で 寝 覚の床 をと つくりと 見物した から、 寝 ざめ の 悪い 

こと も ござるまい —— ああ、 そうだ、 浦 島の 伝説、 あ 

れは あんまり 当てに ならね え」 

といって 道 庵 は、 あぶない 足 もと を 踏みし めて 縁 を 下 

りました。 

かくて 上々 機嫌で、 臨 川 寺の 方丈の 縁 を 下りた 道 庵 

先生 は、 門前に つながせた 馬に 乗ろうと して、 例の 僧 

形の 同職に 送られて 庭 を 歩く 途中、 寝 覚の床 を 眼 八 分 

に 見渡しながら、 

「しかし、 ここで 浦 島 太 郎が釣 を 垂れた というの は、 

少少 怪しい ね。 そもそも 浦 島が 子の 伝説 は …… 」 


と 道 庵 は、 古事記 や、 日本書紀 を ひっぱり 出して、 浦 

島の 人別 を 論じて、 どうしても、 あの 時代に 浦 島太郎 

が、 木 曾の 山中に 来て 釣 をす るなん ていう こと はない、 

と 断定し ました。 

僧形の 同職 は、 それ を 聞いて 同感の 意 を 面 に 現わし、 

「御尤もで ございます、 浦 島太郎 が、 この 寝覚の 床で 

釣 を 垂れた というの は、 全く 証拠の ない でたらめで ご 

ざいます が、 一説に は、 こういう 話が ありま すんで す 

あしかが 

な、 足 利の 末の 時代で も ございましたろう、 川 越 三 喜 

いんせい 

という 名医が、 この 地に 隠栖 を 致し ましてな、 そうし 

て 釣 を 垂れて 悠々 自適 を 試みて いました そうです が、 


その 川 越 三 喜 は 百 一 一十 歳まで 生きた という ことで、 土 

地の 人が、 浦 島と あだ 名 をつ けて 呼んで いたそう です 

から、 多分 その 川 越 三 喜の 事蹟 を、 浦 島 太 郎に附 会し 

てし まった もの かと 思います」 

「川 越 三 喜 —— なるほど、 あれ はわれ われの 同職で、 

しかも 武州川 越の 人なん だ。 わし はこう 見えても 江 

戸ッ児 だが、 三 喜 も、 江戸 ッ 児み たような、 武蔵ッ 児 

の、 川越ッ 児なん だ。 川 越 はお 前、 今で こそ if の 産地 

なび 

だが、 黄 八幡の 北 条の旗 風に は、 関東 も 靡いた もの だ 

し、 天 海 僧正 様の 屋敷 だし、 徳 川の 三代 〔# 「三代」 は 

底本で は 「三大 匕 将軍 も あそこで 生れた というと ころ 


だ。 近く はお 前、 喜 多 川 歌 麿と いう 艷 つぼい こと 天下 

無類の 浮世 絵師 も 出て いるし、 狩 野 派で 橋本雅 邦と い 

う 名人の 卵 や、 浅 田 信 興と いう 関東 武士の 黒 焼の よう 

な もの も 出か かってい る、 なかで も 川 越 三 喜と きち や 

あ、 わが 党の 方で も 大した もので、 立派に 藪の 域 を 脱 

している。 しかし、 その 三 喜が、 こんなと ころへ 引 込 

んで、 浦 島 気取りで 釣 をして いたと いう こと も、 はじ 

めて 承り ましたよ」 

「左様で ございますな、 古書 を 調べて みます というと、 

三 喜 は、 寛 正の 六 年に 武州川 越に 生れた とあります。 

みんこく 

医師と なって 長享 元年に 明 国に 入り、 留まる こと 十二 


年、 明応七 年に 三十 四 歳で 帰朝して、 明の 医術 を 伝え 

て、 その 名声 天下に あまねく、 総、 毛、 武 州の 地を往 

来し、 天文 六 年 二月 十九 日、 七十 余 歳に して 病歿と 記 

して あるよう でした が、 そうなる と 百 二十 説 も少々 怪 

しくなります が、 何 か 因縁 はあった ものと 思われます」 

「左様 さね、 お 説の 通り、 三 喜 は 寛 正の 六 年の 四月 八 

日に 生れたん だ、 お釈迦 様の 日 だからよ く 覚えて いま 

すよ。 何しろ 名医 は 名医 さ、 古河 公方 を 中心に して、 

関東の 平野 を 網 張りに していた の だが、 長 谷 村の 一向 

寺と いうのに お 像が あって、 神様 扱い を 受けて いる。 

日本に 名医 ありと いえ ども、 お 像 を 神に 祀られ ている 


がん じんだい わじよう 

の は、 東大寺の 鑑真 大和 上と、 川 越 三 喜 だけ だ、 同じ 

藪で もこち とらと は、 格が 違わ あ。 しかし、 こち とら 

だってな にも 卑下す るが もの はねえ のさ、 後世に なれ 

ば、 十八 文の 貧乏神に 祭って くれる ものが ねえと も 限 

ら ねえ」 

道 庵が、 つまらない ところで 痩せ我慢 をい うと、 

そう-ぎょう- 

僧形 の 同職 も 笑って、 

「ハハ ハハ、 左様で ございます とも、 後世に なれば、 

とくほん うし 

先生と、 甲斐の 徳本 大人と を 合わせて、 平民 医道の 二 

柱の 神と して 祭る ものが 出て 来る こと 請 合いです」 

「そう 言われる と、 ちっとば かり 恥 かしい のさ、 徳本 


は、 拙者の 先輩 だが、 道 三の 三 喜 におけるが 如き 出藍 

ぶりが ねえから、 お 恥 かしい よ」 

また 

そうして、 門前に つないで おいた 馬に 跨がろう とし 

た 時に、 弾丸の 如く 走せ 来って、 飛びつ いた ものが あ 

リます 

「先生、 いいかげん のこと がいい ぞ」 

やにわに 飛びつ かれた ので 道 庵 は、 一た まりもな く、 

馬から ころげ 落ちて しまいました。 

馬から 転げ落ちた 道 庵 を、 土まで 落ちない 先に 受け 

留めた 米 友 は、 それ を 馬の 背の 上へ 押し 乗せて、 自分 

がその 口 を 取って 走る というより は、 馬の 口に ブラ 下 


が つ て 走りました。 

こうして 来 友が、 川岸の 溺死 人の 騒ぎ 場へ 道 庵 を 連 

れ 込んだ の は、 長い 時間の 後の ことではありません。 

現場へ つれて 来られてから 後の、 道 庵 先生の 働きぶ 

- ) 0 

道 庵 はまず、 かけつけて、 畳 をむ しり こわした りな 

んぞ して、 藁 火 を 焚いて、 溺死 人 を あぶって 騒いで い 

るの を 押し わけて、 その 被害者 を 一応 診察して、 助か 

るべき もの か、 助かるべからざる もの かを検 断して、 

これ は 助かる という 見込み をつ けました。 

「肛門から 出血 もして いないし、 手足 も 硬直して いる 


という わけで はない、 水 は 飲んで いるが、 そう 多分の 

こと はない、 多分の こと はない が、 それ を 吐かせき つ 

てし まう のが 急務 だ と 考える」 

こう 考えた もので したから、 米 友 をして、 この 溺死 

人の 両足 を 肩に かけて、 充分に 身をかがめさせて、 二 

十 間 ほど 走らせました。 そこで 溺死 人が、 飲んだ 限り 

の 水 をブク ブクと 吐きつ くして しまった 時、 米 友が、 

また 以前の 場所に 立 戻った 時 は、 死人 は 立派に 生き 

返って おりました。 

その 一方、 道 庵 は 土地の人 を 指図して、 河原の 砂の 

上に 火 をたい て、 暖かく してお いて、 その上に 被害者 


を 寝かせて、 なお 砂 を 火で あぶらせて、 その 熱い の を、 

別府の 浜の 砂 湯です るよう に、 被害者の 五体の 上へ、 

眼と 口 だけ を 残して 覆い かけました。 

そうして、 了ぶ くして いる 間に 釣 台が 出来た もので 

すから、 すっかり 元気 を 回復した 被害者 を、 ともかく 

それに 載せて、 最寄りの 人家まで 運ばせる ことにし ま 

した。 

誰も、 この 時の 道 庵の 扱いぶ リの洒 々落々 として、 

手に入り 過ぎて、 人 を 食った 振舞 を 見て、 餅屋 は 餅屋 

だと 思わぬ 者はありません。 

米 友 は、 道 庵に 心服して おりなが らも、 どうかす る 


と、 そのい け ずうずうし い ， J とに 業 を 煮やす こ と は あ 

りながら、 人命 を 扱う ことにお いて、 茶飯 を 食うよう 

な 手軽 さと、 周到に して 抜かりの なかり そうな 用意の 

ほど を 見る と、 おらが 先生 はェ ライ、 と 舌 を 捲かない 

と いう ことはありません。 

道 庵 はこれ だけの 仕事 を、 極めて 無雑 作に 済まして、 

それから、 焚火の 傍へ よって、 かます 入の 煙管 を 取 出 

して 火の 中へ つつ 込み、 しゃがみ 腰に なって、 了ぶ く 

つけて すまし 込んで いると、 そこへ 人気が 立ち上り ま 

した。 

当座 の 人気と は 言 いながら、 さほどの 名医が 来 合わ 


せた という ことが、 稲妻の ように 宿の 上下に ひろがつ 

たと 見え、 ぜひ 一度、 先生に 来て みていた だきたい、 

先生に 見て いただき さえ すれば、 病人が その 晚に 死ん 

でも 心残り はない という 注文で ある。 先生、 お急ぎで 

なければ、 拙者 は 信 州の 飯 田の 者で ござる が、 飯 田 ま 

で 御足労が 願えますまい か —— と 申し出でる 者 も ある- 

今晩は ぜひ 手前 共へ お 泊り 下さる ようにと、 招待の 競 

争が 起る。 

しかし、 最も 多くの 感謝と、 尊敬と を 払って いた も 

の は、 現に 被害者 を 出して 救われた ところの、 尾 州 家 

の 木 曾の 御料 林の 見廻り の 役人た ちです。 


「先生 は、 上方 見物の 道中と、 承った が、 苦しから ず 

ま 

ば、 これより 尾 州 名 古 屋へ道 をお 枉げ になって、 それ 

から 東海道 方面 を、 上方 上り をな されて はいかが で ご 

ざる、 尾 州 名 古屋を 一 見なさる お 志が ござらば、 われ 

われ ども ぜひ 御 案内 を 致したい」 

いちず 

これ を 聞いて 道 庵 先生が、 一途に 賛成 をして しまい 

ました。 

これ はもと より、 その 志であった のです。 先輩の 弥 

次郎 兵衛、 喜 多 八が、 東海道 中 膝 栗毛なん ぞと 大きい 

口 を 利きながら、 源 頼 朝が 生れ、 太閤 秀吉が 出で、 金 

のし やち ほこが あり、 名古屋 味噌が 辛く、 宮重 大根が 


太いと ころの 尾 張の 名 古屋を 閑却して いるの を、 ヒド 

ク 憤慨して いたと ころです から、 一議に およばず、 こ 

の 勧誘に 応じて、 一 行と 共に 尾 張 名 古 屋に乗 込む こと 

に 相 定めました。 

三十 

どこから 来る ともなく、 真暗い ところの 真中で、 弁 

信 法師の 声、 

「モシ、 お 嬢 様 —— 」 

しば ら 

と 呼んで、 暫く 休みました。 


ここで、 弁 信が お 嬢 様と 呼んだ の は、 それ はお 銀 様 

のこと でしよう。 しかし、 ここに はお 嬢 様の 姿 も 見え 

ないし、 暫く 待って みても、 その 返事がない のです か 

ら、 おそらく この 近いと ころに、 呼びかけた 当人 はい 

ない にき まって おります。 しかし、 また、 呼びかけた 

当人が いても、 いなくても、 弁 信 は、 ふと その 頭に 上 

り 来った ほどの 人 は、 かたわらに 在る が 如く 呼びかけ 

るの 習わし は、 今に 始まった ことではありません。 

「モシ、 お 嬢 様、 あなた はまた、 何 かおむ つかりに なつ 

ておいで になり ますね、 お腹 立に なって おいでで ござ 

ふんぬ  か 

いましょう、 あなたが、 烈しい 憤怒の 念に 駆られて お 


いでになる 有様が、 私の 前に、 手に 取る ように 浮んで 

いるので ございます —— 」 

こういって 弁 信 法師 は、 真暗い 野原の 中に 耳 を 傾け 

て、 また 暫く は 無言で おりました。 別段、 返事 を 期待 

している とも 見えない が、 何 か 心に は 期す ると ころが 

あるに は ある ものの ようです。 

ふもと 

第 一 、 ここ は 白 根 三 山の 麓、 平野の まっただなかで 

あるか、 或いは 平野と 同じ ほどに 広い 藤 原の 庭 内で あ 

るか、 それすら もよ くわ かりません。 しかし 弁 信の 

立って いる 地点 は、 屋外で ある ことに 間違い ありませ 

たやす 

ん —— 絶叫して みたところで、 そうは 容易く 人の 耳に 


触れる ほどの 距離で はない のであります。 まして 弁 信 

の 声 は、 怨 むが 如く、 泣く が 如く、 憂うる が 如く、 教 

うるが 如き 低音で ありました。 一向に 返事の ない こと 

を 予期して、 そうして 弁 信が、 おもむろに 続けました。 

「お 嬢 様、 あなたが、 むらむらと 瞋恚の 炎 を 燃やして、 

身 も、 世 も あられず、 お怒りになる そのお 心が、 離れ 

ていても、 ぴたりと 私の 胸に 響いて 参ります。 あなた 

の 胸に 燃やして おいでになる 憤怒の ほのおが、 遠く 私 

の 魂 を も 焼く ので ございます。 人間の 煩悩 妄想のう ち、 

憤怒の 一 念 ほど、 人の 魂 を 焼き 亡ぼす 力の ある もの は 

ございませぬ。 その 怖ろ しい 力の ために、 海の 潮が 


満引 をす るよう に、 あなたのお 心のう ちが、 日夜に 動 

揺 致します の を 見る につけ、 どうぞして、 そのお 腹 立 

■P わ 

を 和らげ、 そのお 憒リの 心 を しずめて お上げ 申したい 

と、 思わぬ こと は ございません」 

と 言いながら、 弁 信 は ソロ ソロと 歩み はじめました。 

「あ、 いけません、 それが 悪う ございます、 それです 

から、 あなたの その 憤怒の 心に 油が 加わる ばかりで ご 

ざいます、 消える どころではない、 いよいよ 燃え 上る 

ばかりで ございます、 そういう こと をな さるから、 そ 

れで …… あなたの 身と、 魂が、 ジリ ジリと 燃焼して 参 

すべ 

り、 やがて それが、 現在の あなたの 総て を 亡ぼして し 


くどく 

まう のみならず、 過去の 功徳 を も、 未来の 果報 を も、 

みんな その 怒りの 一 念が、 焼き 亡ぼして しまう ので ご 

ざいます、 怖ろ しい ことで は ございま せんか」 

おのの 

と 言って 弁 信 法師 は、 また 立ち どまって、 戦きました。 

「その 瞋恚 という もの は …… 」 

弁 信 は 見えぬ 眼 を 上げて、 高く、 暗黒の 空の 一 辺 を 

ながめ、 

ぼんのう 

「瞋恚 というの は、 十 種 煩悩の 一 つで ございまして、 

また 三 毒の、 その 一 つで ございます。 ひとたび この 煩 

悩の 虜 となり、 この 悪 毒に 触れます る 時 は、 賢者 も 愚 

者と なり、 英明の 人 も 混濁の やからと なり、 英雄 も 弱 


者と なり —— 数千 劫の 功徳 を 積んだ 聖僧 でさえ も、 一 

朝の 怒りの ために、 積 薪 を 焼く が 如く、 その 功徳 を 亡 

しき かい 

ぼして しまいます。 されば 三界のう ち、 色界、 無色 界 

の 二つの 世界に は、 その 怒りと いう ものが 無く、 ただ 

欲界 散乱のと ころに のみ、 その 怒りが あるの だそう で 

ございます …… 千 劫の 間、 積みた くわえた 布施 も、 

くよう  かや 

供養 も、 善行 も、 一 瞋恚の 火に よって、 茅の 如く 焼き 

亡ぼされる という こと を、 釈尊 もお 示しに なりました 

—— お 嬢 様、 大抵の 人 は、 憤怒 は 人から 卑しめられ、 

はず か 

或いは 他より 辱 しめられた 時に 起る ので ございます 

が、 あなたの は、 人 を 卑しみ、 人 をのろう の 心から 起つ 


ている こと を、 私 は 蔭ながら お 察し 申し もし、 また 御 

同情 も 申し上げて いるので ございます」 

弁 信 法師 は、 ソロ ソロと 歩み 出して、 

「しかし、 どちらに 致しましても、 , の 道 は 一 つで ご 

ざいます、 憤り を 鎮める の 道 は、 忍の 一字の ほかに は 

ある もので は ございません、 たとえ、 大千 世界 を 焼き 

亡ぼす の 瞋恚の 炎と いえ ども、 忍 辱の 二字が、 それ を 

消しと めて 余り ある もので は ございます、 どうぞ、 お 

忍び 下さい まし」 

そこで、 弁 信 はまた 立ち どまって、 方向の 違った 天 

の 一角 を ながめました。 ながめる 形 をした のです から、 


天の 一 角に 何が あるか 知れた ものではありません が、 

うしかい ざ 

牛 飼 座 あたりの 星が 一 つ、 真暗な 天地に 戸惑い をした 

ものの ように、 残されて おりました。 

かいぎょう  にんにく  くどく 

「あらゆる 戒 行のう ち、 忍 辱に まさる 功徳 は 無い と 

釈尊 も 仰せに なりました。 それ にもかかわらず、 忍べ 

しょうかん 

な いのは 正 観 の 智力が 足りない からで ございましよ 

う、 正しく 物 をみ る ことの 余裕 を 奪われた その 瞬間 か 

ら、 憤怒の 炎が 吹き出して 参る もので ございます。 雑 

念、 妄想の 世界 を 離れて、 空 無 相の 本体 を ごらんに な 

れば、 そこに 怒るべき 我 もな く、 怒り を 移すべき 人 も 

無 い はずで は，、， J ざ いません か II 」 


弁 信の ひとり 言 は、 ここで 一 段落に なった けれども、 

言葉が 終る と共に、 弁 信の 鋭敏な 頭のう ちに、 お 銀 様 

という ものの 姿が ありあり と 現われました。 

弁 信 は、 お 銀 様と いう ものに は 少しも 悪意 を 持って 

いないの です。 悪意 を 持つべき いわれ もありません け 

れど、 親しく 生活して、 たがいに 打ちと け 合って ゆく 

うちに、 お 銀 様と いう 女の人の 性格に、 非常にい いと 

ころの あるの を、 何人よりも 多く 発見して いるの が 弁 

信であります。 家の 者 全体が、 その 父親で さえが、 

腫物に さわる ように あしらって いるお 銀 様と いう 人 を、 

弁 信の みが、 寛宏 な、 鷹揚な、 そうして、 趣味と、 教 


養の、 まことに 広く して、 豊かな、 稀れ に 見る 良き 女 

性 だと 信じ、 且つ 親しむ の 念 を 加えて ゆく ことができ 

ると いうの が、 不思議です。 

しかし、 お 銀 様 自身 は 事毎に 弁 信に 向って、 自分の 

形相の、 悪鬼 外道よりも 怖ろ しい こと を 説いて、 それ 

えん  しんい 

を怨 ずる 度 毎に、 例の 瞋恚の ほむら という ものに 油が 

加わる こと を、 弁 信 は 手に とる ように 見て いるので す" 

だが、 幸か不幸か、 お 銀 様 自身が 吹聴す る 容貌の 醜 

悪なる 所以 を、 弁 信に は 見て取る ことができません I 

I この 点 は、 机 竜 之 助の 見る 眼と、 性質 を 根本的に 異 

にして、 その 作用 は 一 つなので あります。 


竜 之 助 は、 容貌の 人と してのお 銀 様 を 知らず して、 

肉の 人と しての この 女 を、 飽くまで 知りました。 弁 信 

は 今、 その他の ものに 盲目に して、 心の 人と してのお 

銀 様 を 見る ことに 親切で ありました。 

弁 信の 前にの み、 傷つ けられ ざるお 銀 様の、 少女と 

しての、 処女と しての、 大家の 令嬢と しての 品性が、 

美しく えがき 出さる る ことがある のであります。 弁 信 

のみが、 彼女の 僻める すべての 性格 を 忘れて、 本然の、 

春の ように 融和な、 妙麗 なお 銀 様の 本色 を 知る ことが 

できる らしく あります。 

しかし、 ひとたび、 物に 触れて 彼女が、 その 怖る ベ 


か  じゅ そ  きた 

き 瞋恚の 一 念に 駆られて、 満身の 呪詛を 吐き出し 来る 

時には、 さすがの 弁 信と いえ ども、 それに 一指 を 加え 

しょうぜん 

る ことができません。 その 時 は ひとり 悄然と して 離 

れて、 その 炎の 燃えて、 燃えて、 燃え尽きる 時 を 待つ 

の 態度に 出づる ほかはありませんでした。 

多分、 今晚 もそう したよう な 場合から、 弁 信 は ひと 

こうや  むな  こぼ  のろ 

リ 曠野 を さまようて、 空しく 毀 たれた る 性格の、 呪い 

の、 若き 女人の ために、 無限の 同情 を 寄せて いる ゆえ 

ん でありましょう。 

こうして、 行き 行く 間に、 一 つの 穏か ならぬ 事体 を、 

弁 信が 感得し ました。 


行 手の、 ほとんど 十数 町 を 隔てた と覚 しいと ころ あ 

たりに おいて、 烈しい 空気 の 動揺 を 弁 信が 感得し まし 

た。 

普通の 人の 耳で 聞き、 普通の 人の 眼で 見て は、 何の 

気配 もない こと も、 この 人の 心 耳に はあり ありと 異常 

が 感得 せらる る こと、 今に 始まった 例ではありません。 

「ああ、 何 か 事が 起リ ましたな、 間違いがなければ い 

ヽ ， 、ゝ ■ 

レカ」 

足 をと どめ、 胸 をお さえて、 行 手の 方 を 背の びす る 

ようにして 注意し ました。 

それから いくら もた たない 後の ことであります、 弁 


信が 背の び をして ながめた 行 手の 空が、 ボ— ッと 明る 

くな りました。 

空が 明るくな つてみ ると、 四方の 森、 林、 山岳まで 

が 反射して、 おぼろながら 弁 信の 立って いる 野原の 中 

の 一 つの 姿 も 見え、 そうして、 その 背後に、 大竹 藪が 

屛風 をめ ぐらした ように 囲んで いるの も わかりました- 

「間違 いがなければ いい が —— 」 

彼の 懸念 は 的中した に 相違ない のです。 現に 間違い 

が 起つ たれば こそ、 あの 火の 色。 あれ は 尋常の 火で は 

ありません、 非常の 火であります。 

おびた だ 

その 時分に はじめて、 人の 叫喚が 夥 しく 聞え はじ 


めました。 ボ ー ッと 明るかった に 過ぎなかった 火が、 

炎の うら を 見せ はじめる と、 その 赤味が 天に 冲 して 

なし じ  リ よ-つらん 

来ました。 梨 子 地 をまい たような 火の 子が、 繚乱と 

して 飛び はじめました。 

そう 思う せいか、 ちょうど、 この 時分に なって 四辺 

がザヮ ついて きて、 藪 も、 畑 も、 山 も、 林 も、 吹き ま 

くるよう な 風に 襲われて きたよう です。 そうでなくて 

も 火事場 は 風の 多い もの を、 ここに 心あって 吹く 業火 

でも あるかの ように、 一時に 襲い 来った 風の ために、 

まと  ころも  びゃくえ 

弁 信の 纏うて いた 黒の 法衣 を 吹きめ くられて、 白衣の 

裾が 現われて しまいました。 


「悪い 風 だ、 悪い 時に —— 」 

と 弁 信 は 憂え 面で、 火の 方向に 向いて、 歩み を 運び は 

じめ ました。 

弁 信 は 勘の せいで、 いかなる 時に も、 いかなる 道 を 

も、 踏み 間違える という 心配 はない が、 しかし、 非常 

と 知って、 特に 急ぐ というの 自由 は 持ちません。 

憂え を 胸に おさえつ つも、 非常に 向って、 ゆっくり 

した 足 どり で 進んで 行く うちに、 おびただしく 馬の 

嘶く 声、 軒の 燃え 落ちる らしい 音、 竹の ハネル 音、 そ 

れ と共に、 近隣で 鳴らす 半鐘の 音まで が、 いと ど凄愴 

たる 趣 を 添え 来る のであります。 火 はよう やく 大きく 


なりました。 

しかも、 それ はま だ 七 八 町 も 離れて はいるが、 弁 信 

ほどの ものが、 その 精密な 距離の 測定と 共に、 現に 焼 

けつつ ある 家が 自分と、 どういう 関係の 遠近に あるか 

という ことの 見立て を、 誤る という 現 由 は 少しも あり 

ません。 

いま、 焼けつつ ある 家 は、 自分が 現に 厄介に なって 

いる 藤 原 家の 邸内の、 そのい ずれ かの 部分で ある こと 

は 間違いが ありません。 藤 原 家の 屋敷で は、 親子 兄弟 

がみん な 別々 の 棟に 住して いますから、 納屋、 物置で 

ない 限り、 そのうちの 誰かの 住居が 焼けつつ あるに 相 


違ない。 誰の が 焼けて いいと いう 理由 はない が、 もし 

や …… と 弁 信の 胸が つぶれる のであります。 

ここで、 もし 弁 信の 眼が 見えて、 その 鋭敏な 頭脳に、 

火と、 煙の 色と が 映って 来たなら、 直ぐに それによ つ 

て、 家屋の 新旧と、 建築の 大小 を 判断して、 これ は 誰 

の 住居 だと 推定して しまったで しょうが、 この場合、 

そこまでの 判断 を 強うる の は 酷です。 

そうして、 不自由の うちに もで きる 限りの 用心と、 

速度と を 以て、 非常の 方に 急いで 行きます と、 その 行 

手に 当って、 また 一 つの もの を 感得し ました。 

まさに、 こちらへ 向って 走って 来る 人が ある。 その 


人 は 一人で ある。 たった 一人で、 自分と 向い合って 走 

きた 

リ 来る 人が ある こと はま ぎれ もない と 思いました。 

おお、 そうそう、 その 人の 荒い、 せきき つた 息づか 

いさえ、 この 胸に 響き渡る ではない か。 

三十 一 

そこで 弁 信が 立ち どまって いると、 走り 来って、 ほ 

とん どぶつつ かろうと して、 危うく 残して 避けた その 

K  、、ゝ ゝ 

人力 

「まあ、 あなた は、 弁 信さん じ やない の」 


「そういう あなた は、 お 嬢 様で ございま したね」 

「あ、 なんだ つて 弁 信さん、 今時分、 こんなと ころ を 

一 人 歩き をして いるので す」 

「それ は、 私から、 あなたに お尋ねしたい ところな の 

です、 あなた こそ、 どうして、 今時分、 こんなと ころ 

へ、 お 一人でお いでに なりました のです か」 

「ェ ェ、 わたし はね …… 逃げて 来たの よ」 

「火事で ございま すね」 

「H  H」 

「火事 は、 お 屋敷う ちに は 違い ございま せんが、 どな 

すまい  うまや 

たかのお 住居です か、 それとも 納屋 か、 厩 か、 土蔵 か、 


物置 かで ございまし たか」 

「あのね、 弁 信さん、 火事 は 本宅な のよ」 

「御 本宅 II 」 

「ェ ェ、 そうして、 わたしの 屋敷へ も 移る かも 知れな 

い、 あの 火の 色 を ごらん」 

「それ は 大変で ございます、 それほどの 大変に、 どう 

して、 あなた 様 だけが お 一人で、 こっちの 方へ 逃げて 

おいでにな つたので すか、 あとのお 方に は、 お 怪我 は 

ありま せんか」 

「それ は 知らない、 わたし は 怖い から、 わたし だけが 

逃げて 来ました」 


そういって、 お 銀 様 は 立ち どまった ままで、 後ろ を 

顧みて、 竹の 藪 蔭から 高く あがる 火 竜の 勢いと、 その 

火の 子 を ながめて、 ホッと 吐 息をついた 時、 弁 信の 耳 

はやがね 

に は、 それが 早鐘の ように 聞え、 その 口が、 耳まで さ 

けて いるよう に 見えました ものです から、 

「ああ、 お 嬢 様、 あなた は 怖ろ しい こと をなさい まし 

たね」 

「あなた は、 いけません、 それ だから、 私が 怖れ まし 

た、 ああ、 今や、 その 怖れが 本物に なりました」 

「何 を 言って るの、 弁 信さん」 


「お 嬢 様、 あなた こそ、 何 を 言って いらっしゃ るので 

す」 

「わたし は 何も 言って やしない、 ただ、 怖い から 逃げ 

て 来たの よ」 

「火事が 怖ろ しいだ けで は ございますまい、 あなたの 

お 胸に は、 良心の 怖れが ございます」 

「何です つ て」 

「ああ、 あの 火事の 知らせる 早鐘よりも、 あなたのお 

とどろ 

胸の 轟 きが、 私の 胸に 高く 響く の はなに ゆえでしょう、 

あの 火事の 炎の 色 は 見えません けれど、 あなたの 息づ 

かいが、 火の ように 渦 を 巻いて いるの が 聞え ます」 


「弁 信さん、 出 鳕目を 言って はいけ ません、 誰 だって 

…… 誰 だって、 こんなに 急いで 来れば 動悸が する じ や 

ありま せんか、 そんな こと を 言う の はよ して 頂戴、 そ 

うでな くって さえ、 わたし は 怖くて たまらない」 

「何が、 そんなに 怖い のでしょう、 火事 は 家 を 焼き、 

林 を 焼く かも 知れません が、 人の 魂 を 焼く もので は あ 

りません」 

「だって、 だって、 弁 信さん、 お前 は 眼が 見えない か 

ら、 それで 怖い もの を 知らないん でしよう」 

「怖 いのは、 火事ではありません、 人の 心です」 

「いやな こと 言わない ようにして 下さいよ」 


「本当の こと を 言つ て いるので ございます、 私に は、 

火事の 火の 色 は 見えません けれども、 心の 火の 色が 見 

えます」 

「今 は、 そんな こと は 言わないで 頂戴」 

「そうして、 お 嬢 様、 あなた は、 これから どこまでお 

逃げな さるつ もりです か」 

「そうでし たね、 こんなに 逃げた つて 仕方が ありませ 

ん わね、 それが どこまで 逃げられる ものでしょう」 

「わたしと 一 緒に お帰り 下さい まし」 

「まあ、 ゆっくりし ておいで、 あの 火事 を ごらん、 ま 

きれい 

あ、 なんて 綺麗な 火の 色でしょう」 


お 銀 様と、 弁 信 は、 もつれる ように 並んで 歩きな が 

ら、 広い 竹 藪の 中の 小径 を 通って 笹の 間から、 チラ チ 

ラと 見える 火の 勢いが ようやく 盛んな の を 前にして、 

やがて 藪 を 出る と、 そこ は、 だらだら 下りの 小高い と 

ころに な つ ていました。 

けやき 

櫸の 大木 を 横にして、 いま 盛んに 焼けつつ ある 大 

火 を 見る と、 お 銀 様が 踏みと どまって、 

「弁 信さん、 母屋が 焼けて いますよ」 

弁 信 もまた、 その 小高い ところに 踏みと どまって い 

る。 小さな 姿 いっぱいに、 火の 色が 照り返し ています。 

小づ くりな、 色の 白い 弁 信の 姿が、 この 時 は 紅玉 の 


ように 赤く 見えました。 

「助かりません か」 

「もう、 駄目で しょうよ」 

「ああ、 怖ろ しい 音が します」 

「でも、 大切な もの は、 みんな 取り出して しまったで 

しょうから、 安心です」 

「あのお 文庫 倉へ は 火が 移りませんでした？ あの 中 

に は、 私が 聞いて さえ 惜しい ものがた くさん ございま 

す」 

「あれ は 大丈夫、 目 塗が 届いて いるから」 

「あなたのお 屋敷 は？」 


「もう 焼けて しまって いるでしょう、 母屋へ 移る 前に ■ 

焼け落ちた かも 知れません」 

「それで は、 あなたのお 屋敷へ、 一番 先に 火が 廻った 

のです ね」 

「え」 

「もしゃ、 あなたのお 部屋が、 その 火元で はあり ませ 

んか」 

と 弁 信が 後ろ を 振 向きました。 この 時お 銀 様 は、 弁 信 

と は 一 間 ほど 離れて 立って いたので したが、 

「そうか も 知れません」 

「それで、 お 嬢 様、 誰よりも 先に その 火 を 見つけた の 


は、 あなたで は ございません でした？」 

「ええ、 そうな のよ」 

「その 時、 あなた は なぜ、 人 を 呼んで 消し止める こと 

をな さらないで、 こんな 遠くまで 逃げて 来て おしまい 

になり ました か、 あなたに も 似合わない ことで はあり 

ません か」 

おもて 

弁 信 は、 火の 方に 面 を 向けな がらこう 言いました 

ろうばい  しっせき 

けれど、 それ はお 銀 様の 狼狽 を、 叱責す るの 言葉で も 

ありません。 

お 銀 様 も、 それに は 何とも 答えないで、 上から おし 

かぶせて 見下ろす ように、 燃えさ かる わが 家の 火 をな 


がめ てい ましたが、 その 怖ろ しい 形相 のうちに、 白眼 

がちに かがやい ている 眼の 中に、 強い 光の 冷笑が 漂う 

ている の は 不思議です。 

これ は 恐怖と 狼狽の 余り、 前後の 見さ かい もな くし 

て、 ここまで 逃げて 来た 人の 態度で も、 表現で もぁリ 

ません。 

「弁 信さん、 火事と いう もの は、 近いと ころに いると 

怖い が、 こうして 遠くで 見て いると、 愉快な ものね え」 

と 言いました。 

「なんと おっしゃ います」 

弁 信 は、 こちら を 向かずに、 押 返しました。 


「弁 信さん、 あなたに は、 あの 盛んな 火の 色が 見えな 

いでし ようが、 人の 災難 は 別と して、 ただ 見て いる 分 

に は、 なんという 壮快な ながめでしょう」 

「そうです か、 左様に 見えます か、 人間の 災難 も 見よ 

うによ つて は、 愉快、 壮快と いう ものに 見える もので 

すか。 もし、 そうだと すれば、 人間の 眼と いう もの は 

怖ろ しい 魔術 使いで ございます。 私 は 左様な 魔術 使い 

を、 自分の 面の 中へ 置かなかった ことが 幸いに なり ま 

す。 人の 災難 を 見て、 愉快、 壮快と 感ずる ような 眼と 

いう 魔術 使いが、 私の この 小さな 面と いう 領分の 中に 

いて くれなかった ことが、 不具で はなく して、 光栄で 


あつたか も 知れません」 

「弁 信さん、 現窟は 抜きに して 下さい、 火と いう もの 

は 愉快な ものです、 壮快な ものです、 いっそ、 この 地 

上に ある 最も 痛快 至極な ものである かも 知れません」 

お 銀 様 は、 冷然と して、 昂奮して きました。 冷然と 

して 昂奮 はお かしい ようです けれども、 事実、 さき ほ 

ど、 弁 信に 行 当った 当時 は、 多少と も、 恐怖と、 狼狽 

とに、 とらわれて いないでも ありませんでした。 ここ 

へ 来て、 まともに、 わが 家の 火の 全景 を 見渡した 時、 

はじめて 冷然と して、 その 持てる ところの 強味が、 土 

から 生えた ものの ようであります。 


これに 対して 弁 信の 落ちつき は、 例によって、 憂う 

るが 如く、 愛する が 如く、 憐れむ が 如きの 冷静で あり 

ま 1^ 

弁 信が 冷然と して 答えずに いると、 冷然と して 昂奮 

してきた お 銀 様が、 

「ごらんなさい、 この 地上に、 あれほどの 力 を 持った 

暴君が ありまし ようか」 

「暴君と おっしゃ るの は」 

「ごらんなさい、 私の 家 は、 王朝 以来の 家柄 だと 申し 

ておりました、 甲 勢の 国で は、 並びの ない 大家 だと か 

いわれて おりました、 それ を あの 火 は、 一 晚 のうちに 


なめてし まいます」 

「お 嬢 様 II あなた は、 それが いいお 気持な のです か」 

「まあ、 お聞きなさい、 人の 惜しが る もので も、 惜し 

がらない もので も、 火 は ああして 平等に 灰に してし ま 

レま す」 

「平等と いう 言葉 は、 左様な 時に 用う ベ き 言葉で は あ 

りません」 

「それでも、 火に は 依估 貝 頭 肩と いう ものが 絶対にない 

では ございま せんか、 焼ける ものと、 焼けない ものと 

は、 火の 力の 度の 加減が あるの みで、 この 地上で、 火 

に 焼けない ものと て、 何 一 つもありません」 


「いいえ、 あります、 あります」 

「ありません、 決してありません、 火 は 愛です、 絶大 

の 愛です、 誰が、 火 を 怖ろ しいと 言いましたろう、 誰 

が、 火 を 災 といい ましたろう、 あのく らい、 隔てな 

く 愛する もの はこの 世に はありません、 ひとたび 火の 

こうむ  みれん 

洗礼 を 蒙った 人に は、 微塵 も 未練と いう ものが 残ら 

ないで はありません か、 あの 絶大な 愛の 力に 溶かされ、 

包まれ、 同化され て ゆかない 何物 もないで はあり ませ 

んか、 火 は 力です、 火 は 愛です、 わたし は あの 火に あ 

こがれる」 

「それ は、 力で も、 愛で もありません、 破壊です、 絶 


滅 です、 本当の 力に は 救いがなければ なりません、 本 

当の 愛に は 生命がなければ なりません」 

「そんな こと はわた し は 知らない、 わたし は あの 火に 

救い を 認めます、 あの 火に 絶大 無辺な 愛 を 認めます。 

考えて ごらんなさい、 人間の 愛と いう ものに、 依怙の 

沙汰の ない というと ころが ドコ にあります か。 親が 子 

を 愛する のが 本当なら、 親に そむく 子 はな かるべき は 

ずな のに、 この 世で は、 親 も、 子 も、 みな あいそむ い 

ています、 形で そむかな いもの は、 心で そむいて いま 

す。 師匠が 弟子 を 愛する というの も、 弟子が 師匠 を 慕 

うとい うの も、 みんな 噓 です、 噓 でない にしても、 本 


当の 愛ではありません。 本当に 許し 合って いる 夫婦、 

信じ 合って いる 友と いう ものが、 この 世に いくつ あり 

ます か。 釈迦 や、 キリスト や、 孔子の 愛 —— 慈悲で さ 

え も、 総ての 人間が 救われた 時が ありまし たか。 その 

大きな 手が ひとたび ひろがれば、 一 切 万物 を、 みんな 

己れ の ふところに 同化して しまう という 愛が、 この 人 

間の こしらえた、 人間の 産み出した ものの 中に、 一 つ 

でもあります か。 それに 比べて、 あの 火の 力 を ごらん 

なさい。 王朝 以来の 旧家が 何です、 甲斐の 国に 並ぶ も 

のの ない 家柄が 何です、 何十 代と いう もの、 積み 貯え 

られた 金銀 財宝が 何です。 みんな それ は 浅はかな 人の 


げどう 

慾 を そそり、 血で 血 を 洗わせる 悪魔 外道の まやかしで 

はありません か。 そんな ものが あるた めに、 親が 子に 

そむきます、 兄弟が たがい に 相愛す る ことができ ませ 

ん。 人間の この、 普遍な 愛情 を さまたげる もの は 系図 

です、 家柄です、 それと 財産です、 女に とって は 容貌 

です。 まあ ごらんなさい、 火と いう 大明 王が、 その 小 

どんよく 

さな 愛着と、 未練と、 貪欲と を、 木 葉の ように、 広大 

なる つぼの 中に 投げ入れて、 微塵の 情け容赦 もな く、 

滅 除し、 済度して 行く、 あの 盛んな 光景 を —— 」 

「お 嬢 様、 それ は 間違って おります、 出発点が 間違つ 

ています から、 それで 結論が また 間違って しまいます、 


間違った なりに 徹底して、 さながら 一 面の 真理で も あ 

げどう 

るかの ように 聞え るの が、 外道 の 言葉 だ と 私 は 思い ま 

す。 愛と いう もの は —— 慈悲と 申しても 同じ ことで ご 

ざいます が  火の ように 烈しく 人 を 焼き、 水の よう 

に 深く 人 を溺ら せる もので は ございません。 慈悲と 申 

します る もの は、 春の 日の ように、 また 春の 雨の よう 

に、 平和に 人 を 恵みうる おす もので ございます。 時と 

して は、 秋の 霜の ように、 冬の 暁の 雪の ように、 人の 

骨身 を剌す こと も ござ いましょう けれど、 それ は 人の 

精神 を 引締める もので、 人の 心 を 亡ぼす ためで はあり 

ません。 愛と いう もの は、 そんなに 痛决な もので はな 


いので ございます。 どちら かと 申せば、 緩慢な、 歯痒 

ひそ 

いとこ ろに 慈悲が 潜ん でい る こと も，、 - J ざ います。 本当 

の 愛と いう もの は、 急激な 同化 を 好まず して、 秩序 あ 

る 忍耐 を 要求す る もので は ございますまい か。 一粒の 

お 来 を、 自分の ものと して 取 入れる までに 致しまして 

も、 三百 六十 余日の 歳月 を 待たねば なり ませぬ、 そう 

して その 三百 六十 余日の 歳月 とても、 ただ 徒らに 待つ 

くさぎ 

ている わけで は ございません、 耕し、 耘り、 肥料 を や 

リ、 刈り取り、 臼に 入れ、 有らん限りの 人の 力 を 用い 

た 上に、 なお 人間の 力で はどうす る こと もで きない、 

雨、 風、 あらし、 ひでり、 その他の 自然の 力に 信頼し 


て、 そのお 助け を 得ての 上で、 そうして ようやく 一粒 

の 来が 私共 の 食膳 に のぼるので ございます。 お 嬢 様、 

あなたのお 家 は 大家 だそう でございますから、 定めて 

宏大な 御 普請と 存じます が、 いかほど 大きな お 家で も、 

一 夜のう ちに 灰と なること は 不思議で ございません、 

けれども、 それ を 一夜のう ちに 組立 てること はでき な 

いので ございます。 物 を 亡ぼす のが 愛の 仕事で ござい 

ません、 物 を はぐくみ 育てる のが 愛の 仕事で ございま 

す。 つまり、 あなた 御自身が、 はぐくみ 育てられた 恩 

愛と いう もの を 知る ことが 浅い ので、 物 を 育てる の 妙 

味が おわかりに ならない のです ね、 はぐくみ 育てる の 


苦労と いう もの を 御存じな いから、 それで 同情と いう 

ものが 生れて 参りません —— あなた は 何 不自由な くお 

育ちに なりました、 あなた は その 豊富な 生活の資 料と 

いう ものが、 当然の 権利と して 与えられ たもの のよう 

わがまま 

にお 考えに なって、 我儘と いう もの は、 誰に も 許され 

る 人間の 自由 だとお 考えに なって、 それで 今日まで 過 

ごして おいでになりました、 多くの 人が 悩む 生活の 窮 

乏 という ものに、 性 来の 御 経験が 無 いのは あなたの 幸 

福ではありませんでした。 しかの みならず、 あなた は 

お 身体 もお 丈夫で、 今日まで、 病気ら しい 病気に おか 

かりにな つたこと がない とのお 話 も 承って おりました 


が、 それ も、 あなたの 幸福で は ございません、 病気の 

経験の 無い 者 を、 友達に するな と，. 古え の 人が 申し ま 

した。 あなたの 恵まれた る 生活が かえって、 あなたの 

不幸で ございました。 それゆえに、 何 か 不平不満の 起 

き .5 う て き 

りました 時には、 あなた は 自分の 仇敵 のために、 自分 

の 持 場 を 荒された ように、 身 も、 世 も、 あられず、 憤 

怒の 火で 心の 徳を 焼いて おしまいになります、 不平、 

不満の 起リ ました 時、 つい ぞ あなた は、 今まで 自分の 

受けて おいでになった 有り余る 満足と、 我儘と に、 思 

いおよ ぼした こと は ございません ようです。 天性、 花 

のように 生み 成された 御 容貌が、 無残に そこなわれて 


しまった 怨み を、 骨髄に 徹する ほど 無念に くり 返し、 

くり 返し、 私 は あなたのお 口から 聞かされました。 し 

みじん 

かし、 私に 言わせ ますと、 あなたの 御 容貌 を 微塵に 打 

まま 

砕いた そのもの は、 あなたの 継のお 母さんで はあり ま 

せん、 また、 そのお 母さんに 味方 を するとい う 一類の 

人た ちではありません、 あなたの 心の 増長が、 その 面 

を 焼きました」 

おしゃべり 坊主 は 土に 坐って、 一気に これ だけ を 

しゃべ りました。 

三十 二 


「何とで も おっしゃい」 

お 銀 様 も、 土の 上に 腰をおろして、 相 変らず 冷然と 

して、 おしや ベリ 坊主の いう こと を 取合いません でし 

た。 

火 は 盛んに 燃えて、 集まる ほどの 者が、 それ を 消す 

ベ く 懸命 の 努力 を 試みて いるの をよ そに、 弁 信 法師 も、 

お 銀 様 も、 小高い ところに 坐り込んだ まま 動こうと は 

しません。 

一方、 馬の いななきが 盛んに 聞え るの は、 火 を 消す 

ことに 努力す る ものの 一 方に は、 馬の はやるの をし ず 


める ことの 努力が 想像され ます。 火 を 見て はやる 馬 は、 

暗い 方へ は 逃げず して、 明るい 方へ 進みたがる こと は、 

火 取 虫と 同じです。 そうして、 その 明るい 方の 危険な 

る こと を 知らざる こと も、 また、 火 取 虫と 同じです。 

常の 世に あって は、 光明 を 求めて 進む の を 習いと 

する が、 非常の 時、 火事の 時 は、 必ずや 暗い 方へ 逃げ 

なければ なりません。 お 銀 様 も それ を 知り 過ぎた ため 

に、 逃げ 過ぎました。 しかし、 はやり 過ぎる 馬の 方 も、 

ど うやら 押えが 届いた ようです。 

火 は 頂上 を 過ぎました。 棟 も 完全に 焼け落ちて しま 

いました。 ほのお は 相 変らず 天 を 焦がす といえ ども、 


要するに 余燼に 過ぎません。 

だが、 こちらの 方、 二人 は 例の 小高い ところに 腰 を 

卸した まま、 動き 出そうと しないの は 変り ません。 ど 

ちらが 先に、 地面に 腰をおろ したと は 知りません が、 

ほとんど 申し合わせ たように、 地上に 坐り込んで 動か 

ない ところ は、 動かない ので はなく、 動け ない のか も 

知れません。 さりと てこの 二人 は、 非常の 大変に 

き よ うがく ろうば い  たいぜん 

驚愕 狼狽の 余り、 泰然と して 腰 を 抜かして しまった 

のでない こと は、 先刻からの 対話で も わかります。 

こうして、 坐って いると ころへ、 大火の ほのおの 光 

こんじき そ や 

線が 反射して 来ました。 夕暮の 空に 金色の 征矢の さす 


ように、 二人 は、 その 火光 を 前面に 浴びました。 光 を 

浴びた ところの 半面 はえび のように 赤い けれども、 そ 

なまず 

の 後ろ は 鯰 の 如く 真黒であります。 

弁 信 は、 もはや しゃべりません。 しゃべらないで、 

両膝を 二つの 手で 抱えて、 首 を その 中へ うなだれ てい 

ます。 火の 方に は 向いて います けれども、 最初から 火 

もちろん 

を 見て いるので ない こと は 勿論です。 お 銀 様 は 最初 か 

ら火を 見て いるので す。 立って いる 時 もそう でした。 

話 をして いる 時 もそう でした。 坐り込ん でから 後 も、 

やはり 火の 消長 を、 ちっとも 放す ことなく 注視して お 

りました …… この 時分に 至って、 その 火 を 睨んで いる 


お 銀 様の 眼から、 ハラハラと 涙の ほとばし るの を 認め 

ました。 

弁 信 は 少しも 昂奮して はおりません。 膝 を 抱いて、 

うれ わしげ にう つむいて はいるが、 決して 泣いて いる 

のではありません。 

峠 を 過ぎれば、 どうしても 下り坂です。 いかに 大家 

でも、 棟が 落ちた 以上 は、 下火になる ばかりで ありま 

す。 おそらく 朝に なっても、 余燼の 勢い は 変るまい が、 

火の 勢いと して は、 目立たぬ ほどず つ 衰勢に 赴く の は 

争われません。 

おお、 おお、 鶏が 啼 いている、 何番 鶏 か 知らん。 


はやりき つた 馬 はま だ 血気が 下りき るまい が、 鶏 は 

平和 だ。 いかに 業火の ちまたで も、 修羅の 戦場で も、 

その 間から 鶏が 聞え 出せば 占めた もの だ。 鶏の 声 は、 

暁と、 平和の ほかに は 響かない。 

しかるに この 二人 はま だ、 歩き 出そうと いう こと を 

けしき 

言いません。 立ち上ろう とする 気色 も 見えません。 お 

銀 様が それ を 言わなければ、 弁 信が それ を 促さな けれ 

ばなら ない はずな のに。 弁 信が 立てば、 お 銀 様 もい や 

と は 言うまい に。 二人とも、 どちらが、 どうと いう こ 

とがありません。 弁 信 は 相 変らず うつむいて、 膝 を 抱 

いた 上へ 自分の 首 を 埋める ばかりに うなだれ、 お 銀 様 


は 穴の あく ほどに 火の 色 を 見つめて いるが、 最初の あ 

の 瞬間に ほとばしり 出した 涙 も、 今にな つて は、 すつ 

かり 乾いて しまって、 冷笑 気分が 豊かです。 ただ 夕陽 

のよう な 火の 色 だけが、 二人の 坐像 を、 紅と 黒と にかつ 

きりと 描き出し ている こと は、 以前と 少しも 変り ませ 

ん。 

しかし、 本来 ここに 作りつ けて あった わけで はなく、 

尻から 根が 生えた わけで もありません から、 早 晚は動 

き 出さなければ ならぬ 運命に ある ものです。 

どちらが 先と いう ことなく 身 を 起す と、 二人の 影 法 

師が 原っぱの 上に、 火災の 余光 を 浴びて、 影 を 引いて 


動き 出しました。 

ようやく にして 被害地のと ころまで 来て 見る と、 そ 

れは 申す まで もな く 戦場 同様の 有様であります。 消防 

に 出陣した 人の すべて は、 まだ 一人 も 退却した ものが 

ないようです。 

しず  かおいろ 

何事でしょう、 火 はもう 鎮まった のに、 人の 面色に 

まだ 険悪の 色が 消え失せな いのは。 

険悪で はない、 不安の 憂色です。 憂えの 色が、 火の 

いろど 

光と、 働きの 疲労に 彩られて、 それで 険悪に 見 ゆるの 

でした。 

みなぎ あ ふ 

しかし、 険悪に せよ、 不安に せよ、 漲り 溢れて いる 


人々 の 面の 憂色 は、 拭う ことができません。 それ は 誰 

とて、 火事場へ 来て のん 気な 面 をして いる 者 もなかろ 

うけれ ど、 とにかく 一段落つ いて みれば、 ホッと 一息 

し た 安心 の 表情が 多少 現われても 悪く はない はずです 

が、 それが ありません。 

緊張 も、 ある 程度 以上 は 罪悪です。 人生 そのものが、 

さながら 戦場で あると はいえ、 人間 そのものが、 いつ 

も 緊張の みして あるべき はずの もので はない のです。 

緩慢 もなければ ならん、 放 笑 もなければ ならん、 余裕 

もなければ ならん。 

ところが、 この 人々 は、 火 は 消えた けれども、 消し 


て 消し きれない 非常が まだ 残って いるよう です。 

それ も その はず、 火事よりも なお 非常な 事変が 一 つ 

残されて いるので す。 それ は 人命です。 人間の 生命の 

ゆくえ 

行方の わからな いのが、 この 火事 を 機会と していく つ 

も 起って、 それが まだ 解決し きれない のです。 

というの は、 一 つに は 伊太 夫の 後妻、 お 勝の 行方が 

ひと 

わかりません。 そのお 勝の 腹に 生ませた 伊太 夫の 独り 

子、 三郎の 行方が わかりません。 それと、 この 屋敷で 

の 暴 女王、 お 銀 様の 姿が 見えません —— それともう 一 

つ、 このごろ 厄介に なって いる 不思議な 勘の いい、 お 

かいもく 

しゃべり 坊主の 行方 も 皆目 知れない のであります。 少 


なくと も その 四 個の 生命が、 この 火事 を 機会と して、 

踪跡 をく らまして しまいました。 

馬 一 頭 も、 犬 一 匹 も、 鶏の 一 羽 も、 生ける ものの 生 

命と して は 損傷 もない のに、 この 重大な 四つの 人間の 

行方が わからな いのは、 これ は 火事 以上の 非常 事で し 

た。 

家 は 惜しい と は 言 いながら、 藤 原 家 の 富 を 以てすれ 

ば、 これに 十倍す るの 新築 を なすこと は 何でもない I 

I ただ 人命に 至って は、 そのいと ちいさき ものと いえ 

ども、 人間の 手で 如何と もす る こと はでき ない。 

今まで 帰らない 以上 は、 心 あたりの 避難所と いう 避 


難所 を みんな さがした が、 みな 手 を 空しう して 帰って 

来た 以上 は、 どうしても、 その 四 個の 生命が、 この 大 

火の 下に 埋められ ている、 という この 上 もな き 不祥 を 

想像せ ざる 者 はない。 想像して、 これ を 是認せ ざる 者 

はない。 是認して、 戦慄せ ざる もの はない。 

さしもの 伊太 夫 も、 狂気の ようになって、 火と いう 

火の まわり を 飛び 廻り、 人と いう 人 をつ かまえて は、 

人間の 安否 をたず ねて いる。 それに 和す る 人の 声に、 

いずれも 絶望の 色の 漂わぬ という もの はない。 

そうかといって、 この 余燼 を どうす るの だ。 余燼と 

はいえ、 寄りつ けた もので はない。 手の つけよう も、 


足の 入れよう も ある もので はない。 よし、 手の つけよ 

うと、 足の 入れよう があった にして みたところで、 か 

りに、 その 四 個の 生命が、 この 猛火の 下に 埋もれて い 

ると してみ て、 それ を、 壁と、 土と、 木と、 釘との 焼 

屑と、 どうして 見分ける。 

「飛んでも ねえ こと だ、 お気の毒な こと だ、 四 人が 四 

人、 一 人 も 助からね えと は …… 」 

されば こそ、 この 険悪と、 憂色と が、 すべての 人 を 

はる 

覆うて いる。 この 時、 一方に 遥かに 歓声が 上って、 

「お 嬢 様が お帰りに なりました、 小坊主の 弁 信さん と 


人 を かき 分けた 伊太 夫 は、 お 銀 様 を 抱いて、 火の よ 

うな うれし 涙 を 見せました。 

しかし、 お 銀 様 はわり あいに 冷淡で、 そうして 少し 

く 臆病であった だけです。 

弁 信が 悄々 として、 それに つづいて 来た けれど、 伊 

太夫 は、 それ を 叱る こと も、 憐れむ こと も、 なすい と 

まがな く、 

「お 勝 はどうした、 三郎も 一 緒 か」 

と 叫びました。 

お 銀と、 弁 信と、 二 個の 生命が、 ともかくも 無事で 

ここへ 現われて 来たの が 夢で ない 以上 は、 つづいて、 


もう 二つの 最愛の 後妻と、 生みの 男の ひとり 子と が、 

その あとに 続いて 来ても よかり そうな もので はない か _ 

ところが、 それが 無い！ 

伊太 夫 は 片腕に お 銀 様 を 抱えながら、 しきりに 片手 

を 振って 叫びました、 

「お 勝 —— 三郎、 三郎 とお 勝 はどうした、 お 勝と 三郎 

はま だ 見えない か」 

しかし、 いずれから も、 その 二人の 姿 は 見えて 来な 

いのみ ならず、 どちらから 来る 報告 も、 その 有望 を も 

たらす ことがあ リ ません。 

伊太 夫 は 絶望の 眼 を 以て、 火の 色 を 見つめました。 


しかし、 前にい うと ころの 如く、 たとい 余燼な りと 

いえ ども、 この 余燼の 灰を搔 くまでに は、 まだ 相当の 

時間 を 待たなければ ならない ことです。 よし、 相当の 

時間 を 待って みたところで、 この 盛んな 大家の 災 火の 

底に、 かりに 不祥 極まる 運命の 人間が 横たわつ ている 

として、 その 一 片の 舎利 を 発見し 得る 望みが あります 

>  0 

力 

伊太 夫の 周囲 を 取 巻く 人 は、 みな、 期せず して 同じ 

ように、 絶望の 色 を 漂わせて いない ものはありません。 

それ は、 前後の 事情 を 聞き 合わせて 想像して みると、 

どうしても、 不祥な 判断に 落ちて 行かない という こと 


はで きないの です。 

たとえば、 一方に おいて これらの 人間に 聞かれない 

ところの、 ある 物 蔭に おいて、 雇人た ちの ゴシップ を 

聞いて ごらんな さ い。 大体 こんなよ うな こと を 言つ て 

いるので す。 

この 火事の 前、 お 銀 様が 烈しく 怒って いた。 それ は 

何の 因縁 だか わからなかった が、 今晩の 怒り 方 は、 い 

つもより もい つそう 烈しかった という ことで ある。 

そこへ、 例の 弟の 三郎が 入って 来た。 実は 三 郎が来 

たために お 銀 様が、 そんなに 怒り 出した のか も 知れな 

い。 その 前後の こと はわから ない が、 とにかく、 三郎 


様 も 火の ように 泣き出した。 そうすると、 奥様が —— 

つまり 三郎 様に は 実の 母親、 お 銀 様に は 継母で あると 

ころの —— 奥様が 今日は また それにつ いて、 烈しい 御 

立腹の ようであった。 

火事！ といった 時、 火の 廻りの 早かった こと。 そ 

えんしょう 

れは油 か、 煙硝 かの 助けがなければ、 到底 こんなに 早 

く 火が 廻る はずがない と 思われた ほど 早かった と、 そ 

の 場に 居合わせた ものの ように 言う 者 さえ ある。 

その 結果、 ついに、 つい 今まで 三人の 方の 行方 不啡 

となった ので、 弁 信 だけ はっけた りに なって いる。 

これらの ゴシップ は、 日頃が 日頃 だけに、 だれの 頭 


にも、 多大の 疑惑 を 植えつ けぬ という こと はない。 

親子 兄弟の 間が 棟 を 別にして、 絶えて 往来 をし ない 

という 家風 —— そこから だれの 頭に も、 この 事変に 関 

聯 して、 怖ろ しい 想像が 湧かない という こと はない が、 

物 蔭の ゴシップ にしても、 そこまで は 口に のぼせて い 

う 者がない。 

この 時分、 お 銀 様 はもう、 ずっと 離れた 文庫 蔵の 二 

びょうぶ 

階へ 来て、 屛 風の 中へ 身 を うずめて しまいました。 哀 

れ なる 弁 信 は、 かねて、 自分の 居間と 定められた、 お 

銀 様の 家の 一 部 を 焼かれて しまった ものです から、 身 


を 置く ところがありません。 肝腎のお 銀 様が それ を 忘 

れて、 かまわないで いるく らいです から、 誰と て 弁 信 

のために 手引 をして、 新しい 座敷 を 与えて やろうと い 

う 者が ありません。 

ぜひな く、 櫸の 大樹の 下に 莛を しいて 坐り込み ま 

した。 

けやきの 大樹の 下に 座 を 構えて いた 弁 信 は、 今、 眼 

前に 大きな 火の 海 を 見ました。 

大火が おおよそ しずまった 時分に なって、 はじめて 

弁 信 は、 その 見えぬ 眼前に、 広大なる 火の 海 を 見 まし 

た。 


火焰 何十 里に ひろがる 火の 海 を 見ました が、 弁 信の 

見た 火の 海 は 熱くありません。 色 は 赤く、 紅蓮の よう 

こんじき 

に 金色 を 帯びて かがやき 渡ります けれど、 その 火 は 熱 

くありませんでした。 それ は 紅蓮と、 金色と を 流動し 

て 見せる、 かぎりなき 池で ありました。 

そこから 立ちのぼる 一 味 清涼の 風光。 それ を 弁 信 は 

まのあたり 見て いると、 その 紅蓮の 池の 真中に、 二つ 

の 人の 姿の 裸 形な のが 現われる の を 見ました。 その 一 

つ は、 母と 覚 しい 年配の 女の 姿で、 他の 一 つ は、 まだ 

十 歳に はなる まいと 思われる 男の子の 姿であります。 

母子 二人 は、 その 紅蓮の 池の 中 を 楽しげに 歩いて い 


ました。 広大なる 火焰の 池の 中 を、 自家の 庭園 を 歩む 

ものの ように 歩んで いたが、 ある 一点へ 来る と、 二人 

は 急に そこにと どまって、 相 抱いて 地に 伏してし まい 

ました。 それ は 無論 苦しむ ために 地上に 伏した ので は 

なく、 春の 野に、 もえ 出した つくし を、 母が 子の ため 

に 摘み取って やる ような 気分で、 地に うつ 伏した もの 

と 見える が、 不思議な ことに は、 一 旦 うつぶして しまつ 

て 後に、 再び 頭 を 上げる ことがあ りませんでした。 さ 

いぜん は あれほど 楽しげに 歩いて いた ものが、 ここに 

きた 

来って、 どうしても 地上から 起き 上らな いのは、 なに 

ゆえでしょう。 


弁 信 は、 それ を も 不思議 だと 思いました。 その 時に 

火焰の 海が、 何十 里と いう もの、 おおゆれに ゆれ 渡る 

と、 伏していた 母子の 姿が 見え なくなりました。 

その 途端の こと —— その 火焰の 海の 上に 二つの 髑髏 

が 現われました。 それ はま さしく さいぜん、 地に うつ 

ぶした 母子の 姿の 見えな くな つ た 地点であります。 

真紅の 広 海の 上に 置かれた 純白な 二つの 髑髏 —— そ 

れを弁 信 だけが、 まざまざと 見ました。 

そこで 弁 信 は 思わず 合掌 し て 、 

ねんび かんのん リき  へんじょうち 

「推 落 大火 坑、 念 彼 観音 力、 火坑 変成 池 …… 」 

と 念じました。 


そうすると、 二つの 髑髏 もグ ルリと 弁 信の 方へ 向き 

直って、 そのうつ ろな 四つの 眼 を 合わせて、 弁 信の 方 

を 見つめ 出しました。 そこで 弁 信 はい やおうな く、 

「或 漂流 巨脉、 竜 魚 諸 鬼 難、 念 彼 観音 力 …… 」 

とつ づけます と、 髑髏が 喜びました。 そのうつ ろな 眼 

を 以てしき りに、 もっともつ ととせ がむ ような 気がし 

ます ものです から、 そこで 弁 信 は容を 改めて、 妙法 蓮 

ふもん ぼん 

華 経 観世音 菩薩 普 門 品 第一 一十 五 を、 最初から 高らかに 

誦し はじめました。 

経 を 誦して 半ばに 至らざる 時に、 髑髏の うつろなる 

眼から、 ハラハラと 涙の こぼれる の を、 弁 B 法師 は 確 


かに 見ました。 

いよいよ 普 門 品 一巻 を 誦し 終った 時に、 弁 信の 頭上 

のけ やきの 枝と 葉が サ ラサ ラと 鳴って、 そこから 人が 

下りて 来ました。 

ら ぎよ-つ 

まさしく 人の 形に は 形 をして います。 真黒な 裸 形で、 

眼 も、 鼻 も、 口 も、 少しも わかりません が、 弁 信の 頭 

の 上から 下りて、 すたすたと 火の 海 を 渡って、 髑髏の 

方へ 行こうと します から、 弁 信が、 

「あなた は、 どなたで すか」 

と 尋ねます と、 

「はい、 私 は 幸 内と 申します」 


と 答えた まま ス ラスラと 火の 海 を 渡って、 あの 二人の 

どくろの 前へ 近づく と、 おどり 狂うよう に、 その 前に 

ひざまずいて、 やがて 一 一 つの どくろ を かわるがわる 両 

手に 捧げて、 立ちつ、 居つ、 おどって いるの を 弁 信が、 

見えぬ 眼で まざまざと 見ました。 

ぜ しょうめ っぽう しょうめ つめつ い 

「是 生滅 法、 生滅 滅已」 

と 弁 信 は 合掌して から、 南無阿弥陀仏、 南無阿弥陀仏、 

南無阿弥陀仏、 と 限りなく、 念仏の 声が 口 をつ いて 出 

でました。 

三十 三 


その 火事が あって 幾日 かの 後の ことで ありました。 

恵 林 寺の 慢心 和尚が、 途轍もない 大きな 卒塔婆 を か つ 

ぎ 込んで、 従者 を 一人 もつれずに 西の方 ヘス タス タと 

歩いて 行く のが、 白日の ことです から、 すべての 人が 

注目し ない わけに は ゆきません。 

「恵 林 寺の 大和 尚が、 素敵 もな く 大きな 卒塔婆 を かつ 

ぎ 込んで、 西の方へ 向いて いらっしゃ るが、 どこへ お 

い でな さるの だろう」 

「左様 さ、 ど こぞの 供養 か、 施餓鬼へ でもお いでな さ 

るの だろう さ」 


「どうです、 ごらんなさい、 あの 大きな 卒塔婆 を …… 

何 丈あります かねえ、 木と は 言いながら、 あれ だけの 

もの は、 へたな 牛で もに ないきれ ますまい ね」 

ごもつ と 

「御尤もです、 和尚の 力量 こそ 測るべからざる もので 

す、 大和 尚 なれば こそ、 あれが ああして かついで 歩け 

るんで ござ いますな」 

「ほんとうです、 あの 大和 尚 さまの 力 はわ かりません」 

「どうです、 あの 卒塔婆 に 書いて ある 文句が わかり ま 

す 力」 

「わかりません ね」 

「字が 読めます か」 


霞 を 隔てた ように 透して 見て、 

「読めません —— 変て こな 字です ねえ、 あんな 字 は 日 

本の 国に はないで しょう」 

「悉 曇の 文字と いうの が、 多分 あれなん だろうと 思い 

ます」 

「こちらの 方の 頭に は 漢字で 弥帝嚷 夜と 書いて あるよ 

うです が、 あれ は 何と 読みます か」 

「あれ はみ ちり やと 読みます」 

「どういう 訳です か」 

「さあ —— それ はわ かりません ねえ」 

「ひとつ、 大和 尚に 伺って みまし ようか」 


「およしなさい、 芸 もない から」 

そんな こと をい つて、 慢心 和尚の 通る 沿道の 人が、 

それ を 評判 しないの はありません。 それ はこの 甲斐の 

国で、 おそらく 慢心 和尚 を 知らない 人 はない のでし よ 

う。 それ は 名 剎恵林 寺の 大和 尚と して、 学徳 並びなし 

という 意味に おいて 知ってい るので はなく、 その ブン 

まんまる 

廻し で 描いた ような 真 円い 顔と、 夜具の 袖口 を 二 つ 合 

わせた ような 大きな 口と、 釣鐘 を かけ 外し をして 平気 

で 持って 歩く という 力量と、 愚の 如く、 賢の 如く、 凡 

ぎ よ-つ そ-つ 

の 如く、 聖の 如く、 そこら を 押 歩く 行動と、 その 形相 

に 似気なく ォホ ホホホ ホホと 笑う 口元に、 無限の 


愛嬌が たたえられて いるのと、 それらの 点に よって、 

名物の 意味に おいての 珍重から、 何人も この 和尚の 印 

象 を はなす ことができな いのでありましょう。 

それで、 今 も、 和尚 を 見送りながら、 何人も 舌 を ま 

いて、 まず 感心して いるの は その 大力 量です。 大力 量 

といっても、 ここで は 超凡 越聖 といった ような 力量 

ぶりではありません、 眼前、 目に 見える 力量で ありま 

す。 

それ は 今 言う 通り、 牛 も ひきわず らう ほどの 大 材木 

を 軽々 と 肩に かけて、 さっさと 歩む 超人 間の 力量に、 

ほと ほと 舌 をまい て、 また あいた 口が ふさがらな いの 


です。 つまり 牛馬 以上の 力量に、 衆人 は 驚嘆して いる 

のであります。 

あき 

群衆が 呆れて いるの を 見かけて、 慢心 和尚が こう 言 

いました、 

「伊太 夫のと ころに 不幸が あって、 わしに 供養 をし ろ 

というから、 これ を かつぎ 込む の だ、 みんな 見に 来た 

い 奴 は 見に 来い、 伊太 夫の ところでは 六月の 一 日に、 

先祖 以来た くわえた 金銀 財宝 を 残らず 取り出して、 欲 

しいと いう ほどの ものに 施し をす るそう だ、 行って 

みたい 奴 は、 おれと 一緒につ いて 来い」 

こういつ て 慢心 和尚 は、 右の 肩で 卒塔婆 を 負いな が 


ら、 左の 片手の 拳 を 高く 空中に つき 上げた から、 何 を 

する かと 見れば、 その 絶世の 巨口 を パク ッと 開いて、 

児 頭大の 拳をポ カリと その 口中へ 入れて 見せました。 

かねて 噂に は 聞いて いた けれど、 これほど 大きな 口 

だと は、 何人も 思いお よびません。 
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